
第
三
編

地
方
分
権
と
本
会
の
活
動

―
昭
和
六
十
二
年
度
～
平
成
十
八
年
度
―





391

第三編 地方分権と本会の活動

第
一
章

地
方
分
権
と
行
政
改
革

（
昭
和
六
十
二
年
度
～
平
成
十
二
年
度
）

第
一
節

本
格
化
し
た
地
方
分
権

全
国
知
事
会
の
歴
史
の
中
で
、
こ
の
二
十
数
年
間
、
と
り
わ
け
平
成
七
年
五
月
の
「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
成
立
等
地
方
分
権
の
動

き
が
本
格
化
し
た
後
半
は
、
画
期
的
な
時
期
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
、
戦
後
の
改
革
に
次
ぐ
第
三
の
改
革
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
展
開

さ
れ
た
本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
分
権
へ
の
取
組
み
は
、
そ
の
盛
上
り
に
お
い
て
も
、
検
討
の
幅
広
さ
に
お
い
て
も
特
筆
す
べ
き
も

の
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
、
地
方
分
権
へ
の
動
き
が
本
格
化
し
た
背
景
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
に
、
戦
後
五
十
年
を
経
て
我
が
国
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
こ
と
で
あ
る
。
国
際
的
に
は
、
冷
戦
構

造
が
大
き
く
変
化
し
、
国
内
的
に
は
、
自
由
民
主
党
の
一
党
に
よ
る
優
位
体
制
が
崩
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
中
で
い
わ
ゆ
る
「
五
十
五
年

体
制
」
と
呼
ば
れ
た
保
革
の
対
立
の
構
造
も
大
き
く
変
化
し
た
。
経
済
的
に
は
、
高
度
成
長
か
ら
低
成
長
へ
の
過
程
を
経
て
経
済
の
熱

病
と
も
い
う
べ
き
い
わ
ゆ
る

バ
ブ
ル
経
済

と
そ
の
崩
壊
を
経
験
し
た

国
際
化
や
情
報
化
の
急
速
な
進
展

少
子
・
高
齢
化
と
い
っ

「

」

。

、

た
社
会
の
変
化
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
府
と
中
央
省
庁
が
リ
ー
ド
し
、
社
会
資
源
を
一
元
的
に
配
分
す
る
「
追
い
つ
け
、
追

い
こ
せ
型
」
の
運
営
で
は
、
経
済
は
巨
大
に
な
っ
て
も
国
民
は
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
と
い
う
問
題
や
東
京
へ
の
一
極
集
中
が
解
決

で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
克
服
の
方
策
と
し
て
地
方
分
権
の
推
進
の
検
討
が
本
格
化
す
る
に
至
っ
た
。
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第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
変
化
の
中
で
、
行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
と
公
正
性
・
透
明
性
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
行
政
改
革
が

不
可
避
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
行
政
改
革
は
、
と
か
く
硬
直
し
が
ち
な
行
政
が
変
化
に
対
応
す
る
た
め
不
断
に
取
り
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
が
、
経
済
の
低
成
長
と
国
際
化
の
中
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
地
方
分
権
は
、
真
に
効
率
的

で
公
正
で
透
明
な
行
政
を
実
現
す
る
た
め
に
も
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
や
地
方
自
治
関
係
者
が
長
期
に
わ
た
り
、
一
貫
し
て
地
方
分
権
を
主
張
し
、
検
討
を

重
ね
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
や
神
戸
委
員
会
の
報
告
以
来
、
地
方
制
度
に
つ
い
て
数
々
の
提
言
が
行

わ
れ
て
き
て
お
り
、
本
会
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
や
多
く
の
地
方
自
治
関
係
者
が
、
地
方
自
治
確
立
の
た
め
再
三
に
わ
た
り
、
決
議
、

要
望
を
政
府
に
行
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
昭
和
五
十
六
年
三
月
の
臨
時
行
政
調
査
会
の
発
足
以
来
地
方
分
権
の
推
進
を
提
言
し
た
平
成

五
年
四
月
の
第
三
次
行
革
審
の
中
間
報
告
に
至
る
ま
で
の
間
、
本
会
と
地
方
六
団
体
は
、
一
貫
し
て
地
方
分
権
を
主
張
し
、
国
か
ら
地

方
へ
の
権
限
と
財
源
の
移
譲
、
機
関
委
任
事
務
の
整
理
、
国
の
地
方
へ
の
関
与
や
必
置
規
制
の
整
理
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
が
、
平
成
七
年
の
「
地
方
分
権
推
進
法
」
に
結
実
し
た
と
言
え
る
。

第
二
節

行
政
改
革
の
中
の
地
方
分
権

一

社
会
・
経
済
の
変
化
と
行
政
改
革

我
が
国
に
お
け
る
行
政
改
革
の
取
組
み
は
、
高
度
経
済
成
長
時
代
に
始
ま
っ
て
い
る
。
当
時
、
高
度
経
済
成
長
な
ど
社
会
経
済
の
発
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展
・
近
代
化
に
対
す
る
行
政
の
立
ち
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、
行
政
運
営
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
に
臨
時
行
政
調

査
会
（
第
一
次
臨
調
）
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
に
答
申
を
行
っ
て
い
る
。

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
（
第
二
次
臨
調
）
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
に
発
足
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
我
が
国
の
社
会
経
済
が
高
度

。

、

、

成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
移
行
し
た
時
期
で
あ
る

こ
の
大
き
な
時
代
変
化
に
対
応
し

高
度
成
長
期
に
肥
大
化
し
た
行
政
の
見
直
し
や

多
様
化
し
た
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

さ
ら
に

多
額
の
国
債
残
高
を
抱
え
た
中
で
の
財
政
再
建
が
第
二
次
臨
調
の
中
心
的
課
題
と
な
っ

、

、

た
。こ

の
中
で
、
行
政
の
あ
り
方
の
見
直
し
の
一
環
と
し
て
「
国
と
地
方
の
事
務
配
分
」
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
た

（
第
二
次
臨

。

調
へ
の
本
会
の
対
応
は

「
全
国
知
事
会
四
十
年
史
」
六
十
頁
～
七
十
二
頁
参
照

）

、

。

二

新
行
革
審
の
発
足
と
地
方
分
権

国
に
お
い
て
は
、
第
二
次
臨
調
・
第
一
次
行
革
審
に
引
き
続
き
、
更
に
行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
四
日

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
（
新
行
革
審
）
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
審
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
臨
調
・
行
革
審
の
改
革
の
成
果
を
点
検

評
価
し
つ
つ
行
政
改
革
を
一
層
推
進
さ
せ
る
た
め
高
い
視
点
か
ら
政
府
に
対
し
全
般
的
あ
る
い
は
具
体
的
な
意
見
・
答
申
を
提
出
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
二
日
、
同
審
議
会
に
お
い
て
、
本
会
副
会
長
の
山
本
宮
城
県
知
事
が
全
国
知
事
会
を
代
表
し
、
基
本
的
考

え
方
と
し
て
、
行
政
改
革
の
基
本
は
、
住
民
生
活
に
関
連
す
る
行
政
は
地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
な
判
断
と
責
任
の
下
に
行
え
る
よ
う
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事
務
と
財
源
の
地
方
移
譲
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
訴
え
た
。

そ
し
て
地
方
分
権
の
視
点
に
立
っ
た
権
限
と
責
任
の
明
確
化
を
主
張
し
た
。

ま
た
、
新
行
革
審
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
に
お
け
る
機
能
分
担
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、
国
と
地
方
の
関
係
等
に
関
す

る
小
委
員
会
（
瀬
島
龍
三
小
委
員
長
）
を
設
置
し
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。

平
成
元
年
四
月
二
十
六
日
、
本
会
副
会
長
の
貝
原
兵
庫
県
知
事
が
同
委
員
会
に
お
い
て

「
機
関
委
任
事
務
に
つ
い
て
は
、
四
十
件

、

程
度
の
整
理
合
理
化
が
行
わ
れ
た
が
、
地
方
六
団
体
の
提
言
に
比
較
す
る
と
、
ご
く
一
部
に
止
っ
て
い
る
。
ま
た
、
権
限
移
譲
に
つ
い

て
も
、
何
ら
か
の
改
善
が
あ
っ
た
の
は
、
ご
く
一
部
で
あ
る

」
ま
た

「
事
務
の
再
配
分
、
権
限
移
譲
な
ど
の
抜
本
的
改
革
に
手
を

。

、

、

、

、

」

つ
け
な
い
で

先
般

国
の
財
政
上
の
理
由
だ
け
で
財
源
負
担
の
一
方
的
変
更
が
な
さ
れ

地
方
団
体
は
大
き
な
不
満
を
も
っ
て
い
る

と
国
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

三

新
行
革
審
答
申
と
第
三
次
行
革
審
の
発
足

平
成
元
年
十
二
月
二
十
日
、
新
行
革
審
は
「
国
と
地
方
の
関
係
等
に
関
す
る
答
申
」
を
発
表
し
た
。
答
申
で
は
、
権
限
移
譲
に
つ

い
て
は
四
十
七
項
目
、
国
の
関
与
の
廃
止
・
緩
和
、
必
置
規
制
の
緩
和
等
に
つ
い
て
は
二
十
八
項
目
、
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
に
つ

い
て
は
六
十
七
項
目
を
具
体
的
に
例
示
し
た
。

こ
の
答
申
を
受
け
政
府
は
、
同
年
十
二
月
二
十
九
日
、
こ
れ
を
「
最
大
限
尊
重
」
す
る
と
し
て
、
こ
の
答
申
を
盛
り
込
ん
だ
「
国
と

地
方
の
関
係
等
に
関
す
る
改
革
推
進
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
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ま
た
、
平
成
二
年
四
月
十
八
日
、
発
足
以
来
三
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
審
議
を
取
り
ま
と
め
最
終
答
申
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に

提
出
し
た
。
政
府
は
こ
れ
を
受
け
、
新
た
に
「
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
設
置
法
」
を
制
定
し
第
三
次
行
革
審
を
発
足
さ
せ
た
。

、

、「

」

、

最
終
答
申
は

地
方
分
権
の
推
進
に
つ
い
て
は

国
と
地
方
の
関
係
等
に
関
す
る
答
申

に
基
づ
き
総
合
的
な
改
革
を
行
う
と
し

一
方
で
い
わ
ゆ
る
道
州
制
の
検
討
も
提
言
し
た
。

四

国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
等
研
究
会
の
設
置

本
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
に
決
定
さ
れ
た
四
全
総
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成

の
た
め
に
は
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
中
野
千
葉
県
副
知
事
を
委
員
長
と
す
る
「
国
か
ら
地

方
へ
の
権
限
移
譲
等
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
研
究
会
は
①
国
と
地
方
と
の
間
に
お
け
る
機
能
分
担
の
あ
り
方
の
見
直
し
等
行
政
改
革

の
一
層
の
推
進
、
②
地
方
公
共
団
体
へ
の
権
限
移
譲
、
③
地
域
振
興
の
た
め
の
支
援
体
制
等
行
財
政
上
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
。研

究
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
に
第
二
十
一
次
地
方
制
度
調
査
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
十
六
項
目
の
事
務
の
国
か
ら
地
方
へ
の
権

限
移
譲
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
二
次
に
わ
た
り
全
都
道
府
県
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
ま
た
、
各
県
、
関
係
各
省
庁
、
経
済
団
体
及
び
マ

ス
コ
ミ
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
平
成
元
年
十
一
月
に
報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

五

国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
に
関
す
る
要
望
と
緊
急
要
望
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本
会
は
、
平
成
元
年
七
月
二
十
一
日
に
は

「
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
に
関
す
る
要
望
」
を
行
っ
た
。
要
望
で
は
、
①
都
道
府

、

、

、

県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
な
ど
地
方
公
共
団
体
間
の
役
割
分
担
の
変
更
等
の
問
題
は

地
方
制
度
調
査
会
の
検
討
に
委
ね
る
べ
き

②
特
に
先
に
地
方
制
度
調
査
会
が
答
申
し
た
十
六
項
目
の
許
認
可
権
限
を
国
か
ら
地
方
に
移
譲
す
べ
き
、
③
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
国
の
総
合

出
先
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
し
た
。

ま
た
、
平
成
元
年
十
月
十
六
日
、
地
方
六
団
体
は
、
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。
緊
急
要
望
で
は

「
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
、
国

、

の
関
与
・
必
置
規
制
の
整
理
、
国
庫
補
助
金
の
整
理
合
理
化
等
の
思
い
切
っ
た
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
中
で
も
、
国
と
地
方
と
の
機

能
分
担
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
大
幅
な
権
限
と
財
源
の
移
譲
を
推
進
し
、
地
方
分
権
の
実
現
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る

」
と
明
確

。

に
「
地
方
分
権
の
実
現
」
を
主
張
し
た
。

六

第
三
次
行
革
審
で
の
意
見
陳
述
と
答
申

平
成
三
年
五
月
十
六
日
、
行
革
審
と
地
方
六
団
体
と
の
行
革
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
本
会
を
代
表
し
て
長
野
岡
山
県
知
事
が
意
見
陳

述
を
行
っ
た
。
長
野
知
事
は

「
権
限
移
譲
の
推
進

「
関
与
・
必
置
規
制
の
整
理
合
理
化

「
機
関
委
任
事
務
の
整
理
合
理
化
」
及
び

、

」

」

「
財
政
問
題
」
に
つ
い
て
の
陳
情
を
行
っ
た
。

第
三
次
行
革
審
（
鈴
木
永
二
会
長
）
は
、
平
成
三
年
七
月
四
日
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え

「
国
際

、

化
対
応
、
国
民
生
活
重
視
の
行
政
改
革
に
関
す
る
第
一
次
答
申
」
を
海
部
内
閣
総
理
大
臣
へ
提
出
し
た
。
政
府
は
こ
れ
を
受
け
て
直
ち
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に
、
七
月
九
日
に
同
答
申
を
最
大
限
尊
重
す
る
旨
の
対
処
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。

同
答
申
は

「
国
の
行
政
は
、
外
交
・
防
衛
を
始
め
国
の
基
幹
に
か
か
わ
る
課
題
に
全
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
国
民
生
活
に
か
か

、

わ
る
権
限
は
、
こ
れ
を
責
任
あ
る
地
方
自
治
体
に
で
き
る
限
り
移
管
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
と
分
権
の
方
向
を
明
確
に
示

。

し
た
が

「
機
関
委
任
事
務
の
整
理
合
理
化
、
一
般
財
源
化
な
ど
補
助
金
等
の
見
直
し
、
地
方
債
許
可
制
度
の
弾
力
化
、
地
方
交
付
税

、

制
度
の
簡
素
化
や
地
方
財
政
の
自
主
性
拡
大
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
革
の
内
容
、
手
順
等
を
更
に
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い

」
と
具
体
的
検
討
課
題
を
明
記
し
た
。

。第
三
次
行
革
審
は
平
成
三
年
十
二
月
十
二
日
「
国
際
化
対
応
、
国
民
生
活
重
視
の
行
政
改
革
に
関
す
る
第
二
次
答
申
」
を
宮
澤
内
閣

総
理
大
臣
に
提
出
し
た
。
答
申
で
は
、
①
地
方
分
権
特
例
制
度
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
）
②
一
定
の
人
口
規
模
等
の
市
へ
都
市
関
連
行

政
の
都
道
府
県
の
事
務
権
限
を
委
譲
す
る
地
域
中
核
都
市
制
度
等
を
提
言
し
て
い
る
。

平
成
四
年
四
月
十
五
日
、
第
三
次
行
革
審
の
地
方
分
権
特
例
制
度
等
検
討
小
委
員
会
（
内
田
健
三
小
委
員
長
）
に
よ
る
、
地
方
分
権

特
例
制
度
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
）
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
本
会
を
代
表
し
て
栗
田
福
井
県
知
事
が
意
見
陳
述
を
行
っ

た
。栗

田
知
事
は

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
は
、
わ
が
国
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
分
権
型
シ
ス
テ
ム
へ
転
換
し
て
行
く
と
い
う
基
本
方
向
に

、

沿
っ
て
国
と
地
方
の
事
務
を
明
確
に
区
分
し
た
事
務
配
分
の
実
施
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
現
行
の
府
県

制
度
に
十
分
配
慮
し
、
都
道
府
県
の
十
分
な
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
制
度
の
導
入
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

平
成
四
年
六
月
十
九
日
第
三
次
行
革
審
は

「
国
際
化
対
応
、
国
民
生
活
重
視
の
行
政
改
革
に
関
す
る
第
三
次
答
申
」
を
宮
澤
内
閣

、

総
理
大
臣
へ
提
出
し
た
。

こ
の
答
申
で
は
、
第
二
次
答
申
で
提
言
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
制
度
の
内
容
が
「
地
方
分
権
特
例
制
度
の
導
入
」
と
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し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
答
申
は
、
十
二
月
八
日
に
閣
議
に
お
い
て
「
そ
の
提
言
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
地
方
分
権
特
例
制
度
を
実
施
す
る

」
と
し
て

。

決
定
さ
れ
た
。

七

府
県
政
懇
談
会
の
発
足

平
成
三
年
十
月
二
十
一
日
、
府
県
行
政
を
と
り
ま
く
激
し
い
環
境
変
化
の
中
で
府
県
行
政
が
、
こ
の
変
化
に
対
応
し
二
十
一
世
紀
に

向
け
、
よ
り
一
層
大
き
な
役
割
と
責
任
を
担
っ
て
い
く
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
会
に
府
県
政
懇
談
会
を
発

足
さ
せ
た
。

懇
談
会
は
、
長
野
岡
山
県
知
事
を
座
長
と
し
、
七
名
の
委
員
知
事
（
山
形
、
埼
玉
、
石
川
、
和
歌
山
、
岡
山
、
高
知
、
宮
崎
の
県
知

事
）
と
十
三
名
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
特
別
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
平
成
六
年
七
月
二
十
一
日
の
全
国
知
事
会
議
に
お
い
て
「
府

県
政
懇
談
会
報
告
」
を
発
表
す
る
ま
で
の
約
三
年
間
に
、
五
回
の
懇
談
会
と
七
回
の
専
門
部
会
（
部
会
長
・
貝
原
兵
庫
県
知
事
）
を
開

催
し
た
。

八

地
方
制
度
調
査
会
専
門
小
委
員
会
に
お
い
て

「
地
域
中
核
都
市
制
度
」
に
つ
い
て
意
見
陳
述
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平
成
四
年
六
月
十
日
、
地
方
制
度
調
査
会
専
門
小
委
員
会
（
原
孝
文
小
委
員
長
）
に
お
い
て
、
本
会
副
会
長
の
荒
巻
京
都
府
知
事
と

浦
西
大
阪
府
副
知
事
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
中
核
都
市
制
度
」
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
荒
巻
京
都
府
知
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
務
移
譲
の
あ
り
方
と
し
て
①
住
民
生
活
に
密
接
に
係
る
事
務
等
は
市
町
村
へ
、
②

国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
の
流
れ
を
も
っ
と
大
き
な
流
れ
に
、
③
府
県
と
市
町
村
の
役
割
・
機
能
の
明
確
化
と
市
町
村
へ
の
権
限
移

譲
を
強
調
し
た
。第

三
節

地
方
分
権
改
革
の
う
ね
り

一

「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
制
定

平
成
五
年
度
及
び
平
成
六
年
度
の
二
年
間
は
、
平
成
七
年
五
月
十
五
日
に
成
立
を
見
た
画
期
的
な
「
地
方
分
権
推
進
法
」
へ
向
け
た

大
き
な
う
ね
り
を
創
り
出
し
た
二
年
間
と
な
っ
た
。

第
三
次
行
革
審
が
中
間
報
告
に
続
い
て
平
成
五
年
十
月
の
最
終
答
申
に
お
い
て
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
シ
ス
テ
ム
の
変
革
の
基

本
方
向
と
し
て
、
地
方
分
権
を
打
ち
出
し
、
第
二
十
三
次
地
方
制
度
調
査
会
も
平
成
五
年
四
月
広
域
連
合
、
中
核
市
に
関
す
る
答
申
に

よ
っ
て
、
権
限
移
譲
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的
方
策
を
提
言
し
た
。
ま
た
、
第
二
十
四
次
地
方
制
度
調
査
会
は
、
平
成
六
年
十
一
月
地

方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
答
申
を
行
っ
た
。

一
方
、
国
会
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
六
月
衆
参
両
院
に
お
い
て
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
、
同
年
六
月
十
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一
日
地
方
六
団
体
が
内
閣
又
は
国
会
に
対
し
、
意
見
を
申
し
出
、
又
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
方
自
治
法
の
一
部

、

、

（

、

）
。

改
正
が
行
わ
れ

ま
た

衆
参
両
院
に
地
方
分
権
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

衆
議
院
五
年
八
月

参
議
院
五
年
九
月

政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
一
月
行
革
推
進
本
部
が
発
足
し
、
同
年
五
月
同
本
部
に
地
方
分
権
部
会
が
設
置
さ
れ

「
今
後
に
お

、

け
る
行
政
改
革
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
も
地
方
分
権
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
同
年
十
二
月
の
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す

」

、

「

」

、

、「

」

る
大
綱
方
針

の
閣
議
決
定
に
続
き

翌
七
年
二
月

地
方
分
権
推
進
法
案

が
閣
議
決
定
さ
れ

同
年
五
月

地
方
分
権
推
進
法

の
成
立
を
見
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

地
方
六
団
体
は
平
成
五
年
十
一
月
「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
地
方
行
財
政
制
度

確
立
を
目
指
し
た
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
方
策
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
い
、
平
成
六
年
九
月

「
地
方
分
権
推
進
要
綱
」
を
取

、

り
ま
と
め

「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
報
告
―
新
時
代
の
地
方
自
治
―
」
と
し
て
発
表
し
た
。

、

こ
の
間
、
本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
は
、
か
つ
て
な
い
行
動
力
を
示
し

「
地
方
六
団
体
の
国
に
対
す
る
意
見
具
申
制
度

、

等
の
確
立
に
関
す
る
緊
急
要
望

（
五
年
五
月

「
中
核
市
及
び
広
域
連
合
の
創
設
を
内
容
と
す
る
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

」

）
、

法
律
案
の
早
期
成
立
に
関
す
る
緊
急
要
望

（
六
年
五
月

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
緊
急
要
望

（
七
年
二
月

「
地
方
分
権

」

）
、

」

）
、

を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
の
早
期
制
定
に
関
す
る
緊
急
要
望

（
七
年
四
月
）
を
相
次
い
で
行
い
政
府
・
国
会
関
係
者
へ
の
実
行
運
動

」

を
行
っ
た
。

ま
た
、
先
に
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
実
現
し
た
意
見
具
申
権
に
基
づ
き
、
平
成
六
年
九
月
二
十
六
日
地
方
六
団
体
は
「
地

方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を
国
会
・
内
閣
へ
提
出
し
た
。

こ
の
他
、
与
党
関
係
者
へ
の
説
明
、
意
見
交
換
も
か
つ
て
な
い
密
度
で
行
っ
て
き
た
。
地
方
六
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
こ
の
間
の
活

動
が
「
地
方
分
権
推
進
法
」
成
立
の
最
大
の
力
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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二

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
設
置

平
成
七
年
七
月
三
日

「
地
方
分
権
推
進
法
」
に
基
づ
く
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
一
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
に
は

、

諸
井
虔
委
員
（
秩
父
小
野
田
（
株
）
会
長
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
副
会
長
）
が
互
選
さ
れ
、
委
員
長
代
理
に
は
堀
江
湛
委
員
（
慶
應

義
塾
大
学
教
授
）
が
選
出
さ
れ
た
。

委
員
会
に
は
、
地
域
づ
く
り
部
会
（
部
会
長
・
成
田
頼
明
専
門
委
員
・
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）
と
く
ら
し
づ
く
り
部
会
（
部
会

長
・
大
森
彌
専
門
委
員
・
東
京
大
学
教
授
）
の
二
つ
の
部
会
を
設
置
し
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

中
間
報
告

（一）

委
員
会
は
、
設
置
以
来
、
平
成
八
年
三
月
ま
で
に
四
十
二
回
の
委
員
会
、
十
八
回
の
地
域
づ
く
り
部
会
、
十
七
回
の
く
ら
し
づ
く

り
部
会
と
精
力
的
な
検
討
を
重
ね
、
三
月
二
十
九
日
に
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
と
原
則
自
治
事
務
へ
の
移
行
、
国
・
地
方
公
共
団
体
間
の
関
係
調
整
の
た
め
の
新

し
い
制
度
の
創
設
や
国
と
地
方
公
共
団
体
の
係
争
に
か
か
る
第
三
者
機
関
の
設
置
、
必
置
規
制
の
廃
止
、
緩
和
等
、
国
と
地
方
公
共

団
体
の
新
た
な
関
係
の
た
め
の
抜
本
的
な
改
革
の
方
向
が
示
さ
れ
た
画
期
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

、

「

」

、

こ
れ
に
対
し

地
方
六
団
体
は
会
長
連
名
の
談
話
を
発
表
し

地
方
分
権
の
推
進
の
見
地
か
ら
基
本
的
に
評
価
で
き
る

と
し

「
今
後
、
勧
告
が
地
方
公
共
団
体
の
主
張
を
十
分
反
映
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
前
向
き
な
取
組
み
を
期
待
す
る
。
我

々
と
し
て
も
行
政
改
革
、
情
報
公
開
、
行
政
手
続
等
行
政
運
営
の
公
正
・
透
明
化
及
び
効
率
化
に
最
大
限
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
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る

」
と
期
待
と
自
ら
の
決
意
を
表
明
し
た
。

。中
間
報
告
を
発
表
し
た
後
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
さ
ら
に
国
・
地
方
関
係
の
制
度
及
び
補
助
金
・
地
方
税
財
源
の
専
門
的

な
検
討
の
た
め
、
四
月
十
八
日
、
行
政
関
係
検
討
グ
ル
ー
プ
（
座
長

西
尾
勝
委
員
）
と
補
助
金
・
税
財
源
検
討
グ
ル
ー
プ
（
座
長

神
野
直
彦
専
門
委
員
）
を
設
置
し
た
。

第
一
次
勧
告

（二）

平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
か
ら
政
府
に
対
し

「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
策
定
の
指
針
と
な
る
第
一

、

次
勧
告
が
提
出
さ
れ
た
。
勧
告
は
、
三
月
の
中
間
報
告
に
続
き
、
こ
れ
ま
で
中
央
集
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム
の
中
核
部
分
を
形
作
っ
て

き
た
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
従
来
の
機
関
委
任
事
務
の
約
三
分
の
一
を
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
に

振
り
分
け
整
理
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
従
来
の
機
関
委
任
事
務
制
度
に
お
け
る
包
括
的
な
国
の
指
揮
監
督
権
に
か
え
て
、
自
治
事
務
、

法
定
受
託
事
務
そ
れ
ぞ
れ
に
許
容
さ
れ
る
関
与
の
基
本
類
型
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
個
別
の
行
政
分
野
に
つ
い
て
、
地
域
づ
く
り
、

く
ら
し
づ
く
り
に
分
け
て
権
限
の
移
譲
、
関
与
の
廃
止
、
縮
減
等
を
具
体
的
に
勧
告
し
た
。

国
庫
補
助
負
担
金
及
び
地
方
税
財
源
に
つ
い
て
は
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
発
表
し
、
今
回
勧
告
に
至
ら
な
か
っ
た
他
の
課
題
と

合
わ
せ
引
き
続
き
検
討
し
、
平
成
九
年
前
半
ま
で
に
第
二
次
勧
告
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
二
次
勧
告
に
送
ら
れ
た
事
項
は
、
①
国
庫
補
助
負
担
金
②
地
方
事
務
官
③
地
方
出
先
機
関
④
必
置
規
制
⑤
地
方
行
政
体
制
等
で

あ
る
。

第
一
次
勧
告
を
受
け
、
地
方
六
団
体
は
共
同
し
て
会
長
談
話
を
発
表
し
た
。
談
話
は
、
勧
告
は
、
対
等
・
協
力
を
基
本
と
し
た
国

と
地
方
公
共
団
体
の
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
改
革
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
六
団
体
と
し
て
も
地
方
分

権
推
進
の
見
地
か
ら
、
全
体
と
し
て
評
価
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
地

。
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方
公
共
団
体
の
主
張
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
、
政
府
に
お
い
て
は
早
期
に
実
効
あ
る
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
を
策
定
す
る
よ
う
要
望

し
た
。

第
二
次
勧
告

（三）

平
成
九
年
七
月
八
日
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
中
間
報
告
、
第
一
次
勧
告
を
踏
ま
え
、
発
足
後
二
年
間
の
精
力
的
な
検
討
結

果
を
ま
と
め
、
第
二
次
勧
告
を
行
い
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
。

勧
告
は
、
①
従
来
の
機
関
委
任
事
務
の
う
ち
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
三
十
二
項
目
を
除
き
、
全
て
を
自
治
事
務
と
法

定
受
託
事
務
等
に
区
分
、
②
書
面
主
義
の
原
則
等
国
の
関
与
の
手
続
等
に
つ
い
て
明
記
、
③
必
置
規
制
と
地
方
出
先
機
関
の
あ
り
方

の
地
方
六
団
体
の
主
張
を
反
映
し
た
大
幅
な
見
直
し
、
④
地
方
六
団
体
の
主
張
を
反
映
し
た
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
等
、

⑤
都
道
府
県
・
市
町
村
間
の
事
務
配
分
及
び
市
町
村
に
対
す
る
都
道
府
県
及
び
国
の
関
与
に
つ
い
て
明
確
化
、
⑥
行
政
改
革
等
の
推

進
、
市
町
村
合
併
と
広
域
行
政
の
推
進
、
地
方
議
会
の
活
性
化
、
住
民
参
加
の
拡
大
・
多
様
化
、
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
及

び
首
長
の
多
選
の
見
直
し
等
の
課
題
に
言
及
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
勧
告
を
受
け
て
、
地
方
六
団
体
は
連
名
で
会
長
談
話
を
発
表
し
た
。
談
話
は

「
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
の

、

主
張
と
開
き
の
あ
る
部
分
も
一
部
に
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
評
価
す
べ
き
」
と
し
た
上
で
、
引
き
続
き
検
討
と
さ
れ
た
項
目
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
主
張
を
十
分
反
映
し
た
内
容
の
勧
告
が
行
わ
れ
る
よ
う
期
待
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
政
府
に
対
し
て

は
、
早
期
の
実
効
あ
る
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
作
成
と
速
や
か
な
実
行
を
要
望
す
る
と
同
時
に
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
自
ら

行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
た
。

な
お
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
国
・
地
方
の
係
争
処
理
手
続
、
団
体
委
任
事
務
に
係
る
国
の
関
与
の
あ
り
方
及
び
地
方
事
務
官
制
度

等
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
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三

本
会
と
地
方
六
団
体
の
取
組
体
制

地
方
分
権
推
進
本
部
等
の
設
置

（一）

国
に
お
い
て
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が
精
力
的
に
検
討
を
開
始
し
た
の
に
対
応
し
、
本
会
と
地
方
六
団
体
も
取
組
体
制
を
強
化
し

た
。八

月
十
日
に
は
、
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
は
、
地
方
分
権
推
進
本
部
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
本
会
は
、
七
月
二
十
日
に
大
分

、

。

県
で
開
催
し
た
全
国
知
事
会
議
に
お
い
て

十
五
都
道
府
県
か
ら
な
る
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

中
間
報
告
ま
で
の
取
組
み

（二）

地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
自
ら
地
方
分
権
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
一
方
で
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
、
地
方
六
団
体
と
し
て
も
広
範
な
問
題
に
つ
い
て
精
力
的
に
調
査
意
見
の
と
り
ま
と
め

を
行
い
、
意
見
表
明
と
資
料
提
出
を
行
っ
た
。

平
成
七
年
七
月
の
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
発
足
か
ら
、
平
成
八
年
三
月
の
中
間
報
告
ま
で
の
間
に
、
地
方
六
団
体
は
八
回
に
及

ぶ
意
見
表
明
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
委
員
会
の
発
足
間
も
な
い
七
月
二
十
八
日
の
第
三
回
地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
お
い
て
本
会
か
ら
は
、
会
長
の
長
野
岡
山

県
知
事
が
制
度
的
諸
課
題
を
中
心
に
総
論
的
な
地
方
分
権
に
関
す
る
地
方
六
団
体
の
考
え
方
を
述
べ
た
。

十
月
二
十
六
日
の
第
二
回
目
の
意
見
表
明
以
降
十
一
月
十
五
日
の
第
五
回
目
ま
で
は
地
域
づ
く
り
、
く
ら
し
づ
く
り
の
各
行
政
分
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野
別
課
題
に
関
す
る
現
状
、
問
題
点
、
権
限
移
譲
等
の
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
意
見
表
明
を
行
っ
た
。

平
成
八
年
一
月
十
日
の
第
六
回
目
に
は
、
制
度
的
課
題
と
し
て
、
権
限
移
譲
、
機
関
委
任
事
務
、
国
の
関
与
、
必
置
規
制
、
国
の

出
先
機
関
、
補
助
金
等
税
財
源
問
題
、
地
方
と
国
の
新
た
な
調
整
制
度
及
び
地
方
行
政
体
制
の
整
備
確
立
等
に
つ
い
て
意
見
表
明
を

行
っ
た
。

ま
た
、
平
成
八
年
二
月
十
三
日
及
び
十
五
日
に
は
、
第
七
回
目
及
び
第
八
回
目
の
意
見
表
明
と
し
て
地
域
づ
く
り
及
び
く
ら
し
づ

く
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
別
課
題
に
係
る
各
省
庁
の
意
見
へ
反
論
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
で
の
意
見
表
明
は
、
地
方
公
共
団
体
の
地
方
分
権
推
進
に
関
す
る
主
張
の
全
面
的
な
展
開

の
舞
台
と
な
っ
た
。

第
一
次
勧
告
へ
向
け
た
取
組
み

（三）

地
方
六
団
体
は
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
対
し
七
月
二
十
九
日
に
第
九
回
目
の
意
見
表
明
を
行
っ
た
。

こ
の
日
の
意
見
表
明
は
、
補
助
金
・
地
方
税
財
源
を
中
心
に
行
わ
れ
、
こ
の
他
中
間
報
告
の
評
価
及
び
各
省
庁
の
主
張
へ
の
反
論

等
を
行
っ
た
。

意
見
表
明
に
お
い
て
、
長
野
会
長
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
①
国
庫
補
助
負
担
金
約
十

七
兆
円
の
う
ち
、
約
二
兆
円
を
目
途
に
一
般
財
源
化
す
る
、
②
地
方
公
共
団
体
の
事
務
事
業
と
し
て
同
化
定
着
し
て
い
る
も
の
、
人

件
費
補
助
に
係
る
補
助
金
、
少
額
補
助
金
、
及
び
補
助
率
三
分
の
一
以
下
で
十
年
以
上
経
過
し
た
補
助
金
等
は
抜
本
的
に
見
直
し
、

基
本
的
に
縮
減
す
る
、
③
新
設
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
抑
制
し
、
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
の
導
入
も
検
討
す
る
。
ま
た
積
極
的
に
実
効
あ

る
統
合
メ
ニ
ュ
ー
化
を
進
め
る
な
ど
の
具
体
的
提
言
を
行
っ
た
。
こ
の
他
、
国
庫
補
助
金
等
の
対
象
と
な
っ
た
財
産
の
有
効
活
用
、

国
直
轄
事
業
負
担
金
の
廃
止
等
を
訴
え
た
。
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地
方
税
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
の
確
保
、
地
方
交
付
税
の
充
実
及
び
地
方
債
の
許
可
制
度
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
意

見
を
表
明
し
た
。

十
月
三
十
日
、
第
十
回
の
意
見
表
明
に
お
い
て
は
、
行
政
関
係
検
討
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
き
た
「
機
関
委
任
事
務
制

度
の
廃
止
に
伴
う
事
務
の
整
理
及
び
国
の
関
与
に
関
す
る
考
え
方
等
」
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
述
べ
る
と
同
時
に
国
庫

補
助
負
担
金
の
整
理
及
び
地
方
税
財
源
の
充
実
に
つ
い
て
も
重
ね
て
意
見
を
述
べ
た
。

地
方
分
権
推
進
に
向
け
た
各
界
へ
の
働
き
か
け

（四）
①

全
国
知
事
会
議
等
で
の
決
議

「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
成
立
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
発
足
を
受
け
、
本
会
は
、
地
方
分
権
の
推
進
を
最
大
の
重
点
項
目
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
決
議
等
を
行
い
、
そ
の
意
見
を
表
明
し
た
。

ま
ず
、
平
成
七
年
七
月
二
十
日
、
大
分
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事
会
議
に
お
い
て
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
を
行

い
、
ま
た
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
、
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
は
、
総
決
起
大
会
に
お
い
て

「
地
方
分
権
実
現
・
地
方
税
財

、

源
確
保
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
し
、
政
府
、
国
会
関
係
者
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
中
間
報
告
を
受
け
、
平
成
八
年
四
月
十
一
日
に
は
、
同
じ
く
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

「
中
間
報
告
の
趣
旨
に
沿
っ
た
改
革
が
行
わ
れ
る
よ
う
」
決
議
し
国
会
関
係
者
等
に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
十
二
月
三
日
に
、
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
が
開
催
し
た
総
決
起
大
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
最
重
点
の
課
題
と
し
て

決
議
さ
れ
た
。

②

地
方
分
権
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

地
方
分
権
推
進
の
意
義
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
国
民
運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
る
た
め
、
地
方
六
団
体

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

、
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及
び
地
元
都
道
府
県
の
共
催
に
よ
り
地
方
分
権
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
次
の
と
お
り
各
地
で
開
催
し
た
。

平
成
七
年

九
月
五
日
仙
台
市
、
十
月
五
日
岡
山
市
、
十
一
月
一
日
千
代
田
区
、

平
成
八
年

五
月
十
四
日
青
森
市
、
八
月
三
十
日
長
崎
市
十
一
月
二
十
八
日
清
水
市

③

政
党
等
へ
の
働
き
か
け

平
成
七
年
六
月
十
二
日
に
は
自
民
党
組
織
広
報
本
部
等
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
本
会
の
長
野
会
長
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
の
代

表
が
地
方
分
権
の
推
進
と
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
等
を
訴
え
た
。
ま
た
、
八
月
二
十
五
日
に
は
、
社
会
党
地
方
行
政
部
会
へ
副
会

長
の
松
形
宮
崎
県
知
事
が
、
自
民
党
地
方
行
政
部
会
等
の
合
同
会
議
へ
副
会
長
の
佐
々
木
秋
田
県
知
事
が
、
与
党
地
方
行
政
調
整
会

議
に
は
会
長
の
長
野
岡
山
県
知
事
が
本
会
を
代
表
し
て
出
席
し
、
地
方
分
権
推
進
の
必
要
性
を
訴
え
、
理
解
と
協
力
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
平
成
八
年
二
月
二
十
八
日
に
は
、
与
党
地
方
分
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
二
十
九
日
に
は
社
会
党
の
地
方
分
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
、
地
方
六
団
体
の
事
務
総
長
が
先
に
地
方
分
権
委
員
会
へ
提
出
し
た
意
見
・
資
料
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

中
間
報
告
後
も
こ
う
し
た
努
力
は
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
四
月
十
八
日
に
は
与
党
地
方
分
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
長
野
会
長
と
全
国

市
長
会
、
全
国
町
村
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
長
が
出
席
し
、
中
間
報
告
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
七
月
二
十
六
日
に
は

自
民
党
行
政
改
革
本
部
地
方
分
権
・
地
方
行
革
委
員
会
へ
、
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
の
貝
原
兵
庫
県
知
事
と
全
国
市
長

会
、
全
国
町
村
会
の
会
長
が
出
席
し
、
七
月
三
十
一
日
に
は
自
民
党
組
織
広
報
本
部
地
方
自
治
関
係
団
体
委
員
会
に
副
会
長
の
佐
々

木
秋
田
県
知
事
が
地
方
六
団
体
の
代
表
と
と
も
に
出
席
し
、
八
月
二
十
八
日
に
は
自
民
党
地
方
行
政
部
会
等
の
合
同
会
議
及
び
社
民

党
地
方
行
政
部
会
に
そ
れ
ぞ
れ
長
野
会
長
と
貝
原
知
事
が
出
席
し
て
要
望
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
四
月
十
日
マ
ス
コ
ミ
の
論
説
・
解
説
委
員
と
地
方
六
団
体
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
本
会
か
ら
は
長
野
会
長
が
出
席
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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第
二
次
勧
告
へ
向
け
た
活
動

（五）
①

地
方
分
権
推
進
委
員
会
で
の
意
見
表
明

第
二
次
勧
告
へ
向
け
、
地
方
六
団
体
は
、
平
成
九
年
二
月
十
日
、
十
七
日
及
び
二
十
日
と
三
回
に
わ
た
り
地
方
分
権
推
進
委
員
会

で
意
見
表
明
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
二
月
十
日
に
は
、
第
一
次
勧
告
の
評
価
、
残
さ
れ
た
機
関
委
任
事
務
の
区
分
と
国
の
関
与
の
あ
り

方
、
従
前
の
機
関
委
任
事
務
の
う
ち
事
務
そ
の
も
の
を
廃
止
す
べ
き
も
の
、
必
置
規
制
の
廃
止
縮
小
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制

に
つ
い
て
意
見
表
明
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
、
荒
巻
京
都
府
知
事
が
出
席
し
た
。

二
月
十
七
日
に
は
、
団
体
（
委
任
）
事
務
に
係
る
国
の
関
与
、
地
方
事
務
官
、
地
方
議
会
に
つ
い
て
意
見
表
明
、
意
見
交
換
を
行

い
、
本
会
か
ら
は
、
渡
辺
栃
木
県
知
事
が
出
席
し
た
。

二
月
二
十
日
に
は
、
補
助
金
・
税
財
源
検
討
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
第
一
次
勧
告
及
び
「
中
間
と
り
ま
と
め

、
補
助
金
等
を
通

」

じ
た
国
の
過
度
の
関
与
の
支
障
例
、
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
係
る
事
務
手
続
の
実
態
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
、
意
見
表
明
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
貝
原
兵
庫
県
知
事
出
席
し
た
。

さ
ら
に
、
第
二
次
勧
告
の
直
前
の
六
月
十
三
日
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
地
方
行
政
体
制
等
検
討
グ
ル
ー

プ
（
座
長

堀
江
湛
杏
林
大
学
教
授
）
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
本
会
か
ら
は
荒
巻
京
都
府
知
事
が
出
席
し
、
地
方
行
政
体
制
の
整

備
の
課
題
を
中
心
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

②

そ
の
他
の
活
動

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
つ
い
て
都
道
府
県
の
意
見
の
集
約
を
行
う
た
め
多
く
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
平
成
八
年
三
月
の
中

間
報
告
以
降
全
都
道
府
県
を
対
象
と
し
た
も
の
に
限
定
し
て
で
も
十
回
近
く
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
へ
出
席
し
、
意
見
表
明
を
行
っ
た
も
の
以
外
に
、
文
書
の
み
を
も
っ
て
の
意
見
提
出
や
資
料
提
出
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も
数
多
く
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
五
月
二
十
三
日
に
は
、
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
は
、
東
京
で
「
地
方
分
権
推
進
全
国
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、

地
方
分
権
へ
の
取
組
み
意
識
の
一
層
の
高
揚
と
折
か
ら
国
・
地
方
を
通
ず
る
重
要
課
題
と
な
っ
て
き
た
、
行
政
改
革
・
財
政
構
造
改

革
へ
向
け
た
地
方
の
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
。
会
議
終
了
後
、
地
方
六
団
体
の
代
表
者
は
、
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
政
府
、

国
会
の
関
係
者
に
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

③

政
府
等
へ
の
働
き
か
け

平
成
九
年
二
月
二
十
六
日
に
は
、
自
民
党
行
革
推
進
本
部
地
方
分
権
・
地
方
行
革
委
員
会
及
び
民
主
党
地
方
分
権
調
査
会
へ
先
に

地
方
分
権
推
進
委
員
会
で
の
意
見
表
明
を
中
心
と
し
た
内
容
に
つ
い
て
地
方
六
団
体
の
事
務
総
長
が
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
四
月

二
十
三
日
に
は
自
民
党
行
革
推
進
本
部
地
方
分
権
・
地
方
行
革
委
員
会
と
財
政
改
革
委
員
会
と
の
合
同
会
議
に
荒
巻
京
都
府
知
事
、

渡
辺
栃
木
県
知
事
、
圓
藤
徳
島
県
知
事
が
出
席
し
、
地
方
分
権
の
推
進
と
そ
れ
ぞ
れ
の
府
県
で
の
行
政
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て
意

見
表
明
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
三
月
十
三
日
マ
ス
コ
ミ
の
論
説
・
解
説
委
員
と
地
方
六
団
体
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
地
方
分
権
推
進
に
関
す
る
地
方
公

共
団
体
の
主
張
を
説
明
す
る
と
同
時
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

四

新
た
な
行
政
改
革
、
財
政
構
造
改
革
の
動
き

平
成
八
年
十
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
後
、
十
一
月
七
日
に
第
二
次
橋
本
内
閣
が
発
足
し
た
。
こ
の
内
閣
は
、
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最
重
要
課
題
と
し
て
「
変
革
と
創
造
」
を
掲
げ
、
行
政
改
革
、
経
済
構
造
改
革
、
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
、
財
政
構
造
改
革
、
社
会
保
障

構
造
改
革
及
び
教
育
改
革
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
た
。
中
で
も
、
行
政
改
革
と
財
政
構
造
改
革
は
最
重
要
課
題
と
さ
れ
、
内
閣
総
理

大
臣
自
ら
会
長
・
座
長
と
な
っ
て
行
政
改
革
会
議
（
十
一
月
二
十
一
日
）
及
び
財
政
構
造
改
革
会
議
（
平
成
九
年
一
月
二
十
一
日
）
が

設
置
さ
れ
た
。

こ
の
方
針
は

地
方
分
権
推
進
の
動
き
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
お
け
る
地
方
行
政
体
制
等
検
討
グ
ル
ー

、

、

プ
の
設
置
等
に
つ
な
が
っ
た
。

行
政
改
革
会
議
は
、
①
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
家
機
能
の
在
り
方
、
②
中
央
省
庁
の
再
編
の
在
り
方
、
③
官
邸
機
能
の
強
化
の
た

め
の
具
体
的
方
策
に
的
を
絞
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、
会
議
発
足
後
一
年
以
内
に
成
案
を
得
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
新
体
制
へ
移

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

財
政
構
造
改
革
会
議
は
、
政
府
与
党
関
係
者
で
構
成
さ
れ
、
国
・
地
方
を
通
じ
る
長
期
債
務
残
高
が
平
成
九
年
度
末
に
は
、
四
七
六

兆
円
を
超
え
る
と
い
う
危
機
的
な
財
政
状
況
を
克
服
し
、
健
全
化
を
達
成
す
る
た
め
、
平
成
九
年
三
月
十
八
日
に
は
財
政
構
造
改
革
五

原
則
を
発
表
し
た
。
こ
の
五
原
則
は

「
①
財
政
構
造
改
革
の
当
面
の
目
標
は
二
○
○
三
年
と
す
る
、
②
今
世
紀
中
の
三
年
間
を
『
集

、

中
改
革
期
間
』
と
す
る
。
歳
出
の
改
革
と
縮
減
は
『
一
切
の
聖
域
な
し
』
と
す
る

『
集
中
改
革
期
間
』
内
に
お
い
て
は
、
主
要
な
経

。

費
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
量
的
縮
減
目
標
を
定
め
る
、
③
当
面
の
平
成
十
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
を

対
九
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
と
す
る
、
④
あ
ら
ゆ
る
長
期
計
画
（
公
共
投
資
基
本
計
画
な
ど
）
に
つ
い
て
、
そ
の
大
幅
な
縮
減
を
行
う
。
歳

出
を
伴
う
新
た
な
長
期
計
画
は
作
成
し
な
い
、
⑤
国
民
負
担
率
（
財
政
赤
字
を
含
む
）
が
五
十
％
を
超
え
な
い
財
政
運
営
を
行
う

」
。

と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
地
方
財
政
に
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。

会
議
は
、
こ
の
原
則
の
下
に
具
体
的
検
討
を
行
い
、
六
月
三
日
、
主
要
な
経
費
の
量
的
縮
減
目
標
を
定
め
た
「
財
政
構
造
改
革
の
推



411

第三編 地方分権と本会の活動

進
方
策
」
を
取
り
ま
と
め
、
政
府
も
同
日
こ
の
内
容
を
閣
議
決
定
し
た
。

五

地
方
行
革
の
動
き

政
府
の
行
政
改
革
の
動
き
を
受
け
て
、
地
方
行
革
へ
の
動
き
も
活
発
化
し
た
。
既
に
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
平
成
七
年
度
中
に
は
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
済
で
あ
っ
た
が
、
改
め
て
自
治
省
は
、
平
成
八
年
十
一
月
二
十
三
日
、
事
務
次
官
を
本
部
長
と
す
る
地
方
行
革
推

進
本
部
を
設
置
し
、
同
二
十
五
日
に
は
、
全
都
道
府
県
、
政
令
市
の
行
政
改
革
担
当
者
を
集
め
担
当
者
会
議
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
地

方
行
革
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
九
年
一
月
十
三
日
東
京
を
皮
切
り
に
各
地
で
開
催
し
て

い
る
。

本
会
も
、
平
成
八
年
十
二
月
十
九
日
の
全
国
知
事
会
議
に
お
い
て
「
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
」
を
行
い
、
本
会
に
設
置

し
て
い
る
「
行
政
改
革
推
進
本
部

（
本
部
長

全
国
知
事
会
会
長
）
に
お
い
て
、
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
体
制
を
強
化
し

」

た
。平

成
八
年
六
月
十
四
日
に
発
足
し
た
第
二
十
五
次
地
方
制
度
調
査
会
（
会
長

宇
野
收
氏
）
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
地
方
分
権

の
推
進
に
伴
う
地
方
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立
」
及
び
「
最
近
の
社
会
経
済
状
勢
の
変
化
に
相
応
し
た
地
方
行
財
政
制
度
の
あ
り
方
」

が
諮
問
さ
れ
た
。
調
査
会
と
し
て
は
当
面
、
前
者
を
審
議
す
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
に
は
、
第
二
十
四
次
調
査
会
か
ら
の
申
し
送
り
事

項
で
あ
る
「
監
査
機
能
の
充
実
方
策
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
検
討
結
果
は
、
十
二
月
二
十
日
の
第
二
回
総
会
に
専
門
小
委

員
会
か
ら
中
間
的
に
報
告
さ
れ
、
平
成
九
年
二
月
二
十
四
日
の
第
三
回
総
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
。
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答
申
内
容
は
、
①
外
部
監
査
制
度
の
導
入
と

②
現
行
監
査
制
度
の
充
実
で
あ
る
。

こ
の
答
申
は
、
第
百
四
十
回
国
会
に
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
と
し
て
提
出
さ
れ
、
一
部
修
正
の
上
、
五
月
二

十
八
日
可
決
成
立
し
た
。

（
こ
こ
ま
で
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
全
国
知
事
会
五
十
年
史
」
百
二
十
三
頁
～
百
八
十
頁
参
照
）

、

六

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
更
な
る
勧
告

第
三
次
勧
告

（一）

平
成
九
年
九
月
二
日
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
政
府
に
対
し
第
三
次
勧
告
を
提
出
し
た
。

勧
告
は
、
①
地
方
事
務
官
制
度
の
見
直
し

②
「
駐
留
軍
用
地
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
土
地
等
の
使
用
・
収
用
に
関
す
る
事
務

及
び
駐
留
軍
等
労
務
者
の
労
務
管
理
等
に
関
す
る
事
務
の
区
分
の
二
つ
の
問
題
に
限
定
し
て
行
わ
れ
た
。

地
方
事
務
官
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
方
事
務
官
が
従
事
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
関
係
事
務
、
職
業

安
定
関
係
事
務
を
国
の
直
接
執
行
事
務
と
し
、
地
方
事
務
官
は
国
の
事
務
官
と
す
る
旨
の
内
容
の
勧
告
を
行
っ
た
。

ま
た

「
駐
留
軍
用
地
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
土
地
等
の
使
用
・
収
用
に
関
す
る
事
務
及
び
駐
留
軍
等
労
務
者
の
労
務
管
理
等

、

に
関
す
る
事
務
の
区
分
に
つ
い
て
、
同
法
に
基
づ
く
土
地
の
使
用
・
収
用
に
関
す
る
都
道
府
県
知
事
・
市
町
村
長
に
対
す
る
機
関
委

任
事
務
は
国
の
直
接
執
行
事
務
と
し
、
収
用
委
員
会
が
行
う
収
容
決
裁
等
の
機
関
委
任
事
務
は
都
道
府
県
の
法
定
受
託
事
務
と
さ
れ

た
。
駐
留
軍
等
労
務
者
の
労
務
管
理
等
に
関
す
る
事
務
は
国
の
直
接
執
行
事
務
と
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
六
団
体
の
主
張
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
で
は
、
同
日
、
①
駐
留
軍
用

地
の
使
用
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
直
接
国
の
執
行
事
務
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
地
元
の
県
、
市
町
村
及
び
関
係
者
の
意
見

を
反
映
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る

②
社
会
保
険
関
係
事
務
に
つ
い
て
は
、
国
の
施
策
に
地
域
の
実
情
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る

③
職
業
安
定
関
係
事
務
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
国
及
び
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
や
相
互
の
情
報
提
供
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の
会
長
談
話
を
発
表
し
た
。

第
四
次
勧
告

（二）

平
成
九
年
十
月
九
日
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
政
府
に
対
し
第
四
次
勧
告
を
提
出
し
た
。

勧
告
は
、
①
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
に
伴
う
従
前
の
機
関
委
任
事
務
の
取
扱
い
、
②
国
の
関
与
の
基
準
と
従
前
の
団
体
（
委

任
）
事
務
の
取
扱
い
、
③
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
係
争
処
理
の
仕
組
み
、
④
市
町
村
の
規
模
等
に
応
じ
た
権
限
移
譲
に
つ
い

て
行
わ
れ
た
。

従
前
の
機
関
委
任
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
本
勧
告
で
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
へ
の
整
理
を
す
べ
て
終
え
た
。
ま
た
、

従
前
の
団
体
（
委
任
）
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
自
治
事
務
と
し
、
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
に
つ
い
て
は
自
治
事
務
に
係
る

関
与
の
原
則
に
従
う
も
の
と
し
た
。

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
係
争
処
理
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
勧
告
以
来
の
関
係
者
と
各
界
の
検
討
を
踏
ま
え
、
係

争
処
理
機
関
の
構
成
及
び
係
争
処
理
手
続
き
を
勧
告
し
た
。
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
地
方
六
団
体
の
要
望
等
に
基
づ

き
三
十
四
項
目
の
事
務
の
移
譲
が
勧
告
さ
れ
た
。

今
ま
で
記
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
平
成
七
年
五
月
に
成
立
し
た
地
方
分
権
推
進
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
政
府
の
地
方
分
権
推
進

委
員
会
は
、
平
成
八
年
十
二
月
に
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
指
針
と
な
る
第
一
次
勧
告
を
政
府
に
対
し
行
っ
た
の
に
引
き
続
き
、
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平
成
九
年
十
月
の
第
四
次
勧
告
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
勧
告
を
行
い
、
当
初
の
課
題
に
対
し
ひ
と
わ
た
り
の
検
討
を
終
え
た
。

勧
告
の
内
容
は
、
①
機
関
委
任
事
務
の
廃
止

②
国
と
地
方
公
共
団
体
の
新
た
な
関
係

③
第
三
者
機
関
の
設
置

④
国
の
補
助

金
等
の
整
理
合
理
化
、
運
用
関
与
の
改
革

⑤
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

⑥
地
方
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立

⑦
市
町
村
へ
の
事

務
移
譲
と
な
っ
て
お
り
、
本
会
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
は
、
こ
れ
ら
の
勧
告
は
、
国
・
地
方
の
関
係
を
上
下
・
主
従
の
関
係
か
ら
対

等
・
協
力
の
関
係
に
変
え
る
と
い
う
基
本
的
な
方
針
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
分
権
推
進
の
立
場
か
ら
基
本
的
に
は

評
価
す
る
旨
の
会
長
談
話
を
連
名
で
発
表
し
た
（

地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
四
次
勧
告
に
つ
い
て
（
会
長
談
話

」
平
成
九
年
十

「

）

月
九
日

。
）

今
後
は
「
大
綱
」
の
作
成

「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
作
成
に
焦
点
が
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。

、

七

地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
諸
活
動

こ
う
し
た
地
方
分
権
推
進
の
動
き
の
中
で
、
本
会
は
、
地
方
分
権
の
推
進
を
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
地
方
六
団
体
と
し
て

他
の
団
体
と
協
調
し
な
が
ら
次
の
活
動
を
行
っ
た
。

地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
お
け
る
意
見
の
陳
述
・
資
料
の
提
供

（一）

前
述
し
た
と
お
り
、
平
成
九
年
六
月
十
三
日
、
第
二
次
勧
告
に
向
け
て
地
方
分
権
推
進
委
員
会
地
方
行
政
体
制
等
検
討
グ
ル
ー
プ

、

、

。

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ

本
会
か
ら
は
荒
巻
京
都
府
知
事
が
出
席
し

地
方
行
政
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行
っ
た
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平
成
九
年
度
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
へ
補
足
意
見
と
し
て
次
の
資
料
を
提
出
し
た
。

○
平
九
・
五
・
一
二

「
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
関
与
の
手
続
等
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
（
試
案

」
等
に
つ
い
て

）

○
平
九
・
五
・
三
○

地
方
債
の
許
可
、
借
入
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
（
地
方
六
団
体)

○
平
九
・
六
・
一
三

地
方
行
政
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
（
地
方
六
団
体
）

○
平
九
・
六
・
二
五

地
方
行
政
体
制
検
討
グ
ル
ー
プ
〈
素
案
〉
に
対
す
る
意
見
の
提
出
（
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国

町
村
会
）

○
平
九
・
六
・
二
七

地
方
行
政
体
制
検
討
グ
ル
ー
プ
〈
素
案
〉
に
対
す
る
意
見
の
提
出
（
再
度

（
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長

）

会
、
全
国
町
村
会
）

○
平
九
・
九
・
八

市
町
村
へ
の
事
務
移
譲
に
つ
い
て
（
地
方
六
団
体
）

○
平
一
○
・
二
・
一
七

機
関
委
任
事
務
制
度
廃
止
後
の
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
つ
い
て
（
大
蔵
省
、
自
治
省
、
建
設
省
へ
も

提
出

地
方
六
団
体)

普
及
啓
発
等

（二）

本
会
は
、
地
方
自
治
法
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
勧
告
が
出
そ
ろ
っ
た
機
会
を
と
ら

え

「
地
方
分
権
推
進
セ
ミ
ナ
ー
―
勧
告
の
実
現
に
向
け
て
―
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
地
方
分
権
に
対
す
る
国
民
的
な
理
解
を
促

、
進
す
る
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
地
方
六
団
体
は

地
方
分
権
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
県
及
び

財

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

「

」

（

）

と
共
催
で
実
施
し
た
。

ま
た
、
全
国
か
ら
の
代
表
者
に
よ
り
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
総
決
起
大
会
等
を
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
要
望
活
動
等
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
第
四
次
ま
で
の
勧
告
を
踏
ま
え
、
主
と
し
て
都
道
府
県
職
員
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
親
し
み
や
す
い
漫
画
を
用
い
た
パ
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ン
フ
レ
ッ
ト
「
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ
地
方
分
権
―
地
方
分
権
は
こ
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
」
を
作
成
し
配
布
し
た
。

〈
地
方
分
権
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
〉

○
平
九
・
一
一
・
二
一

各
都
道
府
県
分
権
・
行
革
担
当
職
員
等
二
百
二
十
名
が
出
席
。
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
勧
告
の
経
緯

・
内
容
、
今
後
の
見
通
し
、
職
員
へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
委
員
、
専
門
委
員
五
名
に
よ

る
講
演
を
行
っ
た
。

〈
地
方
分
権
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
：
三
回
〉

○
平
九
・
九
・
二

岩
手
県
（
テ
ー
マ
：
分
権
型
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け
て)

基
調
講
演
：
島
森
路
子
氏
「
地
方
分
権
っ
て
な
ん
で
す
か
」

○
平
九
・
一
○
・
二
一

京
都
府
（
テ
ー
マ
：
個
性
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
）

基
調
講
演
：
諸
井

虔
氏
「
地
方
分
権
勧
告
の
ね
ら
い
と
今
後
の
課
題
」

○
平
九
・
一
二
・

一

埼
玉
県
（
テ
ー
マ
：
地
方
分
権
型
社
会
を
築
く
た
め
に
）

基
調
講
演
：
西
尾

勝
氏
「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
」

〈
全
国
代
表
者
会
議
等
の
開
催
〉

○
平
九
・
五
・
二
三

地
方
六
団
体
は
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
重
要
な
勧
告
と
な
る
第
二
次
勧
告
を
前
に

「
地
方
分
権
推

、

進
全
国
代
表
者
会
議
」
を
全
国
か
ら
知
事
を
は
じ
め､

市
町
村
長
、
議
会
議
長
等
約
三
百
名
を
集
め
て
開
催
し
、

地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
反
映
し
た
地
方
分
権
の
推
進
を
決
議
し
た
。

会
議
終
了
後
、
参
加
者
は
国
会
・
政
府
関
係
方
面
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
（
再
掲)

｡

○
平
九
・
一
二
・
五

「
地
方
分
権
実
現
・
地
方
税
財
源
充
実
確
保
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
約
千
四
百
人
が
参
加
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し
た
。

地
方
分
権
実
現
・
地
方
税
財
源
充
実
確
保
に
関
す
る
決
議
を
行
っ
た
後
、
参
加
者
は
国
会
・
政
府
関
係
方
面
に
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

〈
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ
地
方
分
権
―
地
方
分
権
は
こ
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
」
の
作
成
配
布
〉

○
平
一
○
・
三

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
四
次
勧
告
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
て
作
成

・
Ｂ
五
版

三
十
一
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印
刷

マ
ン
ガ

田
代
し
ん
た
ろ
う
氏

・
配
布
部
数

十
二
万
部

調
査
・
意
見
集
約
等

（三）

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
勧
告
及
び
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
に
都
道
府
県
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
種
の
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
平
九
・
四
・
二
五

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
関
与
の
手
続
き
等
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

○
平
九
・
八
・
一
五

市
町
村
の
規
模
に
応
じ
た
権
限
移
譲
に
つ
い
て

○
平
一
○
・
二
・
三

機
関
委
任
事
務
制
度
廃
止
後
の
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
つ
い
て

そ
の
他

（四）

地
方
分
権
推
進
委
員
会
へ
の
地
方
公
共
団
体
の
意
見
の
反
映
と
意
見
交
換
の
た
め
次
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

○
平
九
・
四
・
二
八

地
方
分
権
推
進
委
員
会
委
員
と
土
屋
会
長
は
じ
め
各
県
知
事
が
意
見
交
換

○
平
九
・
五
・
十
一

地
方
分
権
推
進
委
員
会
委
員
へ
自
治
事
務
と
す
べ
き
事
務
等
に
つ
い
て
文
書
を
送
付
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第
四
節

「
地
方
分
権
一
括
法
」
の
制
定
に
向
け
て

一

「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
閣
議
決
定

政
府
は
、
平
成
十
年
五
月
二
十
九
日
、
第
一
次
か
ら
第
四
次
ま
で
の
勧
告
に
沿
っ
て
と
り
ま
と
め
た
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
を
閣

議
決
定
し
国
会
へ
報
告
し
た
。

計
画
は
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
を
は
じ
め
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
関
与
の
新
た
な
ル
ー
ル
等
新
し
い
自
治
制
度
の
枠
組

み
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◇
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止

①

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
に
対
等
・
協
力
の
新
し
い
関
係
を
築
く
た
め
、
機
関
委
任
事
務
を
廃
止

②

地
方
公
共
団
体
の
処
理
す
る
事
務
を
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
に
再
構
成

③

廃
止
に
伴
う
一
連
の
法
律
改
正
案
を
平
成
十
一
年
通
常
国
会
に
提
出

◇
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
関
与
の
新
た
な
ル
ー
ル

①

都
道
府
県
に
対
す
る
国
の
関
与
及
び
市
町
村
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
に
つ
い
て
の
基
準
と
手
続
き
を
整
備

②

個
別
の
関
与
に
つ
い
て
廃
止
・
縮
減
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③

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
係
争
処
理
手
続
き
を
整
備

◇
権
限
委
譲
の
推
進

権
限
委
譲
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
国
の
権
限
を
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
、
ま
た
、
都
道
府
県
の
権
限
を
市
町
村
に

委
譲
す
る
。

◇
必
置
規
制
の
見
直
し

国
が
地
方
公
共
団
体
の
組
織
や
職
の
設
置
を
義
務
付
け
て
い
る
必
置
規
制
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
の
自
主
組
織
権
を
尊

重
し
、
行
政
の
総
合
化
・
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
そ
の
廃
止
・
緩
和
を
推
進
す
る
。

◇
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
と
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
る
見
地
か
ら
、
国
と
地
方
の
財
政
関
係
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
実
施
主
体
が
費
用
を

負
担
す
る
と
い
う
原
則
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
、
存
続
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
運
用
・
関
与
の
改
革
、

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
充
実
確
保
の
三
点
を
基
本
的
な
方
向
と
し
て
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

◇
都
道
府
県
と
市
町
村
の
新
し
い
関
係

①

都
道
府
県
と
市
町
村
は
対
等
・
協
力
の
新
し
い
関
係

②

自
治
紛
争
調
停
制
度
の
見
直
し

◇
地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立

①

地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
権
と
自
己
責
任
の
拡
大
を
踏
ま
え
た
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立

②

地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
な
取
組
み
を
支
援
・
促
進

計
画
の
決
定
を
受
け
て
、
本
会
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
は
、
こ
の
計
画
は
、
国
・
地
方
の
関
係
を
上
下
・
主
従
の
関
係
か
ら
対
等
・
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協
力
の
関
係
に
変
革
す
る
と
い
う
累
次
の
勧
告
の
内
容
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
分
権
推
進
の
立
場
か
ら
基
本
的
に
評
価
す
る
と

と
も
に
、
今
後
、
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
速
や
か
に
法
律
の
改
正
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
旨
の
会
長
談
話
を
連
名
で
発

表
し
た
（

地
方
分
権
推
進
計
画
に
つ
い
て
（
会
長
談
話

」
平
成
十
年
五
月
二
十
九
日

。

「

）

）

二

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
五
次
勧
告

地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
平
成
十
年
に
入
り
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
第
五
次
勧
告
を
行
う
べ
く
審
議
を
開
始
し

た
。そ

の
後
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
平
成
十
年
六
月
に
中
央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
央
省
庁
の
ス

リ
ム
化
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
検
討
を
急
ぎ
、
結
論
の
得
ら
れ
た
事
項
で
、
公
共
事
業
の
見
直
し
を
中
心
に
、
十
一
月
十
九
日

に
第
五
次
勧
告
を
行
っ
た
。

勧
告
は
、
①
公
共
事
業
の
あ
り
方
の
見
直
し

②
非
公
共
事
業
の
あ
り
方
の
見
直
し

③
国
が
策
定
又
は
関
与
す
る
各
種
開
発
・
整

備
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

公
共
事
業
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
具
体
の
事
業
箇
所
・
内
容
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
が
主
体
的
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
な
統
合
補

助
金
の
創
設
、
直
轄
公
共
事
業
等
の
範
囲
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
の
地
方
公
共
団
体
の
意
見
反
映
手
続
き
の
整
備
、
地
方
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
の
運
用
改
善
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

本
会
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
は
、
今
回
の
勧
告
は
、
直
轄
事
業
の
見
直
し
等
に
当
た
っ
て
評
価
す
べ
き
も
の
も
あ
る
が
、
直
轄
事
業
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に
係
る
地
方
分
権
の
観
点
か
ら
の
具
体
的
な
見
直
し
や
、
補
助
金
廃
止
に
伴
う
地
方
一
般
財
源
の
確
保
に
係
る
具
体
的
措
置
等
を
今
後

の
政
府
の
検
討
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
政
府
に
お
い
て
分
権
型
社
会
の
実
現
に
資
す
る
実
効
あ
る
制
度
の
確
立
図
ら
れ
た

い
旨
の
会
長
談
話
を
連
名
で
発
表
し
た
（

地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
五
次
勧
告
に
つ
い
て
（
会
長
談
話

」
平
成
十
年
十
一
月
十
九

「

）

日

。
）

三

地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
諸
活
動

本
会
は
、
第
五
次
勧
告
に
関
連
し
て
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
意
見
、
全
国
知
事
会
議
で
の
決
議
に
お
い
て
、

こ
れ
に
対
す
る
考
え
を
表
明
、
要
望
す
る
な
ど
地
方
六
団
体
と
し
て
他
の
五
団
体
と
協
調
を
図
り
つ
つ
次
の
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
税
制
改
正
問
題
緊
急
全
国
大
会
、
地
方
税
財
源
充
実
確
保
総
決
起
大
会
、
政
府
主
催
全
国
都
道
府
県
知
事
会
議
の
際
に
も
決

議
等
を
通
じ

「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
着
実
な
実
施
、
地
方
分
権
実
現
の
た
め
の
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
要
望
し
た
。

、

地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
お
け
る
意
見
陳
述

（一）

平
成
十
年
四
月
六
日
開
催
の
地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
本
会
を
代
表
し
て
貝
原
兵
庫
県
知
事
が
出
席
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
事
務

・
権
限
の
移
譲
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
、
道
路
、
河
川
等
の
公
物
管
理
や
公
共
事
業
等
に
お
け
る
国
と
地
方
の
役
割
分
担
、
国

か
ら
地
方
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
、
税
財
源
の
移
譲
等
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

全
国
知
事
会
議
に
お
け
る
決
議

（二）

、「

」

、

平
成
十
年
七
月
十
六
日
開
催
の
全
国
知
事
会
議
に
お
い
て

国
か
ら
地
方
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
に
関
す
る
決
議

を
行
い
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公
共
事
業
に
つ
い
て
は

「
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
」
第
四
十
六
条
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
①
国
の
直
轄
事
業
は
、
全
国
的
な
見

、

地
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
又
は
広
域
的
事
業
に
限
定
、
他
は
地
方
公
共
団
体
に
移
譲
す
る

②
国
庫
補
助
事
業
は
、
特
に
必
要

と
さ
れ
る
も
の
に
限
定
し
、
他
は
地
方
公
共
団
体
が
実
情
に
応
じ
主
体
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
事
務
・
権
限
の
移

譲
と
税
財
源
の
移
譲
は
、
一
体
で
具
体
的
に
措
置
す
る
等
を
要
望
し
た
。

「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
説
明
会
の
開
催

（三）

「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
が
地
方
行
政
に
極
め
て
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
多
く
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
計
画
の
内
容
、

、

、

。

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

七
月
二
十
九
日
に
自
治
省
の
協
力
を
得
て

都
道
府
県
担
当
者
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
た

啓
発
活
動

（四）

地
方
分
権
の
推
進
に
対
す
る
国
民
的
な
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
地
方
六
団
体
で
は
平
成
九
年
に
引
き
続
き
、

「
地
方
分
権
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
県
及
び
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
と
共
催
に
よ
り
三
地
域
で
実
施
し
た
。

○
平
一
○
・
八
・
一
七

鳥
取
県
（
テ
ー
マ
：
分
権
型
地
域
社
会
の
福
祉
・
環
境
・
ま
ち
づ
く
り)

基
調
講
演
：
千
田
謙
三
氏
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
―
迫
る
分
権
、
が
ん
ば
れ
地
方
―
」

○
平
一
○
・
九
・
一
四

徳
島
県
（
テ
ー
マ
：
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
）

基
調
講
演
：
童
門
冬
二
氏
「
歴
史
に
学
ぶ
地
方
分
権
」

○
平
一
○
・
一
一
・
二
六

富
山
県
（
テ
ー
マ
：
個
性
あ
ふ
れ
る
分
権
型
社
会
の
創
造
に
向
け
て
）

基
調
講
演
：
森
田

朗
氏
「
分
権
型
社
会
と
自
治
体
の
責
任
」
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四

「
第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
閣
議
決
定

政
府
は
、
平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日
、
第
五
次
勧
告
に
基
づ
く
「
第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

地
方
六
団
体
は
、
即
日
、
会
長
連
名
で
談
話
を
発
表
し
、
関
係
者
の
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
直
轄
事
業
等
の
基
準
の
明

確
化
を
は
じ
め
具
体
的
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
る
こ
と
な
ど
の
要
望
を
表
明
し
た
（

第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
に
つ
い
て
（
会
長

「

談
話

」
平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日

。

）

）

「
第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
」
は
、
平
成
十
年
五
月
に
閣
議
決
定
し
た
先
の
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
と
併
せ
て
別
冊
と
し
て
、

「
地
方
分
権
推
進
法
」
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
①
公
共
事
業
の
在
り

方
の
見
直
し

②
非
公
共
事
業
の
在
り
方
の
見
直
し

③
国
が
策
定
又
は
関
与
す
る
各
種
開
発
・
整
備
計
画
の
見
直
し
が
柱
で
あ
る
。

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◆
公
共
事
業
の
在
り
方
の
見
直
し

◇
公
共
事
業
の
在
り
方
の
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方

「
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
」
を
踏
ま
え
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、
国
の
役
割
の
重
点
化
の
観
点
か
ら
、
国
の
事
務

事
業
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
に
委
ね
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
は
で
き
る
限
り
委
ね
る
。

◇
直
轄
事
業
等
の
見
直
し

①
直
轄
事
業
等
の
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方

・
国
の
直
轄
事
業
及
び
直
轄
公
物
は
、
全
国
的
な
見
地
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
又
は
広
域
的
事
業
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
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は
地
方
公
共
団
体
に
ゆ
だ
ね
る
。

・
直
轄
事
業
等
の
範
囲
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
基
準
な
ど
に
よ
り
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
基
準
に
基
づ
き
、
中
央
省

庁
等
の
ス
リ
ム
化
の
観
点
か
ら
も
、
そ
の
範
囲
の
見
直
し
を
行
う
。

②
個
別
の
直
轄
事
業
等
の
基
準
の
明
確
化
、
範
囲
の
見
直
し
等

・
今
回
の
基
準
及
び
そ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
に
基
づ
き
、
直
轄
事
業
等
の
一
層
の
縮
減
の
図
る
。

・
直
轄
事
業
等
の
範
囲
の
見
直
し
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
計
画
を
踏
ま
え
、
関
係
審
議
会
等
に
お
い
て
早
急
に
検
討

し
、
結
論
を
得
る
。
直
轄
事
業
等
の
範
囲
の
基
準
の
基
本
的
事
項
等
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
明
示
す
る
措
置
を
講
ず
る
。

③
直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直
し

・
維
持
管
理
費
に
係
る
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
縮
減
を
含
め
見
直
し
を
行
う
。

④
直
轄
事
業
等
の
見
直
し
に
伴
う
財
源
の
確
保

・
直
轄
事
業
等
の
見
直
し
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
が
担
う
事
務
事
業
が
増
大
す
る
場
合

「
地
方
財
政
計
画
」
の
策
定
を
通
じ

、

て
所
要
財
源
を
明
確
に
し
、
こ
れ
に
必
要
な
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
を
確
保
す
る
。

◇
補
助
事
業
の
見
直
し

①
補
助
事
業
の
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方

、

、

、

・
国
庫
負
担
金
と
国
庫
補
助
金
の
区
分
に
応
じ
て

積
極
的
に
整
理
合
理
化
を
進
め
る
と
と
も
に

基
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

中
央
省
庁
等
の
ス
リ
ム
化
に
も
資
す
る
よ
う
、
一
層
の
見
直
し
を
行
う
。

②
統
合
補
助
金
の
創
設

③
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
運
用
改
善



425

第三編 地方分権と本会の活動

④
補
助
金
の
廃
止

・
河
川
、
道
路
、
砂
防
、
海
岸
、
港
湾
、
治
山
及
び
漁
港
漁
村
整
備
に
係
る
小
規
模
な
補
修
・
修
繕
・
局
部
改
良
等
に
係
る
補

助
金

・
港
湾
に
お
け
る
小
規
模
な
緑
地
整
備
に
係
る
補
助
金
（
防
災
上
等
重
要
な
も
の
を
除
く

）
。

・
市
町
村
道
に
対
す
る
個
別
補
助
金

二
級
河
川
に
対
す
る
個
別
補
助
金

⑤
「
地
方
財
政
法
」
第
十
六
条
の
補
助
金
の
見
直
し

◆
非
公
共
事
業
の
在
り
方
の
見
直
し

①
農
業
構
造
改
善
事
業
等
に
関
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し

②
文
教
予
算
に
関
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し

③
中
小
企
業
対
策
に
関
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し

④
農
林
水
産
統
計
調
査
関
係
事
務
の
見
直
し

◆
国
が
策
定
又
は
関
与
す
る
各
種
開
発
・
整
備
計
画
の
見
直
し

①
国
土
総
合
開
発
計
画
及
び
国
土
利
用
計
画
の
見
直
し

②
大
都
市
圏
整
備
計
画
及
び
地
方
開
発
促
進
計
画
の
見
直
し

③
条
件
不
利
地
域
振
興
計
画
の
見
直
し

④
モ
デ
ル
型
地
域
振
興
計
画
の
見
直
し
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第
五
節

「
地
方
分
権
一
括
法
」
の
制
定

一

「
地
方
分
権
一
括
法
」
の
成
立
及
び
施
行

政
府
は

「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
法
案
化
作
業
を
進
め
、
平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
分

、

担
す
べ
き
役
割
の
明
確
化
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
及
び
そ
れ
に
事
務
区
分
の
再
編
成
、
国
の
関
与
等
の
見
直
し
、
権
限
移
譲
の

推
進
、
必
置
規
制
の
見
直
し
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立
等
を
内
容
と
し
た
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案

（
以
下
「
地
方
分
権
一
括
法
」
と
い
う

）
を
閣
議
決
定
し
、
三
月
二
十
九
日
に
第
百
四
十
五

」

。

回
国
会
に
提
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
地
方
六
団
体
会
長
は
、
三
月
二
十
六
日
、
法
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
早
期
の
可
決

成
立
を
期
待
す
る
旨
の
談
話
を
発
表
し
た
。

そ
の
後
法
案
は
、
七
月
八
日
に
成
立
し
、
同
月
十
六
日
に
公
布
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
型
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
中
核
部
分
を

形
づ
く
っ
て
き
た
機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
に
区
分
整
理
さ
れ
る
な
ど
の
大
改
革
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
分
権
型
社
会
の
創
造
に
向
け
た
制
度
改
革
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
で
構
成
す
る
地
方
分
権
推
進
本
部
で
は

「
地
方
分
権
一
括
法
」
に
よ
る
新
地
方
自
治
制
度
の

、

適
正
な
運
用
の
定
着
を
図
る
べ
く
、
従
前
の
通
達
の
整
理
を
促
進
し
な
が
ら
、
法
定
受
託
事
務
の
処
理
基
準
等
が
適
切
に
定
め
ら
れ
て

い
る
か
検
証
す
る
と
と
も
に

「
地
方
分
権
時
代
の
条
例
研
究
会
」
を
設
置
し
て
、
条
例
制
定
の
課
題
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

、
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ま
た
、
地
方
分
権
推
進
本
部
は
本
会
と
も
協
調
し
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、
情
報
収
集
を
積
極
的
に
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に

「
地
方
分
権
一
括
法
」
を
解
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
布
す
る

、

な
ど
、
分
権
推
進
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
た
。

、「

」

。

、

、

平
成
十
二
年
四
月
一
日

地
方
分
権
一
括
法

及
び
各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
が
施
行
さ
れ
た

ま
た

同
法
の
施
行
に
当
た
り

地
方
六
団
体
は
、
三
月
三
十
一
日
、
今
後
と
も
引
き
続
き
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
改
革
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
と
し
た

。（
「

（

）
」

会
長
談
話
を
発
表
し
た

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て

会
長
談
話

二

「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
期
限
延
長

「
地
方
分
権
一
括
法
」
が
成
立
し
、
施
行
さ
れ
た
も
の
の
、
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
は
多
く
、
更
な
る
地
方

分
権
推
進
に
向
け
て
継
続
的
な
努
力
が
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
五
年
間
の
時
限
立
法
で
あ
る
「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
期
限
が
平
成
十
二
年
七
月
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
地
方
分
権

改
革
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
地
方
分
権
推
進
委
員
会
も
解
散
す
る
状
況
に
な
っ
た
。
本
会
は
、
新
制
度
の
適
切
な
運
用

が
定
着
す
る
ま
で
の
間
の
監
視
活
動
や
、
国
会
の
付
帯
決
議
に
あ
る
よ
う
な
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い
く
上
で
、

「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」
及
び
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
存
続
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
地
方
六
団
体
と
協
力
し
て
同
法
の
期
限

延
長
を
政
府
に
働
き
か
け
た
。

、

「

」

。

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日

全
国
知
事
会
議
に
お
い
て

地
方
分
権
推
進
体
制
の
維
持
に
関
す
る
緊
急
要
望

が
決
議
さ
れ
た
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そ
の
後
、
平
成
十
二
年
二
月
十
四
日
に
は
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
が
「
地
方
分
権
推
進
体
制
の
維
持
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
決

議
し
、
本
会
の
中
沖
富
山
県
知
事
は
じ
め
地
方
六
団
体
代
表
が
、
内
閣
官
房
長
官
、
自
民
党
幹
事
長
等
関
係
要
路
に
対
し
、
同
法
の
期

限
を
延
長
し
て
分
権
型
社
会
実
現
を
目
指
し
更
な
る
地
方
分
権
推
進
を
図
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

そ
の
後
政
府
は
、
地
方
分
権
を
引
き
続
き
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
分
権
改
革
の
定
着
と
一
層
の
進
展
を
図
る
た
め
、
平
成

十
二
年
三
月
に
「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
期
限
延
長
を
一
年
延
長
す
る
趣
旨
の
政
府
方
針
を
閣
議
決
定
し
、
同
月
末
に
は
「
地
方
分
権

推
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
法
案
は
、
第
百
四
十
七
回
国
会
で
成
立
し

「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
期

、

限
が
一
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
六
団
体
連
名
の
会
長
談
話
を
発
表
し
た

（

地
方
分
権
推
進
法
の
期
限

。
「

延
長
に
つ
い
て
（
会
長
談
話

」
平
成
十
二
年
五
月
十
二
日
）

）

さ
ら
に
、
平
成
十
三
年
七
月
の
「
地
方
分
権
推
進
法
」
の
失
効
に
よ
り
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
そ
の
存
立
の
根
拠
を
失
う
こ
と

と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
三
年
五
月
十
六
日
、
地
方
六
団
体
は
地
方
自
治
確
立
協
議
会
名
で

「
地
方
分
権
推
進
体
制
の
維
持
に
関

、

す
る
緊
急
要
望
」
を
取
り
ま
と
め
、
土
屋
会
長
は
じ
め
地
方
六
団
体
の
代
表
が
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
等
政
府
・
与
党
の
要
路
に
対
し
て

七
月
以
降
も
地
方
分
権
推
進
体
制
を
維
持
す
る
よ
う
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

三

地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
諸
活
動

地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

（一）

地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
税
財
源
な
ど
の
問
題
に
関
す
る
調
査
審
議
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
二
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
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関
係
省
庁
や
有
識
者
な
ど
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

本
会
は
、
三
月
八
日
開
催
の
同
委
員
会
へ
の
出
席
要
請
を
受
け
、
小
寺
群
馬
県
知
事
（
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
）
が

本
会
を
代
表
し
て
意
見
陳
述
を
し
、
税
源
移
譲
等
に
よ
る
地
方
税
源
の
充
実
強
化
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
各
委
員
の
理
解
を
求
め

た
。啓

発
活
動

（二）

地
方
分
権
の
推
進
に
対
す
る
国
民
的
な
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
地
方
六
団
体
で
は
、
平
成
十
年
度
に
引
き
続

き

「
地
方
分
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
県
及
び
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
と
共
催
に
よ
り
三
地
域
で
実
施
し
た
。

、な
お

地
方
分
権
一
括
法

の
成
立
及
び
施
行
に
よ
り
一
定
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

平
成
十
一
年
度
を
も
っ
て
フ
ォ
ー

、「

」

、

ラ
ム
の
開
催
の
最
終
年
度
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

平
一
一
・
八
・
二
四

愛
媛
県
（
テ
ー
マ
：
個
性
が
輝
く
地
域
づ
く
り
は
自
分
た
ち
の
手
で
）

基
調
講
演
：
堀
田

力
氏
「
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
場
の
保
障
」

平
一
一
・
一
一
・
一
四

山
形
県
（
テ
ー
マ
：
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
）

基
調
講
演
：
童
門
冬
二
氏
「
歴
史
に
み
る
地
方
分
権
」

平
一
二
・
一
二
・
一
四

地
方
六
団
体
（
テ
ー
マ
：
住
民
と
共
に
創
る
個
性
あ
ふ
れ
る
分
権
型
社
会
）

※
東
京
都
内
に
お
い
て
地
方
分
権
に
係
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

四

国
の
立
法
等
に
係
る
第
三
者
機
関
（
仮
称
）
の
設
置
要
望
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、

、

、

、

地
方
公
共
団
体
が
地
方
自
治
の
本
旨

地
方
分
権
の
理
念
に
即
し
て

一
層
自
主
的

自
立
的
な
行
財
政
運
営
を
確
保
で
き
る
よ
う

地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
係
る
国
の
法
令
の
制
定
等
に
対
し
て
、
意
見
の
申
し
出
を
行
う
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
、
平
成
十
二
年
十
二

月
十
八
日
に
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
で
そ
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、
十
二
月
二
十
日
の
全
国
知
事
会
議
で
「
国
の
立
法
等
に
係

る
第
三
者
機
関
（
仮
称
）
の
設
置
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
と
し
て
決
定
し
、
政
府
へ
要
望
を
行
っ
た
。

第
六
節

地
方
分
権
推
進
委
員
会
最
終
報
告

「
地
方
分
権
推
進
法
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
任
期
も
一
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
委
員
会
は
、
平
成
十
二
年
八
月
八
日
、
監
視
活
動
に
基
づ
い
て
「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
意
見
―
分
権
型
社
会
の
創
造
―
」
を
提
出

し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
際
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
委
員
会
に
対
し
て
、
改
め
て
「
地
方
分
権
推
進
一
括
法
」
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状
況

等
の
監
視
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、
市
町
村
合
併
の
更
な
る
推
進
方
策
と
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
方
策
な
ど
残
さ
れ
て
い
る
検
討

課
題
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
審
議
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
、
十
一
月
二
十
七
日
に

「
市
町
村
合
併
の
推
進
に
つ
い
て
の
意
見
―
分

、

権
型
社
会
の
創
造
―
」
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
委
員
会
は

「
地
方
分
権
推
進
一
括
法
」
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状
況
等
の
監
視
活
動
と
並
行
し
て
地
方
税
財
源
の
充
実

、

確
保
方
策
に
関
す
る
調
査
審
議
が
行
わ
れ
、
平
成
十
三
年
六
月
十
四
日
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
結
論
を
得
た
こ
と
か
ら
最
終
報
告

を
取
り
ま
と
め
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
。
こ
こ
に
委
員
会
は
、
六
年
間
の
活
動
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
、
第
一
次
地
方
分
権
改
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革
の
幕
が
閉
じ
た
。

な
お
、
最
終
報
告
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
最
終
報
告
」
―
分
権
型
社
会
の
創
造
：
そ
の
道
筋
―

第
一
章

第
一
次
地
方
分
権
改
革
を
回
顧
し
て

一

分
権
改
革
の
理
念･
目
的
＝
画
一
か
ら
多
様
へ

二

分
権
改
革
の
主
要
な
成
果

三

未
完
の
分
権
改
革

○
分
権
改
革
を
完
遂
す
る
た
め
に
、
第
二
次
、
第
三
次
分
権
改
革
の
断
行
を
。

四

地
方
税
財
源
問
題
の
経
緯
と
委
員
会
の
基
本
姿
勢

五

地
方
公
共
団
体
の
関
係
者
及
び
住
民
へ
の
訴
え

第
二
章

第
一
次
分
権
改
革
の
完
全
実
施
を
求
め
て
（
そ
の
後
の
監
視
活
動
の
結
果
報
告
と
要
請
）

一

機
関
委
任
事
務
制
度
廃
止
に
伴
う
国
の
対
応

「
第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
」
等
の
内
容
に
つ
い
て
監
視
活
動
を
行
い
、
改

、

善
事
項
を
要
請
。

二

監
視
活
動
の
た
め
の
仕
組
み
・
体
制
が
必
要
。

第
三
章

第
二
次
分
権
改
革
の
始
動
に
向
け
て
（
地
方
税
財
源
充
実
確
保
方
策
に
つ
い
て
の
提
言
）

一

地
方
税
財
源
充
実
確
保
の
基
本
的
視
点
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○
地
方
の
歳
出
規
模
と
地
方
税
収
と
の
乖
離
の
縮
小
、
住
民
の
受
益
と
負
担
の
対
応
関
係
の
明
確
化
。

○
税
源
移
譲
を
行
う
際
に
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
や
地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
中
立
を
原
則
と
す
べ
き
。

○
国
の
関
与
の
廃
止
・
縮
減
や
法
令
等
に
よ
る
義
務
付
け
の
見
直
し
に
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
両
面
の
自
由
度
を
併
せ
増
す
こ
と
が

不
可
欠
。

○
税
財
源
の
地
方
分
権
は
、
国
・
地
方
を
通
ず
る
全
体
の
構
造
改
革
に
と
っ
て
も
不
可
欠
の
手
段
。

○
租
税
負
担
率
を
見
直
す
際
に
は
、
地
方
税
源
へ
の
配
分
を
特
に
重
視
し
て
い
く
必
要
。

二

地
方
税
源
の
充
実
策

○
地
方
税
源
充
実
は
、
地
域
的
偏
在
の
少
な
い
地
方
税
体
系
の
構
築
が
必
要
。
特
に
基
幹
税
目
の
充
実
が
不
可
欠
。

○
具
体
的
に
は
、

、

、

、

・
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は

税
源
移
譲
に
よ
り
最
低
税
率
を
引
き
上
げ

個
人
所
得
課
税
に
占
め
る
割
合
を
相
当
程
度
高
め

よ
り
比
例
的
な
税
率
構
造
の
構
築
と
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
を
図
る
べ
き
。
ま
た
均
等
割
の
水
準
も
、
過
大
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
留
意
し
、
見
直
し
を
図
る
必
要
。

・
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
位
置
づ
け
を
高
め
充
実
を
基
本
に
検
討
。
地
方
交
付
税
原
資
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
消

費
税
の
一
定
部
分
の
地
方
消
費
税
へ
の
組
み
替
え
も
検
討
。

・
法
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
外
形
標
準
課
税
の
早
期
導
入
を
図
る
べ
き
。

○
法
定
税
の
充
実
と
と
も
に
自
主
課
税
の
努
力
が
必
要
。
法
定
外
税
、
超
過
課
税
な
ど
を
活
用
。

三

地
方
税
源
充
実
に
対
応
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
、
地
方
交
付
税
等
の
改
革

［
国
庫
補
助
負
担
金
］
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○
地
方
税
源
充
実
に
伴
う
国
の
地
方
へ
の
移
転
的
支
出
の
削
減
は
、
ま
ず
国
の
関
与
の
強
い
特
定
財
源
で
あ
る
国
庫
補
助
負
担
金

を
対
象
と
す
べ
き
。
国
庫
補
助
負
担
金
は
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
。

［
地
方
交
付
税
等
］

、

。

○
地
方
交
付
税
の
総
額
は
減
少
が
見
込
ま
れ
る
が

財
政
力
格
差
の
是
正
と
い
う
地
方
交
付
税
制
度
の
役
割
は
依
然
と
し
て
重
要

○
地
方
交
付
税
の
総
量
の
縮
小
や
配
分
基
準
の
簡
素
化
の
議
論
は
、
国
の
関
与
の
廃
止
・
縮
小
と
一
体
と
し
て
検
討
す
る
必
要
。

○
地
方
交
付
税
は
、
次
の
よ
う
な
見
直
し
が
必
要
。

・
国
に
よ
る
事
務
の
義
務
づ
け
の
廃
止
・
緩
和
を
進
め
、
算
定
方
法
の
簡
素
化
等
の
見
直
し

・
事
業
費
補
正
に
よ
る
算
定
は
、
対
象
事
業
の
範
囲
を
見
直
し
、
特
に
必
要
な
も
の
に
重
点
化

・
課
税
努
力
、
税
源
涵
養
努
力
、
独
自
税
源
充
実
の
自
助
努
力
を
更
に
促
す
仕
組
み
の
検
討

四

今
後
の
検
討
に
当
た
っ
て

○
地
方
税
源
の
充
実
策
に
つ
い
て
は
、
現
実
的
に
は
、
国
・
地
方
を
通
ず
る
財
政
構
造
改
革
の
際
に
実
施
す
る
こ
と
も
。
そ
の
選

択
肢
・
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
、
財
政
構
造
改
革
の
議
論
等
と
の
整
合
性
も
踏
ま
え
つ
つ
、
十
分
に
検
討
し
て
お
く
必
要
。

○
国
と
地
方
の
事
務
配
分
の
あ
り
方
な
ど
地
方
行
財
政
制
度
全
般
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
推
進
の
視
点
に
立
っ
た
具
体
的
か
つ
専

門
的
な
検
討
を
行
う
場
が
必
要
。

第
四
章

分
権
改
革
の
更
な
る
飛
躍
を
展
望
し
て

○
今
後
の
改
革
課
題
を
六
項
目
に
整
理
。
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・
分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
財
政
秩
序
の
再
構
築

・
地
方
公
共
団
体
の
事
務
や
執
行
体
制
に
対
す
る
義
務
付
け
や
枠
付
け
等
の
大
幅
緩
和

・
道
州
制
論
、
連
邦
制
論
な
ど
の
新
た
な
地
方
自
治
制
度
の
仕
組
み
の
検
討

・｢

補
完
性
の
原
理｣

に
照
ら
し
た
事
務
事
業
の
移
譲

・
制
度
規
制
の
緩
和
と
住
民
自
治
の
拡
充
方
策

・

地
方
自
治
の
本
旨
」
の
具
体
化

「

こ
れ
を
受
け
て
、
同
日
、
地
方
六
団
体
は
、
機
関
委
任
事
務
制
度
廃
止
や
国
の
関
与
縮
小
を
中
心
と
し
た
今
次
の
改
革
が
、
地
方
自

治
の
歴
史
に
残
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
と
評
価
す
る
と
と
も
に

「
第
二
次
分
権
改
革
」
の
必
要
性
と
、
監
視
活
動
を
含
め
た

、

地
方
分
権
推
進
の
観
点
に
立
っ
た
専
門
的
な
検
討
を
行
う
機
関
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
求
め
る
と
い
う
内
容
の
会
長
談
話

地
、「

方
分
権
推
進
委
員
会
の
最
終
報
告
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
分
権
改
革
と
後
に
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
の
歴
史
上
画
期
的
な
改
革

が
行
わ
れ
た
と
の
評
価
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
各
省
庁
の
抵
抗
に
よ
り
不
十
分
な
も
の
が
残
さ
れ
た
と
い
う
二
つ
の
面
を
持

つ
こ
と
と
な
り
、
最
終
報
告
に
「
未
完
の
分
権
改
革
」
と
記
述
さ
れ
た
よ
う
に
、
真
の
地
方
自
治
の
確
立
に
向
け
た
地
方
分
権
改
革
の

完
成
は
、
こ
れ
以
降
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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第
二
章

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
始
動

（
平
成
十
三
年
～
十
五
年
）

第
一
節

「
地
方
が
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」

平
成
十
三
年
四
月
二
十
六
日
、
小
泉
内
閣
が
誕
生
し
た
。
小
泉
総
理
大
臣
は
、
構
造
改
革
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
場
と
し
て
、
同

年
一
月
、
中
央
省
庁
等
再
編
に
よ
る
内
閣
府
の
新
設
に
伴
い
発
足
し
て
い
た
「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」
を
指
揮
し

「
今
後
の
経
済
財

、

政
運
営
及
び
社
会
経
済
の
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
の
策
定
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
六
月
二
十
六

日
に
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。

「
骨
太
の
方
針
」
は

「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」
の
考
え
の
下
、
構
造
改
革
の
た
め
の
七
つ
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
唱
し
、

、

地
方
行
財
政
改
革
に
関
連
す
る
事
項
で
は
、
地
方
自
立
・
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「
地
方
が
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う

、

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ

「
地
方
税
を
充
実
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
庫
補
助

、

負
担
金
の
整
理
合
理
化
や
交
付
税
の
あ
り
方
の
見
直
し
と
と
も
に
、
税
源
移
譲
を
含
め
国
と
地
方
の
税
源
配
分
に
つ
い
て
根
本
か
ら
見

直
し
そ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
三
月
に
は
、
衆
参
両
院
総
務
委
員
会
に
お
い
て

「
分
権
改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
面
に
お
け

、

る
自
己
決
定
権
と
自
己
責
任
を
よ
り
拡
充
す
る
た
め
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
含
め
、
税
源
配
分
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
税
源
の
偏
在
が
少
な
く
税
収
の
安
定
性
を
備
え
た
地
方
税
税
体
系
を
早
急
に
構
築
し
、
地
方
税
の
充
実
強
化
に
努
め
る
こ
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と

」
と
決
議
が
さ
れ
て
い
る
。

。そ
の
後
、
平
成
十
四
年
一
月
二
十
五
日
に
、
政
府
は

『
構
造
改
革
と
経
済
財
政
の
中
期
展
望

（
い
わ
ゆ
る
『
改
革
と
展
望

）
を

、

』

』

閣
議
決
定
、
そ
の
対
象
期
間
を
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
の
五
カ
年
と
決
め
、
具
体
的
な
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

第
二
節

片
山
総
務
大
臣
の
提
案

ま
ず
、
片
山
虎
之
助
総
務
大
臣
は

「
地
方
が
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
の
方
針
に
基
づ
く
構
造
改
革
実
現
に
向
け
、
平
成
十
三
年

、

八
月
三
十
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
行
財
政
改
革
の
徹
底
に
よ
る
、
国
民
本
位
の
行
政
体
制
や
国
民
生
活
の

基
盤
整
備
を
目
的
と
し
た

「
平
成
十
四
年
度
に
向
け
て
の
政
策
推
進
プ
ラ
ン
」
い
わ
ゆ
る
「
片
山
プ
ラ
ン
」
を
提
出
し
、
地
方
分
権

、

の
一
層
の
推
進
及
び
Ｉ
Ｔ
革
命
の
推
進
等
を
提
案
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
四
年
五
月
二
十
一
日
、
片
山
総
務
大
臣
は

「
片
山
プ
ラ
ン
」
で
提
案
し
た
地
方
分
権
を
一
層
推
進
し
、
地
方
の

、

自
立
・
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
を
強
化
す
る
方
策
と
し
て
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
①
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
五
・
五
兆
円
、
②

国
庫
支
出
金
の
縮
減
五
・
五
兆
円
、
③
地
方
交
付
税
の
見
直
し
等
の
三
つ
を
柱
と
す
る
地
方
財
政
の
構
造
改
革
案
「
地
方
財
政
の
構
造

改
革
と
税
源
移
譲
に
つ
い
て
（
試
案

」
い
わ
ゆ
る
「
片
山
試
案
」
を
提
出
し
た
。

）

な
お
、
こ
の
日
の
会
議
に
お
い
て
、
片
山
総
務
大
臣
が
「
税
と
補
助
金
と
交
付
税
は
三
位
一
体
で
、
三
元
連
立
方
程
式
だ
。
一
つ
だ

け
で
は
答
え
は
出
な
い
」
と
発
言
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
改
革
が
「
三
位
一
体
の
改
革
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
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そ
の
後
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
片
山
総
務
大
臣
と
塩
川
正
十
郎
財
務
大
臣
と
の
間
で
激
し
い
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、
六

月
七
日
、
三
位
一
体
の
検
討
と
改
革
案
に
つ
い
て
に
一
年
以
内
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
る
と
の
総
理
指
示
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

「
三
位
一
体
」
と
い
う
考
え
方
は
、
六
月
二
十
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇

二

（
基
本
方
針
二
〇
〇
二
）
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

」こ
の
よ
う
に
、
国
と
地
方
の
税
財
政
改
革
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
契
機
と
な
っ
た
片
山
試
案
は
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲

の
実
現
に
向
け
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
し
て
地
方
団
体
等
か
ら
概
ね
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
分
権
の
趣
旨
に
沿
っ
た
改

革
を
進
め
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
た
。

第
三
節

「
基
本
方
針
二
○
○
二
」

「

」

、「

」

。

基
本
方
針
二
○
○
二

に
お
け
る
三
位
一
体
の
改
革
は

歳
出
の
主
要
分
野
に
お
け
る
構
造
改
革

と
い
う
章
に
分
類
さ
れ
た

こ
の
中
の
「
国
と
地
方
」
の
項
で
、
国
の
関
与
を
縮
小
し
地
方
の
権
限
と
責
任
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
、
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議

の
調
査
審
議
も
踏
ま
え
つ
つ
、
国
庫
補
助
負
担
事
業
の
廃
止
・
縮
減
に
つ
い
て
、
年
内
を
目
途
に
結
論
を
出
す
こ
と
が
示
さ
れ

「
こ

、

れ
を
踏
ま
え
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
交
付
税
、
税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
あ
り
方
を
三
位
一
体
で
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
望
ま
し
い

姿
と
そ
こ
に
至
る
具
体
的
な
改
革
工
程
を
含
む
改
革
案
を
、
今
後
一
年
以
内
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
る
」
方
針
が
示
さ
れ
た
。

個
々
の
改
革
に
つ
い
て
見
る
と
、
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
は

『
改
革
と
展
望
』
の
期
間
中
に
、
数
兆
円
規
模
の
削
減
を
目
指

、

す
。
同
時
に
地
方
交
付
税
の
改
革
を
行
い
、
九
割
以
上
の
自
治
体
が
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
大
胆
に
是
正
し
て
い
く
必
要
が
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あ
る
と
し
、
財
源
保
障
機
能
全
般
に
つ
い
て
も
見
直
し

「
改
革
と
展
望
」
の
期
間
中
に
縮
小
し
て
い
く
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
税
源
移

、

譲
に
つ
い
て
は
、
廃
止
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
対
象
事
業
の
中
で
引
き
続
き
地
方
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
移
譲
の
所
要
額
を
精
査
の
上
、
地
方
の
自
主
財
源
と
し
て
移
譲
す
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
片
山
試
案
の
よ
う
に
移
譲

の
規
模
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
「
基
本
方
針
二
○
○
二
」
に
よ
り
、
三
位
一
体
の
改
革
に
関
し
て
「
具
体
的
な
改
革
工
程
を
含
む
改
革
案
」
を
一
年
後
の
平
成

十
五
年
六
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
政
府
は
、
改
革
案
の
策
定
に
向
け
て
地
方
制
度
調
査
会
や
地
方
分
権
改
革

推
進
会
議
に
意
見
を
諮
り
、
そ
の
建
議
を
待
っ
て
、
改
革
の
全
体
像
を
固
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

第
四
節

平
成
十
五
年
度
予
算
の
決
着

三
位
一
体
の
改
革
が
動
き
出
し
た
が
、
全
体
像
の
決
定
が
次
年
度
の
骨
太
の
方
針
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
た
め
、
平
成
十
五
年
度
予
算

編
成
作
業
は
、
改
革
の
芽
出
し
と
い
う
も
の
と
な
っ
た
。

平
成
十
五
年
度
予
算
に
お
け
る
地
方
向
け
補
助
金
等
の
う
ち
、
見
直
し
の
目
玉
と
な
っ
た
の
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
八
日
に
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
と
い
う
総
務
・
財
務
・

文
部
科
学
三
大
臣
合
意
が
行
わ
れ
、
①
平
成
十
六
年
度
に
負
担
制
度
の
改
革
（
例
え
ば
定
額
化
・
交
付
金
化
）
の
た
め
の
具
体
的
措
置

を
講
じ
る
、
②
平
成
十
八
年
度
末
ま
で
に
、
国
庫
負
担
金
全
額
の
一
般
財
源
化
に
つ
い
て
所
要
の
検
討
を
行
う
、
③
平
成
十
五
年
度
に

共
済
長
期
給
付
及
び
公
務
災
害
補
償
に
係
る
部
分
を
一
般
財
源
化
す
る
。
ま
た
、
退
職
手
当
、
児
童
手
当
等
に
係
る
部
分
の
取
扱
い
に
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つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
間
に
お
け
る
継
続
検
討
課
題
と
し
、
平
成
十
六
年
度
予
算
編
成
ま
で
に
結
論
を
得
る
、
と
い
う
こ
と
が
合
意
さ

れ
た
。

こ
う
し
て
十
二
月
に
政
府
予
算
が
決
定
し
、
小
中
学
校
教
職
員
の
人
件
費
の
う
ち
、
共
済
長
期
負
担
金
や
公
務
災
害
補
償
費
に
相
当

す
る
二
、
三
四
四
億
円
を
一
般
財
源
化
し
、
そ
の
二
分
の
一
を
地
方
特
例
交
付
金
、
二
分
の
一
を
地
方
交
付
税
で
措
置
す
る
と
い
う
結

論
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
国
庫
負
担
に
よ
る
制
度
の
堅
持
を
主
張
し
、
全
力
で
一
般
財
源
化
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
文
教
関
係
者
の
動
き
か
ら
す
れ

ば
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
が
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
一
般
財
源
化
は
、
既
に
既
定
路
線
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
義
務
教
育
費
以
外
の
改
革
と
し
て
は
、
公
共
事
業
関
係
の
補
助
負
担
金
や
奨
励
的
な
補
助
金
を
見
直
し
て
三
、
二
八
一
億
円

を
削
減
、
こ
ち
ら
は
税
源
移
譲
を
伴
わ
な
い
単
な
る
ス
リ
ム
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
義
務
教
育
費
と
合
わ
せ
た
国
庫
補
助
負
担
金

改
革
額
は
五
、
六
二
五
億
円
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
高
速
自
動
車
国
道
整
備
に
お
け
る
新
直
轄
方
式
の
導
入
に
よ
り
、
自
動
車
重
量
税
九
三
○
億
円
が
譲
与

税
と
し
て
地
方
に
税
源
移
譲
さ
れ
た
。

第
五
節

地
方
制
度
調
査
会

小
泉
内
閣
の
下
で
は
、
第
二
十
七
次
と
第
二
十
八
次
の
地
方
制
度
調
査
会
が
招
集
さ
れ
た
。
こ
の
間

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
数

、

値
目
標
な
ど
を
具
体
的
に
答
申
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
第
二
十
七
次
で
は
、
地
方
分
権
改
革
の
趣
旨
に
照
ら
し
た
建
議
が
行
わ
れ
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た
。

一

第
二
十
七
次
地
方
制
度
調
査
会

平
成
十
三
年
十
一
月

「
第
二
十
七
次
地
方
制
度
調
査
会

（
会
長
：
諸
井
虔
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
相
談
役
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

、

」

首
相
か
ら
の
諮
問
事
項
は

「
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
地
方
行
財
政
制
度
の
構
造
改
革
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
の
一
層

、

の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
貴
調
査
会
の
調
査
審
議
を
求
め
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
１
回
総
会
に
出
席
し
た
小
泉
内
閣
総
理

大
臣
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
地
方
が
で
き
る
こ
と
は
地
方
へ
」
と
い
う
地
方
の
構
造
改
革
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
国
庫
補
助

、

負
担
金
及
び
地
方
交
付
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

し
か
し
、
話
題
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
市
町
村
合
併
の
議
論
の
た
た
き
台
と
し
て
西
尾
勝
副
会
長
が
平
成
十
四
年
十
一
月
に
提
出

し
た
『
今
後
の
基
礎
的
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
い
わ
ゆ
る
「
西
尾
私
案

）
で
あ
り
、
内
容
は
、
都
道
府
県
に
小
規
模
市
町

』

」

村
の
合
併
に
つ
い
て
強
い
権
限
を
持
た
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

、

、『

』

。

そ
の
後
調
査
会
は

平
成
十
五
年
十
一
月
十
三
日
の
総
会
で

今
後
の
地
方
自
治
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申

を
決
定
し
た

最
終
答
申
で
は
、
市
町
村
合
併
や
こ
れ
に
伴
う
地
域
自
治
組
織
な
ど
に
つ
い
て
提
言
が
行
わ
れ
た
が
、
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
西
尾
私
案
で
話
題
に
な
っ
た
小
規
模
市
町
村
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
は

「
都
道
府
県
が
関
わ
る
手
続
き
に
よ
っ
て
市
町
村

、

の
合
併
を
行
う
新
た
な
仕
組
み
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
と
ど
ま
っ
た
。
第
二
十
七
次
調
査
会
は
、
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同
日
、
小
泉
総
理
に
こ
れ
を
答
申
し
閉
会
し
た
。

二

第
二
十
八
次
地
方
制
度
調
査
会

平
成
十
六
年
三
月
に
発
足
し
た
「
第
二
十
八
次
地
方
制
度
調
査
会

（
会
長
：
諸
井
虔
氏
）
は

「

道
州
制
の
あ
り
方

『
大
都
市

」

、
『

』

制
度
の
あ
り
方
』
そ
の
他
最
近
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
地
方
行
財
政
制
度
の
構
造
改
革
」
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
っ

た
。調

査
会
で
は
、
道
州
制
の
問
題
と
地
方
の
自
主
性
に
関
す
る
問
題
を
併
行
し
て
議
論
す
る
形
と
な
り
、
ま
ず
は
、
平
成
十
七
年
十
二

月
九
日
の
総
会
に
お
い
て

『
地
方
の
自
主
性
・
自
律
性
の
拡
大
及
び
地
方
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
』
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ

、

の
う
ち

「
長
の
補
助
機
関
の
あ
り
方
」
や
「
議
会
の
招
集
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
答
申
が
、
翌
年
の
地
方
自
治
法
改
正
案
に
お
け
る

、

出
納
長
・
収
入
役
制
度
の
廃
止
や
、
議
長
の
長
に
対
す
る
臨
時
会
の
招
集
請
求
権
の
付
与
に
つ
な
が
っ
た
。
な
お
、
三
位
一
体
の
改
革

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
会
の
累
次
の
答
申
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
確
実
に
実
現
す
べ
き
」
と
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
た
。

、

平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
最
後
の
総
会
で
は

『
道
州
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
』
を
取
り
ま
と
め
た

「
広

、

。

域
自
治
体
改
革
の
あ
り
方
は
、
国
と
地
方
及
び
広
域
自
治
体
と
基
礎
自
治
体
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
基
本
と
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
事

務
権
限
の
再
配
分
や
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
再
編
、
ま
た
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
税
財
政
制
度
を
実
現
で
き
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
具
体
策
と
し
て
は
道
州
制
の
導
入
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る

「
本
答
申
を
基
礎
と
し
て
、
今
後
、
国
民
的
な
議
論
が
幅
広
く
行
わ
れ

」

る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
結
ん
だ
答
申
は
、
同
日
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
に
手
渡
さ
れ
、
第
二
十
八
次
調
査
会
は
閉
会
し
た
。
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第
六
節

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議

一

発
足
か
ら
「
事
務
・
事
業
の
在
り
方
に
関
す
る
意
見
」
ま
で

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
（
議
長
：
西
室
泰
三
東
芝
会
長
）
は

「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
」
の
最
終
報
告
（
平
成
十
三
年
六
月
十

、

四
日
）
の
提
言
を
受
け
、
平
成
十
三
年
七
月
九
日
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
後
継
機
関
と
し
て
、
三
年
間
の
任
期
で
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
の
使
命
は
、
前
身
の
地
方
分
権
推
進
委
員
会
で
残
さ
れ
た
課
題
、
税
源
移
譲
を
中
心
と
す
る
地
方
の
自
立
に
向

け
た
地
方
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

分
権
会
議
は
、
平
成
十
四
年
六
月
十
七
日
に
『
事
務
・
事
業
の
在
り
方
に
関
す
る
中
間
報
告
』
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
受
け
た
小

泉
総
理
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
な
が
る
国
と
地
方
の
事
務
事
業
の
あ
り
方
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
等
に
関
す
る
原
案
を
十
月

を
目
途
に
作
成
し
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
日
、
分
権
会
議
は
、
今
後
の
改
革
の
方
向
性
な
ど
を
示
し
た
『
事
務
・
事
業
の
在
り
方
に
関
す
る
意
見
』
を

提
出
し
た
。
意
見
書
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
う
ち
共
済
費
長
期
給
付
、
退
職
手
当
等
に
係
る
経
費
五
、
○
○
○
億
円
を
縮
減

し
一
般
財
源
化
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
が
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
「
関
係
者
間
で
十
分
に
協
議
、
調
整
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
と

先
送
り
し
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

地
方
六
団
体
は

「
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
縮
減
に
関
し
て
、
地
方
六
団
体
が
従
前
か
ら
要
望
し
て
き
た
、
税
源
移
譲
を
含
む
税

、
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、

」

、

源
配
分
の
在
り
方
の
検
討
を
同
時
に
行
う
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は

誠
に
残
念
で
あ
る

と
の
会
長
談
話
を
発
表
し

特
に
義
務
教
育
費
に
つ
い
て

「
税
源
移
譲
に
よ
る
財
源
措
置
も
明
確
に
示
さ
れ
ず
、
到
底
受
け
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
指
摘

、

し
た
。

二

水
口
試
案
と
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
」

平
成
十
五
年
五
月
十
四
日
、
三
位
一
体
の
改
革
を
具
体
的
に
扱
っ
た
意
見
書
の
策
定
に
向
け
、
水
口
弘
一
議
長
代
理
（
中
小
企
業
金

融
公
庫
総
裁
）
は
「
た
た
き
台
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
『
水
口
試
案
』
を
提
出
し
、
会
議
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
。

試
案
は
、
①
地
方
交
付
税
を
「
地
方
共
同
税
」
と
「
財
政
調
整
交
付
金
」
に
再
編
、
②
地
方
の
歳
入
不
足
を
埋
め
る
現
行
の
地
方
財

政
対
策
は
廃
止
、
③
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
は
増
税
を
伴
う
税
制
改
正
ま
で
先
送
り
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
歳
出
削
減
と
交
付

税
改
革
を
強
く
打
ち
出
す
一
方
で
、
税
源
移
譲
を
事
実
上
先
送
り
す
る
財
政
再
建
優
先
の
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
案
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
反
対
意
見
が
出
さ
れ
、
地
方
関
係
者
に
も
大
き
な
不
信
感
を
抱
か
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
き
な
修
正
も
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
六
月
三
日
に
は
西
室
議
長
が
審
議
を
打
ち
切
り
、
同
月
六
日

「
三
位
一
体
の
改
革

、

に
つ
い
て
の
意
見
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

意
見
書
で
は
、
地
方
共
同
税
に
つ
い
て
「
一
つ
の
選
択
肢
」
に
と
ど
め
た
も
の
の

「
三
位
一
体
の
改
革
の
具
体
的
内
容
」
の
項
で

、

は
、
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
に
つ
い
て
「
政
府
部
内
の
検
討
の
中
で
、
数
兆
円
の
削
減
が
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
」
と
い
う

曖
昧
な
記
述
を
す
る
反
面
、
地
方
交
付
税
に
関
し
て
は
「
現
状
を
大
胆
に
是
正
す
る
た
め
、
財
源
保
障
機
能
全
般
に
つ
い
て
見
直
し
、
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縮
小
」
な
ど
と
い
う
偏
っ
た
内
容
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
委
員
十
一
人
の
う
ち
神
野
直
彦
、
谷
本
正
憲
、
赤
崎
義
則
、
岩
崎
美
紀
子

の
四
委
員
が
反
対
し
、
吉
永
み
ち
子
委
員
は
署
名
を
拒
否
す
る
と
い
う
事
態
に
陥
り
、
意
見
書
に
反
対
委
員
の
氏
名
を
明
記
す
る
と
い

う
異
例
の
形
で
の
答
申
と
な
っ
た
。

地
方
六
団
体
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
五
月
二
十
三
日
に
公
表
し
た
「
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
の
中
で
、
地
方
共

同
税
と
財
政
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
案
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
意
見
書
が

決
定
さ
れ
た
六
月
六
日
に
も
『
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
の
意
見
に
つ
い
て
』
と
の
六
団
体
会
長
談
話
を
発
表

「
真
に
地
方
分
権
を

、

推
進
す
る
視
点
に
立
っ
た
三
位
一
体
の
改
革
の
方
向
付
け
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
誠
に
遺
憾

「
国
と
地
方
の
役
割
分
担
に
応
じ
た
税

」

源
移
譲
等
に
よ
る
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
が
基
本
的
に
先
送
り
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
分
権
改
革
の
経
緯
を
尊
重
し
て
お
ら
ず
分
権
改

革
を
後
退
さ
せ
る
も
の
」
と
強
く
批
判
し
た
。

こ
の
後
会
議
は
、
事
務
・
事
業
の
在
り
方
に
関
す
る
意
見
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
た
あ
と
、
平
成
十
六
年
五
月
十
二
日
、

議
長
・
議
長
代
理
が
『
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
改
革
の
推
進
等
行
政
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
意
見
』
を
小
泉
総
理
に
手
渡
し
て
、

三
年
に
わ
た
る
審
議
を
終
了
し
た
。
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第
三
章

改
革
初
年
度
の
取
組
み

（
平
成
十
五
年
）

第
一
節

「
基
本
方
針
二
○
○
三
」

平
成
十
五
年
六
月
二
十
七
日

『
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
三

（
基
本
方
針
二
○
○
三
）
が
閣
議

、

』

決
定
さ
れ
た
。

、

、「

」

「

」

、

こ
の
基
本
方
針
に
お
い
て
は

構
造
改
革
を
更
に
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め

三
つ
の
宣
言

と

七
つ
の
改
革

が
策
定
さ
れ

こ
の
う
ち
「
構
造
改
革
へ
の
具
体
的
な
取
組
」
と
し
て

「

国
と
地
方
』
の
改
革
」
の
項
で

「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
推
進
し
、
地

、
『

、

方
が
決
定
す
べ
き
こ
と
は
地
方
が
自
ら
決
定
す
る
と
い
う
地
方
自
治
の
本
来
の
姿
の
実
現
に
向
け
改
革
、
と
の
基
本
的
な
姿
勢
が
示
さ

れ
た

そ
の
上
で
改
革
期
間
に
つ
い
て
は

三
位
一
体
の
改
革
の
具
体
的
な
改
革
工
程

と
し
て

改
革
と
展
望

の
期
間
中

当

。

、「

」

、「
『

』

（

初
策
定
時
の
期
間
で
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
を
い
う

」
と
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
今
後
三
カ
年
の
予
算
編
成
で
行
う
こ
と
が

）

初
め
て
明
言
さ
れ
た
。

ま
た
、
個
別
項
目
に
つ
い
て
も
数
値
目
標
等
が
設
置
さ
れ
た

「
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
概
ね
四
兆
円
程
度
を

。

目
途
に
廃
止
・
縮
減
等
の
改
革
を
行
う
と
さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
予
算
か
ら
厳
し
く
見
直
し
を
実
施
す
る
と
し
た
。
し
か
し
、
廃
止
・

縮
減
す
べ
き
具
体
的
な
補
助
負
担
金
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

次
に

「
地
方
交
付
税
の
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
数
値
目
標
こ
そ
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
が

「
地
方
財
政
計
画
」
の
歳
出
を
徹
底
的

、

、
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に
見
直
す
こ
と
に
よ
り
地
方
交
付
税
総
額
を
抑
制
し
、
財
源
保
障
機
能
を
縮
小
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ

「
総
額
抑
制
」
と
い
う
目
安

、

が
設
け
ら
れ
た
。

そ
し
て

「
税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
方
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も

、

の
は
、
基
幹
税
の
充
実
を
基
本
に
税
源
移
譲
を
行
う
こ
と
、
税
源
移
譲
に
当
た
っ
て
は
、
個
別
事
業
の
見
直
し
・
精
査
を
行
い
、
補
助

金
の
性
格
等
を
勘
案
し
八
割
程
度
を
目
安
に
移
譲
す
る
こ
と
、
義
務
的
な
事
業
は
徹
底
的
な
効
率
化
を
図
っ
た
上
で
、
所
要
の
全
額
移

譲
す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
税
源
移
譲
の
規
模
や
具
体
的
な
税
目
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
基
本
方
針
を
受
け
て
、
六
月
二
十
七
日
、
地
方
六
団
体
は
、
従
来
か
ら
要
望
し
て
き
た
基
幹
税
に
よ
る
税
源
移
譲
に
つ
い
て
の

、

、

、

方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に

政
府
に
お
い
て
は

平
成
十
六
年
度
以
降
の
予
算
編
成
及
び
税
制
改
正
に
あ
た
っ
て

地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
十
分
反
映
し
な
が
ら
、
基
本
方
針
の
早
急
な
具
体
化
を
図
り
、
三
位
一
体
の
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
い
う
、
地
方
六
団
体
会
長
談
話
『
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
三
に
つ
い
て
』
を
発
表
し

た
。

第
二
節

地
方
六
団
体
の
取
組
み

一

全
国
知
事
会
議
・
高
山
会
議

七
月
十
七
日
、
岐
阜
県
高
山
市
の
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
全
国
知
事
会
議
（
高
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山
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
、
土
屋
知
事
会
長
欠
席
の
た
め
会
長
代
理
と
し
て
中
沖
富
山
県
知
事
が
議
長
と
な
り
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。、

、

、「

」

高
山
会
議
は

開
催
県
の
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
が
あ
い
さ
つ
の
中
で

会
議
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

お
願
い
知
事
会
議

か
ら
「
闘
う
知
事
会
議
」
を
提
唱
し
た
こ
と
か
ら
、
本
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
一
つ
の
転
機
を
迎
え
た
会
議
と
な
り
、
こ
れ
以
降
マ
ス

コ
ミ
等
で
「
闘
う
知
事
会
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

会
議
の
冒
頭
、
出
席
し
た
片
山
総
務
大
臣
か
ら
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
行
財
政
に
つ
い
て
状
況
報
告
等
が
あ

り
、
そ
の
後
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
会
議
で
は

「
平
成
十
六
年
度
国
の
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
」
と
「
地
方
税
財
政
基
盤
の
確
立
に
関
す
る

、

緊
急
決
議
」
及
び
「
自
然
災
害
被
災
者
支
援
制
度
の
創
設
に
関
す
る
緊
急
決
議
」
を
決
定
し
た
。

さ
ら
に

「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
つ
い
て
、
廃
止
・
縮
減
す
べ
き
国
庫
補
助
負
担
金
を
知
事
会
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
、
会
長
の

、

選
出
方
法
の
検
討
、
日
本
地
方
自
治
憲
章
に
つ
い
て
討
論
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
に
関
す
る
政
党
等
へ
の
働
き
か
け
を
検
討
す
る

こ
と
、
内
閣
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
の
必
要
性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
合
意
さ
れ
た
。

な
お
、
八
月
五
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、
高
山
会
議
で
の
決
定
を
受
け
、
廃
止
す
べ
き
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
各
都
道
府
県
に

対
す
る
調
査
「
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
に
関
す
る
調
べ
」
を
実
施
し
た
。

二

初
の
会
長
選
挙
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九
月
十
二
日
、
土
屋
会
長
の
辞
任
に
伴
い
、
新
会
長
選
任
の
た
め
全
国
知
事
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
新
会
長
の
選
任
方
法
は
、
八
月

に
開
催
さ
れ
た
高
山
会
議
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
従
来
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
会
長
・
副
会
長
候
補
者
の
中
か
ら
「
役
員
選
考

委
員
会
」
で
選
考
し
、
全
国
知
事
会
議
で
決
定
す
る
方
式
を
改
め
て
、
選
挙
に
よ
り
選
任
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
本

会
初
の
会
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
会
議
と
な
っ
た
。
選
挙
結
果
は
、
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
の
他
に
候
補
者
は
な
く
、
無
投
票
に
よ
り
梶
原

岐
阜
県
知
事
が
新
会
長
に
当
選
し
た
。

梶
原
会
長
は
、
就
任
会
見
に
お
い
て
「
地
方
分
権
の
“
抵
抗
勢
力
”
は
、
我
々
が
闘
う
べ
き
相
手
、
敵
で
あ
る

「
同
時
に
全
国

」
、

知
事
会
自
体
も
、
従
来
の
国
の
外
郭
団
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
大
幅
な
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
高
山
会
議
を

」
、

、

、

、

、

契
機
に

知
事
自
ら
立
ち
上
が
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
意
識
が
出
て
き
た
の
で

こ
の
機
会
に
全
国
知
事
会
の
組
織
・
運
営
も

前
例

慣
例
等
に
一
切
こ
だ
わ
ら
ず
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
体
制
に
し
た
い
。
こ
れ
は
全
国
の
知
事
の
一
致
し
た
考
え
で
あ
る
と
思
う
」
と

知
事
会
運
営
の
基
本
的
方
針
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。

三

取
組
体
制
の
整
備
（
会
長
直
属
研
究
会
と
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
）

梶
原
会
長
は
、
前
述
の
方
針
を
基
に
緊
急
の
課
題
に
機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
、
知
事
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
研
究
会
（
会
長
直

属
私
的
研
究
会
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
、
知
事
自
身
が
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
た

（
最
終
的
に
は
十
六
の
研
究
会
が
設
置
さ

。

れ
た

）
ま
た
、
分
権
改
革
の
諸
課
題
に
臨
時
か
つ
機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
一
年
間
の
期
限
で
「
地
方
分

。

権
改
革
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
事
務
局
の
体
制
整
備
・
強
化
を
図
っ
た
。
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な
お
、
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
後
に
「
知
事
会
改
革
研
究
会
」
の
報
告
を
受
け
、
平
成
十
七
年
に
特
別
委
員
会
等
に
整
理
統
合
さ
れ

発
展
的
解
消
が
図
ら
れ
た
。

※
設
置
さ
れ
た
研
究
会

三
位
一
体
改
革
研
究
会

政
権
公
約
評
価
研
究
会

市
町
村
財
源
問
題
研
究
会

高
速
道
路
整
備
研
究
会

農
業
政
策[

Ｗ

「

」
、「

」
、「

」
、「

」
、「

Ｔ
Ｏ
関
係
］
研
究
会

「
危
機
管
理
研
究
会

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題[

原
子
力
発
電
関
係]

研
究
会

「
中
小
企
業
活
性
化
研
究
会

、

」
、

」
、

」
、

」

「
男
女
共
同
参
画
研
究
会

「
知
事
会
改
革
研
究
会

「
財
源
調
整
問
題
研
究
会

「
日
本
地
方
自
治
憲
章
研
究
会

「
国
の
過
剰

」
、

」
、

」
、

」
、

関
与
等
撤
廃
研
究
会

「
国
の
行
財
政
改
革
評
価
研
究
会

「
道
州
制
研
究
会

「
医
療
・
介
護
・
年
金
問
題
研
究
会
」

」
、

」
、

」
、

四

会
長
私
案

十
月
七
日
、
梶
原
会
長
は
、
廃
止
・
縮
減
す
べ
き
国
庫
補
助
負
担
金
を
知
事
会
と
し
て
提
案
す
る
に
当
た
り

「
三
位
一
体
の
改
革

、

に
関
す
る
提
言

（
会
長
試
案
）
を
発
表
し
た
。

」

、

、

こ
の
私
案
に
つ
い
て
は

三
位
一
体
の
改
革
が
真
の
地
方
自
治
を
確
立
に
資
す
る
緊
急
か
つ
重
要
な
国
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら

住
民
生
活
を
守
る
た
め
積
極
的
に
提
言
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び

改
革
に
よ
っ
て
住
民
生
活
に
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う

税

、

、「

源
な
く
し
て
削
減
な
し
」
を
基
本
と
し
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
と
税
源
移
譲
は
一
体
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
納
税
者
本
位
の

改
革
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

私
案
で
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し
（
九
～
十
兆
円
の
廃
止

、
税
源
移
譲
（
八
～
九
兆
円
の
税
源
移
譲
）
を
含
む
税
源
配
分

）
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の
見
直
し
（
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
な
ど
）
及
び
地
方
交
付
税
の
見
直
し
は
三
位
一
体
で
行
わ
れ
る
べ
き
等
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

五

全
国
知
事
会
の
提
言

、

、

「

」

。

高
山
会
議
で
の
合
意
事
項
に
基
づ
き

十
一
月
十
八
日

全
国
知
事
会
は

三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
提
言

を
取
り
ま
と
め
た

ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
会
長
私
案
で
あ
る
。

（

三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
提
言
」
の
概
要
）

「・
三
位
一
体
の
改
革
は
、
単
に
国
対
地
方
公
共
団
体
の
問
題
で
は
な
く
、
よ
り
住
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
政
策
決
定
、
税
金
の
使

途
決
定
が
行
わ
れ
、
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
政
治
行
政
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

・
こ
の
改
革
は
、
真
の
地
方
自
治
の
確
立
に
資
す
る
緊
急
か
つ
重
要
な
国
民
的
課
題
と
し
て
の
地
方
分
権
改
革
で
あ
る
。

・
全
国
知
事
会
と
し
て
、
政
府
に
対
し
、
廃
止
す
べ
き
補
助
負
担
金
、
移
譲
す
べ
き
税
源
及
び
地
方
交
付
税
の
改
革
に
つ
い
て

具
体
的
に
提
言
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

・
改
革
に
よ
っ
て
住
民
生
活
に
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う

「
税
源
な
く
し
て
削
減
な
し
」
を
基
本
と
し
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
の

、

廃
止
と
税
源
移
譲
は
一
体
的
に
行
わ
れ
る
べ
き

・
こ
の
改
革
は
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
再
建
を
進
め
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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○
国
庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し

・
見
直
し
の
対
象
：

見
直
し
対
象
の
国
庫
補
助
負
担
金
総
額
は
、
一
一
兆
二
、
○
八
二
億
円
（
国
予
算
ベ
ー
ス
）

〈
う
ち
、
都
道
府
県
が
事
業
主
体
で
あ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
額

六
兆
九
、
八
五
二
億
円
〉

・
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
の
考
え
方
：

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
も
の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止
し
、
必
要
な
縮
減
を
行
っ
た
上
で
、
税
源
移

譲
に
よ
り
必
要
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
が
基
本

①
特
定
地
域
に
交
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
税
源
移
譲
に
な
じ
ま
な
い
も
の

②
特
定
地
域
に
お
け
る
臨
時
巨
額
の
財
政
負
担
を
要
す
る
も
の

③
本
来
的
に
国
で
実
施
す
べ
き
も
の

・
見
直
し
の
結
果
：

国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止
し
、
当
該
事
業
を
地
方
が
引
き
続
き
実
施
す
べ
き
も
の

総
額
八
九
、
三
五
七
億
円

〈
う
ち
、
都
道
府
県
が
事
業
主
体
で
あ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
額

六
兆
四
、
○
六
六
億
円
〉

存
続
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
庫
補
助
負
担
金

総
額
二
兆
二
、
七
二
五
億
円

〈
う
ち
、
都
道
府
県
が
事
業
主
体
で
あ
る
も
の

五
、
七
八
六
億
円
〉
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○
地
方
へ
の
税
源
移
譲
額

総
額
七
兆
九
、
二
三
四
億
円

〈
う
ち
、
都
道
府
県
が
事
業
主
体
で
あ
る
も
の

五
兆
八
、
○
四
○
億
円
〉

○
税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
見
直
し

・
地
方
へ
移
譲
さ
れ
る
べ
き
税
目
と
税
額
：

①
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ

個
人
住
民
税
を
十
％
比
例
税
率
化

移
譲
額
三
兆
円
程
度

②
消
費
税
か
ら
地
方
消
費
税
へ

地
方
消
費
税
を
一
・
五
％
引
上
げ

移
譲
額
三
・
六
兆
円
程
度

③
揮
発
油
税
（
二
兆
八
千
億
円
）
の
一
部
を
地
方
譲
与
税
化

移
譲
額
一
・
四
兆
円
程
度

○
地
方
交
付
税
の
見
直
し

・
税
源
移
譲
等
に
よ
る
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
が
行
わ
れ
た
場
合
、
税
源
が
偏
在
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
地

方
交
付
税
に
よ
る
財
源
保
障
及
び
税
源
調
整
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠

・
そ
の
上
で
、
国
の
関
与
の
縮
小
等
に
応
じ
た
算
定
の
簡
素
化
、
地
方
債
の
元
利
償
還
金
に
係
る
交
付
税
措
置
の
見
直
し
を
進
め

る
べ
き

・
更
に
は
、
交
付
税
制
度
を
基
本
と
す
る
現
行
の
地
方
財
源
調
整
制
度
に
つ
い
て
別
途
、
総
合
的
な
検
討
が
必
要

○
お
わ
り
に

・
三
位
一
体
の
改
革
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
見
直
し
、
地
方
交
付
税
の
改
革
を
同
時
並
行
し
て

一
体
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
く
べ
き
で
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
の
み
が
先
行
し
て
実
施
さ
れ
、
税
源
移
譲
等
の

見
直
し
が
先
送
り
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

・
三
位
一
体
の
改
革
の
具
体
案
を
早
急
に
示
し
、
全
国
知
事
会
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
と
議
論
し
つ
つ
、
改
革
の
早
期
実
現
に
全
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力
を
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待

ま
た
、
同
日

「
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
提
言
」
も
同
時
に
取
り
ま
と
め
、
平
成
十
六
年
度
予
算
編

、

成
に
お
い
て
当
面
措
置
す
べ
き
改
革
の
内
容
を
具
体
的
に
提
言
し
た
。

六

地
方
自
治
確
立
対
策
委
員
会
の
提
言

平
成
十
五
年
五
月
十
六
日
、
地
方
六
団
体
の
総
意
に
よ
り
、
国
民
・
住
民
の
意
識
に
即
し
た
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
自
主
・
自

立
の
分
権
型
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
学
識
経
験
者
と
地
方
六
団
体
関
係
者
が
一
体
的
に
審
議
を
行
い
、
税
源
移
譲
を
含
め
真
の
地

方
分
権
の
推
進
に
つ
な
が
る
地
方
行
財
政
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
提
言
を
行
う
た
め
、
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
に
「
地
方
自
治
確

立
対
策
委
員
会

（
委
員
長
：
茂
木
友
三
郎
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
社
長
）
を
設
立
し
た
。

」

ま
ず
、
委
員
会
は
、
五
月
二
十
三
日

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
三
」
に
向
け
て
、
国
が
三
位
一

、

体
の
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
尊
重
す
べ
き
事
項

「
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
緊
急
提
言
」
を
ま
と
め
た
。

、

ま
た
、
十
一
月
十
九
日

「
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
緊
急
提
言
―
平
成
十
六
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
―
」
を
と
り
ま
と
め
、

、

、

、

、

①
国
庫
補
助
負
担
金
の
原
則
的
廃
止

②
税
源
移
譲
の
早
期
実
現

③
地
方
交
付
税
の
財
源
調
整
機
能
及
び
財
源
保
障
機
能
の
重
要
性

④
地
方
行
財
政
改
革
の
推
進
及
び
地
方
行
政
体
制
の
整
備
の
四
項
目
に
よ
り
、
分
権
型
社
会
の
実
現
を
訴
え
た
。
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第
四
節

初
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙

、

（

）

十
一
月
九
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は

国
政
選
挙
に
お
い
て
初
の
政
権
公
約

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

が
本
格
的
に
頒
布
さ
れ
た
選
挙
と
な
っ
た
。

「
基
本
方
針
二
○
○
三
」
の
策
定
後
に
実
施
さ
れ
た
こ
の
選
挙
で
は

「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
初
め
て
政
権
公
約
に
取
り
入
れ
ら

、

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

民
主
党
は

「
民
主
党
政
権
政
策
／
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

、
自
由
民
主
党
は

「
小
泉
改
革
宣
言
（
政
権
公
約
二
○
○
三

」
そ
し
て
公

、

」

、

）

明
党
は
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
一
○
○
」
を
掲
げ
て
選
挙
に
臨
ん
だ
。

結
果
、
民
主
党
は
議
席
を
大
幅
に
増
や
す
躍
進
を
見
せ
た
が
、
自
民
・
公
明
の
連
立
与
党
が
絶
対
安
定
多
数
の
議
席
を
確
保
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
十
一
月
十
九
日
、
第
二
次
小
泉
内
閣
が
発
足
し
た
。

こ
の
総
選
挙
を
通
じ

「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
初
め
て
政
権
与
党
の
公
約
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
専

、

ら
財
政
再
建
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く

「
国
か
ら
地
方
へ
」
の
構
造
改
革
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た

、

め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
五
節

平
成
十
六
年
度
予
算
の
決
着

一

総
理
の
一
兆
円
削
減
指
示
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平
成
十
六
年
度
予
算
は
、
実
質
的
に
三
位
一
体
の
改
革
の
初
年
度
と
な
る
が
、
十
一
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議

に
お
い
て
民
間
議
員
よ
り

「
十
六
年
度
に
目
に
見
え
て
改
革
を
進
め
る
こ
と

「
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
、
一
兆
円
の
廃
止
・

、

」
、

縮
減
す
る
こ
と

「
税
源
移
譲
に
関
し
て
も
初
年
度
で
必
ず
行
う
こ
と
」
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

」
、

こ
れ
を
受
け
、
議
長
で
あ
る
小
泉
総
理
は

「

小
泉
改
革
宣
言
』
に
基
づ
い
て
、
し
っ
か
り
と
三
位
一
体
の
改
革
を
や
っ
て
い
く
。

、
『

十
六
年
度
に
関
し
て
は
、
一
兆
円
の
補
助
金
の
削
減
・
縮
減
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
く
、
税
源
移
譲
も
行
う
。
知
事
会
等
の
要
望
を
踏

ま
え
て
、
し
っ
か
り
と
こ
の
改
革
を
進
め
よ
」
と
の
明
確
な
指
示
を
行
っ
た
。

ま
た
、
小
泉
総
理
は
、
十
一
月
二
十
一
日
の
閣
僚
懇
談
会
に
お
い
て
も
同
様
の
方
針
を
示
し
、
こ
れ
に
よ
り
政
府
・
与
党
が
取
り
ま

と
め
に
向
け
て
協
議
を
始
め
、
翌
二
十
二
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
は
、
補
助
金
削
減
に
省
庁
枠
が
設
定
さ
れ
た
。

二

地
方
の
意
見
等

、

、

。

、

し
か
し

改
革
に
前
向
き
で
な
い
各
省
は

小
泉
総
理
の
指
示
に
対
し
独
自
の
代
案
を
出
そ
う
と
し
た

た
と
え
ば
厚
生
労
働
省
は

、

、

。

公
立
保
育
所
運
営
費
の
廃
止
案
に
対
し

当
初

生
活
保
護
費
負
担
金
や
児
童
扶
養
手
当
の
負
担
率
引
下
げ
案
を
出
す
な
ど
し
て
い
た

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
地
方
六
団
体
会
長
は
、
十
二
月
三
日
に
「
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に
関
す
る
緊
急
意
見
」
を
出
し
、
生
活

保
護
費
の
負
担
率
引
下
げ
や
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
一
部
（
退
職
手
当
分
）
を
削
減
す
る
こ
と
は
「
地
方
自
治
体
の
自
由
度
の
拡

大
に
つ
な
が
ら
ず
、
単
な
る
地
方
へ
の
負
担
転
嫁

「
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
は
、
税
源
移
譲
と
同
時
一
体
的
に
行
わ
れ
る

」
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べ
き
」
と
訴
え
、
関
係
要
路
へ
の
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
十
二
月
八
日
に
は
、
地
方
六
団
体
会
長
名
で
「
基
幹
税
で
の
税
源
移
譲
に
つ
い
て
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
を
出
し
た
。
こ
こ
で

は
、
十
二
月
三
日
の
声
明
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
政
府
税
制
調
査
会
が
ま
と
め
た
「
た
ば
こ
税
に
よ
る
税
源
移
譲
」
を

「
た
ば
こ
税
は
基
幹
税
と
は
言
え
ず
、
将
来
性
も
な
い
」
た
め
、
断
固
反
対
で
あ
る
と
表
明
し
た
。

小
泉
総
理
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
に
従
い
、
補
助
金
所
管
大
臣
も
あ
る
程
度
の
見
直
し
に
従
う
姿
勢
を
見
せ
、
初
年
度

の
三
位
一
体
の
改
革
は
、
決
着
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三

政
府
・
与
党
合
意

十
二
月
十
九
日
、
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
政
府
・
与
党
協
議
会
が
『
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
』
を
最
終
合
意
し
た
。
そ
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
に
つ
い
て
〉

※
平
成
十
五
年
十
二
月
十
二
日
、
政
府
・
与
党
『
平
成
十
六
年
度
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
に
つ
い
て
』
に
基
づ
く

①
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
、
地
方
向
け
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
一
兆
円
の
廃
止
・
縮
減
等
の
改
革
を
行
う
。
な
お
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
退
職
手
当
・
児
童
手
当
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
暫
定
的
な
措
置
と
す
る
。

【
廃
止
し
て
税
源
移
譲
す
る
主
な
補
助
金
】
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・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
（
退
職
手
当
・
児
童
手
当
）
二
、
三
○
九
億
円
（
暫
定
）

・
児
童
保
護
費
等
負
担
金
（
公
立
保
育
所
運
営
費
）

一
、
六
六
一
億
円

・
そ
の
他
、
法
施
行
事
務
費
等
に
係
る
補
助
負
担
金

・
な
お
、
公
共
事
業
関
連
は
、
特
別
会
計
も
含
め
て
四
、
五
二
七
億
円
削
減
さ
れ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
一
、
三
三
○
億

円
の
創
設
以
外
は
、
単
に
ス
リ
ム
化
さ
れ
た

②
平
成
十
六
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
四
、
二
四
九
億
円
（
平
年
度
ベ
ー
ス
）
の
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
行
う

③
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
退
職
手
当
・
児
童
手
当
に
係
る
所
要
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
十
分
の
十
全

額
（
二
、
三
○
○
億
円
程
度
）
を
地
方
団
体
へ
の
特
例
的
な
交
付
金
と
し
て
交
付
す
る

・
平
成
十
五
年
度
の
補
助
金
改
革
に
お
い
て
、
地
方
に
事
業
が
残
る
と
さ
れ
た
も
の
に
係
る
財
源
補
て
ん
措
置
の
う
ち
、
国
負
担

と
さ
れ
た
も
の
の
額

二
、
○
五
一
億
円

・
平
成
十
六
年
度
の
補
助
金
改
革
に
お
い
て
、
地
方
に
事
業
が
残
る
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
事
務
・
事
業
の
効
率
化
を
図
っ

た
上
で
の
所
要
額

二
、
一
九
八
億
円

税
源
移
譲
を
行
う
廃
止
額

四
、
二
四
九
億
円

暫
定
分
（
特
例
交
付
金
化
）

二
、
三
○
九
億
円

計

六
、
五
五
八
億
円

④
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
予
算
編
成
及
び
税
制
改
正
を
通
じ
て
調
整
す
る

〈
税
源
移
譲
に
つ
い
て
〉

※
平
成
十
五
年
十
二
月
十
七
日
、
与
党
『
平
成
十
六
年
度
税
制
改
正
大
綱
』
に
基
づ
く
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①
平
成
十
八
年
度
ま
で
に
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
本
格
的
な
税
源
移
譲
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
の
暫
定

措
置
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
、
所
得
税
の
一
部
を
使
途
を
限
定
し
な
い
一
般
財
源
と
し
て
地
方
へ
譲
与
す
る
所
得
譲
与

税
を
創
設
す
る

②
所
得
譲
与
税
に
よ
る
平
成
十
六
年
度
の
税
源
移
譲
額
は
四

二
四
九
億
円
と
し

人
口
を
基
準
と
し
て
都
道
府
県
及
び
市
町
村

特

、

、

（

別
区
を
含
む

）
へ
譲
与
す
る

。

〈
地
方
交
付
税
の
改
革
に
つ
い
て
〉

①
交
付
税
総
額
の
抑
制

、

（

、

）

次
の
よ
う
な
地
方
歳
出
の
抑
制
を
行
い

地
方
交
付
税
の
総
額
を
十
六
・
九
兆
円

対
前
年
度
△
一
・
二
兆
円

△
六
・
五
％

に
抑
制・

投
資
的
経
費
（
単
独
）
の
大
幅
縮
減

・
地
方
公
務
員
数
を
、
地
方
警
察
官
の
増
員
を
織
り
込
ん
だ
上
で
、
一
万
人
純
減

②
算
定
の
改
革

交
付
税
の
算
定
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
簡
素
化
・
中
立
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
促
す
よ
う
見
直
し
て

い
く
こ
と

四

平
成
十
六
年
度
地
方
財
政
対
策
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十
二
月
十
八
日

「
平
成
十
六
年
度
地
方
財
政
対
策
」
が
決
定
さ
れ
た
。

、

「
地
方
財
政
計
画
」
の
規
模
は
三
年
連
続
の
減
少
で
八
十
四
．
七
兆
円
程
度
、
こ
の
う
ち
十
六
年
度
の
地
方
交
付
税
は
十
六
・
九
兆

円
程
度
で
前
年
比
一
一
、
八
○
○
億
円
程
度
（
△
六
・
五
％
程
度
）
の
大
幅
減
額
と
な
っ
た
。

地
方
税
と
地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
た
地
方
一
般
財
源
総
額
で
は
、
五
一
・
五
兆
円
程
度
（
前
年
度
五
一
・
九
兆
円
、
△
○
・
九
％
）

と
な
っ
た
。

な
お

『
基
本
方
針
二
○
○
三
』
に
沿
っ
て

「
地
方
財
政
計
画
」
の
歳
出
の
見
直
し
、
抑
制
を
図
る
こ
と
と
し
、
職
員
数
の
削
減
、

、

、

投
資
的
経
費
（
単
独
）
に
つ
い
て
『
基
本
方
針
二
○
○
三
』
の
縮
減
目
標
の
前
倒
し
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
た
。

五

平
成
十
五
年
に
お
け
る
改
革
の
評
価

改
革
の
初
年
度
と
も
言
う
べ
き
十
六
年
度
の
三
位
一
体
の
改
革
は
、
国
の
財
政
再
建
が
優
先
さ
れ
、
改
革
案
の
具
体
化
が
予
算
編
成

作
業
及
び
税
制
改
正
に
委
ね
た
結
果
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
及
び
地
方
交
付
税
の
削
減
だ
け
が
先
行
し
て
実
施
さ
れ
、
肝

心
の
税
源
移
譲
が
先
送
り
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
方
は
大
打
撃
を
受
け
た
。

税
源
移
譲
に
つ
い
て

（一）

税
源
移
譲
の
実
施
は
先
送
り
さ
れ
た
が
、
所
得
譲
与
税
の
創
設
な
ど
は
一
歩
前
進
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
暫
定
的
な
措
置
で

は
あ
る
が
、
国
庫
補
助
負
担
金
（
一
兆
三
、
○
○
○
億
円
）
及
び
地
方
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
除
く
）
の
削
減
額
（
一
兆
一
、

八
○
○
億
円
）
に
対
し
て
小
規
模
（
六
、
五
○
○
億
円
）
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
に
つ
い
て

（二）

は
じ
め
に
一
兆
円
と
い
う
数
字
の
も
と
、
具
体
案
を
予
算
編
成
過
程
に
委
ね
た
た
め
、
各
省
の
駆
け
引
き
の
上
で
単
な
る
数
字
合

わ
せ
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
新
た
に
交
付
金
化
が
行
わ
れ
た
国
庫
補
助
負
担
金
が
あ
る
が
、
地
方
の
自
主
性
を
高
め
る
見
直
し
と
は
言
え
な
い
。
さ

ら
に
、
見
直
し
に
当
た
り
、
本
会
の
具
体
的
な
提
言
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

地
方
交
付
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

（三）

地
方
へ
の
事
前
の
説
明
も
な
い
ま
ま
、
地
方
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
）
が
前
年
度
比
約
十
二
％
、
お
よ
そ
二
・
九
兆

円
も
削
減
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
詰
め
を
迎
え
て
い
た
地
方
公
共
団
体
の
平
成
十
六
年
度
の
予
算
編
成
は
、
既
に
着
手
し
て
い

た
職
員
給
与
の
カ
ッ
ト
に
加
え
、
事
業
の
先
送
り
や
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
予
算
編
成
に
重
大
な
支
障
を
き
た

す
こ
と
と
な
っ
た
。

六

改
革
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
等

改
革
初
年
度
の
結
果
を
受
け
て
、
二
月
九
日
に
梶
原
会
長
は
、
記
者
会
見
を
行
い
「
地
方
交
付
税
等
の
大
幅
削
減
に
対
す
る
緊
急
コ

メ
ン
ト
」
と
題
し
、
地
方
財
政
見
通
し
等
の
早
期
公
表
と
地
方
の
意
見
の
反
映
、
的
確
な
財
源
保
障
、
今
後
の
地
方
財
政
へ
の
対
応
の

三
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

、

、

、

、

し
か
し

財
務
省
は

地
方
が
予
算
編
成
に
大
混
乱
を
来
し
た
状
況
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

財
務
省
ほ
か
の
調
査
結
果
と
し
て
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更
な
る
地
方
交
付
税
の
削
減
を
意
図
す
る
記
者
発
表
を
行
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計
が
十
二
％
減
少
し
て
い
る
が
、
都
道

府
県
の
財
政
調
整
基
金
等
を
取
り
崩
し
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
た
額
は
、
前
年
度
よ
り
○
・
七
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
交
付
税
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
本
会
は
、
実
際
の
予
算
と
異
な
る
報
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
月
三
十
日
、
谷
垣
財
務
大
臣
へ
上
記
の
調
査
結
果
の

開
示
を
求
め
る
文
書
を
送
付
し
た
。
し
か
し
、
財
務
大
臣
か
ら
の
回
答
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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第
四
章

地
方
六
団
体
の
具
体
的
な
提
案

（
平
成
十
六
年
）

第
一
節

「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
策
定
に
向
け
た
動
き

改
革
初
年
度
の
決
着
は
、
国
の
財
政
再
建
が
優
先
さ
れ
地
方
財
政
に
未
曾
有
の
打
撃
を
与
え
た
。
そ
の
た
め
、
三
位
一
体
の
改
革
の

具
体
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
の
策
定
を
六
月
初
旬
に
控
え
、
こ
れ
に
地
方
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
組

み
が
様
々
な
形
で
行
わ
れ
た
。

一

総
決
起
大
会

五
月
二
十
五
日
、
地
方
六
団
体
の
組
織
で
あ
る
「
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
」
が
主
催
す
る
「
地
方
財
政
危
機
突
破
総
決
起
大
会

―
真
の
三
位
一
体
改
革
の
実
現
を
目
指
し
て
―
」
が
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
地
方
財
政
崩
壊
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
、
全
国

の
知
事
、
市
長
、
町
村
長
を
は
じ
め
各
地
方
議
会
の
議
長
、
議
員
が
集
結
し
、
参
加
者
七
、
六
○
○
人
と
い
う
か
つ
て
な
い
規
模
の
大

会
と
な
っ
た
。

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
昨
年
度
の
改
革
を
踏
ま
え
「
三
位
一
体
改
革
の
全
体
像
の
早
期
開
示
を

「
基
幹
税
に
よ
る
税
源
移
譲

」
、
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の
早
期
実
現
を

「
負
担
転
嫁
な
き
補
助
金
の
廃
止
を

「
地
方
交
付
税
の
堅
持
と
充
実
を
」
の
四
つ
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
の
四
項
目

」
、

」
、

ご
と
に
政
府
へ
の
要
請
事
項
を
ま
と
め
た
「
地
方
財
政
危
機
突
破
に
関
す
る
緊
急
決
議
」
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
決
議
の
実
現
に

向
け
政
府
・
国
会
へ
要
請
行
動
を
行
い
、
大
会
は
成
功
裏
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

二

全
国
知
事
会
議

同
じ
く
五
月
二
十
五
日
、
日
本
武
道
館
の
総
決
起
大
会
の
あ
と
、
都
道
府
県
会
館
で
全
国
知
事
会
議
が
開
か
れ
た
。
当
日
の
メ
イ
ン

の
議
題
は

『
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
関
す
る
提
言
』
の
審
議
で
あ
っ
た
。

、

こ
の
提
言
は
、
平
成
十
六
年
度
の
評
価
、
反
省
を
踏
ま
え
、
三
位
一
体
改
革
研
究
会
で
素
案
を
作
成
し
た
も
の
で
、
各
都
道
府
県
か

ら
素
案
に
対
す
る
意
見
を
基
に
、
社
会
文
教
調
査
委
員
会
や
財
源
調
整
問
題
研
究
会
の
検
討
状
況
等
も
踏
ま
え
、
地
方
制
度
調
査
委
員

会
に
お
い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

審
議
で
は
、
お
お
む
ね
意
見
集
約
の
方
向
で
は
あ
っ
た
が
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
扱
い
及
び
税
源
移
譲
に
当
た
っ
て
法
人
事

業
税
・
法
人
住
民
税
の
分
割
基
準
の
見
直
し
な
ど
の
具
体
的
記
述
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
原
案
を
生
か
し
た
上
で
少
数
意
見
を
明
記
す
る
方
向
で
合
意
が
得
ら
れ

「
税
源
移
譲
に
当
た
っ
て
の
留
意

、

事
項
」
に
つ
い
て
（
五
頁
）
の
箇
所
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
意
見
が
付
帯
意
見
と
し
て
付
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た

「
住
宅
再
建
支
援
制
度
へ
の
運
営
資
金
の
拠
出
に
係
る
申
し
合
わ
せ
」
の
審
議
や
各
研
究
会
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

、



464

三

提
言
の
内
容

『
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
関
す
る
提
言
』
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
全
体
像
（
あ
る
べ
き
姿
）

・
国
と
地
方
の
最
終
支
出
の
比
率
（
二
：
三
）
と
租
税
収
入
の
配
分
比
率
（
三
：
二
）
の
大
き
な
乖
離
を
縮
小
す
る
た
め
、
国
か
ら

地
方
に
税
源
移
譲
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

・
国
は
、
国
と
地
方
の
あ
る
べ
き
姿
も
含
め
た
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
全
体
像
を
早
急
に
示
し
、
税
源
移
譲
を
中
心
に
据
え
た
改

革
を
推
進
す
べ
き

二

平
成
十
七
年
度
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
進
め
方

税
源
移
譲

(一)

・
移
譲
す
べ
き
八
兆
円
（
昨
年
提
言
）
の
う
ち
、
十
七
年
度
は
十
六
年
度
の
未
措
置
分
も
含
め
四
兆
円
程
度
の
税
源
移
譲
を
先

行
し
て
決
定
す
る
必
要

（
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
三
兆
円
程
度
の
移
譲
を
中
心
に
、
全
体
の
半
分
程
度
を
実
施
）

国
庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し

(二)

・
廃
止
す
べ
き
九
兆
円
（
昨
年
提
言
）
の
う
ち
、
十
七
年
度
は
四
兆
円
の
税
源
移
譲
に
見
合
う
額
の
国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止

す
べ
き
（
具
体
的
な
項
目
は
、
別
途
提
示
）

地
方
交
付
税
の
見
直
し

(三)
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・
税
源
移
譲
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
間
の
財
政
力
格
差
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
及
び
財
源
調

整
機
能
を
引
き
続
き
確
保
す
る
必
要

・
十
七
年
度
の
所
要
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
十
六
年
度
の
大
幅
な
削
減
前
の
水
準
を
確
保
す
る
必
要

・
地
方
財
政
計
画
は
、
一
般
行
政
経
費
等
の
実
績
も
考
慮
し
、
決
算
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
て
算
定
す
べ
き

地
方
公
共
団
体
の
意
見
の
反
映

(四)

・
地
方
財
政
計
画
等
の
作
成
に
当
た
り
、
地
方
六
団
体
と
の
協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
十
分
反
映

さ
せ
る
べ
き

三

国
直
轄
事
業
負
担
金
の
廃
止

・
全
国
的
視
野
の
下
に
国
家
的
政
策
と
し
て
実
施
さ
れ
な
が
ら
、
地
方
公
共
団
体
に
個
別
の
財
政
負
担
を
課
す
る
国
直
轄
事
業
負
担

金
は
、
極
め
て
不
合
理
で
あ
る
た
め
、
早
急
に
廃
止
す
べ
き

、

、

、

こ
の
よ
う
に

地
方
分
権
の
理
念
の
下
に

税
源
移
譲
を
中
心
と
し
た
三
位
一
体
の
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
提
言
で
あ
っ
た
が

廃
止
し
て
税
源
移
譲
す
べ
き
個
別
の
補
助
金
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
合
意
形
成
は
ま
だ
至
っ
て
お
ら
ず
、
同
提
言
に
お
い
て
は

リ
ス
ト
の
作
成
は
見
送
ら
れ
た
。

な
お
、
当
日
の
知
事
会
議
に
お
け
る
東
京
都
の
付
帯
意
見
は
次
の
と
お
り

「
税
源
移
譲
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
」
に
つ
い
て
（
五
頁
）

「
そ
れ
で
も
な
お
必
要
な
場
合
に
は
、
課
税
客
体
が
共
通
す
る
国
税
・
地
方
税
相
互
間
で
の
税
源
配
分
の
調
整
措
置
や
地
方
譲
与
税
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、

、

」

の
配
分
調
整

法
人
事
業
税
・
法
人
住
民
税
の
分
割
基
準
見
直
し
な
ど

実
効
性
の
あ
る
財
源
均
て
ん
化
方
策
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要

と
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
は
、
次
の
部
分
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

・

課
税
客
体
が
共
通
す
る
国
税
・
地
方
税
相
互
間
で
の
税
源
配
分
の
調
整
措
置
」

「
・

地
方
譲
与
税
の
配
分
基
準
」

「
・

法
人
事
業
税
・
法
人
住
民
税
の
分
割
基
準
の
見
直
し
」

「

四

麻
生
プ
ラ
ン

一
方
、
麻
生
太
郎
総
務
大
臣
は

「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
に
向
け
て
、
四
月
二
十
六
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て

「
三

、

、

位
一
体
の
改
革
の
プ
ラ
ン
」
い
わ
ゆ
る
「
麻
生
プ
ラ
ン
」
を
提
案
し
た
。

な
お
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
六
月
十
一
日
都
道
府
県
知
事
あ
て
総
務
大
臣
書
簡
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

平
成
十
六
年
度
の
予
算
編
成
以
来
、
政
府
に
対
し
不
安
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
応
え
る
た
め
、
大
臣
の
考
え
を
提
案
し
た
も
の

で
あ
り
、
一
般
財
源
の
総
額
の
確
保
と
本
格
的
な
基
幹
税
に
よ
る
三
兆
円
の
税
源
移
譲
の
実
施
等
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

○
平
成
十
七
年
度
以
降
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
改
革
全
体
の
確
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
本
格
的
な
税
源
移
譲
の
規
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模
（
約
三
兆
円

・
内
容
（
十
％
比
例
税
化
）
を
「
先
行
決
定
」

）

・
補
助
金
削
減
に
よ
り
移
譲
す
べ
き
額
が
三
兆
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
偏
在
性
の
高
い
他
の
地
域
の
地
方
税
を
国
へ
逆
移
譲
し
て
調

整・
地
方
の
自
由
度
が
大
幅
に
拡
大
し
、
税
源
移
譲
に
結
び
つ
く
も
の
を
中
心
に
、
三
兆
円
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
を
確
実
に
実
施

・
特
に
、
平
成
十
七
年
度
は
、
施
設
整
備
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
負
担
金
全
体
の
廃
止
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
改
革
を
確
実
に
実
施

・
平
成
十
七
年
度
は

「
地
域
再
生
」
等
を
進
め
る
た
め
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
を
前
年
度
と
同
程
度
の
水
準

、

に・
交
付
税
算
定
に
行
革
努
力
が
報
わ
れ
る
要
素
を
導
入

・
平
成
十
九
年
度
以
降
、
地
方
の
声
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
を
断
行

・
国
税
：
地
方
税
＝
一
：
一
を
目
標
と
し
つ
つ
、
国
と
地
方
の
税
源
配
分
の
見
直
し
を
推
進

第
二
節

「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
と
地
方
案
作
成
の
要
請

一

「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
の
内
容

六
月
四
日
、
小
泉
内
閣
は
「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
地
方
分
権
に
関
連
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
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第
一
部

「
重
点
強
化
期
間
」
の
主
な
改
革

一

「
官
か
ら
民
へ

「
国
か
ら
地
方
へ
」
の
徹
底

．

」
、

地
域
の
真
の
自
立

（三）（
地
方
の
裁
量
権
の
拡
大
と
地
方
行
革
の
推
進
）

・
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
等
の
成
果
を
踏
ま
え

「
地
域
主
権
」
の
推
進
を
図
る
た
め
、
国
の
過
度
の
関
与
が
地
方
の
主
体
的
な
決

、

定
や
創
意
工
夫
あ
る
行
財
政
改
革
へ
の
取
組
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
必
置
規
制
や
義
務
付
け
等
、
国
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
へ
の

規
制
の
廃
止
や
大
幅
な
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
の
大
幅
な
拡
大
等
を
通
じ
て
、
地
方
の
裁
量
権

を
拡
大
す
る
。

・
同
時
に
、
民
間
と
の
効
率
性
比
較
に
よ
る
事
務
事
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
公
の
施
設
を
民
間
事
業
者
が
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
（
指
定
管
理
者
制
度
）
の
積
極
的
活
用
、
地
方
公
営
企
業
の
民
営
化
・
民
間
譲
渡
・
民
間
委
託
と
い
っ
た
地
方
行
政
改
革
の
推

進
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正
化
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
民
間
給
与
の

状
況
を
よ
り
的
確
に
反
映
し
決
定
で
き
る
よ
う
、
人
事
委
員
会
機
能
の
強
化
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
在
り
方
を
見
直
す
。
国
は
そ
の
た

め
の
参
考
と
な
る
指
標
を
整
備
す
る
。

・
地
方
分
権
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
将
来
の
道
州
制
の
導
入
に
関
す
る
検
討
を
本
格
化
さ
せ
る
。

・
地
方
分
権
推
進
の
モ
デ
ル
的
な
取
組
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
「
道
州
制
特
区
」
に
つ
い
て
、
地
域
か
ら
の
提
案
を
受
け
止
め
つ
つ
、
そ

の
趣
旨
を
生
か
す
推
進
体
制
を
整
え
る
。

（
三
位
一
体
の
改
革
）
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・

基
本
方
針
二
○
○
三

に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
的
な
方
向
に
沿
っ
て

三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
政
府
・
与
党
協
議
会
の
合
意

平

「

」

、

（

成
十
五
年
十
二
月
）
を
踏
ま
え
つ
つ
、
三
位
一
体
の
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

・
地
方
が
自
ら
の
支
出
を
自
ら
の
権
限
、
責
任
、
財
源
で
賄
う
割
合
を
増
や
す
と
と
も
に
、
国
と
地
方
を
通
じ
た
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
な
が
る
よ
う
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
三
位
一
体
の
改
革
の
全
体
像
を
平
成
十
六
年
秋
に
明
ら
か
に
し
、

年
内
に
決
定
す
る
。
そ
の
際
、
地
方
の
意
見
に
十
分
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
国
民
へ
の
分
か
り
易
い
説
明
に
配
意
す
る
。

・
全
体
像
に
は
、
以
下
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
平
成
十
七
年
度
及
び
平
成
十
八
年
度
に
行
う
三
兆
円
程
度
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の

工
程
表
、
税
源
移
譲
の
内
容
及
び
交
付
税
改
革
の
方
向
を
一
体
的
に
盛
り
込
む
。
そ
の
た
め
、
税
源
移
譲
は
概
ね
三
兆
円
規
模
を
目
指

す
。
そ
の
前
提
と
し
て
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の
具
体
案
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
要
請
し
、
こ
れ
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。

・
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
税
源
移
譲
に
結
び
付
く
改
革
、
地
方
の
裁
量
度
を
高
め
自
主
性
を
大
幅
に
拡
大
す
る
改
革

を
実
施
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
行
政
の
ス
リ
ム
化
の
改
革
を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
国
の
関
与
・
規
制
の
見
直
し
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
に
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
本
格
的
な
税

源
移
譲
を
実
施
す
る
。
そ
の
際
、
応
益
性
や
偏
在
度
の
縮
小
と
い
っ
た
観
点
を
踏
ま
え
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
税
率
を
フ
ラ
ッ
ト
化

す
る
方
向
で
検
討
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
国
・
地
方
を
通
じ
た
個
人
所
得
課
税
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
。

・
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
団
体
の
改
革
意
欲
を
削
が
な
い
よ
う
、
国
の
歳
出
の
見
直
し
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
地
方
の
歳
出

を
見
直
し
、
抑
制
す
る
。
一
方
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
行
政
課
題
に
対
し
て
は
、
適
切
に
財
源
措
置
を
行
う
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
地

方
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
地
方
団
体
の
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
促
進
す
る



470

よ
う
、
地
方
交
付
税
の
算
定
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

・
財
政
力
の
弱
い
団
体
に
お
い
て
は
、
税
源
移
譲
額
が
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
、
縮
減
に
伴
い
財
源
措
置
す
べ
き
額
に
満
た
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
交
付
税
の
算
定
等
を
通
じ
て
適
切
に
対
応
す
る
。

・
地
方
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
迅
速
で
分
か
り
易
い
説
明
に
一
層
配
意
す
る
。

地
方
六
団
体
は
、
前
日
の
六
月
三
日
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○

四
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
具
体
的
な
税
源
移
譲
額
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
税
源
移
譲
に
見
合
う
廃
止
す

べ
き
国
庫
補
助
負
担
金
等
の
改
革
案
を
具
体
的
に
ま
と
め
る
用
意
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
地
方
交
付
税
が
果
た
す
財
源
調
整
・
財
源

保
障
の
両
機
能
の
堅
持
と
総
額
の
確
保
と
「
地
方
分
権
」
こ
そ
が
真
の
「
構
造
改
革
」
で
あ
り
、
究
極
の
「
財
政
再
建
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
求
め
る
会
長
談
話
を
発
表
し
た
。

二

地
方
案
作
成
の
要
請

「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
官
邸
は
直
ち
に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
た
。
六
月
九
日
、
地
方
六
団
体
の
各

事
務
総
長
が
内
閣
府
に
呼
ば
れ
、
内
閣
府
官
房
長
か
ら
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の
具
体
案
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、
口
頭
で
要
請
が

行
わ
れ
た
。

各
団
体
が
機
関
意
思
を
決
定
す
る
の
は
も
う
少
し
後
に
な
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
六
団
体
の
事
務
総
長
は
、
政
府
の
要
請
が
あ
っ
た
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こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
了
解
し
、
取
り
急
ぎ
事
務
局
ベ
ー
ス
で
の
検
討
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

地
方
六
団
体
が
分
権
改
革
の
本
格
的
な
「
提
言
」
を
共
同
で
策
定
す
る
の
は
、
平
成
六
年
九
月
二
十
六
日
の
「
地
方
分
権
の
推
進
に

関
す
る
意
見
書
」
以
来
、
実
に
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
三
節

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
平
成
十
六
年
七
月
）

「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
の
閣
議
決
定
後
、
七
月
十
一
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
二
十
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、
各
党

は
政
権
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
作
成
し
て
選
挙
を
戦
い
、
前
年
十
一
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
以
来
二
度
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙

と
な
っ
た
。

自
由
民
主
党
は
「
政
権
公
約
二
○
○
五
（
自
民
党
の
約
束

、
公
明
党
は
衆
院
選
で
作
成
し
た
も
の
を
改
訂
し
た
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

）
」

ト
一
二
三

、
民
主
党
は
「
民
主
党
政
権
政
策
／
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
三
位
一
体
の
改
革
に
対
し
て
も
、
各
党
と
も
補
助
金

」

改
革
、
税
源
移
譲
に
つ
い
て
の
公
約
を
掲
げ
た
。

選
挙
結
果
は
、
民
主
党
が
躍
進
し
、
与
党
は
、
自
民
、
公
明
両
党
合
わ
せ
て
過
半
数
の
議
席
を
確
保
し
た
が
、
自
民
党
単
独
で
は
改

選
議
席
を
や
や
下
回
っ
た
。

九
月
二
十
七
日
に
は
第
二
次
小
泉
改
造
内
閣
が
発
足
し
、
同
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
小
泉
総
理
は

「
今
ま
で
進
め
て
き
た
改
革

、

を
い
よ
い
よ
実
現
す
る
段
階
に
入
っ
た
。
こ
の
改
造
内
閣
は
、
郵
政
民
営
化
実
現
内
閣
、
改
革
実
現
内
閣
と
名
づ
け
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
た
。
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第
四
節

大
論
争
の
知
事
会
議
と
六
団
体
合
意

一

七
月
の
全
国
知
事
会
議

七
月
十
四
日
、
全
国
知
事
会
議
（
新
潟
会
議
）
は
、
新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
前
日
か
ら
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
新
潟
・
福
島
地
方
を
襲
い
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

、

。

、

。

新
潟
で
の
開
催
を
中
止
し

翌
日
東
京
で
の
開
催
に
変
更
し
た

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず

四
十
名
の
知
事
が
出
席
し
た

ま
ず
、
午
前
の
会
議
で
は
「
平
成
十
七
年
度
国
の
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
三
位

一
体
の
改
革
の
進
展
を
前
提
に
、
従
来
の
要
望
・
陳
情
型
の
表
現
を
や
め
、
制
度
の
充
実
・
改
善
を
求
め
る
提
案
型
の
内
容
へ
と
転
換

を
図
っ
た
。

午
後
の
部
で
は
、
挨
拶
に
立
っ
た
麻
生
総
務
大
臣
が
、
補
助
金
改
革
の
と
り
ま
と
め
の
要
請
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
理
解
を
改
め
て
求

め
た
。
ま
た
、
大
臣
と
の
意
見
交
換
の
場
で
は
、
前
年
の
地
方
財
政
対
策
で
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
が
大
幅
削
減
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
多
く
の
知
事
か
ら
信
頼
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
は
財
源
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
後
の
協
議
で
は
、
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
る
こ
と
、
地
方
六
団
体
で
案
の
取
り
ま
と
め
を
す
る
こ
と
、
地
方
案
の
取
り
ま
と

め
に
つ
い
て
は
三
位
一
体
改
革
研
究
会
で
原
案
を
作
成
し
、
地
方
制
度
調
査
委
員
会
で
議
論
し
た
上
で
、
八
月
十
八
、
十
九
日
に
開
催

す
る
知
事
会
議
で
合
意
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
了
承
さ
れ
た
。
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、

、

、

し
か
し

各
論
に
お
け
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

制
度
堅
持
派
と
改
革
派
の
意
見
の
対
立
が
鮮
明
と
な
り

こ
の
後
大
論
争
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
他
に
も
、
改
革
案
の
全
体
イ
メ
ー
ジ
や
第
二
期
改
革
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
が
、
具
体
的
な
内
容
は
八
月
に
議
論
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二

地
方
制
度
調
査
委
員
会
・
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
合
同
会
議

前
出
の
全
国
知
事
会
議
で
の
方
針
ど
お
り
、
地
方
の
改
革
案
は

「
三
位
一
体
改
革
研
究
会
」
で
検
討
を
行
い

「
地
方
制
度
調
査

、

、

委
員
会

（
委
員
長
：
石
井
正
弘
岡
山
県
知
事
）
と
「
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会

（
委
員
長
：
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
）
両
委
員

」

」

会
で
付
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
月
十
六
日

「
地
方
制
度
調
査
委
員
会
・
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
合
同
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
地
方
の
改
革
案
の
素
案
が
提

、

案
さ
れ
て
取
り
ま
と
め
に
入
っ
た
。
通
常
、
本
会
の
会
議
は
原
則
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
補
助
金
見
直
し
の
リ
ス
ト
が

事
前
に
公
表
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
こ
の
日
は
例
外
的
に
会
議
を
非
公
開
と
し
た
。
こ
の
た
め

「
合
同
会
議
」
終
了
後
に
、
石
井
・
谷
本

、

両
委
員
長
が
、
合
同
会
議
で
の
議
論
内
容
等
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

三

八
月
の
全
国
知
事
会
議
（
新
潟
会
議
）
の
開
催

集
中
豪
雨
に
よ
り
一
旦
は
中
止
と
な
っ
た
新
潟
会
議
で
あ
っ
た
が
、
一
カ
月
後
の
八
月
十
八
日
、
十
九
日
に
新
潟
で
の
開
催
が
再
度
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設
定
さ
れ
た
。
新
潟
県
の
尽
力
に
よ
り
、
同
じ
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
会
場
が
確
保
さ
れ
、
新
潟
の
地
で
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
会
場
周
辺
に
は
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
制
度
堅
持
を
訴
え
る
団
体
が
ビ
ラ
を
配
る
な
ど
、
今
ま
で
の
知
事
会
議
に

は
な
い
異
様
な
雰
囲
気
が
会
場
に
漂
っ
て
い
た
。

会
議
は

「
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
災
害
対
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
の
緊
急
提
言

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
」
の

、

」
、

審
議
及
び
知
事
会
改
革
研
究
会
（
座
長
：
平
山
征
夫
新
潟
県
知
事
）
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
全
国
知
事
会
改
革
案
」
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
た
。

八
月
十
八
日
（
深
夜
に
及
ぶ
議
論
）

（一）

最
初
に

「
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
災
害
対
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
の
緊
急
提
言
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
次
に
「
国
庫
補
助
負

、

担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
」
の
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
審
議
は
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
地
方
制
度
調
査
委
員
会
・
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
合
同
会
議
に
お
け
る
主
な
議
論
に

つ
い
て
地
方
制
度
調
査
委
員
会
委
員
長
の
石
井
岡
山
県
知
事
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、
改
革
案
の
内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
配
布
資
料
の
論
点
に
沿
っ
た
審
議
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
本
題
に
入
る
前
段
の
「
議
事
進
行
」
に
関
し
て
、
多
数
決

で
の
採
択
の
方
法
ま
た
は
、
政
府
に
対
し
て
回
答
す
べ
き
な
の
か
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ル
を
投
げ
返
す
必
要
は
あ
る
の
か
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
議
論
が
百
出
す
る
状
況
と
な
っ
た
。
午
後
五
時
に
は
、
一
時
休
憩
を
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
十
二
の
論
点
が
用
意

さ
れ
て
い
た
が
う
ち
議
論
さ
れ
た
の
は
、
二
つ
の
論
点
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
移
譲
対
象
補
助
金
の
名
称

・
廃
止
額
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
審
議
が
進
み
、
公
共
事
業
関
連
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

約
一
時
間
の
夕
食
休
憩
を
挟
ん
で
、
午
後
八
時
半
か
ら
議
論
が
再
開
さ
れ
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
論
点
に
つ
い
て
の
議
論

が
始
ま
っ
た
。
各
知
事
に
よ
る
教
育
論
が
展
開
さ
れ
、
制
度
堅
持
派
と
改
革
派
二
つ
に
分
か
れ
た
議
論
が
行
わ
れ
た

「
夜
に
か
か

。
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る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
本
日
中
に
は
取
り
ま
と
め
た
い
」
と
梶
原
会
長
が
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
で
述
べ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
議
は

午
前
零
時
に
な
っ
て
も
結
論
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
会
長
が
協
議
の
ひ
と
区
切
り
を
提
案
、
義
務
教
育
な
ど
主

要
な
課
題
に
つ
い
て
、
全
知
事
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
思
確
認
す
る
方
法
と
し
、
二
日
目
に
結
論
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

八
月
十
九
日
（
採
決
へ
）

（二）

二
日
目
の
審
議
は
午
前
九
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
当
初
の
シ
ナ
リ
オ
ど
お
り

「
知
事
会
改
革
研
究
会
」
か
ら
知
事
会
改
革
案
の

、

報
告
が
行
わ
れ
た
。
改
革
案
の
主
な
内
容
は
、
意
思
形
成
に
関
連
し
た
ル
ー
ル
（
採
決
の
要
件
等
）
の
見
直
し
、
少
数
意
見
の
取
扱

い
及
び
副
会
長
の
選
任
の
方
法
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
座
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
後
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
改
革
案
は
了
承
さ
れ

た
。そ

の
後
、
休
憩
を
挟
み
、
改
革
案
の
最
後
の
と
り
ま
と
め
の
段
階
に
入
っ
た
。
ま
ず
は
、
前
日
の
議
論
を
踏
ま
え
た
改
革
案
の
一

部
修
正
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
公
表
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
対
す
る
見
解

一

義
務
教
育
の
性
格
に
つ
い
て
、
①
自
治
事
務
と
す
べ
き
四
十
三
、
②
そ
の
他
四

二

教
育
内
容
水
準
の
向
上
の
た
め
に
地
域
の
裁
量
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
か
、

①
す
べ
き
四
十
五
、
②
現
状
の
ま
ま
一

、
③
そ
の
他
一

三

教
育
水
準
の
向
上
の
た
め
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、

①
総
額
裁
量
制
に
よ
る
負
担
金
制
度
を
維
持
す
る
八
、

②
税
源
移
譲
（
一
般
財
源
化
に
よ
り
行
う
）
三
十
七
、
①
、
②
以
外
二
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四

「
総
額
裁
量
制
に
よ
る
負
担
金
制
度
を
維
持
す
る
」
を
選
択
し
た
場
合

①
全
体
額
が
保
障
さ
れ
る
と
考
え
る
か
。

・
保
障
さ
れ
る
四

・
そ
の
他
二

、

②
退
職
金
等
の
一
般
財
源
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
動
き
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。

・
考
え
ら
れ
る
四

・
そ
の
他
二

、

五

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
を
維
持
す
る
場
合
、
そ
れ
に
変
わ
る
案
、
具
体
例
が
七
件
。

六

「
税
源
移
譲
（
一
般
財
源
化
）
に
よ
り
行
う
」
を
選
択
し
た
場
合
に
つ
い
て

①
税
源
移
譲
に
よ
り
格
差
が
生
じ
た
場
合
、
地
方
交
付
税
で
財
源
保
障
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
か

・
保
障
さ
れ
る
二
十

・
そ
の
他
十
八

、

②
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
廃
止
は
、

・
第
一
期
及
び
第
二
期
に
お
い
て
段
階
的
に
行
う
三
十
一

・
第
一
期
に
す
べ
て
行
う
六
、
第
二
期
に
す
べ
て
行
う
二
。

、

七

段
階
的
に
行
う
と
し
た
場
合
に
つ
い
て

①
中
学
校
教
職
員
に
係
る
も
の
を
第
一
期
に
行
う
二
十
四
、

②
そ
の
他
九

八

第
一
期
で
廃
止
し
な
い
場
合
、
こ
れ
に
代
わ
る
案

四
件

九

義
務
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
（
自
由
記
載
）

三
十
件
回
答
あ
り
。

○
公
共
事
業
関
係
国
庫
補
助
負
担
金
に
対
す
る
見
解
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問
一

公
共
事
業
関
係
国
庫
補
助
負
担
金
を
移
譲
対
象
補
助
金
リ
ス
ト
に
載
せ
る
の
か
。

①
載
せ
る
べ
き
三
十
五
、
②
そ
の
他
十
一

二

す
べ
き
と
し
た
場
合
の
素
案
に
つ
い
て
の
見
解
に
つ
い
て

①
素
案
の
と
お
り
で
よ
い
二
十
一
、
②
素
案
か
ら
除
外
す
べ
き
も
の
が
あ
る
十
三

三

リ
ス
ト
に
載
せ
る
べ
き
で
な
い
場
合
及
び
素
案
か
ら
除
外
す
べ
き
と
し
た
場
合
の
代
案

二
十
四
件
回
答
あ
り
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
発
表
が
行
わ
れ
た
後
も
議
論
は
続
け
ら
れ
た
が
、
正
午
を
迎
え
る
と
梶
原
会
長
は
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
審
議
の

終
了
を
決
め
た
。
こ
の
議
事
進
行
に
不
満
の
場
合
は
、
不
信
任
案
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
求
め
た
が
、
結
局
不
信
任
案
は
出
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
審
議
の
経
過
を
各
都
道
府
県
知
事
に
確
認
し
て
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
、
採
決
を
す
る
が
少
数
意

、「

、

見
に
は
原
則
記
名
と
し
理
由
を
付
し
て
後
世
の
歴
史
に
残
す
と
宣
言
し

い
ろ
い
ろ
ご
意
見
ご
不
満
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が

こ
の
原
案
を
諮
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
不
承
不
承
で
も
出
す
と
、
喜
ん
で
出
す
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
出

す
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
の
方
、
挙
手
を
お
願
い
し
ま
す

」
と
発
言
、
賛
成
者
が
挙
手
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
賛
成
四
十
、
反
対
七

。

（
反
対
：
群
馬
、
山
梨
、
長
野
、
三
重
、
広
島
、
愛
媛
、
大
分
の
各
県
知
事
）
で
「
改
革
案
」
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て

。

、

、

。

、

は
可
決
さ
れ
た

採
決
後

長
崎
県
か
ら

少
数
意
見
を
付
す
こ
と
を
条
件
と
し
賛
成
と
し
た
旨
事
務
局
に
報
告
が
あ
っ
た

ま
た

、

（

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

）

最
終
的
に

十
三
名
の
知
事

群
馬

栃
木

東
京

山
梨

長
野

三
重

滋
賀

鳥
取

広
島

愛
媛

佐
賀

長
崎

大
分

か
ら
改
革
案
に
対
す
る
付
記
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、
本
会
の
歴
史
に
残
る
、
二
日
間
に
わ
た
り
大
論
争
が
行
わ
れ
た
新
潟
会
議
は
幕
を
閉
じ
た
。
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四

地
方
六
団
体
の
合
意

八
月
十
九
日
、
梶
原
会
長
は
、
直
ち
に
帰
京
し
都
道
府
県
会
館
で
地
方
六
団
体
会
長
会
議
を
開
き
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
機
関
決
定

を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
地
方
六
団
体
の
成
案
と
し
て
『
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
～
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の

「
三
位
一
体
の
改
革
」
～

（
以
下

「
改
革
案
」
と
い
う
）
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

』

、

こ
の
「
改
革
案
」
が
合
意
に
至
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
日
夜
、
地
方
六
団
体
会
長
が
記
者
会
見
を
行
い

「
国
庫
補
助
負
担
金
等

、

改
革
案
提
出
に
当
た
っ
て
の
共
同
声
明
」
を
発
表
し
た

「
改
革
案
」
に
込
め
ら
れ
た
地
方
の
思
い
は
、
次
の
声
明
文
（
全
文
）
の
と

。

お
り
で
あ
る
。

「
地
方
六
団
体
は
、
六
月
四
日
の
『
基
本
方
針
二
○
○
四
』
の
閣
議
決
定
に
基
づ
く
政
府
か
ら
の
要
請
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
我
々

の
提
示
す
る
一
定
条
件
の
受
け
入
れ
を
前
提
に
『
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
』
を
取
り
ま
と
め
た

『
小
異
を
捨
て
大
同

。

に
つ
く
』
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
共
同
案
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

『
真
の
地
方
分
権
改
革
』
を
推
進
す
る
と
い
う

、

。

、

、

「

」

我
々
の
強
い
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る

よ
っ
て

国
に
お
い
て
は

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
国
会
決
議
や

地
方
分
権
一
括
法

の
施
行
に
至
っ
た
経
緯
及
び
こ
れ
ら
が
国
民
の
総
意
に
基
づ
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
改
革
案
と
こ
れ
に
込
め
た

我
々
の
思
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
誠
意
を
持
っ
て
地
方
六
団
体
と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
改
革
の
全
体
像

を
速
や
か
に
提
示
し
、
平
成
十
七
、
十
八
年
度
の
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九
年
度
以
降
も
更
に
、
地
方
分
権
改
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革
の
本
旨
に
か
な
っ
た
改
革
を
行
う
よ
う
、
強
く
求
め
る

」
。

平
成
六
年
の
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
以
来
、
十
年
ぶ
り
の
地
方
六
団
体
の
共
同
提
案
が
、
遂
に
完
成
し
た
の
で
あ

る
。

第
五
節

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
」

一

「
改
革
案
」
の
内
容

八
月
十
九
日
に
地
方
六
団
体
が
最
終
的
に
合
意
し
た
「
改
革
案
」
の
構
成
及
び
内
容
を
概
観
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

改
革
案
を
提
示
す
る
に
当
た
っ
て
の
前
提
条
件

（一）

「
改
革
案
」
の
冒
頭
に
は
、
今
後
政
府
が
示
す
「
全
体
像
」
に
地
方
の
意
見
を
確
実
に
反
映
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め

「
国

、

と
地
方
の
協
議
機
関
の
設
置
」
を
ま
ず
大
前
提
と
し
て
掲
げ
た
あ
と
、
具
体
的
な
前
提
条
件
と
し
て
、
次
の
七
つ
の
条
件
（
要
旨
）

を
挙
げ
た
。

①
補
助
金
改
革
の
み
を
優
先
せ
ず
、
税
源
移
譲
や
交
付
税
措
置
と
一
体
的
に
同
時
に
実
施
す
る
こ
と

②
提
案
し
た
補
助
金
の
廃
止
に
よ
り
、
確
実
に
税
源
移
譲
を
担
保
す
る
こ
と
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③
税
源
移
譲
額
が
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
に
伴
い
財
源
措
置
す
べ
き
額
に
満
た
な
い
団
体
に
は
地
方
交
付
税
を
通
じ
て
確
実

に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と

④
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
の
施
設
整
備
費
に
つ
い
て
万
全
の
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

⑤
税
源
移
譲
を
伴
わ
な
い
補
助
金
廃
止
や
生
活
保
護
等
の
負
担
率
切
下
げ
な
ど
は
認
め
な
い
こ
と

⑥
従
前
の
補
助
金
と
同
一
・
類
似
の
新
た
な
補
助
金
創
設
は
認
め
な
い
こ
と

⑦
地
方
財
政
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
地
方
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
場
を
設
け
る
こ
と

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
全
体
像

（二）

「

」

。

、「

「
『

』
」

次
章
で
は

三
位
一
体
の
改
革

の
全
体
像
を
提
示
し
た

ま
ず
始
め
に

地
方
分
権
推
進
の
た
め
の

三
位
一
体
の
改
革

と
い
う
項
を
設
け
、
改
革
の
理
念
に
触
れ
て
お
く
と
と
も
に
、
こ
の
中
で
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
を
「
第
一
期
改
革
」
と
し
、
さ
ら

に
十
九
年
度
以
降
を
「
第
二
期
改
革
」
と
し
て
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
。

続
い
て
、
税
源
移
譲
を
中
心
と
す
る
改
革
の
「
全
体
像
」
を
整
理
し
た

「
全
体
像
」
は
、
前
年
秋
に
全
国
市
長
会
及
び
全
国
知

。

事
会
が
ま
と
め
た
提
言
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
策
定
さ
れ
た
。

①
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲

【
基
幹
税
に
よ
り
八
兆
円
程
度
を
税
源
移
譲
】

〈
第
一
期
改
革

（
平
成
十
八
年
度
ま
で
）

〉

・
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ

個
人
住
民
税
を
十
％
比
例
税
率
化

【
三
兆
円
程
度
】

〈
第
二
期
改
革

（
平
成
十
九
年
度
～
二
十
一
年
度
）

〉

・
消
費
税
五
％
の
う
ち
地
方
消
費
税
分
を
一
％
か
ら
二
・
五
％
に
引
上
げ

【
三
・
六
兆
円
程
度
】
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〈
第
一
期
及
び
第
二
期
を
通
じ
た
改
革
〉

・
道
路
目
的
税
で
あ
る
揮
発
油
税
の
一
部
の
地
方
譲
与
税
化
検
討

【
一
・
四
兆
円
程
度
】

（
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
○
・
七
兆
円
を
含
む
）

②
国
庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し

【
税
源
移
譲
額
に
見
合
う
国
庫
補
助
負
担
金
九
兆
円
程
度
を
廃
止
】

〈
第
一
期
改
革

（
平
成
十
八
年
度
ま
で
）

〉

・
十
六
年
度
削
減
分

【
△
約
一
兆
円
】

・
十
七
年
度
～
十
八
年
度
実
施

税
源
移
譲
に
つ
な
が
る
国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止

【
△
三
兆
円
程
度
】

〈
第
二
期
改
革

（
平
成
十
九
年
度
～
二
十
一
年
度
）

〉

・
第
一
期
改
革
で
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
廃
止

【
△
三
・
六
兆
円
程
度
】

〈
第
一
期
及
び
第
二
期
を
通
じ
た
改
革
〉

・
道
路
目
的
税
を
財
源
と
し
た
補
助
金
の
廃
止
検
討

【
△
一
・
四
兆
円
程
度
】

（
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
○
・
七
兆
円
を
含
む
）

③
地
方
交
付
税
の
見
直
し

・
第
一
期
改
革
及
び
第
二
期
改
革
を
通
じ
、
ア
～
カ
の
視
点
（
省
略
）
に
立
っ
て
見
直
し

平
成
十
七
年
度
及
び
十
八
年
度
に
お
け
る
国
庫
補
助
負
担
金
等
の
改
革

（三）

続
く
第
三
章
で
は
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
「
第
一
期
改
革
」
で
改
革
す
べ
き
項
目
を
網
羅
し
た
。

〈
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
〉
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ま
ず
は
、
移
譲
対
象
補
助
金
（
平
成
十
七
年
度
及
び
十
八
年
度
に
廃
止
し
て
税
源
移
譲
す
べ
き
国
庫
補
助
負
担
金
）
の
規
模
と
内

容
を
明
示
し
た
。
こ
の
中
で
も
、
別
表
と
し
て
添
付
し
た
百
四
十
八
項
目
、
総
額
三
・
二
兆
円
に
及
ぶ
国
庫
補
助
負
担
金
の
リ
ス
ト

こ
そ
、
政
府
が
地
方
に
取
り
ま
と
め
を
要
請
し
た
三
兆
円
の
補
助
金
改
革
の
具
体
案
で
あ
り
、
言
わ
ば
小
泉
総
理
の
宿
題
に
対
す
る

答
え
な
の
で
あ
る
。

別
表
（
リ
ス
ト
）
に
掲
げ
た
移
譲
対
象
補
助
金
の
内
訳
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
経
常
的
な
国
庫
補
助
金
（
地
方
財
政
法
第
十
六
条
関
係
）

【
○
・
六
兆
円
】

（
例
）
協
同
農
業
普
及
事
業
交
付
金
、
小
規
模
企
業
等
活
性
化
補
助
金

②
経
常
的
な
国
庫
負
担
金
（
地
方
財
政
法
第
十
条
関
係
）

【
○
・
六
兆
円
】

（
例
）
保
健
事
業
費
等
負
担
金
（
保
健
事
業
費
負
担
金

、
公
営
住
宅
家
賃
対
策
等
補
助

）

③
施
設
整
備
に
関
す
る
国
庫
補
助
負
担
金

【
○
・
六
兆
円
】

（
例
）
公
立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金
、
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
費
補
助

④
公
共
事
業
等
投
資
的
な
国
庫
補
助
負
担
金

【
○
・
六
兆
円
】

（
例
）
農
道
整
備
事
業
費
補
助
、
河
川
改
修
費
補
助

⑤
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
（
中
学
校
教
職
員
給
与
費
相
当
分

【
○
・
八
兆
円
】

）

こ
の
う
ち
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
を
「
中
学
校
教
職
員
給
与
費
相
当
分
」
と
特
定
し
た
の
は
、
政
府
が
国
庫
負
担
率
の
引
下

げ
な
ど
を
行
っ
て
金
額
だ
け
確
保
す
る
「
数
字
合
わ
せ
」
を
行
う
こ
と
を
許
さ
ず
、
中
学
校
の
教
職
員
分
を
丸
ご
と
地
方
に
税
源
移

譲
し
て
、
地
方
の
裁
量
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
た
め
で
あ
る
。
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な
お
、
上
記
①
か
ら
⑤
ま
で
の
区
分
は
、
移
譲
対
象
補
助
金
の
取
り
ま
と
め
過
程
で
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
概
ね
見
直
し
の

優
先
順
位
を
表
し
て
い
る
。

〈
税
源
移
譲
〉

十
八
年
度
ま
で
の
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
個
人
住
民
税
を
十
％
比
例
税
率
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
三
兆

円
程
度
の
移
譲
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
し

『
基
本
方
針
二
○
○
五
』
な
ど
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し
た
。

、

、

、

、

。

ま
た

税
源
移
譲
に
当
た
っ
て

住
民
個
人
レ
ベ
ル
で
実
質
増
税
と
な
ら
な
い
よ
う

納
税
者
負
担
の
調
整
措
置
な
ど
を
求
め
た

さ
ら
に

『
基
本
方
針
二
○
○
三
』
で
示
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
十
割
・
八
割
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
費
や
災
害
防
止
関

、

係
の
公
共
事
業
を
含
め
て
確
実
に
十
割
移
譲
と
す
る
よ
う
求
め
た
上
で
、
基
本
的
に
こ
れ
を
是
認
し
た
。

〈
地
方
交
付
税
〉

税
源
移
譲
が
行
わ
れ
て
も
、
移
譲
額
が
補
助
金
廃
止
額
な
ど
で
財
源
措
置
す
べ
き
額
に
満
た
な
い
団
体
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税

の
算
定
等
を
通
じ
て
確
実
に
財
源
措
置
す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
離
島
や
過
疎
地
域
な
ど
の
財
政
基
盤
の
弱
い
地
域
へ
の
配
慮
や
、
特
定
地
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
補
助
率
嵩
上
げ

な
ど
の
特
例
措
置
に
相
当
す
る
財
源
措
置
を
求
め
た
。

〈
国
直
轄
事
業
負
担
金
〉

地
方
公
共
団
体
に
個
別
の
財
政
負
担
を
課
す
る
国
直
轄
事
業
負
担
金
は
、
極
め
て
不
合
理
で
あ
り
、
廃
止
す
べ
き
こ
と
を
提
言
し

た
。〈

行
財
政
改
革
〉
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国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
等
に
よ
り
、
膨
大
な
事
務
処
理
が
不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
家
公
務
員
の
配
置
の
見
直
し
な
ど
国
の

行
財
政
改
革
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
地
方
は
こ
れ
ま
で
も
徹
底
し
た
行
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

更
な
る
改
革
を
推
進
す
る
決
意
を
述
べ
た
。

国
に
よ
る
関
与
・
規
制
の
見
直
し
等

（四）

「
地
方
分
権
一
括
法
」
の
施
行
に
伴
う
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
以
降
、
法
定
受
託
事
務
、
自
治
事
務
を
問
わ
ず
未
だ
に
残
る

国
の
関
与
は
、
地
方
の
主
体
性
を
制
約
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
財
源
化
さ
れ
た
事
業
で
す
ら
従
来
の
必
置
規
制
や
基
準
の
義
務
付

け
な
ど
国
の
規
制
が
存
置
さ
れ
、
地
方
の
財
政
上
の
自
由
度
は
高
ま
っ
て
い
な
い
事
例
が
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
①
必
置
規
制
、
基
準
の
義
務
付
け
の
廃
止
、
②
国
の
立
法
に
対
し
て
地
方
の
意
見
を
反
映
す
る
仕
組

み
の
構
築
、
③
地
方
の
役
割
・
権
限
の
拡
大
な
ど
の
改
革
を
行
う
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

二

「
改
革
案
」
の
総
理
へ
の
提
出

八
月
二
十
四
日

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
」
を
提
出
す
る
た
め
、
地
方
六
団
体
の
会
長
が
揃
っ
て
総
理
官
邸
を
訪

、

れ
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
と
会
談
し
た
。
地
方
側
は
、
あ
ら
か
じ
め
六
団
体
会
長
の
公
印
を
押
し
た
総
理
宛
の
手
交
文
を
用
意
し
て
い

た
が
、
こ
れ
を
す
ぐ
に
提
示
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
前
提
条
件
と
し
て
付
し
た
「
国
と
地
方
に
よ
る
協
議
機
関
設
置
」
等
に
つ
い

て
、
総
理
か
ら
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
い
限
り

「
改
革
案
」
の
提
出
自
体
を
見
送
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
、
六
団
体
間
で
事
前
に

、

確
認
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
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会
談
の
冒
頭
で

梶
原
拓
全
国
知
事
会
長
が

改
革
案

提
出
の
前
提
条
件
に
つ
い
て
要
請
し
た
と
こ
ろ

小
泉
総
理
か
ら
は

何

、

「

」

、

、「

を
す
る
に
も
反
対
意
見
が
あ
る
が
、
よ
く
ぞ
お
ま
と
め
い
た
だ
い
た
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
場
で
「
官
房
長
官
を
中
心
と
す
る
国

と
地
方
の
協
議
機
関
を
設
置
し
、
六
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
」
旨
が
約
束
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
方
側
は
、
八
月
二
十
四
日
の
日
付
が
入
り
公
印
が
押
さ
れ
た
正
式
の
「
改
革
案
」
を
直
ち
に
総
理
に
提
出
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
全
国
知
事
会
長
、
全
国
市
長
会
長
及
び
全
国
町
村
会
長
の
間
で
「
三
位
一
体
の
改
革
に
係
る
国
庫
補
助
負
担
金
等
の

改
革
に
当
た
っ
て
の
合
意
事
項
」
が
次
の
と
お
り
確
認
さ
れ
た
。

「
公
共
事
業
等
の
国
庫
補
助
負
担
金
の
一
般
財
源
化
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
は
、
責
任
を
持
っ
て
必
要
な
事
業
量
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
を
含
め
、
市
町
村
に
新
た
な
負
担
や
負
担
増
と
な
る
こ
と
は
し
な
い

」
。

第
六
節

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

一

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
関
す
る
総
理
指
示

八
月
二
十
四
日
、
第
二
十
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て

「
国
か
ら
地
方
へ
の
改
革
の
加
速
」
を
テ
ー
マ
に
集
中
審
議
が
行
わ

、

れ
た
。
こ
の
席
に
地
方
六
団
体
会
長
が
出
席
し

「
改
革
案
」
を
説
明
、
改
革
の
実
現
を
要
請
し
た
。

、

地
方
六
団
体
の
説
明
を
受
け
た
小
泉
総
理
は
、
責
任
を
持
っ
て
受
け
止
め
、
真
摯
に
、
誠
実
に
対
応
し
、
十
七
年
度
予
算
に
で
き
る

だ
け
活
か
す
よ
う
に
努
力
す
る
旨
発
言
を
し
、
さ
ら
に

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
設
置
を
、
細
田
内
閣
官
房
長
官
に
対
し
て
明

、
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確
に
指
示
し
た
。

小
泉
総
理
は
、
そ
の
後
九
月
三
日
の
閣
僚
懇
談
会
に
お
い
て
も

「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
内
閣
官
房
長
官
を
中
心
と
し

、

て
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
十
一
月
半
ば
を
目
途
に
全
体
像
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。
改
革
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
か
ら
の
改
革
案
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
関
係
各
大
臣
は
改
革
案
の
実
現
に
向
け
て
、
率
先
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
、
全
力
で
取
り

組
み
、
平
成
十
七
年
度
予
算
に
最
大
限
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
指
示
を
行
っ
た
。

二

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
開
催
状
況
（
平
成
十
六
年
度
）

経
済
財
政
諮
問
会
議
及
び
閣
僚
懇
談
会
に
お
い
て
小
泉
総
理
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
、
官
房
長
官
を
取
り
ま
と
め
役
と
す
る
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
四
日
に
第
一
回
協
議
の
場
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
以
降
、
年
末
の
政
府
予
算
決
定
ま
で

に
合
計
八
回
開
催
さ
れ
た
。

協
議
メ
ン
バ
ー
は
、
地
方
六
団
体
の
会
長
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
経
済
財
政
担
当
大
臣
で
あ
り
、
こ
れ
に

加
え
て
テ
ー
マ
ご
と
に
関
係
閣
僚
が
出
席
す
る
形
と
さ
れ
た
。

な
お
、
各
回
の
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◇
第
一
回
◇

九
月
十
四
日
、
第
一
回
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
第
一
回
協
議
と
い
う
こ
と
で
、
政
府
側
は
関
係
閣
僚
が
全
員
出
席
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し
た
。

地
方
六
団
体
か
ら
は
「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
」
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
こ
れ
に
つ
い
て
国

庫
補
助
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
と
協
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た

し
か
し

各
閣
僚
は

官
僚
の
立
場
を
代
弁
す
る
よ
う
な
言
動
を
行
っ

。

、

、

た
。
こ
の
後
の
協
議
の
場
に
お
い
て
も
同
様
の
対
応
が
と
ら
れ
た
た
め
、
お
互
い
の
主
張
が
平
行
線
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
地
方
六
団
体
は
、
十
月
五
日
と
六
日
の
二
回
に
わ
た
り
細
田
官
房
長
官
に
対
し
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
運
営
に

つ
い
て
、
個
別
補
助
金
の
取
扱
い
是
非
等
の
議
論
で
は
な
く
、
政
府
と
し
て
税
源
移
譲
、
補
助
金
改
革
、
交
付
税
改
革
の
包
括
的
な
案

を
提
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
協
議
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
各
省
大
臣
が
反
対
意
見
を
言
う
場
合
に
は
代
替
案
や
修
正
案
を
提
示
す
る
よ

う
、
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

◇
第
二
回
◇

十
月
十
二
日
、
第
二
回
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た
。
最
初
に
内
閣
官
房
長
官
よ
り
、
第
四
回
ま
で
の
協
議
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

「
改
革
案
」
を
踏
ま
え
、
文
教
・
科
学
振
興
関
係
と
社
会
保
障
関
係
を
テ
ー
マ
に
、
中
山
成
彬
文
部
科
学
大

、

臣
及
び
尾
辻
秀
久
厚
生
労
働
大
臣
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

◇
第
三
回
◇

十
月
十
九
日
、
第
三
回
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
、
経
済
産
業
関
係
と
沖
縄
関
係
を
中
心
に
中
川
昭
一
経
済
産
業
大
臣
と
小
池
百
合
子

沖
縄
及
び
北
方
対
策
大
臣
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
全
国
知
事
会
か
ら
は
、
会
長
代
理
と
し
て
浅
野
史
郎
宮
城
県
知
事
が

出
席
、
沖
縄
関
係
に
つ
い
て
は
稲
嶺
恵
一
沖
縄
県
知
事
も
同
席
し
て
発
言
し
た
。

◇
第
四
回
◇

十
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
協
議
の
場
は
、
公
共
事
業
関
係
と
総
論
的
な
事
項
を
テ
ー
マ
に
、
島
村
宜
伸
農
林
水
産
、
北
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側
一
雄
国
土
交
通
、
小
池
百
合
子
環
境
の
各
大
臣
も
出
席
し
、
協
議
が
行
わ
れ
た
。
公
共
事
業
に
つ
い
て
は

「
建
設
国
債
は
、
税
源

、

移
譲
の
対
象
と
な
ら
な
い
」
と
い
う
議
論
を
中
心
に
補
助
金
廃
止
の
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
環
境
大
臣
は
、
環
境
省
の

予
算
の
五
割
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
向
け
補
助
金
の
九
割
が
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
省
の
存
在
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
反

対
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
総
論
に
つ
い
て
の
協
議
に
入
る
と
、
谷
垣
財
務
大
臣
は
、
十
月
二
十
二
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
し
た
資
料
「
当
面

の
地
方
財
政
計
画
の
改
革
に
つ
い
て
」
を
改
め
て
説
明
し
、
地
方
財
政
計
画
の
不
適
切
な
「
過
大
計
上
」
七
～
八
兆
円
を
適
正
化
す
べ

き
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
保
障
が
疑
問
と
思
わ
れ
る
事
業
例
と
し
て
「
乳
幼
児
、
重
度
障
害
者
等
を
対
象

」

「

」

、

。

と
し
た
医
療
費
助
成

や

子
育
て
支
援
手
当

な
ど
を
挙
げ

地
方
が
無
駄
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
説
明
を
行
っ
た

こ
れ
に
対
し
地
方
六
団
体
は
、
①
地
方
交
付
税
は
地
方
の
固
有
財
源

②
こ
の
提
案
は
国
と
地
方
の
基
本
的
な
信
頼
関
係
を
破
壊
す

る
も
の

③
「
骨
太
の
方
針
二
○
○
四
」
の
閣
議
決
定
を
公
然
と
無
視
す
る
も
の

④
平
成
十
六
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
財
務
大
臣

の
無
責
任
な
姿
勢

⑤
地
方
不
信
を
植
え
付
け
よ
う
と
す
る
謝
っ
た
世
論
誘
導
、
と
い
う
五
つ
の
問
題
点
に
整
理
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
提

出
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
示
し
て
谷
垣
財
務
大
臣
の
主
張
に
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
。

◇
第
五
回
◇

十
一
月
九
日
に
は
、
第
五
回
協
議
の
場
が
開
か
れ
、
関
係
四
大
臣
が
出
席
し
た
。
地
方
側
は
「
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
地
方
六

団
体
の
基
本
的
考
え
方
」
と
い
う
資
料
を
配
布
し
、
累
次
の
「
骨
太
の
方
針
」
の
記
述
を
引
用
し
な
が
ら
、
改
革
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
を
披
露
し
た
。

ま
た

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
関
す
る
考
え
方
」
及
び
「
災
害
対
策
に
関
す
る
公
共
事
業
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

「
生
活

、

」

保
護
・
児
童
扶
養
手
当
の
国
庫
負
担
率
の
引
下
げ
に
関
す
る
論
点
整
理

「
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
論
点
整
理
」
な
ど
の
追
加
配
布

」
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資
料
を
配
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
各
論
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
強
く
主
張
し
た
。

◇
第
六
回
◇

十
一
月
二
十
四
日
の
第
六
回
協
議
の
場
は
、
政
府
・
与
党
と
し
て
改
革
案
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
事
実
上
、
最
後
の
意
見
交
換

の
場
で
あ
り

関
係
四
大
臣
と
の
協
議
と
な
っ
た

最
初
に
細
田
官
房
長
官
か
ら

政
府
・
与
党
の
こ
こ
ま
で
の
合
意
事
項
で
あ
る

三

、

。

、

「

位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
基
本
的
枠
組
み
」
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

地
方
六
団
体
は
、
改
革
案
の
取
り
ま
と
め
の
経
緯
や
、
総
理
の
発
言
を
踏
ま
え
、
仮
に
政
府
か
ら
示
さ
れ
る
案
が
地
方
の
改
革
案
を

尊
重
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
場
合

「
改
革
案
の
撤
回
も
辞
さ
な
い

」
と
迫
り
、
各
論
と
し
て
、
生
活
保
護
費
負
担
金
の
補
助
率
引

、

。

き
下
げ
は
到
底
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
国
の
規
制
・
関
与
に
つ
い
て
も
具
体
例
を
挙
げ
て
そ
の
撤
廃
を

改
め
て
求
め
た
。

第
六
回
ま
で
の
協
議
が
終
わ
り
、
後
は
党
内
の
調
整
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
政
府
案
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、
細
田
官
房
長
官

は

「
ま
だ
三
日
間
残
さ
れ
て
お
り
、
豆
腐
に
例
え
れ
ば
、
ま
だ
に
が
り
が
入
っ
て
い
な
い
固
ま
る
前
の
段
階
。
し
か
し
、
絶
対
に
固

、
め
る
と
い
う
気
概
で
進
め
て
お
り
ま
す

」
と
発
言
、
そ
れ
に
対
し
梶
原
会
長
は

「
豆
腐
も
や
は
り
白
い
き
れ
い
な
、
で
き
れ
ば
お

。

、

い
し
い
豆
腐
な
ら
い
い
ん
で
す
が
、
真
っ
黒
け
の
全
然
食
欲
が
出
な
い
よ
う
な
豆
腐
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
、
我
々
は
そ
れ
は
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
か
ら
ね

」
と
返
し
、
地
方
の
改
革
案
に
沿
っ
た
決
着
を
改
め
て
求
め
た
。

。

◇
第
七
回
◇

十
一
月
二
十
六
日
、
第
七
回
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
、
関
係
四
大
臣
と
協
議
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
細
田
官
房
長
官
か
ら
、
こ
の
日

「

」

。（

）

政
府
・
与
党
で
合
意
し
た

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て

概
要
の
説
明
が
あ
っ
た

政
府
・
与
党
合
意
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述

、

、

、

、

、

説
明
後

地
方
六
団
体
か
ら

重
要
な
部
分
が
先
送
り
さ
れ
て
お
り

評
価
の
先
送
り
を
す
る
が

関
係
者
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
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政
府
・
与
党
合
意
を
受
け
止
め
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
改
革
の
本
旨
に
沿
っ
て
地
方
の
自
由
度
を
増
し
、
裁
量
権
の
拡
大
す

る
観
点
か
ら
、
①
施
設
整
備
関
係
国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止
し
、
税
源
移
譲
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
、
②
国
民
健
康
保
険
に
関
し
、

あ
ら
か
じ
め
新
た
な
都
道
府
県
負
担
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
③
国
の
関
与
・
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
方
針
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
④
補
助
金
改
革
の
工
程
表
を
示
す
こ
と
の
四
点
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
を
求
め
、
引
き
続
き
国
と
地
方
の

協
議
の
場
の
開
催
を
求
め
た
。

、

、

、

。

こ
れ
に
対
し

官
房
長
官
か
ら
は

積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い

是
非
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

◇
第
八
回
◇

十
二
月
二
十
四
日
、
平
成
十
七
年
度
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
第
八
回
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た
。
関
係
四

大
臣
が
出
席
し
、
十
七
年
度
予
算
で
措
置
さ
れ
た
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
、
税
源
移
譲
、
交
付
税
改
革
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
意

見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

な
お
、
当
日
の
閣
議
に
お
け
る
細
田
官
房
長
官
の
発
言
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
三
位
一
体
の
改
革
に
対
す

、

、

、

る
取
り
組
み
状
況
が
述
べ
ら
れ
る
と
共
に

各
大
臣
へ
補
助
金
等
の
交
付
決
定
の
早
期
化
や

交
付
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

そ
の
取
り
組
み
状
況
を
三
月
末
ま
で
に
官
房
長
官
へ
報
告
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
て

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
は
、
政
府
と
地
方
の
協
議
元
年
で
あ
る
平
成
十
六
年
度
の
協
議
を
終
え
た
。

、

第
七
節

政
府
・
与
党
合
意
に
向
け
て
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一

改
革
案
に
対
す
る
反
対
・
妨
害

「

」

、

。

地
方
の
改
革
案

を
提
出
し
た
後

地
方
公
共
団
体
は
様
々
な
形
で
改
革
に
対
す
る
反
対
・
妨
害
等
と
思
わ
れ
る
行
為
を
受
け
た

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お
い
て
梶
原
会
長
が

「
職
員
が
、
要
望
書
を
持
っ
て
行
っ
た
ら
、
要
望
書
を
た
た
き
つ
け
る
ば
か

、

り
の
態
度
」
な
ど
の
各
省
庁
の
「
脅
し

「
い
や
が
ら
せ
」
の
実
態
を
報
告
し
た
が
、
他
に
も
数
多
く
の
事
例
が
各
自
治
体
よ
り
地

」
、

方
六
団
体
へ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。

具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
省
庁
の
関
係
団
体
が
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
と
称
し
、
あ
た
か
も
「
地
方
の
改
革
案
」
が
国
庫
補
助
対
象
事
業

を
削
減
す
る
と
い
う
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
質
問
内
容
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
全
体
が
地
方
分
権
の
理
念
に
反
し
既
存
補
助
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
な
る
結
果
を
誘
導
す
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
地
方
支
分
部
局
が
地
方
議
会
に
対
し
て
、
国

庫
補
助
負
担
金
堅
持
の
意
見
書
の
ひ
な
型
を
持
参
し
採
択
の
要
請
を
求
め
た
り
、
地
方
支
分
部
局
の
幹
部
が
地
方
公
共
団
体
の
幹
部
を

訪
問
し
補
助
金
堅
持
の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
国
民
に
対
し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分
権
改
革
へ
の
理
解
を

求
め
る
た
め
、
地
方
六
団
体
共
同
サ
イ
ト
（
平
成
十
六
年
十
月
二
十
日
開
設

「
三
位
一
体
改
革
推
進
ネ
ッ
ト
」
の
「
地
方
分
権
苦
情

）

情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
具
体
的
な
事
例
を
掲
載
し
た
。(

ア
ド
レ
ス
：h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
e
n
.
n
g
a
.
g
r
.
j
p
/
c
a
s
e
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

）

二

一
万
人
の
総
決
起
大
会
～
「
地
方
一
揆
」
宣
言
～
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三
位
一
体
の
改
革
の
最
終
決
着
を
前
に
し
た
十
一
月
十
七
日
、
地
方
六
団
体
の
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
が
主
催
す
る
「
真
の
三

位
一
体
の
改
革
実
現
の
た
め
の
一
万
人
集
会

地
方
分
権
推
進
総
決
起
集
会
」
が
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

－

地
方
六
団
体
は
約
九
千
人
の
参
加
者
を
集
め
、
小
泉
総
理(

代
理
と
し
て
山
崎
内
閣
官
房
副
長
官

、
麻
生
総
務
大
臣
の
ほ
か
、
今

）

井
総
務
副
大
臣
、
松
本
総
務
大
臣
政
務
官
な
ど
が
来
賓
と
し
て
参
列
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
梶
原
会
長
が
「
平
成
十
六
年
度
に
不
意
打
ち
で
二
・
九
兆
円
削
減
さ
れ
た
地
方
交
付
税
を
、
さ
ら
に
平
成
十

七
、
十
八
年
度
に
お
い
て
七
・
八
兆
円
削
減
し
よ
う
と
す
る
驚
く
べ
き
提
案
が
な
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
自
治
体
は
地
域
住
民
の
生
活
を

守
る
た
め
、
意
に
反
し
て
も
国
と
闘
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
軽
視
、
地
方
無
視
、
地
方
蔑

視
、
地
方
差
別
と
も
い
う
べ
き
姿
勢
に
対
し
て
断
固
と
し
て
起
ち
上
が
り

『
地
方
一
揆
』
の
実
行
を
宣
言
し
た
い
」
と
挨
拶
し
、
こ

、

れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
沸
き
上
が
っ
た
。

ま
た
、
政
府
が
今
後
取
り
ま
と
め
る
「
三
位
一
体
の
改
革
の
全
体
像
」
に
地
方
の
『
改
革
案
』
を
確
実
に
盛
り
込
む
こ
と
を
要
請
す

る
『
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
緊
急
決
議
』
が
採
択
さ
れ
た
。
同
決
議
で
は
、
地
方
の
『
改
革
案
』
を
受
け
て
各
府
省
が
提
出

し
た
代
替
案
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
行
の
国
庫
補
助
負
担
金
を
維
持
す
る
ゼ
ロ
回
答
又
は
交
付
金
化
や
補
助
率
の
引
下
げ
と
い
う
改
革
と

は
程
遠
い
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
国
と
地
方
の
協
議
過
程
で
、
地
方
交
付
税
等
を
七
・
八
兆
円
も
削
減
す
る
と
い
う
国
・
地
方
の
信

頼
関
係
を
根
本
か
ら
覆
す
よ
う
な
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
①
補
助
金
改
革
と
税
源
移
譲
の
一
体
的
・
確
実
な
実
施
、

②
地
方
交
付
税
に
よ
る
確
実
な
財
源
措
置
、
③
国
庫
負
担
率
の
引
下
げ
等
負
担
転
嫁
の
排
除
、
④
国
に
よ
る
関
与
・
規
制
の
見
直
し
、

⑤
地
方
六
団
体
と
の
継
続
的
な
協
議
の
実
施
、
⑥
第
二
期
改
革
の
必
要
性
、
な
ど
を
訴
え
た
。

最
後
に
、
地
方
六
団
体
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
地
方
分
権
推
進
連
盟
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
採
択
し
、
熱
気

の
中
で
閉
会
し
た
。
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大
会
終
了
後
は
、
六
団
体
会
長
が
細
田
内
閣
官
房
長
官
、
武
部
自
由
民
主
党
幹
事
長
並
び
に
久
間
総
務
会
長
と
面
談
の
上
要
請
を
行

い
、
各
都
道
府
県
の
代
表
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

三

政
府
・
与
党
合
意
に
向
け
て

十
一
月
二
十
六
日
、
政
府
・
与
党
合
意
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ
、
政
府
が
秋
ま
で
に
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
た
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
「
改
革
の
全
体
像
」
が
固
ま
っ
た
。

そ
の
過
程
で
は
、
地
方
側
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
抵
抗
勢
力
の
動
き
に
辟
易
し

「
最
後
に
総
理
の
出
番
が
あ
る
」
と
期
待
す
る
向
き
も

、

多
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
小
泉
総
理
は
「
で
き
れ
ば
私
の
出
番
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
官
房
長
官
の
円
滑
な
取
り
ま
と

め
を
期
待
す
る
発
言
を
行
い
、
地
方
の
期
待
を
裏
切
る
結
果
と
な
っ
た
と
も
報
じ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
の
中
に
お
い
て
も

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お
け
る
真
摯
な
議
論
に
よ
っ
て
、
地
方
が
政
府
・
与
党
合
意
を

、

受
け
止
め
、
よ
う
や
く
合
意
に
至
っ
た
。

四

政
府
・
与
党
合
意
の
内
容

政
府
・
与
党
合
意
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
合
意
文
書
の
冒
頭
で
「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
及
び
十
八
年
度
予
算
に
お
い
て
、
三
兆
円
程
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度
の
廃
止
・
縮
減
等
の
改
革
を
行
う
」
と
明
記
し
た
。

続
い
て
、

【
税
源
移
譲
】

一

概
ね
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
目
指
す
。

二

概
ね
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
の
う
ち
、
そ
の
八
割
方
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
（
暫
定
）
八
、
五
○
○
億
円
程
度

（
平
成
十
七
年
度
分
（
暫
定
）
四
、
二
五
○
億
円
程
度
）

・
国
民
健
康
保
険

七
、
○
○
○
億
円
程
度

・
文
教
（
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
を
除
く
）

一
七
○
億
円
程
度

・
社
会
保
障
（
国
民
健
康
保
険
を
除
く
）

八
五
○
億
円
程
度

・
農
水
省

二
五
○
億
円
程
度

・
経
産
省

一
○
○
億
円
程
度

・
公
営
住
宅
家
賃
収
入
補
助

六
四
○
億
円
程
度

・
総
務
省
、
環
境
省

九
○
億
円
程
度

・
平
成
十
六
年
度
分

六
、
五
六
○
億
円
程
度

税
源
移
譲
額

合
計

二
兆
四
、
一
六
○
億
円
程
度

三

平
成
十
七
年
中
に
、
以
下
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
結
論
を
得
る
。

生
活
保
護
・
児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
負
担
金
の
改
革

（一）
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公
立
文
教
施
設
等
、
建
設
国
債
対
象
経
費
で
あ
る
施
設
費
の
取
扱
い

（二）
そ
の
他

（三）
（
注
）

生
活
保
護
費
負
担
金
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
補
助
率
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
地
方
団
体
関
係
者
が
参
加
す
る
協
議
機
関
を

(一)

設
置
し
て
検
討
を
行
い
、
平
成
十
七
年
秋
ま
で
に
結
論
を
得
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
実
施
す
る

公
立
文
教
施
設
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
平
成
十
七
年
秋
ま
で
に
結
論
を
出
す
中
央
教

(二)

育
審
議
会
の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
、
決
定
す
る

【
補
助
負
担
金
改
革
】

内
閣
府
本
府

一
○
億
円
程
度

総
務
省

九
○
億
円
程
度

文
部
科
学
省

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

八
、
五
○
○
億
円
程
度
の
減
額
（
暫
定
）

（
う
ち
十
七
年
度
分
（
暫
定
）
四
、
二
五
○
億
円
）

そ
の
他
の
国
庫
補
助
負
担
金
等

二
三
○
億
円
程
度

厚
生
労
働
省

九
、
三
四
○
億
円
程
度

農
林
水
産
省

三
、
○
四
○
億
円
程
度

経
済
産
業
省

一
八
○
億
円
程
度

国
土
交
通
省

六
、
四
六
○
億
円
程
度

環
境
省

五
四
○
億
円
程
度
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合
計

二
兆
八
、
三
九
○
億
円
程
度

（
注
）
二
兆
八
、
三
九
○
億
円
の
う
ち
、
一
兆
七
、
七
○
○

億
円
は
税
源
移
譲
に
つ
な
が
る
改
革

四
、
七
○
○
億
円
は
ス
リ
ム
化
の
改
革

六
、
○
○
○
億
円
は
交
付
金
化
の
改
革

五

政
府
・
与
党
合
意
の
評
価
と
地
方
六
団
体
声
明

こ
の
政
府
・
与
党
合
意
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
三
位
一
体
の
改
革
で
、
三
兆
円
と
い
う
大
幅
な
税
源
移
譲
を
決
め
た
こ
と

は
、
分
権
改
革
の
歴
史
の
中
で
一
歩
前
進
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の
面
で
は
、
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
た
補
助
金
は
三
兆
円
の
八
割
の
二
・
四
兆
円
分
に
と
ど
ま
り
、

残
る
約
六
千
億
円
分
の
改
革
は
先
送
り
さ
れ
た
。
個
々
の
内
容
を
見
て
も
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
結
論
を
中

央
教
育
審
議
会
に
委
ね
る
な
ど
、
多
く
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
結
論
が
先
送
り
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
の
自
主
性
・
裁
量
性
が
高

ま
ら
な
い
補
助
負
担
率
の
引
下
げ
が
含
ま
れ
た
。
こ
の
結
果
、
補
助
金
改
革
で
は
、
地
方
の
「
改
革
案
」
が
ほ
と
ん
ど
採
用
さ
れ
ず
、

地
方
分
権
の
趣
旨
か
ら
し
て
不
満
な
内
容
と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
、
地
方
案
で
は
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

「
地
方
へ
の
権
限
移
譲
を
前
提
に
、
都
道
府

、

県
負
担
を
導
入
す
る
」
こ
と
が
唐
突
に
提
案
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
関
係
負
担
金
の
一
般
財
源
化
及
び
六
、
八
五
○
億
円
も
の
都
道
府

県
負
担
導
入
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
代
替
案
」
の
出
現
に
よ
り
、
社
会
保
障
関
連
の
多
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く
の
補
助
負
担
金
が
廃
止
を
免
れ
て
国
に
存
置
さ
れ
、
地
方
が
求
め
た
百
四
十
八
項
目
、
三
・
二
兆
円
の
補
助
金
改
革
の
う
ち
、
政
府

が
手
を
つ
け
た
も
の
は
、
わ
ず
か
四
十
一
項
目
、
一
兆
円
余
り
と
な
っ
た
。

こ
の
決
着
を
受
け
て
、
十
一
月
二
十
九
日
、
地
方
六
団
体
会
長
は
共
同
記
者
会
見
を
開
き

『

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
の

、
「

共
同
声
明
』
を
発
表
し

「
多
く
の
課
題
が
先
送
り
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
の
改
革
案
の
趣
旨
か
ら
し
て
不
十
分
」
と
し
、
引
き
続

、

き
存
置
さ
れ
る
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
等
を
通
じ
て
、
地
方
の
改
革
案
の
趣
旨
に
沿
っ
た
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
方
六
団
体

と
し
て
更
に
結
束
を
強
化
し
て
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
、
と
し
た
。

ま
た
、
よ
り
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
政
治
行
政
の
推
進
の
た
め

「
我
々
地
方
六
団
体
は
、
国
民
各
位
の
幅
広
い
理
解
が
得
ら
れ
る

、

よ
う
強
調
し
て
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て
い
く
」
と
結
ん
だ
。

六

理
不
尽
な
地
方
交
付
税
削
減

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
の
政
府
・
与
党
合
意
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
、
地
方
税
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
が
、
こ
う
し
た
政
府
・
与
党
の
方
針
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
務
省
は
、
引
き
続
き
地
方
歳
出
の
縮
減
、
地
方
交
付
税
の
削
減
を
諦

め
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
方
六
団
体
代
表
者
会
議
は
、
十
二
月
十
三
日

「
理
不
尽
な
地
方
交
付
税
の
削
減
が
行
わ
れ
た
場
合
の

、

全
国
的
な
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
仮
に
、
地
方
の
信
頼
を
裏
切
る
理
不
尽
な
措
置
が
一
方
的
に
行
わ
れ
た
際
は
、
各
団

体
に
お
い
て
、
国
民
、
世
論
に
訴
え
る
な
ど
の
行
動
を
起
こ
す
よ
う
全
地
方
公
共
団
体
へ
要
請
を
行
っ
た
。
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ま
た
、
翌
十
四
日
に
は
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
自
由
民
主
党
幹
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
要
路
に
地
方
交
付
税
の
確
保
に

関
す
る
要
請
行
動
を
行
い
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。

七

平
成
十
七
年
度
地
方
財
政
対
策

前
述
の
よ
う
な
攻
防
が
あ
る
中
、
十
二
月
十
八
日

「
平
成
十
七
年
度
地
方
財
政
対
策
」
が
決
定
し
た
。

、

「
地
方
財
政
計
画
」
の
規
模
は
、
四
年
連
続
の
減
少
で
八
三
兆
七
、
七
○
○
億
円
程
度
と
な
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は

一
六
兆
九
、
○
○
○
億
円
程
度
で
、
前
年
度
比
一
三
九
億
円
程
度
（
○
・
一
％
程
度
増
）
の
増
額
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地
方
税
と
地
方

交
付
税
を
合
わ
せ
た
一
般
財
源
総
額
で
は
、
五
三
兆
四
、
四
○
○
億
円
、
前
年
度
比
で
四
○
三
億
円
（
○
・
一
％
増
）
の
増
額
と
な
っ

た
。な

お

「
地
方
財
政
計
画
」
に
お
い
て
は
、
計
画
と
決
算
の
一
体
的
な
乖
離
是
正
が
行
わ
れ
、
投
資
的
経
費
（
単
独
）
を
七
、
○
○

、

○
億
円
程
度
減
額
す
る
一
方
で
、
経
常
的
経
費
を
三
、
五
○
○
億
円
程
度
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
、
五
○
○
億
円
程
度
の
是
正
が

行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
財
政
力
格
差
拡
大
へ
の
対
応
と
し
て
、
税
源
移
譲
分
を
基
準
財
政
収
入
額
に
百
％
算
入
す
る
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
た
。

税
源
移
譲
に
つ
い
て
は

「
基
本
方
針
二
○
○
四
」
及
び
「
政
府
・
与
党
合
意
」
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

、

た
。

・
平
成
十
六
年
度
の
所
得
譲
与
税
及
び
税
源
移
譲
予
定
特
例
交
付
金
措
置
額
を
含
め
、
概
ね
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
目
指
す
。
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・
こ
の
税
源
移
譲
は
、
平
成
十
八
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
税
率
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
基
本
と
し
て
実
施
し
、

あ
わ
せ
て
、
国
・
地
方
を
通
ず
る
個
人
所
得
課
税
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
行
う
。

・
平
成
十
七
年
度
は
、
暫
定
措
置
と
し
て
、
所
得
譲
与
税
に
よ
る
税
源
移
譲
を
実
施
。
所
得
譲
与
税
額
は
一
兆
一
、
一
五
八
億
円
（
平

成
十
六
年
度
分
四
、
二
四
九
億
円
を
含
む
）
と
し
、
都
道
府
県
に
総
額
の
五
分
の
三
、
市
町
村
に
総
額
の
五
分
の
二
を
譲
与

同
日
、
地
方
六
団
体
は

「
平
成
十
七
年
度
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
」
を
発
表
し
、
十
六
年
度
の
理
不
尽
な
地
方
交

、

付
税
の
大
幅
削
減
の
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
、
交
付
税
の
所
要
額
確
保
を
訴
え
て
き
た
が
、
本
日
決
定
さ
れ
た
地
方
財
政
対
策
は
、

、

「

」

十
六
年
度
移
譲
の
一
般
財
源
総
額
と
出
口
ベ
ー
ス
の
地
方
交
付
税
総
額
が
確
保
さ
れ

投
資
か
ら
経
常
へ
の
変
化
を

地
方
財
政
計
画

に
反
映
さ
せ
る
一
定
の
措
置
が
実
行
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
が
維
持
で
き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
麻
生
総
務
大
臣
・
関
係
者
の
努
力

に
敬
意
を
表
す
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
地
方
は
、
更
に
結
束
を
強
化
し
て
改
革
案
の
実
現
の
た
め
、
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て
い

く
、
と
結
ん
だ
。

八

地
方
分
権
推
進
連
盟
の
発
足

、「

」

、

。

、

平
成
十
七
年
一
月
二
十
八
日

地
方
分
権
推
進
連
盟

が
第
一
回
総
会
を
開
催

正
式
に
発
足
し
た

全
都
道
府
県
の
議
会
議
長

市
議
会
議
長
会
会
長
、
町
村
議
会
議
長
会
会
長
、
知
事
、
市
長
会
会
長
及
び
町
村
会
会
長
か
ら
成
る
こ
の
組
織
は

「
三
位
一
体
の
改

、
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革
」
を
実
現
し
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る
と
い
う
目
的
に
絞
っ
て
、
政
治
的
活
動
を
含
め
た
実
行
運
動
を
行
う
た
め
、
従
来
の
地
方
自

治
確
立
対
策
協
議
会
と
は
別
に
、
新
た
に
発
足
し
た
組
織
で
あ
る
。

連
盟
で
は
、
与
党
と
の
政
治
的
な
連
携
を
図
る
た
め

「
地
方
分
権
を
積
極
的
に
推
進
す
る
超
党
派
の
国
会
議
員
」
を
「
顧
問
」
と

、

し
て
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
全
国
代
表
格
顧
問
と
し
て
自
由
民
主
党
及
び
公
明
党
の
幹
部
八
名
が
選
ば
れ
た
。

総
会
で
は
、
骨
太
の
方
針
の
決
定
な
ど
の
動
向
を
見
通
し
つ
つ
効
果
的
な
実
行
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
活
動

方
針
」
を
了
承
、
最
後
に
『
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
決
議
』
を
採
択
し
て
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。
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第
五
章

三
位
一
体
の
改
革
の
総
仕
上
げ

（
平
成
十
七
年
）

第
一
節

投
票
に
よ
る
初
の
会
長
選
挙

一

会
長
選
挙

平
成
十
七
年
二
月
二
日
、
梶
原
会
長
が
岐
阜
県
知
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
知
事
会
長
職
を
辞
任
、
改
革
の
総
仕
上
げ
を
後
任
に
譲
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
翌
三
日

「
全
国
知
事
会
の
会
長
、
副
会
長
、
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
関
す
る
規
則
」
に
基
づ
き
、
会
長
職
務
代
理

、

で
あ
る
澄
田
島
根
県
知
事
は
福
田
栃
木
県
知
事
を
「
選
挙
管
理
者
」
と
し
て
指
名
し
た
。
そ
し
て
、
五
日
に
会
長
選
挙
の
告
示
が
行
わ

れ
、
併
せ
て
全
国
の
知
事
に
対
し
て
会
長
候
補
者
推
薦
の
た
め
の
通
知
が
行
わ
れ
た
。

会
長
候
補
者
の
推
薦
は
、
二
月
十
日
正
午
で
締
め
切
ら
れ
、
届
出
の
あ
っ
た
麻
生
渡
福
岡
県
知
事
と
増
田
寛
也
岩
手
県
知
事
（
届
出

順
）
の
二
名
の
会
長
候
補
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
会
長
候
補
推
薦
者
に
つ
い
て
、
選
挙
管
理
者
で
あ
る
福
田
栃
木
県
知
事
か
ら
発
表
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
知
事
会
で
は
初
め
て
、
投
票
に
よ
り
会
長
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

ま
た
、
十
四
日
に
は
会
長
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
両
候
補
者
の
所
見
を
各
都
道
府
県
知
事
及
び
国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
報
道
関
係
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者
に
対
し
公
表
し
た
。

ま
ず
、
麻
生
福
岡
県
知
事
は

「
地
方
分
権
宣
言
」
と
し
て
「
行
動
し
成
果
を
勝
ち
取
る
知
事
会

「
地
方
の
自
己
改
革
の
推
進

、

、

」
、

」

「
地
方
六
団
体
の
協
力
・
団
結
の
強
化

「
地
方
分
権
推
進
諸
勢
力
と
の
積
極
的
な
連
携
」
の
四
つ
の
基
本
方
針
を
示
し
た
。
一
方
、

」
、

増
田
岩
手
県
知
事
は

「
全
国
知
事
会
長
と
し
て
の
私
の
方
針
（
増
田
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

」
と
し
て
「
真
に
自
立
で
き
る
地
方
を
つ
く

、

）

り
、
国
の
形
を
変
え
て
い
く

「
未
完
の
地
方
財
政
自
立
改
革
（
三
位
一
体
の
改
革
）
の
前
進
を
図
る
と
と
も
に
、
第
２
期
改
革
へ

」
、

の
道
筋
を
確
立
す
る

「
国
の
関
与
・
規
制
の
見
直
し
や
道
州
制
を
始
め
地
方
自
治
の
制
度
・
枠
組
み
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
う
」

」
、

三
つ
の
基
本
方
針
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
五
つ
の
具
体
的
方
策
を
示
し
た
。

二
月
十
七
日
、
都
道
府
県
会
館
に
お
い
て
全
国
知
事
会
議
が
開
か
れ
、
投
票
の
結
果
、
麻
生
渡
福
岡
県
知
事
二
十
七
票
、
増
田
寛
也

岩
手
県
知
事
十
九
票
、
無
効
票
一
票
と
な
り
、
麻
生
福
岡
県
知
事
が
第
十
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

知
事
会
議
終
了
後
、
麻
生
会
長
は
、
増
田
岩
手
県
知
事
と
並
ん
で
就
任
記
者
会
見
に
臨
み
、
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
知
事
会
は

も
ち
ろ
ん
、
地
方
六
団
体
が
一
致
協
力
し
て
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
十
九
年
以
降
の
第

二
期
改
革
へ
展
望
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
増
田
知
事
も
、
新
会
長
の
も
と
、
全
力
で
知
事
会
が

進
ん
で
い
く
原
動
力
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

二

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
へ
の
取
組
み

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
の
政
府
・
与
党
合
意
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
都
道
府
県
調
整
交
付
金
制
度
の
新
設
等
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が
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
十
二
月
六
日
に
は

『
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
』
と
い
う
形
で
都
道
府
県
負
担
の
内
容
が
明
ら

、

か
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
医
療
保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
に
お
い
て
一
年
越
し
の
議
論
の
真
っ
最
中
で

あ
り
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
都
道
府
県
負
担
の
導
入
は
、
唐
突
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

『
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
』
で
は

「
都
道
府
県
財
政
調
整
交
付
金
の
市
町
村
へ
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
方

、

三
団
体
及
び
総
務
・
厚
生
労
働
両
省
に
よ
る
検
討
の
場
を
設
け
、
地
方
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
配
分
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
地
方
と
の
協
議
の
枠
組
み
が
事
後
処
理
的
に
準
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

全
国
知
事
会
で
は
、
二
月
十
七
日
開
催
の
全
国
知
事
会
議
の
場
に
、
浅
野
史
郎
宮
城
県
知
事
（
社
会
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
・
社

会
保
障
審
議
会
委
員
）
が
「
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
於
け
る
都
道
府
県
負
担
の
導
入
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
浅
野
私
案

」
を
提

）

示
し
、
三
位
一
体
の
改
革
の
結
果
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

三
月
三
十
日
、
全
国
知
事
会
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
都
道
府
県
負
担
の
導
入
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方
」
を
取
り

ま
と
め
、
①
厳
し
い
市
町
村
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
配
慮
、
②
三
位
一
体
の
改
革
の
趣
旨
に
沿
っ
た
裁
量
の
確
保
、
③
医
療
保
険
制

度
の
将
来
像
確
立
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
の
三
つ
の
視
点
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
視
点
に
立
っ
て
、
都
道
府
県
調
整
交
付
金
の
市
町

村
へ
の
配
分
の
考
え
方
を
示
し
た
が
、
一
方
で
保
険
基
盤
安
定
制
度
（
保
険
料
軽
減
分
に
お
け
る
国
庫
負
担
の
廃
止
）
は
、
都
道
府
県

へ
の
単
な
る
負
担
転
嫁
に
す
ぎ
な
い
と
断
じ
た
。

、
「

」

。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
背
景
に

都
道
府
県
調
整
交
付
金
配
分
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
会

が
平
成
十
七
年
四
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

地
方
三
団
体
、
厚
生
労
働
省
、
総
務
省
の
ほ
か
、
指
定
都
市
市
長
会
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
三

回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
特
に
全
国
知
事
会
と
全
国
市
長
会
及
び
全
国
町
村
会
と
で
、
都
道
府

県
の
役
割
に
つ
い
て
従
来
か
ら
主
張
が
異
な
っ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
表
記
に
は
関
係
者
間
で
か
な
り
意
見
の
隔
た
り
も
あ
っ
た
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が
、
検
討
会
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
実
質
的
な
調
整
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
市
町
村
財
政
へ
の
配
慮
、
都
道
府
県
の
裁
量
性
確
保
を
最
大

限
折
り
込
ん
だ
形
で
、
六
月
十
七
日

「
都
道
府
県
調
整
交
付
金
配
分
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。

、

三

経
済
同
友
会
へ
の
反
論

－

四
月
十
八
日

「
経
済
同
友
会

（
代
表
幹
事
：
北
城
恪
太
郎
・
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
会
長
）
は

「
地
方
財
政
改
革
の
提
言

、

」

、

地
方
交
付
税
削
減
を
改
革
の
第
一
歩
に

」
を
発
表
し
た
。

－

提
言
は

「
地
方
交
付
税
に
よ
る
地
方
財
政
の
膨
張
が
国
の
財
政
危
機
を
引
き
起
こ
し
、
一
方
で
地
方
行
政
の
自
律
的
効
率
化
を
妨

、

げ
て
い
る
実
態
か
ら
す
れ
ば
、
地
方
交
付
税
の
改
革
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

地
方
六
団
体
は
、
麻
生
会
長
を
中
心
に
、
直
ち
に
こ
れ
に
対
す
る
反
論
を
取
り
ま
と
め
、
四
月
二
十
七
日
、
同
会
に
対
し
て
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。
内
容
は

「
財
政
危
機
の
要
因
が
地
方
交
付
税
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
全
く
の
事
実
誤
認

「
地
方
交
付
税
は
地
方
の

、

」
、

固
有
財
源
で
あ
り
、
地
方
財
政
の
自
立
に
不
可
欠
な
も
の
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
、
同
友
会
の
提
言
に
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
。

第
二
節

改
革
案

作
成
へ
～
残
さ
れ
た
六
千
億
円
の
対
応
～

(２)

一

総
務
大
臣
か
ら
の
要
請
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四
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
九
回
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お
い
て
、
麻
生
太
郎
総
務
大
臣
か
ら
、
三
兆
円
規
模
の
税
源

移
譲
を
実
現
す
る
た
め
の
残
り
六
千
億
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
と
し
て
も
残
さ
れ
た
補
助
金
・
負
担
金
の
改
革
に
つ
い
て
税
源
移
譲

の
実
現
に
向
け
て
考
え
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

、

、

、

。

、

こ
れ
に
対
し

麻
生
会
長
は

六
団
体
と
し
て
も

六
千
億
を
具
体
的
に
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
を
行
う

そ
の
場
合

我
々
の
立
場
は
も
う
出
し
て
あ
る
の
で
、
あ
れ
が
出
発
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
し
た
い
。
総
理
も
繰
り
返
し
地

方
案
の
尊
重
を
言
っ
て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
と
発
言
し
た
。

協
議
の
場
終
了
後
、
記
者
会
見
を
行
っ
た
麻
生
会
長
は
、
地
方
の
改
革
案
は
既
に
出
し
て
い
る
が

「
地
方
側
か
ら
動
か
さ
な
け
れ

、

ば
実
態
と
し
て
動
か
な
い
の
で
は
と
い
う
危
機
感
は
我
々
も
非
常
に
強
く
持
っ
て
い
る

」
と
述
べ
、
地
方
の
改
革
案
の
内
数
と
し
て

。

施
設
設
整
備
費
を
中
心
と
し
た
残
り
六
千
億
円
に
対
す
る
改
革
案
を
提
示
す
る
準
備
を
進
め
る
考
え
を
示
し
た
。

二

全
国
知
事
会
議
の
開
催

五
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事
会
議
に
お
い
て
、
三
位
一
体
の
改
革
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
に
よ
る

移
譲
対
象
補
助
金
の
選
定
の
方
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
地
方
の
改
革
案
（
平
成
十
六
年
八
月
二
十
四
日
）
に
沿
っ
た
形
で
実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
三
・
二
兆

円
の
国
庫
補
助
負
担
金
（
移
譲
対
象
補
助
金
）
の
中
か
ら
、
優
先
し
て
実
施
す
べ
き
も
の
を
選
定
し
、
地
方
の
側
か
ら
国
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
税
源
移
譲
に
必
ず
結
び
つ
く
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
た
。
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ま
た
、
具
体
的
な
移
譲
対
象
補
助
金
は
、
地
方
六
団
体
と
併
行
し
て
調
整
を
進
め
な
が
ら
、
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
に
お
い
て

作
成
し
、
七
月
の
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
知
事
会
議
で
知
事
会
案
を
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
規
約
の
改
正
及
び
正
副
会
長
会
議
に
お
け
る
協
議
の
結
果
、
昨
年
度
ま
で
の
各
調
査
委
員
会
、
各
特
別
委
員
会
及
び
研
究

会
の
整
理
統
合
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
と
九
つ
の
特
別
委
員
会
の
設
置
が
報
告
さ
れ
た
。

三

総
決
起
大
会

六
月
一
日
、
地
方
六
団
体
で
構
成
す
る
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
及
び
地
方
分
権
推
進
連
盟
は

『
分
権
改
革
日
本
全
国
大
会
～

、

結
束
六
団
体
』
を
日
本
武
道
館
で
開
催
し
た
。

大
会
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
首
長
及
び
議
長
等
約
八
千
人
が
参
加
し
、
来
賓
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
と
し
て
山
崎
正
昭

内
閣
官
房
副
長
官

、
麻
生
総
務
大
臣
、
与
謝
野
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長
ら
与
党
幹
部
の
ほ
か
、
山
口
信
夫
日
本
商
工
会
議
所
会

）

頭
、
全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
中
畔
会
長
及
び
日
本
青
年
団
協
議
会
岡
下
会
長
が
出
席
し
、
挨
拶
に
立
っ
た
。

地
方
の
目
的
は
、
①
先
送
り
さ
れ
た
六
千
億
円
の
税
源
移
譲
に
伴
う
国
庫
補
助
負
担
金
削
減
は
、
公
立
学
校
の
整
備
費
な
ど
を
優
先

し
て
充
て
る
、
②
二
○
○
五
年
度
の
地
方
交
付
税
総
額
を
確
保
、
③
最
終
的
に
地
方
が
求
め
て
い
る
八
兆
円
の
税
源
移
譲
な
ど
を
実
現

す
る
た
め
、
十
九
年
度
以
降
も
改
革
を
継
続
す
る
こ
と
を
求
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

地
方
六
団
体
は
、
①
地
方
案
に
沿
っ
た
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
の
実
現
、
②
税
源
移
譲
に
結
び
つ
く
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
、
③

地
方
交
付
税
総
額
の
確
保
、
④
地
方
財
政
自
立
に
向
け
た
第
二
期
改
革
へ
の
着
手
、
⑤
地
方
裁
量
権
の
拡
大
、
⑥
「
国
と
地
方
の
協
議
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の
場
」
の
制
度
化
、
⑦
地
方
の
自
己
改
革
、
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
『
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
決
議
』
を
満
場
一
致
で
採
択
し

た
。ま

た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
地
方
六
団
体
の
会
長
が
、
細
田
内
閣
官
房
長
官
、
麻
生
総
務
大
臣
、
自
民
党
幹
部
ら
に
対
し
、
決
議
の

実
現
に
向
け
た
実
行
運
動
を
行
う
と
と
も
に
、
都
道
府
県
ご
と
に
分
か
れ
た
参
加
者
が
一
斉
に
地
元
選
出
の
国
会
議
員
な
ど
を
訪
れ
る

と
い
う
、
強
力
な
実
行
運
動
を
展
開
し
た
。

第
三
節

「
骨
太
の
方
針
二
○
○
五
」

一

改
革
案

の
検
討

(２)

五
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事
会
議
で
の
合
意
事
項
に
基
づ
き
、
改
革
案
を
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会

が
六
月
六
日
に
設
置
さ
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
増
田
岩
手
県
知
事
が
委
員
長
に
就
任
し
た
。
な
お
、
同
時
に
特
別
委
員
会
に
は
効
果

的
・
効
率
的
な
運
営
を
行
う
た
め

「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
小
委
員
会

（
委
員
長
：
増
田
岩
手
県
知
事

「
地
方
交
付
税
問
題
小

、

」

）
、

委
員
会

（
委
員
長
：
井
戸
兵
庫
県
知
事
）
及
び
「
国
の
過
剰
関
与
問
題
小
委
員
会

（
委
員
長
：
國
松
滋
賀
県
知
事
）
が
設
置
さ
れ
、

」

」

個
別
課
題
に
つ
い
て
提
言
等
の
取
り
ま
と
め
な
ど
、
機
動
的
に
作
業
が
行
わ
れ
た
。

具
体
的
な
改
革
案
に
つ
い
て
は

「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
小
委
員
会
」
で
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
委
員
会
の
運
営
に

、

つ
い
て
は

昨
年
の
改
革
案
作
成
時
と
同
様

事
前
に
改
革
案
の
内
容
が
漏
れ
る
こ
と
に
よ
る
妨
害

抵
抗
等
を
防
ぐ
た
め
す
べ
て

非

、

、

、

「
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公
開
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
財
務
省
な
ど
が
主
張
す
る
建
設
国
債
が
財
源
と
な
っ
て
い
る
公
共

事
業
等
の
対
応
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
及
び
生
活
保
護
に
対
す
る
対
応
な
ど
幅
広
く
協
議
が
行
わ
れ
、
七
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
地

方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
で
改
革
案
の
骨
子
が
ま
と
ま
っ
た
。

二

七
月
の
全
国
知
事
会
議
（
徳
島
会
議
）

平
成
十
七
年
七
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
徳
島
県
徳
島
市
の
ア
ス
テ
ィ
徳
島
に
お
い
て
、
開
催
県
で
あ
る
飯
泉
徳
島
県
知
事
が

提
唱
し
た
「
進
化
す
る
知
事
会
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
知
事
会
議
（
徳
島
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。

七
月
十
三
日
（
改
革
案

の
合
意
に
向
け
て
）

（一）

(２)

会
議
は
、
麻
生
会
長
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
の
挨
拶
の
後
、
出
席
し
た
総
務
事
務
次
官
か
ら
「
当
面
す
る
地
方
行
財
政
の
諸
問
題
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
知
事
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
最
初
に
「
平
成
十
八
年
度
国
の
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
」
及
び
「
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
被
害
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
政
府
に
対
し
て
提
言
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。

そ
し
て

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案

」
に
つ
い
て
は
、
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
の

、

(２)

委
員
長
で
あ
る
増
田
岩
手
県
知
事
か
ら
改
革
案
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
関
連
し
て
石
井
岡
山
県
知
事
よ
り
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
関
係
、
浅
野
宮
城
県
知
事
よ
り
国
民
健
康
保
険
制
度
、
谷
本
石
川
県
知
事
よ
り
生
活
保
護
費
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
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協
議
で
は
、
多
く
の
知
事
か
ら
、
昨
年
度
の
改
革
に
対
す
る
評
価
へ
の
厳
し
い
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
及
び
公
共
事
業
に
つ
い
て
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
昨
年
の
新
潟
会
議
と
同
様
の
構
図
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
税
源
移
譲
対
象
補
助
金
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
反
対
は
な
く
、
原
案
の
と
お
り
約
一
兆
円
程
度
の
改
革
案
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
改
革
案
を
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
の
前
提
条
件
と
し
て
、
分
権
改
革
の
た
め
の
新
た
な

法
律
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
が
、
残
さ
れ
た
六
千
億
円
の
対
応
を
優
先
す
べ
き
と
の
こ
と
か
ら
、
今
回
は
前

提
条
件
に
入
れ
な
い
と
い
う
形
で
整
理
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
夕
食
休
憩
を
挟
ん
で
、
第
二
期
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て
論
点
ペ
ー
パ
ー
に
基
づ
き
議
論
が
行
わ
れ
た
。
議
論
は
、
地

域
間
の
税
収
格
差
解
消
へ
の
課
題
、
国
民
の
支
持
を
得
る
た
め
分
権
改
革
の
運
動
論
、
あ
る
い
は
、
秋
に
向
け
て
の
対
応
な
ど
幅
広

く
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
、
前
年
の
新
潟
会
議
を
彷
彿
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
午
後
十
時
ま
で
議
論
が
続
い
た
。

な
お
、
麻
生
会
長
は
、
増
田
岩
手
県
知
事
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
と
と
も
に
会
議
終
了
後
共
同
記
者
会
見
を
行
い
、
本
日
の
議
論
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
秋
に
向
け
て
の
行
動
に
つ
い
て
方
向
性
を
出
し
た
い
と
の
発
言
を
行
っ
た
。

七
月
十
四
日
（
秋
の
闘
い
に
向
け
て
）

（二）

翌
日
は
、
最
初
に
憲
法
問
題
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
西
川
福
井
県
知
事

、
法
令
外
分
担
金
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
古
川
佐

）

賀
県
知
事

、
男
女
共
同
参
画
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
堂
本
千
葉
県
知
事

、
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
山
田
京

）

）

都
府
知
事
）
の
各
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
二
日
間
の
議
論
を
踏
ま
え
、
地
方
分
権
推
進
対
策
特
別
委
員
会
の
中
に
、
地
方
税
制
と
国
民
運
動
に
関
す
る
課
題
に
対

応
す
る
小
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
、
各
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
各
委
員
会
の
委
員
長
と
連
絡
を
密
に
し
行
動
す
る
こ
と
な
ど
を

含
め
、
秋
に
向
け
た
行
動
方
針
が
合
意
さ
れ
た
。
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会
議
終
了
後
、
麻
生
会
長
は
、
西
川
福
井
県
知
事
及
び
飯
泉
徳
島
県
知
事
と
と
も
に
共
同
記
者
会
見
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
憲

法
改
正
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
改
正
議
論
に
知
事
会
と
し
て
も
積
極
的
に
提
言
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
た
。

ま
た
、
二
日
間
の
会
議
の
成
果
と
し
て

「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
等
に
関
す
る
改
革
案

」
を
再
度
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る

、

(２)

こ
と
に
合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
、
三
位
一
体
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
、
非
常
に
厳
し
い
評
価
が
相
次
い
だ
が
、
我
々
の
意
図

す
る
方
向
に
決
着
す
る
た
め
の
活
動
方
針
の
合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
第
二
期
改
革
に
つ
い
て
の
議
論
が
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
方
向
も
出
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

三

「
改
革
案

」
の
決
定

(２)

本
会
と
併
行
し
て
調
整
作
業
を
行
っ
て
き
た
全
国
市
長
会
を
は
じ
め
各
団
体
に
お
い
て
も
、
時
を
同
じ
く
し
て
改
革
案
の
内
容
に
つ

い
て
、
機
関
決
定
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
七
月
十
九
日
、
地
方
六
団
体
会
長
が
出
席
し
地
方
六
団
体
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ

「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
等
に
関

、

す
る
改
革
案

～
三
兆
円
の
税
源
移
譲
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
～

（
以
下

「
改
革
案

」
と
い
う

）
が
決
定
さ
れ
、
再
び

」

、

。

(２)

(２)

政
府
へ
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た

『
改
革
案

』
の
構
成
及
び
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

。

(２)

ま
た
同
日
、
地
方
六
団
体
は

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案

の
提
案
に
当
た
っ
て
の
共
同
声
明
」
を
発
表
し
、
地
方

、

(２)

六
団
体
は
一
致
団
結
し
改
め
て
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
か
ら
、
政
府
に
お
い
て
は
、
誠
意
を
持
っ
て
六
団
体
と
協
議
を
進
め
、

地
方
の
改
革
案
に
沿
っ
た
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
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Ⅰ

改
革
案
を
提
示
す
る
に
当
た
っ
て
の
前
提
条
件

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
更
な
る
推
進

（一）

①
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
「
第
二
期
改
革
」

・

三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
引
き
続
き
十
九
年
度
以
降
も
「
第
二
期
改
革
」
と
し
て
更
な
る
改
革
を
行
う
べ
き

「
②
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
制
度
化

十
八
年
度
改
革
に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
前
提
条
件

（二）

①
三
兆
円
規
模
の
確
実
な
税
源
移
譲

・

基
本
方
針
二
○
○
四
」
を
踏
ま
え
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
十
％
比
例
税
率
化
に
よ
り
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
三
兆
円
規

「
模
の
税
源
移
譲
を
実
施
す
る
こ
と
。

②
地
方
交
付
税
に
よ
る
確
実
な
財
政
措
置

・
税
源
移
譲
額
が
、
補
助
金
等
の
廃
止
で
措
置
す
べ
き
額
に
満
た
な
い
団
体
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
等
に
よ
り
確
実
に
財
政

措
置
を
行
う
こ
と
。

・
第
二
期
を
含
め
改
革
を
行
っ
て
い
る
間
は
、
不
合
理
な
地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
削
減
を
し
な
い
こ
と
。

③
施
設
整
備
事
業
に
対
す
る
財
政
措
置

・
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
施
設
整
備
は
、
個
別
団
体
に
と
っ
て
臨
時
・
巨
額
の
財
政
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
方
債
と
交
付
税

の
組
合
せ
に
よ
る
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

④
地
方
の
改
革
案
の
範
囲
内
で
の
検
討

・
十
八
年
度
移
譲
対
象
補
助
金
は
、
地
方
の
改
革
案
で
示
し
た
三
・
二
兆
円
の
移
譲
対
象
補
助
金
の
中
か
ら
選
別
し
て
提
示
す
る
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こ
と
。

・
地
方
の
改
革
案
に
な
い
補
助
負
担
率
の
切
下
げ
な
ど
が
代
案
と
な
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
地
方
の
自
主
・
自
立

に
つ
な
が
ら
な
い
補
助
金
等
が
改
革
対
象
に
入
る
余
地
は
な
い
こ
と
。

⑤
地
方
へ
の
負
担
転
嫁
の
禁
止

・
国
の
財
政
再
建
の
た
め
の
補
助
負
担
率
の
引
下
げ
や
税
源
移
譲
に
結
び
つ
か
な
い
補
助
金
等
の
廃
止

・
縮
減
等
を
、
昨
年
の
よ
う
に
ス
リ
ム
化
と
称
し
て
改
革
に
含
め
る
こ
と
は
、
断
固
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

・
特
に
、
生
活
保
護
費
等
は
、
法
廷
受
託
事
務
で
あ
り
、
絶
対
に
対
象
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑥
新
た
な
類
似
補
助
金
、
交
付
金
の
創
設
禁
止

・
補
助
金
等
を
廃
止
す
る
一
方
、
類
似
の
補
助
金
・
交
付
金
等
を
創
設
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

Ⅱ

平
成
十
八
年
度
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革

十
八
年
度
移
譲
対
象
補
助
金
の
規
模
等
（
総
額
九
、
九
七
○
億
円
程
度
を
リ
ス
ト
化
）

（一）
・
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
、
十
八
年
度
移
譲
対
象
補
助
金
は
、
先
送
り
さ
れ
た
税
源
移
譲
額
六
千
億
円

に
結
び
つ
く
よ
う
選
定

・
昨
年
の
政
府
・
与
党
合
意
で
決
定
し
た
補
助
金
等
の
中
に
は
、
従
来
の
補
助
金
等
の
ま
ま
一
部
存
続
し
た
も
の
も
多
い
。
税
源
移

譲
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
存
続
分
に
つ
い
て
は
、
十
八
年
度
移
譲
対
象
補

助
金
と
し
て
再
度
選
別

十
八
年
度
移
譲
対
象
補
助
金
の
内
容

（二）
①
地
方
財
政
法
第
十
六
条
関
係
の
経
常
的
な
国
庫
補
助
金

【
一
、
六
二
○
億
円
程
度
】

（
例
）
在
宅
福
祉
事
業
費
補
助
金
（
支
援
事
業
分
を
除
く

、
小
規
模
企
業
等
活
性
化
補
助
金
、
農
業
委
員
会
補
助
金
な
ど

三
十

）
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二
項
目

②
地
方
財
政
法
第
十
条
関
係
の
経
常
的
な
国
庫
負
担
金

【
二
、
五
八
○
億
円
程
度
】

例

児
童
保
護
費
等
負
担
金

児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
負
担
金

公
営
住
宅
家
賃
対
策
等
補
助

保
健
事
業
費
等
負
担
金

目

（

）

（

）
、

、

（
（

細
）
保
健
事
業
費
負
担
金
）
な
ど

九
項
目

③
経
常
的
な
国
庫
負
担
金
の
う
ち
交
付
金
化
さ
れ
た
も
の

【
五
七
○
億
円
】

（
例
）
次
世
代
育
成
支
援
費
対
策
交
付
金
、
農
業
・
食
品
産
業
強
化
対
策
推
進
交
付
金
、
農
山
漁
村
地
域
活
性
化
推
進
交
付
金
な
ど

九
項
目

④
普
遍
的
・
経
常
的
に
行
わ
れ
る
施
設
整
備
に
関
す
る
補
助
金
等

【
五
、
二
○
○
億
円
】

（
交
付
金
化
さ
れ
た
も
の
を
含
む
）

（
例
）
公
営
住
宅
建
設
費
等
補
助
、
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
、
公
立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金
、
廃
棄
物

処
理
施
設
整
備
費
補
助
な
ど

十
二
項
目

特
定
地
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
補
助
制
度
等
各
種
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
化
後
も
引
き
続
き
必
要
な
措
置
を

（三）講
じ
る
こ
と
。

Ⅲ

国
庫
補
助
負
担
金
改
革
に
併
せ
て
講
じ
る
べ
き
措
置

地
方
交
付
税
の
見
直
し

（一）
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
廃
止

（二）
国
に
よ
る
関
与
・
規
制
の
見
直
し
等

（三）
新
た
な
法
律
の
制
定
（

三
位
一
体
の
改
革
」
推
進
の
た
め
の
法
整
備
）

「

（四）
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国
の
行
財
政
改
革
の
断
行
と
地
方
の
自
己
改
革

（五）

四

「
改
革
案

」
の
提
出

(２)

地
方
六
団
体
で

改
革
案

が
合
意
さ
れ
た

翌
七
月
二
十
日

前
年
と
同
様

総
理
官
邸
に
お
い
て
地
方
六
団
体
の
会
長
が
揃
っ

「

」

、

、

、

(２)

て
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
と
対
面

「
改
革
案

」
を
直
接
手
渡
し
て
改
革
の
実
現
を
要
請
し
た
。
予
定
時
間
を
超
え
て
六
団
体
会
長
と

、

(２)

懇
談
し
た
小
泉
総
理
は
、
こ
の
改
革
案
を
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
、
し
っ
か
り
協
議
し
て
い
こ
う
」
と
応
じ
た
。

し
か
し

「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
最
終
局
面
を
迎
え
る
の
を
前
に

「
郵
政
民
営
化
」
が
政
局
と
な
り
、
八
月
八
日
、
小
泉
総
理

、

、

は
、
参
議
院
に
お
け
る
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
の
否
決
を
理
由
に
衆
議
院
を
解
散
し
た
（
い
わ
ゆ
る
郵
政
解
散

。
こ
れ
を
受
け
て
、

）

第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が
九
月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
四
節

郵
政
解
散

一

政
権
公
約
と
三
位
一
体
の
改
革

郵
政
解
散
に
よ
り
、
三
位
一
体
の
改
革
の
政
府
と
の
折
衝
は

「
一
時
休
戦
」
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
八
月
九
日
、
地

、

方
六
団
体
は
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
後
退
を
防
ぐ
た
め
に
、
各
党
の
政
権
公
約
に
地
方
分
権
改
革
の
推
進
を
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う

『
衆

、
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議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て
の
共
同
声
明
』
を
発
表
し

「
今
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
各
政
党
や
各
候
補
者
が
『
地
方
分
権
改
革
』
の

、

実
現
を
公
約
と
し
て
掲
げ
、
積
極
的
に
国
民
に
訴
え
て
い
く
こ
と
を
強
く
求
め
る

「
選
挙
後
の
政
権
が

『
地
方
分
権
改
革
』
を
強

」
、

、

力
に
推
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
要
請
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
各
党
の
政
権
公
約
の
検
証
作
業
を
行
っ
て
い
た
「
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会

（
委
員
長
：
山
田
京
都
府
知
事
）

」

は
、
徳
島
会
議
の
方
針
に
基
づ
き
、
真
の
地
方
分
権
改
革
を
目
指
し
て
三
位
一
体
の
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う
求
め
た
『
総
選
挙

に
お
け
る
政
権
公
約
に
向
け
て
～
真
の
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
に
～
』
を
取
り
ま
と
め
、
政
党
へ
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

二

全
国
知
事
会
議
の
開
催
と
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
の
活
動

八
月
二
十
六
日
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
間
近
に
控
え
、
地
方
が
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
地
方
分
権
改
革
を
こ
の
選
挙
に
よ
り
後

退
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
各
政
党
の
政
権
公
約
を
十
分
に
比
較
検
討
の
上
、
評
価
・
公
表
す
る
た
め
、
臨
時
の
全
国
知
事
会
議
が

招
集
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
自
民
・
公
明
・
民
主
三
党
の
政
権
公
約
に
つ
い
て
、
同
日
開
催
の
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
総

選
挙
に
お
け
る
政
権
公
約
に
向
け
て
」
を
基
に
評
価
を
行
い
、
併
せ
て
緊
急
声
明
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

な
お
、
同
日

「
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
国
民
会
議
（
二
十
一
世
紀
臨
調

（
共
同
代
表
：
西
尾
勝
・
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
教

、

）
」

授
）
の
主
催
で

「
総
選
挙
直
前
！
政
権
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
検
証
緊
急
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
知
事
会
も
参
加
団
体
の

、

一
つ
と
し
て
、
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
で
決
定
し
た
意
見
を
述
べ
た
。
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三
日
後
の
二
十
九
日
に
は
、
知
事
会
議
で
の
決
定
を
受
け

「
地
方
分
権
に
関
す
る
政
権
公
約
に
つ
い
て
の
緊
急
声
明
」
を
全
国
知

、

事
会
と
し
て
発
表
し
た
。

三

選
挙
結
果
と
地
方
の
共
同
声
明

九
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
は
、
自
由
民
主
党
が
二
百
九
十
六
議
席
を
獲
得
、
圧
勝
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
自
民
党
と
公
明

党
の
獲
得
議
席
は
、
総
定
員
の
三
分
の
二
を
越
え
る
三
百
二
十
七
議
席
と
な
り
、
一
方
の
民
主
党
は
、
改
選
前
の
百
七
十
七
議
席
か
ら

六
十
四
議
席
を
減
ら
す
大
敗
を
喫
し
、
党
代
表
は
責
任
を
取
っ
て
辞
任
し
た
。

同
日
、
選
挙
結
果
を
受
け
て
地
方
六
団
体
は

「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
を
求
め
る
共
同
声
明
」
を
出
し
、
新
政
権
が
小
泉
内
閣
総

、

理
大
臣
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
地
方
の
改
革
案
に
基
づ
き
、
三
兆
円
の
税
源
移
譲
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
地
方
案
に
沿
っ
た

改
革
、
地
方
交
付
税
総
額
の
確
保
、
地
方
財
政
自
立
に
向
け
た
第
二
期
改
革
へ
の
着
手

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場｣

の
制
度
化
な
ど

、

を
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
与
党
に
改
革
の
続
行
を
呼
び
か
け
た
。

こ
の
あ
と
、
九
月
二
十
一
日
に
第
三
次
小
泉
内
閣
が
発
足
し
、
特
別
国
会
に
再
提
出
さ
れ
た
郵
政
民
営
化
法
関
連
法
案
は
、
十
月
十

四
日
に
可
決
・
成
立
し
た
。
こ
の
郵
政
問
題
の
決
着
に
よ
り
、
小
泉
総
理
に
残
さ
れ
た
政
治
課
題
と
し
て
、
い
よ
い
よ
「
三
位
一
体
の

改
革
」
の
総
仕
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
五
節

政
府
と
の
協
議
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一

十
八
年
度
予
算
概
算
要
求

、

、

。

、

、

平
成
十
七
年
八
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

各
省
の
概
算
要
求
が
出
揃
っ
た

し
か
し

各
省
の
要
求
は

地
方
案
を
ほ
と
ん
ど
無
視
す
る
形
で
行
わ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
対
し
地
方
六
団
体
は
、
同
日

「
十
八
年
度
予
算
概
算
要
求
に
関
す
る

、

共
同
声
明
」
を
発
表
し
た
。

声
明
で
は
、
地
方
は
、
昨
年
提
出
し
た
地
方
の
改
革
案
に
引
き
続
き

「
改
革
案

」
を
提
出
し
た
が

「
こ
れ
ら
の
国
庫
補
助
負

、

、

(２)

、

」

、

、

担
金
改
革
が

概
算
要
求
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾

と
し
た
上
で

と
り
わ
け
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て

昨
年
、
税
源
移
譲
二
・
四
兆
円
の
内
数
と
し
て
地
方
案
ど
お
り
八
、
五
○
○
億
円
を
移
譲
対
象
と
す
る
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
文
部
科
学
省
は
、
平
成
十
七
年
度
暫
定
措
置
四
、
二
五
○
億
円
を
復
元
し
、
国
庫
負
担
率
二
分
の
一
と
し
た
約
二
兆
五
千
億
円
を
要

求
し
た
。
こ
の
よ
う
な
概
算
要
求
は
、
地
方
の
改
革
案
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
政
府
の
一
員
と
し
て
当
然
尊
重
し
守
る
べ
き
政
府
・

与
党
合
意
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
批
判

「
地
方
六
団
体
が
政
府
の
要
請
に
真
摯
に
対
応
し
、
二
度
に
わ
た
り
提
出
し
た

、

地
方
の
改
革
案
に
沿
っ
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
を
行
う
」
こ
と
を
強
く
求
め
た
。

二

平
成
十
七
年
第
二
十
回
経
済
財
政
諮
問
会
議

平
成
十
七
年
十
月
四
日

「
改
革
案

」
の
内
容
を
説
明
す
る
た
め
、
地
方
六
団
体
の
代
表
が
「
第
二
十
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
」

、

(２)
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に
出
席
し
た
。

会
議
に
お
い
て
麻
生
会
長
は

前
年
提
出
し
た
地
方
の
改
革
案
の
実
施
状
況
を
説
明
す
る
と
と
も
に

真
の
地
方
分
権
の
た
め
の

三

、

、

「

」

、

「

」

、

位
一
体
の
改
革

の
実
現
に
向
け
て

総
理
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
で

と
い
う
方
針
の
下

三
兆
円
の
税
源
移
譲
の
確
実
な
実
施
な
ど
九
項
目
に
つ
い
て
、
強
力
に
改
革
を
進
め
る
よ
う
要
請
し
た
。

（
要
請
事
項
）

一

平
成
十
八
年
度
ま
で
の
第
一
期
改
革
に
お
い
て
、
三
兆
円
の
税
源
移
譲
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

二

三
兆
円
の
税
源
移
譲
の
う
ち
、
残
さ
れ
た
六
千
億
円
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
要
請
を
受
け
提
出
し
た
地
方
の
改
革
案

の
中
か

(２)

ら
実
現
す
る
こ
と
。

三

建
設
国
債
対
象
経
費
で
あ
る
施
設
費
に
つ
い
て
も
税
源
移
譲
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

四

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
案
に
沿
っ
て
税
源
移
譲
を
実
現
す
る
こ
と
。

五

国
庫
補
助
負
担
金
改
革
は
、
地
方
の
自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
、
国
の
責
務
と
し
て
行
う
べ
き
生
活
保

護
費
な
ど
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
絶
対
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
交
付
金
化
は
、
国
に
権
限
と
財
源
が
残
り
、
改
革
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

平
成
十
八
年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は

「
基
本
方
針
二
○
○
五
」
を
踏
ま
え
、
地
方
団
体
の
安
定
的
財
政
運
営
に
必
要

、

な
地
方
交
付
税
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

地
方
交
付
税
は
、
本
来
、
地
方
の
固
有
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
の
実
態
を
顧
み
な
い
一
方

的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

、

、

、

七

我
々
地
方
は

納
税
者
で
あ
る
住
民
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く

地
方
公
務
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化
や
給
与
制
度
の
見
直
し
等



519

第三編 地方分権と本会の活動

一
層
の
危
機
意
識
と
改
革
意
志
を
持
っ
て
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る
決
意
で
あ
る
。

地
方
に
権
限
と
財
源
を
移
す
真
の
「
三
位
一
体
の
改
革｣

は
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
最
大
の
行
財
政
改
革
で
あ
る
こ
と
。

八

「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
第
一
期
改
革
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
十
九
年
度
以
降
も
「
第

二
期
改
革
」
と
し
て
更
な
る
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

九

「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
真
の
地
方
分
権
に
資
す
る
改
革
と
し
て
推
進
す
る
た
め

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を
定
期
的
に

、

開
催
し
、
こ
れ
を
制
度
化
す
る
こ
と
。

三

国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
開
催
状
況
（
平
成
十
七
年
度
）

◇
第
九
回
◇

第
九
回
の
国
と
地
方
の
協
議
の
場
は
、
四
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
、
麻
生
会
長
が
就
任
し
て
か
ら
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

会
議
で
は
細
田
官
房
長
官
か
ら
、
四
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
閣
僚
懇
談
会
に
お
い
て
「
政
府
・
与
党
合
意
」
に
お
い
て
関
係
各
大
臣

に
指
示
を
し
た
、
地
方
公
共
団
体
向
け
補
助
金
等
の
執
行
過
程
に
お
け
る
適
正
化
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

一
方
、
地
方
六
団
体
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
係
る
今
後
の
対
応
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
負
担
金
制
度
が
、
地
方
の
創

意
工
夫
を
阻
害
し
て
い
る
実
態
を
現
場
か
ら
集
め
た
調
査
結
果
「
国
庫
補
助
負
担
金
制
度
に
関
す
る
共
同
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
を

提
出
し
、
更
な
る
改
革
を
求
め
た
。

な
お
、
麻
生
総
務
大
臣
か
ら
、
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
実
現
す
る
た
め
、
残
り
六
千
億
円
に
つ
い
て
地
方
か
ら
提
案
す
る
よ
う
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要
請
す
る
発
言
が
あ
っ
た

（
前
述
）

。

◇
第
十
回
◇

十
月
十
二
日
、
第
十
回
の
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
細
田
官
房
長
官
か
ら
、
十
月
七
日
の
閣
僚
懇
に
お
い
て
各
大
臣
に
対

し
、
地
方
案
を
ベ
ー
ス
に
各
省
の
案
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
、
政
府
部
内
の
調
整
作
業
に
入
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
麻
生
会
長
か
ら
地
方
六
団
体
提
出
資
料
『
真
の
地
方
分
権
の
た
め
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
実
現
に
つ
い
て
』
に
つ
い

て
説
明
し
、
三
兆
円
の
税
源
移
譲
の
実
現
、
地
方
案
の
尊
重
、
生
活
保
護
費
は
対
象
と
し
な
い
こ
と
及
び
地
方
交
付
税
の
総
額
を
確
保

に
つ
い
て
要
請
し
、
さ
ら
に
、
第
二
期
改
革
の
問
題
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
制
度
化
等
に
つ
い
て
も
発
言
を
行
っ
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
谷
垣
財
務
大
臣
は
、
補
助
金
改
革
は
、
地
方
案
に
こ
だ
わ
ら
ず
効
率
化
の
観
点
か
ら
す
べ
て
の
補
助
金
が
対
象

で
あ
り
、
そ
し
て
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
建
設
国
債
が
財
源
で
あ
る
の
で
移
譲
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
、
従
来
ど
お
り
の
主
張
を
繰

り
返
し
た
。
な
お
、
竹
中
経
済
財
政
担
当
大
臣
か
ら
は
、
施
設
整
備
補
助
金
に
つ
い
て
、
地
方
側
と
国
側
が
歩
み
寄
っ
て
結
論
を
出
せ

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
財
務
大
臣
の
み
が
地
方
の
主
張
に
対
し
反
対
意
見
を
述
べ
た
形
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
財
務
大
臣
の
発
言
を
受
け
、
最
後
に
麻
生
会
長
は
、
二
回
も
地
方
案
の
提
出
を
求
め
、
総
理
大
臣
も
地
方
案
を
尊
重
す

る
と
言
っ
て
い
る
状
況
を
述
べ
、
く
れ
ぐ
れ
も
枠
の
中
か
ら
選
ぶ
よ
う
改
め
て
要
請
し
た
。

◇
第
十
一
回
◇

十
月
二
十
六
日
、
第
十
一
回
の
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た
。
会
合
に
は
、
主
要
四
大
臣
に
加
え
、
関
係
大
臣
と
し
て
、
中
山
文
部
科

学
大
臣
、
尾
辻
厚
生
労
働
大
臣
、
岩
永
農
林
水
産
大
臣
、
中
川
経
済
産
業
大
臣
、
北
側
国
土
交
通
大
臣
、
小
池
環
境
大
臣
が
出
席
し
、

各
大
臣
か
ら
補
助
金
改
革
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

◇
第
十
二
回
◇
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、

。

、

、

十
一
月
十
一
日

第
十
二
回
の
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た

会
合
に
は

十
月
三
十
一
日
の
内
閣
改
造
に
よ
り
大
臣
の
交
代
が
あ
り

安
倍
内
閣
官
房
長
官
、
竹
中
総
務
大
臣
、
谷
垣
財
務
大
臣
、
与
謝
野
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
の
主
要
四
大
臣
と
、
関
係
大
臣
と
し
て

小
坂
文
部
科
学
大
臣
、
川
崎
厚
生
労
働
大
臣
、
二
階
経
済
産
業
大
臣
、
北
側
国
土
交
通
大
臣
、
小
池
環
境
・
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当

大
臣
と
宮
腰
農
林
水
産
副
大
臣
が
出
席
し
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
安
倍
内
閣
官
房
長
官
か
ら
、
三
位
一
体
の
改
革
を
実
現
す
べ
く
四
大
臣
会
合
を
開
き
、
方
針
を
決
め
て
各
省
に
改
革
の
実
現

に
つ
な
が
る
具
体
的
な
検
討
を
求
め
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
地
方
側
を
代
表
し
て
麻
生
会
長
か
ら
、
三
位
一
体
の
改
革
は
、
小
泉
総
理
の
掲
げ
る
二
大
改
革
の
「
国
か
ら
地
方
」
の
一
つ

で
あ
り
、
地
方
の
意
見
を
尊
重
し
て
や
る
と
い
う
総
理
の
方
針
の
下
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
新
閣
僚
に
対
し
要
請
し
、
さ
ら
に
、
厚

生
労
働
省
の
生
活
保
護
費
、
義
務
教
育
国
庫
補
助
負
担
金
の
負
担
率
を
下
げ
る
案
に
つ
い
て
反
対
の
主
張
を
行
い
、
改
め
て
地
方
案
の

尊
重
を
訴
え
た
。

◇
第
十
三
回
◇

十
一
月
二
十
四
日
、
第
十
三
回
の
協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た
。
会
合
に
は
、
主
要
四
大
臣
の
他
、
小
坂
文
部
科
学
大
臣
、
川
崎
厚
生

労
働
大
臣
、
二
階
経
済
産
業
大
臣
、
小
池
環
境
・
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
、
櫻
田
内
閣
府
副
大
臣
、
三
浦
農
林
水
産
副
大
臣
、

後
藤
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が
出
席
し
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

地
方
側
か
ら
は
、
特
に
施
設
整
備
費
の
税
源
移
譲
を
行
う
こ
と
、
生
活
保
護
費
・
児
童
扶
養
手
当
に
係
る
国
庫
補
助
負
担
金
を
改
革

の
対
象
と
す
る
こ
と
は
断
固
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
は
、
地
方
の
改
革
案
に
沿
っ
て
改
革
し
、
負
担
率
の

引
下
げ
は
行
な
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
強
く
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
補
助
金
額
が
大
き
く
、
生
活
保
護
、
児
童
手
当
等
義
務
的
な
経
費
が
九
割
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を
占
め
る
の
で
、
改
革
は
な
か
な
か
難
し
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
が
ぎ
り
ぎ
り
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
方
向
性
に
持
っ
て
行
き
最
後
の
決
断
を
し
た
い
と
い
う
、
改
革
に
前
向
き
な
発

言
は
な
か
っ
た
。

◇
第
十
四
回
◇

「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て

、
十
一
月
三
十
日
政
府
・
与
党
合
意
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
翌
十
二
月
一
日
、
第
十
四
回
の

」

協
議
の
場
が
開
催
さ
れ
た
。
会
合
に
は
、
主
要
四
大
臣
の
他
、
川
崎
厚
生
労
働
大
臣
、
二
階
経
済
産
業
大
臣
、
北
側
国
土
交
通
大
臣
、

馳
文
部
科
学
副
大
臣
、
三
浦
農
林
水
産
副
大
臣
、
江
田
環
境
副
大
臣
、
平
井
内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
出
席
し
た
。

「

」

、

。

内
閣
官
房
長
官
か
ら

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て

の
政
府
・
与
党
合
意
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
麻
生
会
長
は
、
今
回
の
政
府
・
与
党
合
意
に
対
し
て
地
方
六
団
体
の
評
価
を
述
べ
、
十
九
年
度
以
降
、
更

に
分
権
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
に
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を
今
後
も
引
き
続
き
開
催
す
る
と
と
も
に
そ
の
制
度
化
を
求
め
た
。

こ
れ
を
受
け
安
倍
官
房
長
官
は

「
地
方
分
権
に
向
け
た
改
革
に
は
終
わ
り
は
な
い
と
私
ど
も
は
位
置
づ
け
て
お
り
ま
し
て
、
今
後

、

と
も
真
に
地
方
の
自
立
と
責
任
を
確
立
す
る
た
め
に
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
改
革
を
行
っ
て
い
く
に
際
し
ま
し
て
、
こ
う

し
た
場
が
資
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
も
し
っ
か
り
と
こ
の
場
を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す

」
と
発
言
し
、
平
成
十
九
年
度
以
降
の
第
二
期
改
革
へ
の
道
筋
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

。

四

全
国
知
事
会
議
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十
一
月
十
日
、
政
府
主
催
全
国
都
道
府
県
知
事
会
議
を
翌
日
に
控
え
、
こ
れ
に
向
け
た
対
策
を
協
議
す
る
た
め
、
臨
時
の
全
国
知
事

会
議
が
開
か
れ
た
。
各
特
別
委
員
会
の
活
動
報
告
の
後
、
翌
日
の
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
の
協
議
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
政
府
が
地
方
案
の
趣
旨
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
場
合
に

「
生
活
保
護
事
務
の
返
上
」
や
「
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
維
持
管

、

理
費
の
地
方
予
算
計
上
の
拒
否
」
な
ど
の
対
抗
策
を
講
じ
る
こ
と
を
知
事
会
と
し
て
意
思
表
示
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し

「
伝
家
の
宝
刀
は
、
抜
く
ぞ
と
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
の
が
い
い
」
と
の
発
言
も
あ
り
、
こ

、

う
し
た
対
抗
措
置
に
関
し
て
は
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。

結
局
、
生
活
保
護
の
負
担
率
引
下
げ
は
断
固
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
各
知
事
が
述
べ
る
こ
と
と
す
る
作
戦
を
も
っ
て

翌
日
に
臨
む
こ
と
と
し
た
。五

政
府
主
催
全
国
都
道
府
県
知
事
会
議

十
一
月
十
一
日
午
前
に
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
で
協
議
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
午
後
か
ら
は
総
理
官
邸
に
お
い
て
「
全
国
都
道
府

県
知
事
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
始
め
に
小
泉
総
理
と
懇
談
の
後
、
各
閣
僚
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
四
十
名
近

く
の
知
事
本
人
が
出
席
し
、
三
位
一
体
の
改
革
の
あ
る
べ
き
姿
を
力
強
く
主
張
し
た
。

冒
頭
、
小
泉
総
理
か
ら

「
皆
様
方
の
意
見
を
真
剣
に
受
け
止
め
て
、
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
、
そ
れ
を
数
字
の
上
で
も
、

、

今
後
、
十
二
月
の
予
算
編
成
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

次
に
、
三
位
一
体
の
改
革
を
テ
ー
マ
に
各
知
事
と
の
意
見
交
換
に
移
り
、
麻
生
会
長
が
①
三
兆
円
の
税
源
移
譲
実
現
、
②
地
方
案
の
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尊
重
、
③
生
活
保
護
は
認
め
な
い
の
三
点
を
中
心
に
総
括
的
な
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
特
に
、
生
活
保
護
の
負
担
率
引
下
げ
に
対
し
て

は

「
各
地
で
激
し
い
反
発
が
あ
り
、
事
務
を
返
上
し
よ
う
と
い
う
動
き
に
な
っ
て
い
る
」
と
現
状
を
説
明
し
、
政
府
を
牽
制
し
た
。

、最
後
に
総
理
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て

「
現
在
、
官
房
長
官
の
と
こ
ろ
で
調
整
中
で
あ
り
、
今
の
段
階
で
、
私
が
あ
あ
や

、

る
、
こ
う
や
る
と
言
う
の
は
差
し
控
え
た
い
。
結
論
は
、
も
う
じ
き
出
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
発
言
、
最
後
の

ま
と
め
で
も

「
地
方
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
で
き
る
だ
け
地
方
の
裁
量
権
を
拡
大
す
る
方
向
で
三
位
一
体
の
改
革
を
実
現
し
て
い
き

、

た
い
。
決
し
て
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

第
六
節

最
終
決
着
に
向
け
て

一

総
決
起
大
会

十
一
月
十
四
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
「
地
方
分
権
改
革
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
小
泉
総
理
（
代
理
と
し
て
鈴
木
内
閣
官

房
副
長
官

、
竹
中
総
務
大
臣
、
武
部
自
民
党
幹
事
長
、
井
上
公
明
党
政
調
会
長
な
ど
が
出
席
、
地
方
の
首
長
、
議
長
な
ど
約
三
千
五

）

百
人
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
日
は
偶
然
に
も
、
こ
の
後
に
記
述
す
る
、
各
省
庁
に
割
り
振
ら
れ
た
改
革
額
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房
へ
の
回
答
期
日
で
も
あ
っ

た
。大

会
で
は
、
九
月
に
衆
参
両
院
の
全
国
会
議
員
を
対
象
に
実
施
し
た
「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
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報
告
が
行
わ
れ
、
地
方
の
改
革
案
に
沿
っ
て
、
強
力
に
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
進
め
る
こ
と
等
を
強
く
求
め
る
「
三
位
一
体
改
革
の

推
進
に
関
す
る
緊
急
決
議
」
及
び
、
先
に
厚
生
労
働
省
が
提
出
し
た
地
方
の
負
担
増
加
を
前
提
と
し
た
「
生
活
保
護
及
び
児
童
扶
養
手

当
に
関
す
る
見
直
し
案
」
に
対
し
、
こ
れ
を
断
固
反
対
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
生
活
保
護
等
の
地
方
へ
の
負
担
転
嫁
に
反
対
す
る

特
別
決
議
」
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

そ
の
後
、
各
都
道
府
県
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
、
知
事
な
ど
地
方
六
団
体
代
表
が
面
会
し
、
改
革
の
実
現
を
働
き
か
け
た
。

二

各
省
の
改
革
額
回
答

十
一
月
七
日
、
関
係
四
閣
僚
に
よ
る
会
合
（
安
倍
内
閣
官
房
長
官
、
竹
中
総
務
大
臣
、
谷
垣
財
務
大
臣
、
与
謝
野
経
済
財
政
担
当
大

臣
）
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
一
向
に
ま
と
ま
ら
な
い
補
助
金
改
革
に
つ
い
て
、
各
省
ご
と
に
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
合
意

さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
総
務
省
な
ど
一
部
を
除
き
、
各
省
は
軒
並
み
ゼ
ロ
回
答
を
行
っ
た
。

、

、

「

」

、

こ
の
回
答
を
受
け

安
倍
官
房
長
官
は
十
一
月
八
日

今
度
は
各
省
に
数
字
を
割
り
当
て

具
体
的
な
検
討

を
行
う
よ
う
指
示
し

十
四
日
正
午
の
回
答
期
限
で
各
省
に
具
体
案
の
提
出
を
求
め
た
。
総
額
で
六
、
三
○
○
億
円
以
上
と
さ
れ
た
官
房
長
官
の
指
示
の
内
訳

は
、
総
務
省
一
○
億
円
、
厚
生
労
働
省
五
、
○
四
○
億
円
、
文
部
科
学
省
一
七
○
億
、
経
済
産
業
省
七
○
億
円
、
農
林
水
産
省
三
四
○

億
円
、
国
土
交
通
省
六
二
○
億
円
、
環
境
省
五
○
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
見
合
う
具
体
案
の
作
成
が
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
な
指
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
省
は
再
度
不
十
分
な
改
革
案
を
回
答
し
た
。
十
四
日
に
削
減
を
含
む
回

答
が
あ
っ
た
の
は
七
省
の
う
ち
五
省
で
、
合
計
三
○
○
億
円
弱
、
達
成
率
は
五
％
未
満
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
も
「
ほ
ぼ
ゼ
ロ
回
答
」
と
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な
っ
た
。

三

地
方
六
団
体
会
長
コ
メ
ン
ト

地
方
六
団
体
は
、
各
省
の
最
終
回
答
が
あ
っ
た
十
一
月
十
四
日

「
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
各
省
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
」
と

、

題
す
る
会
長
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

こ
の
六
団
体
会
長
コ
メ
ン
ト
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
対
す
る
地
方
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
無
に
す
る
か
の
よ
う
な
各
省
大
臣
や

官
僚
の
対
応
へ
の
憤
り
を
表
す
と
同
時
に
、
現
在
の
状
況
は
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
が
維
持
で
き
る
の
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
官
邸
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を
期
待
す
る
と
い
う
も
の
と
な
っ
た
。

三
位
一
体
の
改
革
の
成
否
は
、
最
大
の
抵
抗
勢
力
で
あ
る
「
霞
ヶ
関
」
を
動
か
せ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
き
た
。
安
倍
官
房
長
官

は
翌
十
一
月
十
五
日
に
も
関
係
閣
僚
を
集
め
て
対
応
を
協
議
し
、
官
邸
主
導
で
決
着
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四

政
府
内
の
最
終
調
整

十
一
月
十
五
日
の
関
係
四
閣
僚
会
合
で
は
、
前
日
に
出
揃
っ
た
関
係
七
省
の
補
助
金
見
直
し
案
が
、
官
邸
の
割
当
額
（
六
、
三
○
○

億
円
程
度
）
に
比
べ
著
し
く
少
な
い
三
○
○
億
円
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
倍
官
房
長
官
が
「
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
取
り
組

ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
る
額
」
に
達
し
な
い
こ
と
は
問
題
だ
と
指
摘

「
内
閣
と
し
て
一
層
精
力
的
な
調
整
が
必
要
」
と
し
た
上
で
、

、
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関
係
閣
僚
に
、
地
方
の
改
革
案
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
補
助
金
改
革
、
税
源
移
譲
の
実
現
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
に
発
揮

す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
官
房
長
官
の
指
示
に
、
各
大
臣
も
官
邸
の
割
当
額
を
徐
々
に
受
け
入
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
も
、
厚
生
労
働
省
だ
け
は
「
五
、
○
四
○
億
も
の
割
当
額
を
埋
め
る
補
助
金
が
他
に
な
い
。
我
々
も

八
方
ふ
さ
が
り
だ
」
と
し
て
、
最
後
ま
で
地
方
案
に
反
し
生
活
保
護
費
負
担
金
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

安
倍
官
房
長
官
以
下
関
係
四
大
臣
は
十
一
月
二
十
一
日
に
も
会
合
を
開
き
、
各
省
の
回
答
状
況
を
検
討
、
生
活
保
護
費
や
施
設
整
備

費
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
最
終
の
取
り
ま
と
め
は
、
事
実
上
、
安
倍
官
房
長
官
へ
の
「
一
任
」
と

な
っ
た
。

第
七
節

政
府
・
与
党
合
意
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」

一

事
務
返
上
の
検
討

平
成
十
六
年
の
政
府
・
与
党
合
意
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
日

「
生
活
保
護
費
及
び
児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
関
係
者

、

協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
生
活
保
護
制
度
や
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
十
一
月
十
四
日
厚
生
労
働
省
は
『
生

活
保
護
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
見
直
し
案
』
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
を
無
視
す
る
よ
う
に
生
活
扶
助
等
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
国

庫
補
助
率
引
下
げ
、
住
宅
扶
助
等
の
一
般
財
源
化
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
五
日
の
第
九
回
協
議
会
に
お
い
て
、
川
崎
厚
生
労
働
大
臣
は
、
先
に
提
出
し
た
厚
生
労
働
省
の
「
見
直
し
案
」
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を
一
部
修
正
し
た
上
で
、
協
議
の
打
ち
切
り
を
一
方
的
に
宣
言
し
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
麻
生
会
長
は
「
事
務
返
上
」
の
検
討
を
指
示
し
、
十
一
月
二
十
八
日
、
福
祉
行
政
報
告
例
（
生
活
保
護
統
計

月
報
）
の
国
へ
の
報
告
を
四
十
七
都
道
府
県
が
一
致
し
て
停
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
請
し
た
。
最
終
決
着
に
向
け
て
、
国
と
地
方
と

の
対
立
状
況
が
先
鋭
化
す
る
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

二

政
府
・
与
党
案
の
受
入
れ
へ

十
一
月
二
十
九
日
、
最
終
局
面
を
迎
え
、
地
方
六
団
体
の
会
長
が
都
道
府
県
会
館
に
集
ま
り
、
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
最
後
の
作

戦
会
議
を
行
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
も
は
や
最
後
の
課
題
は
生
活
保
護
費
負
担
金
が
撤
回
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
政
府
と

合
意
で
き
る
か
は
、
こ
の
点
に
か
か
っ
て
い
た
。

六
団
体
会
長
は
、
政
府
・
与
党
の
協
議
の
決
着
を
待
っ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
生
活
保
護
費
を
盛
り
込
む
こ
と
が
見
送
ら
れ
る

情
勢
が
伝
え
ら
れ
、
地
方
六
団
体
会
長
が
政
府
・
与
党
案
を
受
け
入
れ
る
方
向
で
合
意
し
、
午
後
八
時
か
ら
麻
生
会
長
は
、
山
出
市
長

会
会
長
及
び
山
本
町
村
会
会
長
と
共
同
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

翌
三
十
日
、
政
府
・
与
党
合
意
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

冒
頭
部
分
で
、
ま
ず

「
地
方
交
付
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
予
算
編
成
を
通
じ
て
具
体
的
な
調
整
を
行
う
」
と
し
、
平

、

成
十
八
年
度
地
方
財
政
対
策
な
ど
に
委
ね
た
。
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ま
た
、
こ
れ
ま
で
地
方
六
団
体
が
主
張
し
て
き
た
「
第
二
期
改
革
」
に
つ
い
て

「
地
方
分
権
に
向
け
た
改
革
に
終
わ
り
は
な
い
。

、

政
府
・
与
党
と
し
て
は
、
十
八
年
度
ま
で
の
改
革
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
と
地
方
の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
今
後
と

も
、
真
に
地
方
の
自
立
と
責
任
を
確
立
す
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
く
」
と
い
う
、
積
極
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
あ
と

「
一
．
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
に
つ
い
て

「
二
．
税
源
移
譲
に
つ
い
て
」
の
順
で
合
意
内
容
が
記
さ
れ
た
。

、

」
、

一
．
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
に
つ
い
て

総
額

（一）

・
昨
年
度
ま
で
の
決
定
分
（
三
・
八
兆
円
程
度
）
を
加
え
て
、
四
兆
円
を
上
回
る
改
革
を
達
成

・
十
八
年
度
の
税
源
移
譲
に
結
び
つ
く
改
革
分
は
、
次
の
と
お
り
（
六
、
五
四
○
億
円
程
度
）

総
務
省

一
○
億
円
程
度
（
消
防
防
災
施
設
整
備
費
補
助
金
な
ど
）

文
部
科
学
省

一
七
○
億
円
程
度
（
公
立
学
校
等
施
設
整
備
費
補
助
金
）

厚
生
労
働
省

五
、
二
九
○
億
円
程
度
（
児
童
扶
養
手
当
、
児
童
手
当
、
介
護
給
付
費
な
ど
）

農
林
水
産
省

三
四
○
億
円
程
度
（
農
業
・
食
品
産
業
強
化
対
策
推
進
交
付
金
な
ど
）

経
済
産
業
省

七
○
億
円
程
度
（
小
規
模
企
業
活
性
化
補
助
金
な
ど
）

国
土
交
通
省

六
二
○
億
円
程
度
（
公
営
住
宅
家
賃
対
策
等
補
助
）

環
境
省

四
○
億
円
程
度
（
産
業
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
費
補
助
金
な
ど
）

合

計

六
、
五
四
○
億
円
程
度

各
分
野

（二）

〈
文
教
〉
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・
義
務
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
幹
を
維
持
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る

・
そ
の
方
針
の
下
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
を
通
じ
て
国
庫
負
担
割
合
は
三
分
の
一
と
し
、
八
、
五
○
○
億
円
程
度
の

減
額
及
び
税
源
移
譲
を
確
実
に
実
施
す
る

・
今
後
、
与
党
に
お
い
て
、
義
務
教
育
や
高
等
学
校
教
育
等
の
在
り
方
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
す
る

〈
社
会
保
障
〉

・
児
童
扶
養
手
当
（
四
分
の
三
→
三
分
の
一

、
児
童
手
当
（
三
分
の
二
→
三
分
の
一

、
施
設
費
及
び
施
設
介
護
給
付
費
等
に

）

）

つ
い
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
及
び
税
源
移
譲
を
実
施
す
る

・
生
活
保
護
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
国
は
、
関
係
者
協
議
会
に
お
い
て
地
方
か
ら
提
案
が
あ
り
、
両
者
が
一
致
し
た
適
正
化
方
策

に
つ
い
て
速
や
か
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
方
は
生
活
保
護
の
適
正
化
に
つ
い
て
真
摯
に
取
り
組
む

・
そ
の
上
で
、
適
正
化
の
効
果
が
上
が
ら
な
い
場
合
に
は
、
国
（
政
府
・
与
党
）
と
地
方
は
必
要
な
改
革
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

し
、
実
施
す
る

〈
施
設
費
〉

・
建
設
国
債
対
象
経
費
で
あ
る
施
設
費
に
つ
い
て
は
、
地
方
案
に
も
配
慮
し
、
以
下
の
国
庫
補
助
負
担
金
（
※
）
を
税
源
移
譲
の

対
象
と
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
廃
止
・
減
額
分
の
五
割
の
割
合
で
税
源
移
譲
を
行
う
も
の
と
す
る

（
※
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
な
ど
十
一
項
目
、
六
九
二
億
円
が
対
象
）

・
ま
た
、
上
記
の
施
設
費
に
つ
い
て
廃
止
・
減
額
し
、
税
源
移
譲
を
行
う
場
合
に
は
、
関
連
す
る
運
営
費
等
の
経
常
的
経
費
に
つ

い
て
も
併
せ
て
見
直
し
を
行
う
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二
．
税
源
移
譲
に
つ
い
て

・
税
源
移
譲
は
、
上
記
一
．
及
び
こ
れ
ま
で
の
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
三
兆
円
規
模
と
す
る

①
こ
れ
ま
で
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
を
踏
ま
え
、
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
行
う

②
上
記
一
．
の
税
源
移
譲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

今
回
決
定
分

六
、
一
○
○
億
円
程
度

（
厚
生
労
働
省
五
、
○
二
○
億
円
程
度
、
文
部
科
学
省
九
○
億
円
程
度
、
農
林
水
産
省
三
○
億
円
程
度
、
経
済
産
業
省
五
○
億

円
程
度
、
国
土
交
通
省
六
一
○
億
円
程
度
、
環
境
省
三
○
億
円
程
度
、
総
務
省
五
億
円
程
度
）

既
決
定
分

二
兆
三
、
九
九
○
億
円
程
度

税
源
移
譲
額

合
計

三
兆
○
、
○
九
○
億
円
程
度

（
注
）
既
決
定
分
は
、
昨
年
の
政
府
・
与
党
合
意
で
決
定
済
み
の
も
の
（
暫
定
措
置
と
さ
れ
た
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
分
八
、

五
○
○
億
円
程
度
を
含
む
）
及
び
平
成
十
六
年
度
分
の
合
計
額

③
平
成
十
八
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
上
記
二
．
の
税
源
移
譲
額
の
全
額
を
所
得
譲
与
税
に
よ
っ
て
措
置
す
る

・
こ
の
税
源
移
譲
は
、
平
成
十
八
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
恒
久
措
置
と
し
て
行
う
。
平
成
十
八

年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
税
源
移
譲
額
の
全
額
（
三
兆
九
四
億
円
）
を
所
得
譲
与
税
に
よ
っ
て
措
置
す
る

三

地
方
六
団
体
の
声
明
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こ
の
決
着
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
は
十
二
月
一
日

「

三
位
一
体
の
改
革
』
に
関
す
る
政
府
・
与
党
合
意
に
対
す
る
声
明
」
を

、
『

公
表
し
た
。

声
明
で
は

「
三
兆
円
と
い
う
大
規
模
な
税
源
移
譲
を
基
幹
税
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的

、

な
改
革
で
あ
り
、
今
後
の
地
方
分
権
を
進
め
る
う
え
に
お
い
て
大
き
な
前
進
で
あ
る

「
生
活
保
護
費
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ

」
、

と
、
税
源
移
譲
率
に
は
課
題
が
あ
る
が
施
設
整
備
費
を
対
象
に
採
り
入
れ
た
こ
と
は
地
方
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る

「
一
方
、
児
童
扶
養
手
当
や
児
童
手
当
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率
の
引
き
下
げ
な
ど
我
々
地
方
が
主
張
し
て
き
た

」
、

真
の
地
方
分
権
改
革
の
理
念
に
沿
わ
な
い
内
容
や
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
の
評
価
を
述
べ
て
い
る

（
地
方
の
改
革
案
に
対
す
る

。

状
況
は
表
一
、
補
助
金
改
革
と
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
図
一
参
照

）
。

一
方

「
今
回
の
内
容
は
、
地
方
分
権
の
今
後
の
展
望
を
拓
く
た
め
の
第
一
段
階
と
受
け
と
め
て
お
り
、
引
き
続
き
平
成
十
九
年
度

、

以
降
も
更
な
る
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る

「

十
八
年
度
の
）
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一
月
二
十
六
日
の
政
府
・
与

」
（

党
合
意
及
び
『
基
本
方
針
二
○
○
五
』
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
方
団
体
の
安
定
的
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交
付
税
総
額
を
確
保
す
べ

き
で
あ
る
」
と
、
あ
ら
た
め
て
主
張
し
た
。

最
後
に

「
我
々
地
方
六
団
体
は
、
真
の
地
方
分
権
改
革
を
着
実
に
実
現
す
る
た
め
一
致
結
束
し
、
改
革
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も

、

『
国
と
地
方
の
協
議
の
場
』
の
制
度
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
改
革
が
国
民
各
位
の
幅
広
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
一
層
努

力
し
て
い
く
」
と
結
ん
だ
。
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表
一

国
庫
補
助
負
担
金
改
革
に
関
す
る
地
方
の
改
革
案
に
対
す
る
状
況

（
平
十
八
・
四
・
二
十
六

地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
小
委
員
会
資
料
）



534

図
１

税
源
移
譲
に
結
び
つ
く
補
助
金
改
革
の
イ
メ
ー
ジ
（
概
数
）

（
平
十
八
・
四
・
二
十
六

地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
小
委
員
会
資
料
）



協議資料１

１　税源移譲

　◆３兆円という大幅な税源移譲を実現

　◆所得税から個人住民税（10％比例税率化）へ税源移譲

　　　＜政府・与党合意＞（抜粋）
　　　・この税源移譲は、平成１８年度税制改正において、所得税から
　　　　個人住民税への恒久措置として行う
　　　・平成１８年度予算においては、税源移譲額の全額を所得譲与税
　　　　によって措置する

     　＜与党税制改正大綱＞（要旨）
　　　・個人住民税所得割の税率を一律10％とする
　　　　（道府県民税4％、市町村民税6％）

        【参考】
              　 (補助金改革影響額)   (税源移譲額)     (差 引)
       〔都道府県〕 2兆2,800億円    2兆1,800億円   △1,000億円
       〔市 町 村〕     7,300億円        8,300億円   ＋1,000億円

　　　・平成１８年度は、３兆９４億円を所得譲与税で譲与

２　国庫補助負担金改革

　◆改革の状況は別紙のとおり

　◆トータルで４兆円を上回る国庫補助負担金改革

　◆国庫負担率の引下げなど、地方の自由度・裁量性が高まら
　　ない地方への負担のつけ替えが含まれる

　◆個別の国庫補助負担金について

　 (１)社会保障分野

　　①国民健康保険（昨年の改革分）
　　・地方の改革案から除外していた国民健康保険について、
　　　新たな都道府県負担（都道府県調整交付金）を導入

「三位一体の改革」の状況

 平成１７年１２月１９日の全国知事会議に
 「三位一体の改革」の総括として配布した協議資料
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　　②生活保護費負担金
　　・厚生労働省は、地方の改革案から除外していた生活保護費
　　　負担金の負担率の引き下げ等の削減の方向で最後まで主張
      →結果として負担率の引き下げ等の削減は行われなかった
　　・生活保護の「適正化」に取り組むことが盛り込まれる

　　　＜政府・与党合意＞（抜粋）
　　　・生活保護の適正化について、国は、関係者協議会において地方
        から提案があり、両者が一致した適正化方策について速やかに
        実施するとともに、地方は生活保護の適正化について真摯に取り
        組む
　　　・その上で、適正化の効果が上がらない場合には、国(政府・与党)
        と地方は必要な改革について早急に検討し、実施する

　　③児童扶養手当、児童手当
　　・地方の改革案から除外していた負担金を対象
　　　　児童扶養手当の国庫負担率引下げ(3/4→1/3)
　　　　児童手当の国庫負担率引下げ(2/3→1/3)

     　　　*児童手当の拡充
     　　　・対象年齢の引上げ（小学校3年生→6年生）
　　 　　　・所得制限の緩和（780万→860万円）
　　　　　　 →たばこ税の引上げ及び地方特例交付金により措置

　 (２)文教分野

　　①義務教育費国庫負担金の取扱い
　　・義務教育費国庫負担金(8,500億円）の削減について、暫定
　　　措置が今回本格実施となった
　　・一方で地方六団体は中学校分の一般財源化を求めたが、結
　　　果は、小中学校を通じた国庫負担率引下げ(1/2→1/3)

　　　＜政府・与党合意＞（抜粋）
　　　・義務教育制度については、その根幹を維持し、義務教育費国庫
        負担制度を堅持する
　　　・その方針の下、費用負担について、小中学校を通じて国庫負担
        の割合は三分の一とし、8,500億円程度の減額及び税源移譲を
        確実に実施する
　　　・また、今後、与党において、義務教育や高等学校教育等の在り
        方、国、都道府県、市町村の役割について引き続き検討する

 　(３)施設整備費

　　①建設国債対象の施設費が税源移譲対象に
　　　（地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金など11項目、692億円）

　  ②税源移譲割合は５割
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３　地方交付税

　◆地方交付税（臨時財政対策債含む）は、16年度から18年度の
　　３ヶ年で23.9兆円から18.8兆円へと５．１兆円の減額
　　　　（地方一般歳出は、大幅な定員削減など４．１兆円の減額）
　
　◆一般財源ベースでは、17年度、18年度と５５．６兆円を確保

　　　＜16.11.26政府・与党合意、骨太の方針2005＞（要旨）
　　　・平成17、18年度においては、地域において必要な行政課題に対し
　　　　ては適切に財源措置を行い、地方団体の安定的な財政運営に必要
　　　　な地方交付税、地方税などの一般財源の総額を確保

４　地方分権改革の継続

　◆政府・与党は、地方分権に向けた改革継続を表明

　　　＜政府・与党合意＞（抜粋）
 　　　 ・地方分権に向けた改革に終わりはない
　　　　・政府・与党としては、18年度までの改革の成果を踏まえつつ、
　　　　　国と地方の行財政改革を進める観点から、今後とも、真に地方
　　　　　の自立と責任を確立するための取組を行っていく

    　＜安倍官房長官の発言（17.12.1国と地方の協議の場）要旨＞
     　 ・今後とも真に地方の自立と責任を確立するために改革を行って
　　　　　いく
     　 ・改革を行っていくに際しまして、こうした場（国と地方の協議
          の場）が資するのであれば、我々もしっかりとこの場を、これ
          からも続けていきたい

- 3 -
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第
八
節

平
成
十
八
年
度
地
方
財
政
対
策

十
二
月
十
八
日

「
平
成
十
八
年
度
地
方
財
政
対
策
」
が
決
定
さ
れ
た
。

、

「
地
方
財
政
計
画
」
の
規
模
は
五
年
連
続
の
減
少
で
八
三
・
二
兆
円
程
度
、
こ
の
う
ち
十
八
年
度
の
地
方
交
付
税
は
十
五
・
九
兆
円

程
度
で
、
前
年
度
比
九
、
九
○
○
億
円
（
△
五
・
九
％
）
の
減
額
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
三
カ
年
の
地
方
交
付

税
の
見
直
し
額
は
、
五
・
一
兆
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
地
方
税
と
地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
た
地
方
一
般
財
源
総
額
で
は
五
五
・
六
兆
円
、
前
年
度
比
で
二
○
四
億
円
（±

○
％
）

の
増
額
を
確
保
し
た

こ
れ
は

前
年
十
一
月
二
十
六
日
の
政
府
・
与
党
合
意
及
び

基
本
方
針
二
○
○
五

を
踏
ま
え
た
対
応
と
な
っ

。

、

「

」

て
い
る
。

ま
た

「
地
方
財
政
計
画
」
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
の
政
策
転
換
を
進
め
る
地
方
の
実
情
に
応
じ
、
計
画
と
決
算
の

、

一
体
的
な
乖
離
是
正
が
行
わ
れ
た
。
地
方
財
政
計
画
歳
出
の
投
資
的
経
費
（
単
独
）
を
二
兆
円
減
額
す
る
一
方
で
、
経
常
的
経
費
（
単

独
）
を
一
兆
円
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
兆
円
の
是
正
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
財
政
力
格
差
拡
大
へ
の
対
応
と
し
て
、
税
源
移
譲

分
を
基
準
財
政
収
入
額
に
百
％
算
入
す
る
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
た
。

税
源
移
譲
は
、
平
成
十
八
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
（
個
人
住
民
税
所
得
割
を
一
律
十
％
（
都
道
府
県
四

％
、
市
区
町
村
六
％

）
へ
移
譲
す
る
こ
と
で
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
基
幹
税
に
よ
る
本
格
的
な
税
源
移
譲
は
、
平

）

成
十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
平
成
十
八
年
度
は
、
所
得
譲
与
税
で
三
兆
九
十
四
億
円
が
措
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
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こ
れ
を
受
け
て
地
方
六
団
体
は
、
同
日

『
平
成
十
八
年
度
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
』
を
発
表
し
、
地
方
交
付
税
な

、

ど
一
般
財
源
総
額
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
及
び
「
地
方
財
政
計
画
」
と
決
算
と
の
乖
離
の
是
正
が
同
時
一
体
的
に
規
模
是
正
が
図
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
評
価
す
る
一
方
、
遅
れ
て
い
る
国
の
行
革
の
推
進
と
、
平
成
十
九
年
度
以
降
も
地
方
交
付
税
総
額
の
確
実
な
確
保
と
、

地
方
交
付
税
・

地
方
財
政
計
画
」
の
透
明
化
、
中
期
地
方
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ
の
地
方
の
参
画
の
実
現
、
市
町
村
合
併
等
に
必
要

「

な
財
政
措
置
の
充
実
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

第
九
節

個
別
課
題
の
決
着

（
生
活
保
護
費
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
）

十
八
年
度
予
算
で
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
、
生
活
保
護
費
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
決
着
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
の
記
述
や

上
記
「
政
府
・
与
党
合
意
」
の
説
明
と
若
干
重
複
す
る
が
、
そ
の
経
過
を
次
に
ま
と
め
る
。

一

生
活
保
護
費
負
担
金
の
決
着
ま
で
の
経
過

生
活
保
護
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
九
日
、
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
政
府
・
与
党
協
議
会
に
お
い
て

「
生
活

、

、

、

、

、

保
護
費
負
担
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

自
治
体
の
自
主
性

独
自
性
を
生
か
し

民
間
の
力
も
活
用
し
た
自
立
・
就
労
支
援
の
推
進

事
務
執
行
体
制
の
整
備
、
給
付
の
あ
り
方
、
国
と
地
方
の
役
割
・
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
、
地
方
団
体
関
係
者
等
と
協
議
し
つ
つ
、
検
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討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
平
成
十
七
年
度
に
実
施
す
る

」
と
さ
れ
た
こ
と
に
遡
る
。

。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
十
六
年
八
月
五
日
に
は
「
生
活
保
護
費
負
担
金
の
見
直
し
等
に
関
す
る
関
係
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
浅
野
史

郎
宮
城
県
知
事
（
全
国
知
事
会
社
会
文
教
調
査
委
員
会
委
員
長
・
当
時
）
及
び
堀
江
侃
伊
勢
原
市
長
（
全
国
市
長
会
財
政
委
員
会
委
員

長
・
当
時
）
が
出
席
し
た
が
、
三
位
一
体
の
改
革
と
し
て
生
活
保
護
費
負
担
金
を
議
論
す
る
か
と
い
う
入
り
口
論
で
、
地
方
側
と
厚
生

労
働
省
・
財
務
省
と
は
真
っ
向
か
ら
議
論
が
対
立
し
、
初
回
で
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
の
政
府
・
与
党
合
意
に
お
い
て
は

「
生
活
保
護
費
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
補
助
率
の
見
直
し
に
つ

、

い
て
は
、
地
方
団
体
関
係
者
が
参
加
す
る
協
議
機
関
を
設
置
し
て
検
討
を
行
い
、
平
成
十
七
年
秋
ま
で
に
結
論
を
得
て
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
実
施
す
る

」
と
さ
れ
た
。

。

地
方
団
体
側
は
、
地
方
の
自
主
性
・
自
律
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
三
位
一
体
の
改
革
に
、
生
活
保
護
費
負
担
金
等
は
そ
も

そ
も
な
じ
ま
な
い
と
し
て
い
た
が
、
平
成
十
七
年
四
月
五
日
、
尾
辻
秀
久
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
「
国
庫
負
担
率
の
引
下
げ
を
前
提
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
生
活
保
護
制
度
や
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
を
行
う
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

」
。

と
の
文
書
を
得
て
、
地
方
六
団
体
と
し
て
、
協
議
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
「
生
活
保
護
費
及
び

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
関
係
者
協
議
会
」
で
あ
る
。

協
議
会
に
は
、
地
方
側
か
ら
は
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
、
岡
﨑
誠
也
高
知
市
長
、
木
村
陽
子
地
方
財
政
審
議
会
委
員
の
三
名
が
参
加

、

、

、

、

し

国
側
か
ら
は
厚
生
労
働

総
務

財
務
の
三
大
臣
及
び
京
極
高
宣
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
所
長
が
参
加
す
る
と
い
う

学
識
経
験
者
を
交
え
て
の
協
議
の
場
と
な
っ
た
。

協
議
会
は
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
日
か
ら
九
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
、
地
方
側
の
「
保
護
率
の
上
昇
の
要
因
等

を
科
学
的
に
分
析
し
、
議
論
を
進
め
る
べ
き
」
と
の
意
見
を
受
け
、
学
識
経
験
者
及
び
各
省
・
地
方
公
共
団
体
実
務
者
ク
ラ
ス
の
共
同
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作
業
に
よ
る
デ
ー
タ
分
析
が
、
準
備
会
合
を
含
め
て
五
回
行
わ
れ
た
。
そ
も
そ
も
厚
生
労
働
省
は
、
保
護
率
等
の
地
域
差
に
着
目
し
、

実
施
機
関
ご
と
の
取
組
み
の
地
域
差
が
保
護
率
格
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
を
展
開
し
て
い
た
が
、
こ
の
共
同

作
業
の
結
果

「
保
護
率
と
、
失
業
率
や
高
齢
化
、
離
婚
率
等
と
の
相
関
は
高
く
、
経
済
・
雇
用
情
勢
や
社
会
的
要
因
は
保
護
率
・
保

、

護
費
の
上
昇
や
保
護
率
の
地
域
間
較
差
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
の
共
通
認
識
を

国
と
地
方
と
が
持
つ
に
至
っ

。
」

、

た
。十

一
月
四
日
の
第
六
回
協
議
会
で
は
、
全
国
知
事
会
・
全
国
市
長
会
連
名
で
『
生
活
保
護
制
度
等
の
基
本
と
検
討
す
べ
き
課
題
～
給

付
の
適
正
化
の
た
め
の
方
策
（
提
言

』
を
提
出
し
、
地
方
側
か
ら
九
項
目
（
生
活
保
護
関
係
八
項
目
）
の
具
体
的
提
案
を
行
っ
た
。

）

し
か
し
、
同
日
、
厚
生
労
働
省
は
こ
れ
ま
で
の
共
同
作
業
の
結
果
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
に

『
生
活
保
護
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
見

、

直
し
案
』
と
し
て
、
生
活
扶
助
等
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
国
庫
補
助
率
引
き
下
げ
、
住
宅
扶
助
等
の
一
般
財
源
化
を
提
案
し
た
。
地
方

六
団
体
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
旨
の
声
明
を
直
ち
に
発
表
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
全
国
知
事
会
議
等
に
お
い
て
も
、
生
活

保
護
費
負
担
金
は
三
位
一
体
の
改
革
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
点
を
、
四
十
七
都
道
府
県
の
総
意
と
し
て
度
々
確
認
し
た
。

こ
う
し
た
地
方
側
の
真
摯
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
の
第
九
回
協
議
会
に
お
い
て
、
川
崎
二
郎
厚

、

『

』

、

。

生
労
働
大
臣
は

先
に
提
出
し
た
厚
生
労
働
省
の

見
直
し
案

を
一
部
修
正
し
た
上
で

協
議
の
打
ち
切
り
を
一
方
的
に
宣
言
し
た

こ
の
後
、
麻
生
全
国
知
事
会
会
長
が
、
福
祉
行
政
報
告
例
（
生
活
保
護
統
計
月
報
）
の
国
へ
の
報
告
を
四
十
七
都
道
府
県
が
一
致
し

て
停
止
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
国
と
地
方
と
の
対
立
状
況
が
先
鋭
化
す
る
様
相
を
呈
し
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
の
政
府
・
与
党
合
意
に
お
い
て
は

生
活
保
護
費
は

結
果
と
し
て
税
源
移
譲
の
対
象
と
さ
れ
ず

生

、

、

、「

活
保
護
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
国
は
、
関
係
者
協
議
会
に
お
い
て
地
方
か
ら
提
案
が
あ
り
、
両
者
が
一
致
し
た
適
正
化
方
策
に
つ
い
て

速
や
か
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
方
は
生
活
保
護
の
適
正
化
に
つ
い
て
真
摯
に
取
り
組
む
。
そ
の
上
で
、
適
正
化
の
効
果
が
上
が
ら
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な
い
場
合
に
は
、
国
（
政
府
・
与
党
）
と
地
方
は
必
要
な
改
革
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
、
実
施
す
る
」
と
の
文
言
が
付
記
さ
れ
た
。

こ
の
政
府
・
与
党
合
意
に
よ
る
厚
生
労
働
省
分
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
は
、
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
負
担
金
及
び
児
童
手
当
国
庫
負

担
金
の
補
助
率
引
下
げ
（
三
分
の
二
→
三
分
の
一
）
を
含
む
五
、
二
九
○
億
円
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
。

な
お
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
に
は
、
こ
の
政
府
・
与
党
合
意
の
生
活
保
護
に
関
す
る
当
該
文
言
に
つ
い
て
、
安
倍
晋
三
内
閣
官

房
長
官
、
川
崎
二
郎
厚
生
労
働
大
臣
、
麻
生
渡
全
国
知
事
会
会
長
及
び
山
出
保
全
国
市
長
会
会
長
が

「
確
認
書
」
の
形
で
合
意
し
て

、

い
る
。

二

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
決
着
ま
で
の
経
過

平
成
十
七
年
の
政
府
・
与
党
合
意
か
ら
遡
る
こ
と
一
年
、
平
成
十
六
年
十
一
月
の
政
府
・
与
党
合
意
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

に
関
し
て

「
①
義
務
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
幹
を
維
持
し
、
国
の
責
任
を
引
き
続
き
堅
持
す
る
。
そ
の
方
針
の
下
、
費
用

、

負
担
に
つ
い
て
の
地
方
案
を
活
か
す
方
策
を
検
討
し
、
ま
た
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
含
む
義
務
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
検

討
す
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
秋
ま
で
に
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
結
論
を
得
る
。
②
中
央
教
育
審
議
会
の

結
論
が
出
る
ま
で
の
平
成
十
七
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
暫
定
措
置
を
講
ず
る
」
と
明
記
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
十
七
年
二
月
十
五
日
、
中
央
教
育
審
議
会
の
中
に
義
務
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
専
門
的
な
調
査
審
議
を
行
う

た
め
の
義
務
教
育
特
別
部
会
を
設
置
し
、
二
月
二
十
八
日
に
は
第
一
回
義
務
教
育
特
別
部
会
を
開
催
し
審
議
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
地
方
六
団
体
の
委
員
の
取
扱
い
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
と
地
方
六
団
体
の
調
整
が
つ
い
て
い
な
い
地
方
六
団
体
代
表
不
在
の
開
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始
で
あ
っ
た
。

地
方
六
団
体
は
、
た
と
え
四
面
楚
歌
の
状
態
に
お
か
れ
て
も
、
審
議
に
参
加
し
地
方
六
団
体
の
考
え
方
を
堂
々
と
主
張
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
判
断
の
下
、
義
務
教
育
特
別
部
会
の
委
員
に
、
石
井
岡
山
県
知
事
、
増
田
昌
三
高
松
市
長
及
び
山
本
文
男
添
田
町
長

の
三
人
を
推
薦
、
三
月
十
六
日
の
第
二
回
義
務
教
育
特
別
部
会
か
ら
地
方
六
団
体
代
表
委
員
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
後
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
関
わ
る
審
議
に
つ
い
て
、
義
務
教
育
特
別
部
会
は
平
成
十
七
年
十
月
十
八
日
ま
で
四
十
一
回
に

渡
り
、
中
央
教
育
審
議
会
総
会
は
三
回
（
平
成
十
七
年
五
月
二
十
三
日
、
七
月
十
九
日
、
十
月
二
十
六
日
）
の
審
議
が
重
ね
ら
れ
た
。

こ
の
間
、
地
方
六
団
体
代
表
委
員
は
、
地
方
分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
め
ざ
し
、
他
の
委
員
に
お
け
る
地
方
の
改
革
案
へ

の
理
解
を
得
る
た
め
、
繰
り
返
し
資
料
を
提
出
し
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
制
度
設
計
官
庁
で
あ
る
総
務
省
及
び
財
務
省
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
有
識
者
（
神
野
直
彦
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
求
め
る
な
ど
、
実
り
あ
る
審
議
を
求
め
る
努
力
を
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
六
団
体
代
表
委
員
以
外
の
委
員
に
お
い
て
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
べ
き
と
す
る
考
え
は
非
常

に
強
く
、
そ
れ
に
基
づ
く
資
料
や
意
見
が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
事
務
局
で
あ
る
文
部
科
学
省
か
ら
も
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
支
え
る
資
料
が
多
く
出
さ
れ
た
。
関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
多
く
の
教
育
関
係
団
体
か
ら
の
同
様
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
及
び
義
務
特
別
部
会
の
審
議
の
進
行
に
合
わ
せ
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
、
日
本
教
職
員
組
合
な
ど
教

育
関
係
団
体
に
よ
る
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
守
る
全
国
集
会
」
の
開
催
、
保
護
者
に
対
す
る
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
と
少
人
数
教
育
の
推
進
を
求
め
る
」
署
名
活
動
な
ど
、
政
治
的
色
彩
を
持
っ
た
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
中
央
教
育
審
議
会
は
答
申
の
取
り
ま
と
め
段
階
に
入
っ
た
。
答
申
素
案
及
び
答
申
（
案
）
に
つ
い
て
地
方
六
団
体

代
表
委
員
が
多
岐
に
わ
た
る
修
正
意
見
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
地
方
六
団
体
会
長
に
よ
る
緊
急
声
明
を
発
表
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
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を
行
っ
た
が
、
地
方
六
団
体
が
重
要
と
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
採
用
さ
れ
ず
、
十
月
二
十
六
日
、
中
央
教
育
審
議
会
と
し
て
は
異
例
と

も
言
え
る
採
決
に
よ
り
「
新
し
い
時
代
の
義
務
教
育
を
創
造
す
る
」
と
題
す
る
答
申
を
多
数
決
で
決
定
し
、
同
日
、
直
ち
に
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
し
た
。

答
申
の
内
容
は

「
国
と
地
方
の
負
担
に
よ
り
義
務
教
育
の
教
職
員
給
与
費
の
全
額
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
現
行
の
負
担

、

率
二
分
の
一
の
国
庫
負
担
制
度
は
優
れ
た
保
障
方
法
で
あ
り
、
今
後
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
一
期
分
の
改
革
と

、

「

、

」

。

し
て
一
期
分
の
改
革
と
し
て

中
学
校
分
を
削
減
す
る
と
い
う
地
方
案
に
つ
い
て
は

合
理
性
が
な
く

適
当
で
は
な
い

と
退
け
た

、

、

、

、

こ
の
中
央
教
育
審
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

地
方
六
団
体
会
長
は

直
ち
に
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に

政
府
に
対
し
て

地
方
の
意
見
を
尊
重
し
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
一
般
財
源
化
等
の
決
定
を
求
め
た
。

地
方
の
改
革
案
及
び
中
央
教
育
審
議
会
答
申
を
受
け
、
政
府
・
与
党
は
合
意
に
向
け
て
、
鋭
意
調
整
を
進
め
た
。
そ
の
過
程
の
中
で

は
、
様
々
な
案
が
新
聞
報
道
さ
れ
、
ま
た
自
由
民
主
党
文
教
制
度
調
査
会
・
文
部
科
学
部
会
が
地
方
交
付
税
の
う
ち
高
等
教
育
分
相
当

の
税
源
移
譲
の
提
案
を
す
る
な
ど
、
議
論
伯
仲
の
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
政
府
・
与
党
内
の
議
論
の
結
果
、
十
一
月
三
十
日
の
政
府
・
与
党
合
意
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
関
し
て

「
義
務
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
幹
を
維
持
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す

、

る
。
そ
の
方
針
の
下
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
を
通
じ
て
国
庫
負
担
の
割
合
は
三
分
の
一
と
し
、
八
、
五
○
○
億
円
程
度
の

減
額
及
び
税
源
移
譲
を
確
実
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
今
後
、
与
党
に
お
い
て
、
義
務
教
育
や
高
等
学
校
教
育
等
の
在
り
方
、
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る

」
と
決
定
さ
れ
た
。

。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
地
方
六
団
体
会
長
に
よ
る
「

三
位
一
体
の
改
革
』
に
関
す
る
政
府
・
与
党
合
意
に
対
す
る
声
明
」
の
中
で
、

『

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率
の
引
き
下
げ
な
ど
我
々
地
方
が
主
張
し
て
き
た
真
の
地
方
分
権
改
革
の
理
念
に
沿
わ
な
い
内
容
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や
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
内
容
は
、
地
方
分
権
の
今
後
の
展
望
を
拓
く
た
め
の
第
一
段
階
と
受
け
と
め
て
お
り
、
引
き
続
き

平
成
十
九
年
度
以
降
も
更
な
る
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
表
明
し
、
今
回
の
決
定
に
つ
い
て
の
地
方
六
団
体
の
認
識
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
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第
六
章

第
二
期
分
権
改
革
に
向
け
て

（
平
成
十
八
年
）

第
一
節

更
な
る
分
権
改
革
に
向
け
た
構
想
の
検
討

（
地
方
分
権
に
向
け
た
改
革
に
終
わ
り
は
な
い
）

一

新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
の
発
足

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
の
政
府
・
与
党
合
意
及
び
翌
十
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
四
回
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お

い
て

政
府
か
ら
改
革
継
続
に
前
向
き
な
態
度
が
示
さ
れ

平
成
十
九
年
度
に
続
く
第
二
期
改
革
へ
の
道
筋
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

、

、

た
。し

か
し
、
霞
ヶ
関
の
官
僚
の
間
に
は

「
三
位
一
体
改
革
疲
れ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
「
厭
戦
気
分
」
が
拡
が
っ

、

て
お
り
、
ま
た
、
地
方
の
側
に
も

「
そ
も
そ
も
国
と
地
方
で
改
革
の
原
理
原
則
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い

「
同
床
異
夢
」
と
言
わ
れ

、

」
、

た
よ
う
に
、
あ
れ
だ
け
真
摯
に
対
応
し
な
が
ら
改
革
が
骨
抜
き
に
さ
れ
た
と
い
う
徒
労
感
と
改
革
へ
の
幻
滅
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
っ
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
も
地
方
も
こ
れ
ま
で
の
改
革
を
踏
ま
え
、
更
な
る
改
革
の
理
念
や
目
指
す
べ
き
姿
を
明
確
に
す
べ
く
、
新
た
な
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改
革
構
想
の
策
定
作
業
に
入
っ
た
。

地
方
六
団
体
は
、
平
成
十
八
年
一
月
十
三
日
、
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
に
以
下
の
十
六
人
の
委
員
か
ら
な
る
「
新
地
方
分
権
構

想
検
討
委
員
会

（
委
員
長
：
神
野
直
彦
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）
を
設
置
し
た
。

」

青

山

彰

久

読
売
新
聞
東
京
本
社
解
説
部
次
長

赤

崎

義

則

鹿
児
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長(

前
鹿
児
島
市
長)

池

田

佳

隆

(
社)
日
本
青
年
会
議
所
会
頭

井

上

義

國

関
西
分
権
改
革
推
進
協
議
会

広
域
連
合
検
討
委
員
会
座
長

(

社)

関
西
経
済
連
合
会
常
任
理
事

大

森

彌

東
京
大
学
名
誉
教
授

小

幡

純

子

上
智
大
学
教
授

北

川

正

恭

早
稲
田
大
学
大
学
院
公
共
経
営
研
究
科
教
授

木

村

陽

子

地
方
財
政
審
議
会
委
員

工

藤

泰

志

特
定
非
営
利
活
動
法
人

言
論N

P
O

代
表

小
西
砂
千
夫

関
西
学
院
大
学
教
授

堺

屋

太

一

作
家
・
元
経
済
企
画
庁
長
官

榊

原

英

資

早
稲
田
大
学
教
授

神

野

直

彦

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授

坪
井
ゆ
づ
る

朝
日
新
聞
社
論
説
委
員
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宮

脇

淳

北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
院
長

山

下

茂

明
治
大
学
大
学
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
教
授

委
員
会
の
設
置
目
的
は

「
平
成
十
九
年
度
以
降
に
お
け
る
分
権
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
自
主
・
自
立

、

の
分
権
型
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
国
に
お
け
る
地
方
分
権
改
革
推
進
論
議
を
一
層
、
強
力
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
幅
広

い
理
解
を
得
る
」
こ
と
と
さ
れ
、
設
置
期
間
は
一
年
間
と
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
政
府
が
「
骨
太
の
方
針
」
を
策
定
す
る
平
成
十
八
年
六
月
ま
で
に
、
税
源
移
譲
を
含
む
真
の
地
方
分
権
の
推
進
に
つ
な

が
る
分
権
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
方
か
ら
提
言
す
る
た
め
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
行
う
た
め
、
設
置
と
同
時
に
審
議
を
開
始
し
た
。

二

地
方
分
権
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会

一
方
、
竹
中
総
務
大
臣
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
九
日
、
私
的
懇
談
会
と
し
て
「
地
方
分
権
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会

（
座

」

長
：
大
田
弘
子
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
を
設
置
し
た
。

懇
談
会
は
、
三
位
一
体
の
改
革
後
の
将
来
の
地
方
分
権
の
具
体
的
な
姿
を
ビ
ッ
グ
ピ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
抜

本
的
な
改
革
案
を
議
論
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
、
地
方
の
自
由
度
の
拡
大
の
た
め
の
改
革
（
道
州
制
を
視
野
に
入
れ
た
国
と
地
方
の

役
割
分
担
の
見
直
し
等

、
地
方
の
責
任
の
明
確
化
の
た
め
の
改
革
（
破
た
ん
・
再
建
法
制
の
検
討
等
）
な
ど
、
現
行
の
財
政
再
建
団

）

「

」

。

体
制
度
と
は
別
の

自
治
体
破
た
ん
・
再
建
法
制

の
導
入
と
地
方
交
付
税
改
革
の
検
討
が
中
心
に
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
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第
二
節

歳
出
・
歳
入
一
体
の
改
革

一

改
革
の
始
ま
り

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
、
政
府
・
与
党
合
意
が
さ
れ
て
間
も
な
い
十
二
月
六
日
、
与
謝
野
経
済
財
政
担
当
大
臣
は
平
成
十
七
年

第
二
十
八
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て

「
基
本
方
針
二
○
○
五
」
に
掲
げ
た
二
○
一
○
年
代
初
頭
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ

、

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
黒
字
化
の
目
標
を
更
に
一
歩
進
め
、
公
債
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
行
う
と
い
う
、

大
臣
自
ら
の
書
き
下
ろ
し
『
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
の
本
格
的
議
論
開
始
に
当
た
っ
て
』
を
提
出
し

「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
の

、

検
討
開
始
を
宣
言
し
た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

一

「
歳
出･

歳
入
一
体
改
革
」
が
来
年
前
半
の
諮
問
会
議
に
お
け
る
最
優
先
か
つ
最
重
要
審
議
事
項
で
あ
る
と
の
認
識
で
取
り
組

．む
。

二
．
来
年
六
月
に
可
能
な
限
り
精
緻
な
複
数
の
選
択
肢
及
び
工
程
表
を
提
示
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

三
．
将
来
世
代
に
対
す
る
責
任
を
貫
徹
す
る
と
の
観
点
か
ら
長
期
的
な
時
間
軸
を
見
据
え
た
「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
を
検
討
す

る
。
数
年
先
の
途
中
目
標
到
達
の
議
論
だ
け
に
終
始
し
な
い
。

四
．
各
省
の
関
係
審
議
会
・
調
査
会
な
ど
で
の
検
討
状
況
は
踏
ま
え
つ
つ
も
、
諮
問
会
議
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
自
由
な
議
論
を
行
い
、
真
に
政
府
横
断
的
な
視
点
か
ら
の
「
歳
出･

歳
入
一
体
改
革
」
の
審
議
を
行
う
。

五

「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
の
来
年
六
月
の
最
終
取
り
ま
と
め
だ
け
で
な
く
、
論
点
整
理
、
中
間
と
り
ま
と
め
な
ど
の
形
で
、

．
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議
論
の
途
中
結
果
を
複
数
回
に
わ
た
り
国
民
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
。
こ
れ
に
よ
り

「
将
来
世
代
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
た

、

め
に
ど
の
よ
う
な
国
の
か
た
ち
を
め
ざ
す
の
か
」
と
い
う
議
論
が
幅
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

六
．
諮
問
会
議
民
間
議
員
の
中
立
的
知
見
を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら
「
歳
出･

歳
入
一
体
改
革
」
の
議
論
を
進
め
て
い
く
た
め
、
所

要
の
体
制
（
有
識
者
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
）
を
早
急
に
整
備
し
、
幅
広
い
意
見
を
反
映
し
た
議
論
の
叩
き
台
を
随

時
提
示
し
て
い
く
。

二

鰻
重
、
麦
飯

「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
の
議
論
が
進
む
に
つ
れ
て
、
財
務
省
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
家
財
政
の
破
綻
を
地
方
財
政
に
つ

け
替
え
る
議
論
を
活
発
化
さ
せ
、
地
方
の
実
態
を
無
視
し
た
地
方
歳
出
の
一
層
の
削
減
、
特
に
地
方
交
付
税
の
削
減
を
狙
っ
た
動
き
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

、

「

」（

）

、

、

ま
ず

財
務
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る

財
政
制
度
等
審
議
会

会
長
：
西
室
泰
三
・
東
京
証
券
取
引
所
会
長

は

三
月
六
日

平
成
十
八
年
六
月
初
め
に
ま
と
め
る
予
算
建
議
に
「
国
と
地
方
が
協
力
し
て
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
、
地
方
交
付
税
を
抑
制
す
る
必
要

性
」
を
盛
り
込
む
方
針
を
確
認
し
た
。

、

、

、

、

三
月
七
日

与
謝
野
経
済
財
政
担
当
大
臣
は

経
済
財
政
諮
問
会
議
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て

一
部
の
自
治
体
の
無
駄
や
非
効
率

人
件
費
の
高
さ
に
つ
い
て
「
仕
送
り
先
で
う
な
重
だ
、
と
言
う
方
も
い
る
」
と
、
地
方
財
政
の
現
状
を
批
判
し
た
。

こ
れ
に
対
し
麻
生
会
長
は
、
翌
八
日
に
福
岡
県
庁
で
記
者
会
見
を
開
き

「
こ
れ
は
ま
こ
と
に
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
。
今
は
地
方

、
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財
政
は
非
常
に
窮
乏
し
て
い
る
。
う
な
重
ど
こ
ろ
か
麦
飯
。
欠
食
児
童
に
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
国
の
方
が
分
厚
い
ビ
フ
テ
キ
を
毎
日

食
べ
て
い
る
」
と
反
論
し
た
。

さ
ら
に
麻
生
会
長
は
、
三
月
十
四
日
に
都
道
府
県
会
館
で
記
者
会
見
を
行
い
、
財
政
難
な
ど
で
給
与
を
削
減
し
て
い
る
全
国
の
知
事

の
報
酬
は
、
国
の
事
務
次
官
よ
り
十
五
％
も
少
な
い
な
ど
と
、
デ
ー
タ
を
挙
げ
て
反
論
し
た
。
同
時
に
、
与
謝
野
大
臣
に
つ
い
て
は
、

「
財
務
省
の
言
う
と
お
り
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
見
方
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
注
文
し
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
三
日
、
経
済
産
業
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
産
業
構
造
審
議
会
の
新
成
長
部
会
に
お
け
る
「
新
経
済
成
長
戦
略
中

間
と
り
ま
と
め
（
案

」
で
は
、
地
方
の
法
人
課
税
撤
廃
も
含
め
た
課
税
見
直
し
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
地
方
交
付
税
制
度

）

が
効
率
的
行
政
運
営
を
阻
害
し
て
お
り
、
そ
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
言
及
し
た
。

こ
れ
に
対
し
麻
生
会
長
は
、
同
日
「
企
業
は
地
域
社
会
の
一
員
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
緊
急
声
明
を
発
表
し
、
国
・
地
方
全
体
で

の
議
論
な
く
、
地
方
の
法
人
課
税
の
み
を
狙
い
撃
ち
し
た
法
人
課
税
の
撤
廃
と
い
う
議
論
は
無
責
任
で
承
服
し
が
た
い
こ
と
、
さ
ら
に

地
方
交
付
税
が
効
率
的
な
行
政
運
営
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
庫
補
助
負
担
金
制
度
が
問
題
で
あ
る
と
反
論
を
行
っ
た
。

三

経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
け
る
竹
中
総
務
大
臣
の
提
案

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
改
善
の
国
と
地
方
の
貢
献
度

（一）

様
々
な
論
争
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
三
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
八
年
第
五
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
竹
中
総
務

大
臣
は

「
歳
出
歳
入
一
体
改
革
と
地
方
財
政
」
と
い
う
資
料
を
提
出
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
回
復
に
向
け
た
考
え
方
を
示

、
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し
た
。

そ
の
内
容
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
議
論
を
す
る
場
合
、
地
方
交
付
税
は
中
間
的
歳
出
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を
考
慮
す

べ
き
で
、
本
質
的
に
重
要
な
の
は
歳
出
の
削
減
で
あ
り
、
交
付
税
の
削
減
は
そ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
二
○
○

二
年
か
ら
二
○
○
六
年
の
四
年
間
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
が
二
十
八
兆
円
か
ら
十
四
兆
円
に
半
減
、
国
・
地
方
を
通
じ

約
十
三
兆
円
改
善
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
訳
と
し
て
地
方
が
歳
出
削
減
五
兆
円
、
歳
入
増
二
兆
円
の
合
計
で
約
七
兆
円
改
善
に
貢
献
し

た
と
い
う
事
実
を
共
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
方
が
四
年
間
頑
張
っ
た
の
だ
か
ら
、
国
も
頑
張
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
歳
出
削
減
に
向
け
て
共
通
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
提
案
し
た
。

ま
た
、
竹
中
ビ
ジ
ョ
ン
懇
で
議
論
さ
れ
て
い
る
交
付
税
改
革
の
方
向
性
と
論
点
に
つ
い
て
説
明
し
、
地
方
の
自
由
度
の
拡
大
の
た

め
の
改
革
（
道
州
制
を
視
野
に
入
れ
た
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し

、
地
方
の
責
任
の
明
確
化
の
た
め
の
改
革
（
再
建
法
制

）

の
検
討

、
国
と
地
方
を
通
じ
た
財
政
健
全
化
の
た
め
の
改
革
（
中
期
地
方
財
政
ビ
ジ
ョ
ン

、
地
方
行
革
の
推
進
、
不
交
付
団
体

）

）

の
増
加
目
標
、
制
度
の
簡
素
化
・
透
明
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

地
方
交
付
税
削
減
可
能
額
の
試
算

（二）

三
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
八
年
第
七
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
竹
中
総
務
大
臣
は
、
第
五
回
に
示
し
た
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
が
内
閣
府
で
整
理
さ
れ
た
こ
と
か
ら

「
歳
出
歳
入
一
体
改
革
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
た
。
そ
の

、

中
で

「
基
本
方
針
二
○
○
五
」
に
示
さ
れ
た
「
国
・
地
方
の
双
方
が
納
得
で
き
る
か
た
ち
」
で
歳
出
削
減
し
て
収
支
を
改
善
す
る

、

た
め
の
目
安
と
し
て

名
目
成
長
率
三
％
と
四
％
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

ケ
ー
ス
Ａ
改
革
継
続

ケ
ー
ス
Ｂ
緩
や
か
な
改
革

ケ
ー

、

、

、

、

ス
Ｃ
現
状
維
持
、
ケ
ー
ス
Ｄ
改
革
後
退
の
四
つ
の
ケ
ー
ス
を
試
算
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
く
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
改
善

額
と
地
方
交
付
税
の
削
減
額
を
示
し
た
。
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ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
懇
で
検
討
し
て
い
る
目
指
す
べ
き
十
年
後
の
姿
な
ど
の
論
点
を
示
し
、
不
交
付
団
体
数
と
人
口
比
な
ど
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
。

し
か
し
、
地
方
交
付
税
削
減
可
能
額
の
試
算
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
分
か
り
や
す
い
議
論
の
た
め
目
安
と
し
て
出
し
た
も
の

に
過
ぎ
な
い
も
の
と
さ
れ
、
ケ
ー
ス
Ａ
改
革
継
続
の
場
合
、
名
目
成
長
率
三
％
で
約
五
兆
円
、
名
目
成
長
率
四
％
で
約
六
兆
円
の
削

減
可
能
と
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
総
務
大
臣
個
人
の
考
え
と
し
て
示
さ
れ
た
試
算
で
は
あ
る
が
、
再
び
平
成
十
六
年
度
予
算
の
よ
う

な
削
減
が
実
施
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
拡
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
節

地
方
交
付
税
を
め
ぐ
る
攻
防

一

「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
に
つ
い
て

中
間
と
り
ま
と
め

四
月
七
日
、
平
成
十
八
年
第
八
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て

「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
の
中
間
と
り
ま
と
め
が
、
与
謝
野

、

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
か
ら
提
出
さ
れ
、
委
員
か
ら
の
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
原
則
三
及
び
四
で
あ
る
。
こ
の
中
間
と
り
ま
と
め
か
ら
地
方
交
付

税
の
改
悪
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

一
．
改
革
の
時
間
軸

小
泉
内
閣
に
お
け
る
改
革
を
第
Ⅰ
期
（
○
一
～
○
六
年
度
）
と
し
て
、
引
き
続
き
基
礎
的
財
政
収
支
黒
字
化
を
確
実
に
す
る
第
Ⅱ
期
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(
○
七
年
度
～
二
○
一
○
年
代
初
頭)

、
さ
ら
に
債
務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
安
定
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目
指
す
第
Ⅲ
期(

二
○
一
○
年

代
初
頭
～
二
○
一
○
年
代
半
ば)

ま
で
、
財
政
健
全
化
に
一
貫
性
を
も
っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
。

二
．
改
革
の
基
本
「
原
則
」

原
則
一
：

徹
底
し
た
政
府
の
ス
リ
ム
化
で
、
国
民
負
担
増
を
最
小
化
す
る
」

「

原
則
二
：

成
長
力
を
強
化
し
、
そ
の
成
果
を
国
民
生
活
の
向
上
と
財
政
健
全
化
に
生
か
す
」

「

原
則
三
：

優
先
度
を
明
確
化
し
、
聖
域
な
く
歳
出
削
減
を
行
う
」

「
○
特
別
会
計
、
独
立
行
政
法
人
等
を
含
め
、
聖
域
な
き
歳
出
削
減
・
合
理
化
を
実
行
す
る
。
そ
の
際
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
優
先
度
を
明
示
し
、
一
律
的
な
歳
出
削
減
方
式
を
排
す
。

原
則
四
：

国
・
地
方
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
再
建
の
実
現
に
向
け
て
協
力
す
る
」

「
○
地
方
に
つ
い
て
は
改
革
努
力
を
今
後
も
継
続
し
、
歳
出
の
大
胆
な
削
減
、
基
準
財
政
需
要
の
見
直
し
、
現
在
の
基
準
を

見
直
す
こ
と
に
よ
る
不
交
付
団
体
数
の
増
加
を
始
め
と
す
る
地
方
交
付
税
制
度
の
改
革
等
を
加
速
す
る
。
併
せ
て
、
国

と
地
方
の
事
務
配
分
、
税
源
配
分
の
見
直
し
、
補
助
金
の
見
直
し
と
重
複
行
政
の
排
除
等
を
進
め
る
。

原
則
五
：

将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
る
」

「

原
則
六
：

資
産
売
却
を
大
胆
に
進
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
圧
縮
す
る
」

「

原
則
七
：

新
た
な
国
民
負
担
は
官
の
肥
大
化
に
は
振
り
向
け
ず
、
国
民
に
還
元
す
る
」

「

三

「
選
択
肢
」
検
討
の
枠
組
み

．①
マ
ク
ロ
経
済
の
姿

②
「
財
政
健
全
化
」
と
「
成
長
力
強
化
」
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③
財
政
健
全
化
の
数
値
目
標

④
分
か
り
や
す
い
選
択
肢

二

麻
生
会
長
緊
急
声
明
を
発
表

「
地
方
交
付
税
の
法
定
率
引
き
下
げ
論
に
つ
い
て
」

四
月
二
十
日
、
財
政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
省
所
管
）
の
会
議
後
記
者
会
見
に
お
い
て
、
同
審
議
会
会
長
の
西
室
氏
か
ら
「
地
方
も

歳
出
削
減
を
進
め
て
い
く
と
い
う
中
で
、
国
と
地
方
の
財
政
状
況
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
国
が
地
方
交
付
税
と
し
て
手
当
て
す
べ

き
金
額
を
見
直
し
て
い
く
と
。
そ
し
て
、
そ
う
す
る
と
、
今
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
み
れ
ば
結
果
と
し
て
現
在
、
い
わ
ば
こ
れ
が
法
定
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ず
み
た
い
な
話
に

な
っ
て
い
る
現
在
の
交
付
税
の
法
定
税
率
、
そ
れ
を
聖
域
と
し
て
守
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
の
部
分
に
も
触
れ
た
改
革
を
し

な
け
れ
ば
な
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
今
日
の
議
論
か
ら
思
っ
て

い
る

」
発
言
が
あ
っ
た
。

。
こ
れ
を
受
け
、
四
月
二
十
一
日
、
す
ぐ
さ
ま
麻
生
会
長
は
「
地
方
交
付
税
の
法
定
率
引
き
下
げ
論
に
つ
い
て
」
の
緊
急
声
明
を
発
表

し
た
。

声
明
で
は

「
地
方
自
治
体
は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
合
併
に
よ
る
行
政
組
織
の
再
編
統
合
、
国
に
先
ん
じ
た
行
財
政
改
革
の
実
施
、

、

国
を
上
回
る
大
幅
な
定
員
削
減
や
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
懸
命
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
地
方
歳
出
総
額
も
国
を
上
回
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る
ペ
ー
ス
で
削
減
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
の
努
力
を
全
く
考
慮
せ
ず
、
短
絡
的
に
国
よ
り
明
ら
か
に
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
、
と

し
て
地
方
交
付
税
の
法
定
率
ま
で
引
き
下
げ
る
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
の
役
割
と
実
態
を
無
視
し
た
も
の

だ

」
と
し
て
、
地
方
交
付
税
に
関
し
先
ず
削
減
あ
り
き
と
い
っ
た
西
室
財
政
制
度
等
審
議
会
会
長
の
内
容
発
言
に
対
し
て
、
強
く
抗

。
議
を
行
っ
た
。

三

地
方
分
権
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会

中
間
取
り
ま
と
め
～
最
終
報
告

四
月
二
十
八
日
、
竹
中
大
臣
の
私
的
懇
談
会
と
し
て
設
置
し
た
「
地
方
分
権
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
が
中
間
取
り
ま
と
め

を
発
表
し
た
。

、

「

」
、「

」
、

こ
の
中
間
取
り
ま
と
め
で
は

ま
ず
問
題
意
識
と
し
て
分
権
の
必
要
性
を

分
権
社
会
の
加
速

グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争

「
国
へ
の
依
存
を
止
め
、
無
駄
の
な
い
地
方
財
政
の
姿
を
作
る
」
と
し
、
現
状
の
問
題
点
と
し
て
、

行
き
過
ぎ
た
国
の
関
与
と
地
方
の
財
政
的
依
存

（一）
地
方
の
累
積
債
務
の
増
大

（二）
人
口
が
減
少
す
る
中
で
の
持
続
性
の
劣
化

（三）
地
域
独
自
の
魅
力
の
形
成
が
不
十
分

（四）
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住
民
参
加
、
住
民
に
よ
る
監
視
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
が
不
十
分

（五）
不
透
明
な
地
方
行
財
政
の
実
態

（六）を
示
し
た
。
総
論
で
は
五
つ
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
示
し
、
ま
た
各
論
で
は
「
新
分
権
一
括
法
の
提
出

「
地
方
債
の
完
全
自

」
、

由
化

「

再
生
型
破
綻
法
制
”
の
整
備

「
税
源
配
分

「
交
付
税
改
革

「
補
助
金
改
革

「
地
方
行
革

「
道
州
制
、
市
町
村

」
、
“

」
、

」
、

」
、

」
、

」
、

合
併
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
関
係
の
見
直
し
」
の
八
つ
が
示
さ
れ
た
。

七
月
三
日
、
地
方
分
権
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
は
最
終
報
告
を
発
表
し
た
。
報
告
書
は
中
間
取
り
ま
と
め
か
ら
深
く
踏
み
込

ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
現
状
の
問
題
点
と
し
て
各
項
目
に
具
体
的
な
数
値
な
ど
を
示
す
こ
と
で
何
が
ど
う
問
題
で
あ
る

か
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
各
論
の
「
交
付
税
改
革
」
で
は
新
型
交
付
税
の
導
入
や
不
交
付
団
体
の
拡
大
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
最
終
報
告
で
は

「
分
権
改
革
の
全
体
像
」
と
「
分
権
改
革
工
程
表
」
が
表
記
さ
れ
た
。

、

四

総
務
大
臣
の
提
出
資
料

、

。

「

（

）
」

五
月
十
日

第
十
一
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
開
催
さ
れ
た

議
事
の
三
番
目
の

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
に
つ
い
て

地
方
財
政

で
、
谷
垣
議
員
（
財
務
大
臣
）
か
ら
「
今
後
の
地
方
財
政
に
つ
い
て
の
論
点
」
と
い
う
表
題
の
資
料
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
公

務
員
給
与
官
民
格
差

「
国
と
地
方
の
債
務
残
高
」
な
ど
が
示
さ
れ
、
特
に
「
交
付
税
率
引
き
下
げ

「
地
方
財
政
計
画
の
見
直
し
」

」
、

」
、

で
は

「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革

（
中
間
と
り
ま
と
め
）
に
準
拠
す
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
た
。

、

」

こ
れ
に
対
し
、
竹
中
議
員
（
総
務
大
臣
）
か
ら
も
資
料
が
提
出
さ
れ

「
二
．
地
方
歳
出
と
地
方
交
付
税
総
額
」
に
お
い
て
、
次
の

、
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よ
う
に
記
述
し
谷
垣
大
臣
を
牽
制
し
た
。

（
谷
垣
議
員
の
主
張
）

地
方
歳
出
の
大
胆
な
削
減

（一）

こ
れ
ら
の
努
力
に
よ
り
、
当
面
、
今
後
五
年
間
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
（
一
般
歳
出
）
に
つ
い
て
は
、
過
去
五
年
間
の
抑
制

基
調
を
継
続
し
、
現
在
の
水
準
を
相
当
下
回
る
水
準
に
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。

（
竹
中
議
員
の
反
論
）

、

、

、

、

。

・

地
方
財
政
の
一
般
歳
出
の
約
九
割
は

国
の
施
策

予
算
と
関
連
の
深
い
公
共
投
資

社
会
保
障

教
育
・
治
安
の
分
野
で
あ
る

・

地
方
歳
出
の
抑
制
額
を
示
す
に
は
、
各
歳
出
項
目
の
国
の
見
直
し
方
針
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
、
歳
出
項
目
ご
と
の
国
の
見
直

し
方
針
は
、
与
党
に
お
い
て
も
議
論
中
で
あ
り
、
諮
問
会
議
に
お
い
て
も
結
論
が
出
て
い
な
い
。

、

、

。

こ
の
よ
う
な
段
階
で

地
方
歳
出
に
つ
い
て

現
在
の
水
準
を
相
当
下
回
る
水
準
に
抑
制
す
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

・

地
方
歳
出
は

「
基
本
方
針
二
○
○
五
」
や
「
歳
出
歳
入
一
体
改
革
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て

「
国
・
地
方
の
相
互
理
解

、

、

の
下
で
協
力
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
削
減
す
る
の
で
な
け
れ
ば
地
方
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

（
谷
垣
議
員
の
主
張
）

地
方
交
付
税
総
額
の
削
減

（二）

地
方
交
付
税
（
国
の
一
般
会
計
ベ
ー
ス
、
特
例
交
付
金
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
特
別
会
計
の
借
入
金
の
償
還
に
と
も
な

う
増
加
要
因
は
あ
る
が
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
総
額
を
上
記
の
よ
う
に
削
減
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
二
○
一
一
年
度
に
お
い

て
も
、
二
○
○
六
年
度
の
水
準
以
下
に
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
竹
中
議
員
の
反
論
）

・

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
・
地
方
間
の
中
間
支
出
で
あ
り
、
二
○
一
一
年
度
に
お
い
て
二
○
○
六
年
度
の
水
準
以
下
に
抑
制

す
る
と
い
っ
た
削
減
目
標
あ
り
き
は
不
適
切
で
あ
る
。

・

ま
た
、
国
の
会
計
の
中
で
一
般
会
計
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
に
移
転
す
る
額
の
削
減
に
着
目
し
て
い
る
が
、
地
方
財
政
の
議
論
と

し
て
は
、
国
か
ら
地
方
団
体
に
交
付
す
る
交
付
税
額
を
議
論
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
。

・

こ
れ
ま
で
地
方
財
政
に
は
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
て
い
た
が
、
地
方
財
源
不
足
は
、
本
来
、
地
方
交
付
税
法
第
六
条
の
三
第
二

項
に
基
づ
き
、
地
方
行
財
政
制
度
の
改
正
又
は
交
付
税
率
の
引
上
げ
等
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の
。

・

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
、
交
付
税
率
の
引
上
げ
等
に
よ
る
対
応
を
行
わ
ず
、
特
別
会
計
借
入
金
等
に
よ
り
対
応
を
行
っ
て
き

た
も
の
。

・

そ
の
結
果
、
交
付
税
特
別
会
計
の
債
務
残
高
は
五
十
兆
円
を
超
え
る
巨
額
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
交
付
税
の
持
続
可
能

性
を
回
復
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
計
画
的
償
還
が
急
務
で
あ
る
。
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五

「
分
権
型
社
会
ビ
ジ
ョ
ン

（
七
つ
の
提
言
と
工
程
表
）

」

五
月
十
一
日
、
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
の
神
野
委
員
長
か
ら
「
分
権
型
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
（
中
間
報
告

」
を
地
方
六
団
体
会

）

長
に
手
渡
さ
れ
た
。

報
告
書
で
は
、
次
の
よ
う
な
地
方
財
政
自
立
の
た
め
の
七
つ
の
提
言
と
工
程
表
が
示
さ
れ
て
い
た
。

提
言
一

「
地
方
行
財
政
会
議
」
の
設
置

～
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
法
定
化

・

分
権
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
方
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
の
政
府
の
政
策
立
案
及
び
執
行
に
関
し
て
、
政
府
と
地

方
の
代
表
者
等
が
協
議
を
行
い
、
地
方
の
意
見
が
政
府
の
政
策
立
案
及
び
執
行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
新
た
な
組
織
を
法

律
に
よ
り
設
置
す
る
。

提
言
二

地
方
税
の
充
実
強
化
に
よ
る
不
交
付
団
体
人
口
の
大
幅
増

、

（

）

・

偏
在
性
の
少
な
い
居
住
地
課
税
で
あ
る
地
方
消
費
税
と
個
人
住
民
税
の
充
実
強
化
を
図
り

地
方
共
有
税

地
方
交
付
税

に
依
存
せ
ず
自
分
た
ち
の
税
金
で
自
主
的
な
財
政
運
営
が
可
能
な
自
治
体
の
住
民
数
を
大
幅
に
拡
大
す
る
。

①
消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
割
合
を
四
対
一
か
ら
二
・
五
対
二
・
五
に
す
る
。

②
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
税
源
移
譲
し
、
個
人
住
民
税
所
得
割
を
さ
ら
に
三
％
上
乗
せ
す
る
。

・

地
方
税
は
地
域
偏
在
性
が
比
較
的
少
な
い
税
目
構
成
と
し
、
地
方
共
有
税
（
地
方
交
付
税
）
の
原
資
は
地
域
偏
在
性
の
比

較
的
大
き
な
税
目
構
成
と
な
る
よ
う
に
す
る
。
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・

こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
は
国
税
と
地
方
税
の
税
源
配
分
を
五
対
五
と
す
る
。

提
言
三

「
地
方
交
付
税
」
を
「
地
方
共
有
税
」
に
～
法
定
率
を
見
直
し
、
特
別
会
計
に
直
入
、
特
例
加
算
・
特
別
会
計
借
入
を
廃

止

・

地
方
交
付
税
が
、
国
か
ら
恩
恵
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く

『
自
ら
の
財
源
を
他
の
自
治
体
の
た
め
に
融
通
し
あ

、

う
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
自
治
体
が
国
に
依
存
せ
ず
に
、
住
民
に
対
し
て
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
』
と
の
考
え
方
に
基
づ
く
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
そ

の
制
度
上
、
明
確
に
す
る
た
め

「

仮
）
地
方
行
財
政
会
議
」
に
お
い
て
検
討
の
上
、
以
下
の
七
項
目
の
改
革
を
一
体

、
（

的
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

①
名
称
を
以
下
の
と
お
り
変
更
す
る
。

国
民
か
ら
国
の
特
別
会
計
に
入
る
ま
で
「
地
方
共
有
税
」

(一)

国
の
特
別
会
計
を
出
て
自
治
体
に
入
る
ま
で
「
地
方
共
有
税
調
整
金
」

(二)
②
国
の
一
般
会
計
を
通
さ
ず
に

「
地
方
共
有
税
及
び
譲
与
税
特
別
会
計
」
に
直
接
繰
り
入
れ
る
。

、

③
現
在
の
財
源
不
足
（
平
成
十
八
年
度

八
・
七
兆
円
）
を
解
消
す
る
た
め
、
地
方
共
有
税
（
地
方
交
付
税
）
の
法
定
率

の
引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
方
税
法
に
定
め
る
税
率
の
変
更
も
行
う
。

④
三
年
か
ら
五
年
に
一
度
、
地
方
共
有
税
（
地
方
交
付
税
）
の
法
定
率
の
変
更
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
方

税
法
に
定
め
る
税
率
の
変
更
も
行
う
。

⑤
そ
の
他
の
年
度
は
、
財
源
不
足
が
あ
れ
ば
地
方
債
ま
た
は
「
地
方
共
有
税
及
び
譲
与
税
特
別
会
計
」
内
に
新
た
に
設
置
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す
る
基
金
に
よ
り
調
整
す
る
。

⑥
特
例
加
算
や
特
別
会
計
に
よ
る
借
入
れ
は
行
わ
な
い
。

⑦
減
税
に
よ
り
地
方
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
地
方
共
有
税
（
地
方
交
付
税
）
の
法
定
率
を
引
き
上
げ
る
。

提
言
四

国
庫
補
助
負
担
金
の
総
件
数
を
半
減
（
一
般
財
源
化
）
し
て
約
二
○
○
と
し
、
地
方
の
改
革
案
を
実
現

・

分
権
改
革
を
進
め
る
た
め
の
税
財
政
面
の
取
組
み
と
し
て
は
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
国
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
地
方
か
ら
既
に
提
出
済
み
の
「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
」
を
着
実
に
実

施
し
、
国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止
（
一
般
財
源
化
）
す
る
こ
と
や
事
務
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国
の
責
任

に
よ
っ
て
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

・

国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
は
、
財
政
面
に
お
け
る
地
方
の
自
由
度
を
高
め
る
た
め
に
、
補
助
負
担
率
を
引
き
下
げ
る
の
で

は
な
く
、
国
庫
補
助
負
担
金
そ
の
も
の
を
廃
止
（
一
般
財
源
化
）
す
る
。

・

国
庫
補
助
負
担
金
の
総
件
数
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
す
る
。

・

維
持
管
理
に
係
る
国
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
管
理
主
体
が
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
自
治
体
に
財
政
負
担

さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
不
合
理
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

提
言
五

国
と
地
方
の
関
係
の
総
点
検
に
よ
る
財
政
再
建

・

国
・
地
方
を
通
じ
た
行
財
政
改
革
・
財
政
再
建
を
徹
底
し
て
行
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
国
と
地
方
の
関
係
を

総
点
検
す
る
。

①
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
明
確
化
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②
国
に
よ
る
関
与
・
義
務
づ
け
の
廃
止
・
縮
小

③
国
と
地
方
の
二
重
行
政
の
解
消

④
権
限
の
移
譲
に
対
応
し
た
国
の
出
先
機
関
の
廃
止
・
縮
小

（
出
先
機
関
を
自
治
体
に
移
管
す
る
際
に
は
、
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
国
か
ら
全
く
関
与
さ
れ
な
い
こ
と
と
す
る

）
。

⑤
地
方
が
こ
れ
ま
で
廃
止
を
求
め
て
い
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
う
ち
、
未
だ
整
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
廃
止

・

自
治
体
自
ら
の
責
任
と
判
断
の
も
と
、
決
意
を
も
っ
て
、
地
方
行
革
を
一
層
強
力
に
推
進
す
る
。
特
に
給
与
の
適
正
化
を

厳
格
に
行
う
。

・

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
な
お
、
不
十
分
な
場
合
に
は
、
更
に
国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

地
方
交
付
税
は
、
自
治
体
が
、
法
令
等
に
よ
る
歳
出
や
事
務
事
業
の
義
務
づ
け
を
含
め
地
域
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
財
源
保
障
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
格
上
、
目
標
を
設
け
て

削
減
す
る
こ
と
に
は
な
じ
ま
な
い
。

提
言
六

財
政
再
建
団
体
基
準
の
透
明
化
、
首
長
・
議
会
責
任
の
強
化
、
住
民
負
担
の
導
入

・

住
民
が
自
分
の
自
治
体
の
財
政
状
況
に
常
に
関
心
を
持
ち
、
自
治
体
の
財
政
運
営
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
る
こ

と
で
、
健
全
な
財
政
状
況
を
保
ち
、
財
政
再
建
団
体
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

、

（

、

①
財
政
再
建
団
体
と
な
る
基
準
等
に
つ
い
て

普
通
会
計
へ
の
負
担
に
つ
な
が
る
企
業
会
計
等
や
外
郭
団
体

地
方
公
社

第
三
セ
ク
タ
ー
等
）
の
負
債
も
考
慮
し
た
、
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
両
面
の
透
明
性
の
高
い
財
政
指
標
等
を
開
発
す
る
。

②
財
政
運
営
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
情
報
公
開
を
徹
底
す
る
。
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外
郭
団
体
の
情
報
公
開
の
推
進

(一)

非
公
開
情
報
の
明
確
化
や
迅
速
で
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
推
進

(二)

定
期
的
な
財
政
状
況
の
公
表

(三)
③
勧
告
権
の
付
与
に
よ
る
権
限
の
強
化
な
ど
監
査
機
能
を
充
実
す
る
。

、

、

・

自
治
体
が
住
民
の
監
視
に
よ
る
自
主
的
な
財
政
の
健
全
化
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず

財
政
再
建
団
体
と
な
っ
た
場
合
に
は

①
首
長
・
議
会
の
責
任
を
問
う
仕
組
み
を
強
化
す
る
。

②
住
民
負
担
を
求
め
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
。

③
貸
し
手
責
任
は
問
わ
ず
、
債
務
は
完
全
に
履
行
す
る
。

但
し
、
工
業
用
地
造
成
事
業
債
等
、
そ
の
償
還
財
源
を
特
定
の
事
業
収
入
の
み
と
す
べ
き
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
貸
し

手
責
任
を
問
う
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

・

地
方
債
の
共
同
発
行
機
関
を
設
け
る
。

・

財
政
再
建
制
度
の
見
直
し
は
、
地
方
の
参
画
の
も
と
で
行
う
。

提
言
七

「
新
地
方
分
権
推
進
法
」
の
制
定

～
今
、
改
め
て
、
国
民
・
国
会
の
力
で
分
権
を

・

第
一
期
改
革
を
踏
ま
え
、
平
成
十
九
年
度
（
二
○
○
七
年
度
）
以
降
の
第
二
期
改
革
を
、
国
民
・
国
会
の
力
で
強
力
に
推

進
す
る
た
め

「

仮
）
新
地
方
分
権
推
進
法
」
を
制
定
す
る
。

、
（

・

「

仮
）
新
地
方
分
権
推
進
法
」
に
は
、
地
方
分
権
の
基
本
理
念
、
地
方
分
権
推
進
計
画
の
策
定
等
を
定
め
る
。

（

・

「

仮
）
新
地
方
分
権
推
進
法
」
は
議
員
立
法
に
よ
り
制
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
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六

十
二
年
ぶ
り
の
意
見
書
の
提
出

五
月
三
十
日
、
都
道
府
県
会
館
に
お
い
て
全
国
知
事
会
議
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
ま
ず

「
医
療
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見

、

、

」

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
対
応
体
制
の
整
備
に
関
す
る
意
見
」
を
決
議
し

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す
る
提
言
」
及
び

、

「
地
方
の
道
路
整
備
と
道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
提
言
」
に
つ
い
て
追
認
を
行
っ
た
。

ま
た
、
瀧
野
総
務
省
自
治
財
政
局
長
か
ら
竹
中
総
務
大
臣
の
私
的
懇
談
会
「
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
の
報
告
書
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

そ
の
後

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
（
案

」
を
平
成
六
年
九
月
以
来
十
二
年
ぶ
り
に
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
三

、

）

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
提
出
権
を
行
使
し
地
方
六
団
体
で
内
閣
・
国
会
へ
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

六
月
七
日
に
、
内
閣
に
対
し
て
は
、
竹
中
総
務
大
臣
に
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
」
の
申
し
出
を
行
い
、
国
会
に
対
し
て

は
、
河
野
洋
平
衆
議
院
議
長
及
び
扇
千
景
参
議
院
議
長
に
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
」
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
出
席
し
意
見
陳
述
及
び
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

七

麻
生
会
長
緊
急
声
明
を
発
表

「
財
政
制
度
等
審
議
会
に
お
け
る
地
方
交
付
税
の
削
減
論
に
つ
い
て
」

六
月
十
四
日
、
麻
生
会
長
は
財
政
制
度
等
審
議
会
に
お
け
る
地
方
交
付
税
の
削
減
論
に
つ
い
て
、
財
政
制
度
等
審
議
会
が
建
議
し
た
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「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
の
中
で
地
方
に
比
し
て
国
の
財
政
が
厳
し
い
こ
と
を
理
由
に
、
短

絡
的
に
地
方
交
付
税
の
法
定
税
率
の
引
下
げ
を
含
め
、
そ
の
一
部
を
国
民
に
還
元
し
、
国
民
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
と

し
た
内
容
に
対
し
て
、
歳
出
削
減
に
努
力
し
て
い
る
地
方
に
、
努
力
が
不
十
分
な
国
の
つ
け
を
払
え
と
い
う
の
に
等
し
い
同
審
議
会
の

主
張
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
根
拠
な
き
大
幅
な
削
減
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
住
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
そ
の
も
の
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
と
す
る
緊
急
声
明
を
発
表
し
た
。

第
四
節

「
骨
太
の
方
針
」
策
定
へ
の
助
走

五
月
二
十
二
日
、
総
理
大
臣
官
邸
で
、
財
政
・
経
済
一
体
改
革
会
議

政
府
・
与
党
実
務
者
協
議
会
（
第
一
回
）
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
政
府
が
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
と
成
長
力
・
競
争
力
強
化
に
つ
い
て
集
中
的
に
議
論
し
て
い

る
状
況
と
、
与
党
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
を
精
力
的
に
検
討
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み

「
骨
太
の
方
針
」
の
策
定
に
向
け
て
、
政
府
・

、

与
党
が
一
体
と
な
っ
て
、
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
の
会
議
で
あ
る
。

席
上
、
小
泉
総
理
は

「
こ
こ
数
年
来
、
歳
出
削
減
し
て
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
歳
出
・
歳
入
一

、

体
と
な
っ
て
経
済
を
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
述
べ
た
。

、

。

「

（

）
」

六
月
二
十
三
日

第
三
回
会
合
が
開
催
さ
れ
た

会
議
で
は

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

素
案
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が
示
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
二
○
一
一
年
度
ま
で
の
五
カ
年
で
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
目
標
に
す
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に

は
歳
出
削
減
と
歳
入
改
革
の
両
者
を
車
の
両
輪
と
し
て
一
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
歳
出
改
革
の

具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

〈
地
方
歳
出
〉

①
地
方
公
務
員
人
件
費
の
削
減
と
し
て
五
年
間
で
六
・
二
％
程
度
の
定
員
純
減

②
地
方
単
独
事
業
全
体
と
し
て
、
今
後
五
年
間
に
つ
い
て
は
現
在
の
水
準
以
下
の
抑
制
し
、
名
目
値
で
三
兆
円
程
度
の
削
減
努
力

〈
地
方
交
付
税
〉

③
地
方
交
付
税
は
現
行
総
額
を
維
持

④
現
行
法
定
率
の
堅
持

⑤
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
総
額
確
保

⑥
地
方
交
付
税
の
配
分
は
行
政
改
革
の
努
力
団
体
や
地
方
税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
団
体
に
配
慮

⑦
関
係
法
令
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
関
与
・
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
・
縮
小
等
を
図
り
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
つ
つ
算

定
の
簡
素
化
を
図
る
。
地
方
税
に
つ
い
て
、
国
・
地
方
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
交
付
税
、
補
助
金
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
、
税

源
移
譲
を
含
め
た
税
源
配
分
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
一
体
的
な
検
討
を
図
る
。

同
日
、
地
方
六
団
体
は
、
こ
の
「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
方
針
（
素
案

」
に
す
ぐ
さ
ま
反
応
し
、
一
方
的
な

）

地
方
交
付
税
の
据
え
置
き
や
地
方
単
独
事
業
の
削
減
な
ど
、
国
の
財
政
の
都
合
の
み
を
優
先
し
た
歳
出
及
び
歳
入
の
改
革
が
行
わ
れ
れ
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ば
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
の
民
意
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
旨
の
反
論
声
明
を
発
表
し

た
。六

月
二
十
六
日
、
第
四
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
前
回
示
さ
れ
た
「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
（
素

案

」
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
尽
力
も
あ
り
、
修
文
さ
れ
た
内
容
が
示
さ
れ
た
。

）特
に
地
方
財
政
の
項
目
で
は
、
下
記
の
よ
う
に
修
文
さ
れ
た
。

〈
地
方
歳
出
〉

①
地
方
公
務
員
人
件
費
の
削
減
と
し
て
五
年
間
で
六
・
二
％
程
度
の
定
員
純
減

→
五
年
間
で
行
政
機
関
の
国
家
公
務
員
の
定
員
純
減
（
▲
五
・
七
％
）
と
同
程
度
の
定
員
純
減

②
地
方
単
独
事
業
全
体
と
し
て
現
在
の
水
準
以
下
の
抑
制
し
、
名
目
値
で
三
兆
円
程
度
の
削
減
努
力

→
投
資
的
経
費
は
国
の
公
共
事
業
と
同
じ
改
革
努
力
を
行
い
、
一
般
行
政
経
費
は
二
○
○
六
年
度
と
同
程
度
の
水
準
と
す
る
。

〈
地
方
交
付
税
〉

③
地
方
交
付
税
は
現
行
総
額
を
維
持

→
地
方
交
付
税
の
現
行
水
準
、
地
方
の
財
政
収
支
の
状
況
、
国
の
一
般
会
計
予
算
の
状
況
、
地
方
財
源
不
足
に
係
る
最
近
十
年

間
ほ
ど
の
国
に
よ
る
対
応
等
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
処
す
る
。

④
現
行
法
定
率
の
堅
持

→
修
文
な
し

⑤
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
総
額
確
保
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→
修
文
な
し

⑥
地
方
交
付
税
の
配
分
は
行
政
改
革
の
努
力
団
体
や
地
方
税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
団
体
に
配
慮

→
修
文
な
し

⑦
地
方
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
つ
つ
算
定
の
簡
素
化
を
図
る

→
「
地
方
分
権
に
向
け
て
、
関
係
法
令
の
一
括
し
た
見
直
し
等
に
よ
り
」
を
追
加

同
日
、
地
方
六
団
体
は

「
当
初
の
素
案
に
比
べ
、
地
方
の
意
見
が
相
当
程
度
反
映
さ
れ
、
地
方
財
政
の
円
滑
な
運
営
や
地
方
分
権

、

の
推
進
に
資
す
る
も
の
に
な
っ
た
」
こ
と
を
評
価
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

第
五
節

そ
し
て
「
骨
太
の
方
針
」

一

「
骨
太
の
方
針
二
○
○
六
」
決
定

七
月
七
日
、
小
泉
内
閣
は
「
基
本
方
針
二
○
○
六
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
地
方
財
政
、
地
方
分
権
に
関
連
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
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経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００６<抜粋>
第３章 財政健全化への取組

１．歳出・歳入一体改革に向けた取組
（２）財政健全化の時間軸と目標

財政健全化第Ⅱ期（2007年度～2010年代初頭）
（財政健全化の第一歩である基礎的財政収支黒字化を確実に実
現）
・第Ｉ期と同程度の財政健全化努力を継続し、2011年度には国
・地方の基礎的財政収支を確実に黒字化する。
・財政状況の厳しい国の基礎的財政収支についても、できる限
り均衡を回復させることを目指し、国・地方間のバランスを確
保しつつ、財政再建を進める。
・地方については、国と歩調を合わせた抑制ペースを基本とし
て歳出削減を行いつつ、歳入面では一般財源の所要総額を確保
することにより、
黒字基調を維持する。

財政健全化第Ⅲ期（2010 年代初頭～2010 年代半ば）
（持続可能な財政とすべく、債務残高ＧＤＰ比の発散を止め、
安定的引下げへ）
・基礎的財政収支の黒字化を達成した後も、国、地方を通じ収
支改善努力を継続し、一定の黒字幅を確保する。その際、安定
的な経済成長を維持しつつ、債務残高ＧＤＰ比の発散を止め、
安定的に引き下げることを確保する。
・国についても、債務残高ＧＤＰ比の発散を止め、安定的に引
き下げることを目指す。
（３）改革の原則と取組方針
原則４ 「国・地方間のバランスのとれた財政再建の実現に向
けて協力する」
・国・地方それぞれの財政健全化目標に向け、国と地方の相互
理解の下でその実現のために協力する。

「 、 」原則６ 資産圧縮を大胆に進め バランスシートを縮小する
・最大限の資産債務の圧縮を進める。資産売却収入は原則とし
て債務の償還に充当し（ストックはストックへ 、債務残高の）
縮減に貢献する。

また、資産債務を両建てで縮減し、金利変動リスクを軽減す
る。地方にも同様の改革を要請する。

。 、 、・適切な公債管理政策を推進する また 財政健全化をフロー
ストック両面から的確に管理・評価するための公会計制度を計
画的に導入・整備する。
原則７ 「新たな国民負担は官の肥大化には振り向けず、国民
に還元する」
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・国・地方を通じて歳出削減を徹底した上で、必要と判断され
る歳入増については、これを実現するための税制上の措置を講

。 、「 、ずる その際 新たな国民負担は官の肥大化には振り向けず
国民に還元する」との原則を徹底する。
（５）歳入改革
・今回、2011年度に国・地方合わせた基礎的財政収支の黒字化
を達成するために策定した要対応額と歳出削減額との差額につ
いては、税本来の役割からして、主に税制改革により対応すべ
きことは当然である。

、 、・税は国民に負担を求めるものであるため その時々において
税体系が全体として公正なものと国民に理解され、納得される
ものでなければならない。他方、税制は、一定の政策目的の実
現に資する役割も求められる。

今後、中長期的に、我が国税制に求められる主な基本的ある
いは政策的課題は、

、 。④地方分権を一層推進するため 地方税源の充実を図ること
であると考えられる。
２ 「簡素で効率的な政府」への取組．
（不交付団体の拡大等）
・例えば人口20万人以上の市の半分などの目標を定めて、交付
税に依存しない不交付団体の増加を目指す。また、地方団体の
財政運営に支障が生じないよう必要な措置を講じつつ、簡素な
新しい基準による交付税の算定を行うなど見直しを図る。
（特別会計改革の推進等）
・公会計制度について複式簿記のシステム化の検討を行うなど
その整備を促進するとともに、財務書類の公表を迅速化させ分
析・活用を図る。地方には、国の財務書類に準拠した公会計モ
デルの導入に向けて、団体規模に応じ、従来型モデルも活用し
つつ、計画的に整備を進めるよう要請する。

地方財政

○ 国と地方の信頼関係を維持しつつ、国・地方それぞれの
財政健全化を進めるため、地方財政について以下の取組を

行う。
○ 地方歳出については、国の取組と歩調を合わせて、国民
・住民の視点に立って、その理解と納得が得られるよう削
減に取り組む。
（１）地方公務員人件費については、国家公務員の改革を踏

まえた取組に加え、地方における民間給与水準への準拠の
徹底、民間や国との比較の観点からの様々な批判に対する

第三編 地方分権と本会の活動
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是正等の更なる削減努力を行い、本年４月末に総務省から
公表された速報値を踏まえ、５年間で行政機関の国家公務
員の定員純減（▲5.7％）と同程度の定員純減を行うこと
を含め大幅な人件費の削減を実現する。
２ 地方単独事業については 選択と集中 の視点に立っ（ ） 、「 」
て、国の取組と歩調を合わせ、過去５年間の改革努力（５
年間で▲５兆円超）を基本的に継続することとするが、地
域の実情に配 慮し、今後５年間については、地方単独事
業全体として現在の 水準以下に抑制することとし、投資
的経費は国の公共事業と同 じ改革努力を行い、一般行政
経費は２００６年度と同程度の水準とする。

ただし、これまでの歳出削減努力がデフレ状況下で行わ
れてきたことなども踏まえ、地域の経済動向等を十分に注

、 。視しながら 柔軟かつ機動的な対応に心がけることとする
○ 以上の歳出削減努力等を踏まえ、地方交付税等について

は、以下の制度改革等を行う。
（１）地方交付税の現行法定率は堅持する。
（２）過去３年間、毎年１兆円近く削減してきた地方交付税

等（一般会計ベース）について、地方に安心感を持って中
期的に予見可能性のある財政運営を行ってもらえるよう、
地方交付税の現行水準、地方の財政収支の状況、国の一般
会計予算の状況、地方財源不足に係る最近１０年間ほどの
国による対応等を踏まえ、適切に対処する。

（３）これにより、上記の歳出削減努力等とあわせ、安定的
な財政運営に必要となる地方税、地方交付税（地方財政計
画ベース）等の一般財源の総額を確保する。

（４）各地方公共団体に対する地方交付税の配分に当たって
は、行政改革に積極的に努力している団体や地方税収の伸
びがあまり期待できない団体に特段の配慮を行う。

（５）地方分権に向けて、関係法令の一括した見直し等によ
り、国と地方の役割分担の見直しを進めるとともに、国の
関与・国庫補助負担金の廃止・縮小等を図る。交付税につ
いて、地方団体の財政運営に支障が生じないよう必要な措
置を講じつつ、算定の簡素化を図る。地方税について、国
・地方の財政状況を踏まえつつ、交付税、補助金の見直し

、 、とあわせ 税源移譲を含めた税源配分の見直しを行うなど
一体的な検討を図る。
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公務員人件費・独立行政法人・公益法人

○ 地方公務員
地方公務員人件費については、国家公務員の改革を踏まえ

た取組に加え、地方における民間給与水準への準拠の徹底、
民間や国との比較の観点からの様々な批判に対する是正等の
更なる削減努力を行い、本年４月末に総務省から公表された
速報値を踏まえ、５年間で行政機関の国家公務員の定員純減
（▲5.7％）と同程度の定員純減を行うことを含め大幅な人
件費の削減を実現する。
＜既に決まっている改革＞

・国の給与構造改革を踏まえた改革を行う。
＜更なる改革＞

①本年４月末に総務省から公表された速報値を踏まえ、５
年間で行政機関の国家公務員の定員純減（▲5.7％）と
同程度の定員純減（2010年度まで）を行う。

②定員純減を2011 年度まで継続する。
③比較対象企業規模を見直す必要がある（100 人以上⇒50

人以上 。）
④地域の民間給与の更なる反映を図る。
⑤ボーナスの支給月数の地域格差の反映を図る。
⑥特殊勤務手当を削減する。
⑦互助会への補助金を削減する。
⑧級別職員構成を是正する。
⑨知事等の高額な退職手当を適正化する。
⑩教職員等人件費を削減する。

○ 公務員制度改革
各地域における公務員の給与、処遇の在り方について、民

間企業の実態を踏まえ、能力主義や実績評価に基づいたもの
となるよう厳しく見直すとともに、公務員の労働基本権や人
事院・人事委員会制度の在り方を含む公務員制度全体の改革
の検討を早期に開始する。

第三編 地方分権と本会の活動
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二

全
国
知
事
会
議

ｉ
ｎ

島
根

七
月
十
二
日
、
十
三
日
の
両
日
、
島
根
県
松
江
市
の
「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
に
お
い
て
、
全
国
知
事
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
冒
頭
、
麻
生
会
長
の
挨
拶
、
地
元
開
催
県
で
あ
る
澄
田
島
根
県
知
事
の
挨
拶
の
後
、
竹
中
総
務
大
臣
、
瀧
野
自
治
財
政

局
長
と
「
骨
太
方
針
二
○
○
六
」
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

議
事
に
お
い
て
は
、
第
二
期
地
方
分
権
改
革
に
向
け
取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
「
分
権
型
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
骨
太
の
方
針
二
○

、

○
六
」
へ
の
地
方
の
意
見
の
反
映
を
背
景
に
、
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
進
め
方
に
関
す
る
対
応
方
針
や
戦
略
に
つ
い
て
合
意
を
得
る

こ
と
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そ
の
結
果

「
地
方
分
権
改
革
の
今
後
の
進
め
方
」
が
決
定
さ
れ
、
今
後
の
我
々
の
対
応
方
針
や
戦
略
に
つ

、

い
て
合
意
が
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
他
の
議
事
と
し
て
は

「
平
成
十
九
年
度
国
の
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
」
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
を

、

一
部
修
正
の
上
、
決
定
し
た
。

ま
た
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
は

「
竹
島
問
題
に
関
す
る
緊
急
声
明
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

、

第
六
節

内
閣
か
ら
の
意
見
書
の
回
答

七
月
二
十
一
日
、
地
方
六
団
体
が
去
る
六
月
七
日
に
提
出
し
た
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
に
対
す
る
内
閣
の
回
答
が

あ
っ
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
十
二
年
ぶ
り
に
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
意
見
書
提
出
権
を
行
使
し
、
地
方
六
団
体
の
重
大
な
決
意
を
示
し
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た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
内
閣
の
回
答
は
、
地
方
が
実
現
を
求
め
た
「
地
方
行
財
政
会
議
」
の
設
置
や
「
地
方
共
有
税
」
な
ど
に
つ
い
て
何
ら

触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
に
と
っ
て
満
足
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

第
七
節

地
方
分
権
改
革
推
進
法
制
定
に
向
け
て

一

地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会

◆
八
月
二
日
、
第
四
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
三
つ
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
た
。

ま
ず
、
一
つ
目
は
「
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
小
委
員
会
設
置
要
領
」
の
改
正
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
の
全
国
知
事
会
議
で

合
意
さ
れ
た
「
地
方
分
権
改
革
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
の
項
目
の
う
ち
、
本
特
別
委
員
会
関
連
の
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、

○
「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
小
委
員
会
」
を
「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
及
び
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法
検
討
小
委
員
会
」
に
改

め
る
。

○
「
国
の
過
剰
関
与
問
題
小
委
員
会
」
を
廃
止
す
る
。

○
「
公
営
企
業
金
融
公
庫
改
革
小
委
員
会
」
を
新
設
す
る
。
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二
つ
目
は
「
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法
」
の
検
討
事
項
に
つ
い
て
で

「
骨
太
の
方
針
二
○
○
六
」
や
全
国
知
事
会
議
（
島
根
県

、

会
議
）
に
お
け
る
竹
中
総
務
大
臣
発
言
、
さ
ら
に
は
全
国
知
事
会
議
で
の
合
意
事
項
を
用
い
て
議
論
さ
れ
、
最
終
的
に
各
小
委
員
会
で

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
つ
目
は
「
公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
の
仕
組
み
」
の
検
討
事
項
に
つ
い
て
で
、
効
率
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
担
当
部
長
ク
ラ
ス
に
よ
る
実
務
家
チ
ー
ム
の
幹
事
会
の
設
置
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
小
委
員
会
で
制
度
設
計
案
を
取

り
ま
と
め
、
本
特
別
委
員
会
を
経
て
知
事
会
議
に
諮
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
設
計
案
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
六
団

体
と
調
整
し
、
地
方
六
団
体
と
し
て
政
府
に
提
出
し
て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

◆
九
月
十
一
日
、
第
五
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
協
議
事
項
は
「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」
骨
子
案
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
今
回

の
「
推
進
法
」
は
骨
太
の
方
針
二
○
○
六
を
受
け
て
、
今
後
、
国
の
意
思
と
し
て
地
方
分
権
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
の

た
め
の
枠
組
み
・
体
制
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
移
譲
財
源
や
国
庫
補
助
負
担
金
削
減
の
額
等
に
つ
い
て
は

「
推
進
法
」
で
結
論
づ
け
る
の
で
は
な
く

「
推
進
法
」

、

、

に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
組
織
で
議
論
の
上
、
政
府
の
推
進
計
画
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
早
期
に
分
権
改
革
の
具
体
的
な
検
討
が
開
始
さ
れ
る
た
め
に
は
、
法
案
提
出
は
通
常
国
会
で
は
な
く
、
臨
時
国
会
で
行

わ
れ
る
べ
き
で
、
八
月
三
十
日
に
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
及
び
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法
検
討
小
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
か
ら
意
見

を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
地
方
六
団
体
の
意
見
書
で
の
提
言
な
ど
を
加
味
し
て
骨
子
案
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

協
議
の
結
果
、
こ
の
「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」
骨
子
案
に
つ
い
て
概
ね
了
承
さ
れ
、
提
出
時
期
に
つ
い
て
地
方
六
団
体
会
長
に

一
任
さ
れ
た
。
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、

、「

」

◆
十
月
十
八
日

第
六
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ

公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
の
新
た
な
仕
組
み
に
つ
い
て<

制
度
設
計
骨
子
案>

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

、

、

協
議
の
中
で
は

全
地
方
自
治
体
で
出
資
す
る
新
組
織
に
抵
抗
感
を
持
つ
委
員
や
護
送
船
団
方
式
を
改
め
る
べ
き
発
言
す
る
委
員

、

、「

」

さ
ら
に
は
貸
付
金
利
の
設
定
方
法
や

信
用
補
完
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が

全
自
治
体
と
し
て
新
組
織
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
の
下
で
、
骨
子
案
の
細
部
を
修
正
し
、
早
急
に
各
都
道
府
県
に
意
見
紹
介
す
る
こ
と
で
協
議
は
終
了
し
た
。

、

「

、

。
」

そ
し
て
最
後
に

委
員
長
か
ら

大
事
な
問
題
で
あ
る
の
で
知
事
会
の
総
会
で

ま
た
こ
の
議
論
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い

と
い
う
発
言
で
幕
を
閉
じ
た
。

二

地
方
分
権
推
進
法
骨
子
案
の
提
出

九
月
十
五
日
、
第
五
回
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
地
方
分
権
改
革
推
進
法

（
骨
子
案
）
を
地
方
六
団
体
を

」

代
表
し
て
、
麻
生
全
国
知
事
会
会
長
（
福
岡
県
知
事
）
及
び
佐
藤
全
国
市
長
会
副
会
長
（
宮
城
県
角
田
市
長
）
か
ら
竹
中
総
務
大
臣
に

提
出
し
た
。

三

「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」
の
成
立
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十
二
月
八
日

「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
地
方
六
団
体
で
設
置
し
た
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員

、

会
の
「
分
権
型
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
十
二
年
ぶ
り
の
意
見
書
提
出
権
の
行
使
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
地
方
六
団
体
が
要
請
し

て
き
た
成
果
で
も
あ
っ
た
。
国
会
へ
の
提
出
は
、
安
倍
内
閣
初
の
臨
時
国
会
で
、
総
理
大
臣
と
菅
総
務
大
臣
の
決
断
に
よ
り
急
き
ょ
国

会
提
出
が
な
さ
れ
、
衆
参
両
院
に
お
け
る
審
議
を
経
て
こ
の
日
に
成
立
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
施
行
日
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
三
年
で
失
効
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
七
人
の
委
員

で
構
成
す
る
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
、
政
府
に
お
い
て
「
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

、

、

「

、

」

ま
た

こ
の
法
律
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は

安
倍
総
理
大
臣
か
ら

安
倍
内
閣
に
お
い
て

地
方
分
権
改
革
は
最
重
要
課
題
の
一
つ

「
法
案
の
名
称
に
『
改
革
』
を
入
れ
た
の
は
、
改
革
の
意
気
込
み
を
込
め
た
も
の
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、
地
方
六
団
体
と
し
て
は
、
安

倍
総
理
の
こ
の
決
意
を
心
強
く
感
じ
、
襟
を
正
し
普
段
の
自
己
改
革
に
努
め
、
国
民
の
理
解
と
共
感
を
得
て
、
真
の
地
方
分
権
改
革
に

向
け
前
進
し
て
い
く
旨
の
声
明
を
発
表
し
た
。

第
八
節

公
開
質
問
状
と
安
倍
内
閣
の
誕
生

一

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
公
開
質
問
状

九
月
五
日
、
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
の
山
田
委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
は
、
九
月
二
十
六
日
に
実
施
さ
れ
る
自
由
民
主
党
総
裁
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選
挙
に
当
た
り
①
国
民
・
国
会
の
力
で
協
力
に
推
し
進
め
る
た
め
、
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法
の
制
定
と
「

仮
）
地
方
行
政
会
議
」

（

の
法
制
化
②
第
二
期
地
方
分
権
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
地
方
の
自
立
を
可
能
に
す
る
権
限
と
財
源
の
移
譲
③
国
と
地
方
の
行
財

政
改
革
の
推
進
の
三
項
目
を
内
容
と
す
る
「
地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て
」
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
立
候
補
予
定
者
の
安

倍
晋
三
氏
、
谷
垣
禎
一
氏
、
麻
生
太
郎
氏
の
三
名
に
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
公
開
質
問
状
を
手
渡
し
た
。

ま
た
、
こ
の
公
開
質
問
状
に
対
す
る
三
名
の
候
補
者
か
ら
の
回
答
を
一
覧
表
に
し
、
九
月
十
四
日
、
山
田
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員

長
が
、
会
長
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
こ
れ
を
公
表
し
た
。

二

安
倍
総
理
大
臣
の
誕
生

九
月
二
十
六
日
、
投
票
の
結
果
、
安
倍
晋
三
氏
が
自
由
民
主
党
総
裁
に
選
任
さ
れ
、
一
九
八
○
日
に
お
よ
ぶ
小
泉
政
権
か
ら
安
倍
政

権
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
内
閣
発
足
に
あ
た
り
、
地
方
六
団
体
は

「
地
方
自
治
の
充
実
、
地
方
分
権
改
革
に
一
層
強
力
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
期
待
す

、

る
」
旨
の
声
明
を
発
表
し
、
併
せ
て
「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
（
仮
称

」
の
早
期
制
定
を
強
く
求
め
た
。

）

第
九
節

新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告

十
一
月
二
十
九
日
、
第
十
五
回
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は
最
終
報
告
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
が
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行
わ
れ
、
一
部
修
正
に
つ
い
て
は
神
野
委
員
長
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
終
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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H18.11.30
地方六団体

１ 【第二期改革における具体的方策】
（１）地方の参画

○ 「 仮）地方行財政会議」を設置（
○ 「地方分権改革推進委員会」の委員選任にあたっての地

方意見の反映
○ 「地方分権改革推進計画」の作成にあたっての地方との

事前協議
（２）税財政制度

○ 国税と地方税の税源配分を５：５
○ 地方共有税構想の実現
○ 国庫補助負担金の総件数を半減

（３）行政制度
○ 国と地方の二重行政の解消と国の地方支分部局の整理～

第二期改革の最重点課題の一つ
○ 法令は制度の枠組み等に限定。事務の執行基準は条例で

規定
（４）住民自治の確立

○ 地域自治区はじめ地域自治組織の積極的な活用
○ ＮＰＯへの個人・法人の寄附金税制の見直し
○ 自治体の規模に応じた議会（週１回夜間開催）のあり方

を検討
○ 議会主催の公聴会の検討
○ 議員・議会事務局職員研修の充実

２ 【第二期改革の後の改革の方向性】
（１ 「地方分権型道州制」）

○ 内政事務は道州及び市町村に権限移譲。国の地方支分部
局を廃止。公務員は身分移管

○ 道州は都道府県にかわる自治体とし、自治体は二層制
○ 国と道州及び市町村の新しい税財政制度を構築
○ 道州間での新しい財政調整の仕組みを構築
○ 住民の代表機関たる議会は必置
○ 首長選任の仕組みについて検討
○ 東京・首都圏の扱いを検討
○ 検討にあたっては、地方の意見を十分反映

新地方分権構想検討委員会 最終報告の概要
『豊かな自治と新しい国のかたちを求めて』
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（２）憲法改正
○ 地方自治の保障、地方分権改革の推進、住民自治と団体

自治の内容、国と地方の役割分担の基本原則、自治体の条
例制定権の範囲、自治体の財政自主権の保障、内政の政策
立案・執行への地方の参画、地方自治を担う組織（基礎自
治体と広域自治体）を憲法に明記

３ 【分権改革が国民の理解を得るために】
（１） 世論の喚起

○ 地方分権改革後の地域社会の姿を住民に明示
（２） 不祥事等への取組み

○ 電子入札の一層の活用と指名競争入札の廃止・縮小
○ 自治体の幹部職員をポリティカルアポインティーに
○ 自治体職員の民間との交流の促進

（３）地方六団体の機能強化
○ 政策提言機能・国の政策へのチェック機能の強化
○ 東京都を含めた財政調整制度を議論
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第
十
節

平
成
十
九
年
度
地
方
財
政
対
策
と
予
算

一

平
成
十
九
年
度
地
方
財
政
対
策

十
二
月
十
八
日
、
財
政
制
度
等
審
議
会
に
お
い
て
地
方
交
付
税
を
特
例
的
に
削
減
す
る
等
と
主
張
す
る
中

「
平
成
十
九
年
度
地
方

、

財
政
対
策
」
が
決
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
概
ね
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

①
地
方
交
付
税
の
法
定
率
分
の
確
保

地
方
交
付
税
は

「
基
本
方
針
二
○
○
六
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
法
定
率
分
を
確
保
し
た
上
で
、
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
前
年

、

度
を
○
・
五
兆
円
程
度
上
回
る
五
十
九
・
二
兆
円
程
度
と
す
る
。

②
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
の
負
担
の
明
確
化

交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
の
う
ち
国
負
担
分
（
約
十
八
・
七
兆
円
）
を
全
額
国
の
一
般
会
計
借
入
金
に
振
替
整
理
す
る
こ
と
で
国

と
地
方
の
負
担
関
係
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
国
・
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
償
還
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

第
一
歩
が
踏
み
出
す
。

③
公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
の
新
た
な
仕
組
み

公
営
企
業
金
融
公
庫
の
財
務
基
盤
を
地
方
の
共
同
法
人
で
あ
る
新
組
織
に
全
額
承
継
す
る
。

④
公
的
資
金
の
繰
上
償
還

地
方
自
治
体
が
過
去
に
高
金
利
で
借
り
た
公
的
資
金
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条
件
の
下
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
三
年
間
で
五
兆
円
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規
模
の
公
的
資
金
（
財
政
投
融
資
資
金
、
郵
政
公
社
資
金
、
公
庫
資
金
）
の
繰
上
償
還
（
補
償
金
な
し
）
等
を
行
う
こ
と
と
し
地
方
債

の
公
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

二

全
国
知
事
会
議

十
二
月
十
八
日
、
都
道
府
県
会
館
に
お
い
て
、
全
国
知
事
会
議
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
知
事
等
に
よ
る
公
共
工
事
を
め
ぐ
る
談

合
事
件
な
ど
の
不
祥
事
が
続
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
共
調
達
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
座
長

上
田
埼
玉
県
知
事
）
が
取

り
ま
と
め
た
「
都
道
府
県
の
公
共
調
達
改
革
に
関
す
る
指
針
（
緊
急
報
告

」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
、
今
後
、
各
都
道
府
県
が

）

行
う
公
共
調
達
に
つ
い
て
は
、
同
指
針
に
沿
っ
て
実
施
す
る
こ
と
を
了
承
し
、
併
せ
て
「
官
製
談
合
等
公
共
調
達
に
係
る
不
正
の
根
絶

宣
言
」
を
採
択
し
た
。

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
の
今
後
の
取
組
み
、
法
令
外
分
担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
協
議
に
続
き
、
総
務
常
任
委
員
会
再
建
法
制
等

問
題
小
委
員
会
の
中
間
取
り
ま
と
め
や
道
州
制
特
別
委
員
会
の
検
討
状
況
、
本
会
の
平
成
十
九
年
度
予
算
、
地
方
自
治
先
進
政
策
セ
ン

タ
ー
の
運
用
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
総
務
省
の
瀧
野
総
務
審
議
官
か
ら
当
日
決
着
し
た
平
成
十
九
年
度
地
方
財
政
対
策
を
中
心
に
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

三

平
成
十
九
年
度
予
算
政
府
案
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十
二
月
二
十
四
日
、
平
成
十
九
年
度
予
算
政
府
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
主
な
予
算
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
基
本
的
考
え
方
〉

○
「
基
本
方
針
二
○
○
六
」
に
定
め
ら
れ
た
歳
出
改
革
を
確
実
に
実
施

○
新
規
公
債
発
行
は
過
去
最
大
の
▲
四
・
五
兆
円
を
削
減
し
二
十
五
・
四
兆
円
の
発
行

○
交
付
税
特
別
会
計
の
健
全
化
（
国
負
担
分
の
借
入
金
を
国
の
一
般
会
計
に
承
継
、
償
還
開
始
）

○
公
債
依
存
度
を
三
年
連
続
の
改
善
に
よ
り
、
三
割
（
三
十
・
七
％
）
ま
で
低
下

○
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
四
年
連
続
で
改
善
（
六
・
八
兆
円
改
善
で
▲
四
・
四
兆
円
）

〈
地
方
財
政
〉

○
地
方
財
政
と
し
て
、
定
員
▲
三
・
四
万
人
削
減
と
給
与
構
造
改
革
等
に
よ
り
約
○
・
四
兆
円
削
減

○
投
資
的
経
費
（
単
独
）
は
約
▲
一
・
五
兆
円
の
削
減
（
計
画
計
上
額
適
正
化
分
を
除
け
ば
約
▲
三
％
）

○
一
般
行
政
経
費
（
単
独
）
は
○
・
五
兆
円
の
増
額
（
規
模
是
正
分
を
除
け
ば
約
▲
一
％
）

○
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
総
額
確
保
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第
七
章

第
二
期
分
権
改
革
の
ス
タ
ー
ト

（
平
成
十
九
年
）

第
一
節

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
完
成

一

地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
の
設
置

一
月
十
六
日

「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」
の
成
立
（
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
）
及
び
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
の
最
終
報

、

告
の
提
言
（
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
）
を
踏
ま
え
、
第
二
期
地
方
分
権
改
革
に
お
け
る
具
体
的
方
策
の
検
討
を
進
め
、
国
に
対
し

て
積
極
的
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
地
方
自
治
権
確
立
協
議
会
の
中
に
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
た
。

こ
の
本
部
は
、
地
方
六
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
組
織
で
、
主
な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

①
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
一
層
の
明
確
化
と
権
限
移
譲

②
地
方
税
財
政
の
充
実
強
化

③
地
方
共
有
税
構
想
の
実
現

④
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
（
一
般
財
源
化
）

⑤
国
の
義
務
付
け
・
枠
付
け
・
関
与
の
廃
止
・
縮
小
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⑥
国
と
地
方
の
二
重
行
政
の
解
消
と
国
の
地
方
支
分
部
局
の
整
理

⑦
地
方
分
権
改
革
へ
の
地
方
の
参
画

⑧
地
方
六
団
体
間
の
連
絡
調
整

⑨
そ
の
他
第
二
貴
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
事
項

⑩
そ
の
他

二

全
国
知
事
会
議

一
月
十
八
日
、
都
道
府
県
会
館
に
お
い
て
全
国
知
事
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は

「
あ
る
べ
き
道
州
制
の
姿
（
案

」
に
つ
い
て
、
石
井
道
州
制
特
別
委
員
会
委
員
長
（
岡
山
県
知
事
）
に
よ
る
説
明
の

、

）

後
、
同
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
表
題
を
含
め
修
正
の
上
「
道
州
制
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

こ
の
基
本
方
針
で
は
、
道
州
制
の
議
論
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
ず
、
第
二
期
地
方
分
権
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
道
州
制

の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
州
制
に
対
す
る
全
国
知
事
会
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
政
府
や
政
党
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
に
対
し
道
州
制
の
検
討
に
当
た
っ
て
の
課
題
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
山
田
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
か
ら
、
活
動
経
過
が
報
告
さ
れ
た
。
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三

「
地
方
財
政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」
の
開
催

一
月
十
九
日
、
総
務
省
に
お
い
て
、
大
臣
と
地
方
六
団
体
と
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
菅
総
務
大
臣
は
、

昨
年
末
に
決
着
し
た
平
成
十
九
年
度
の
地
方
財
政
対
策
で
、
前
年
度
を
約
五
、
○
○
○
億
円
上
回
る
一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
た
こ
と

を
報
告
す
る
と
と
も
に

「
平
成
十
九
年
度
は
地
方
分
権
改
革
推
進
法
に
基
づ
く
本
格
的
な
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
地
方
六
団

、

体
と
も
連
動
し
て
こ
れ
に
臨
み
た
い
」
と
述
べ
、
国
・
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
地
方
分
権
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
麻
生
渡
全
国
知
事
会
会
長

福
岡
県
知
事

は

地
方
六
団
体
に

地

、

（

）

、

「

方
分
権
改
革
推
進
本
部
」
を
設
置
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
地
方
分
権
改
革
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

①
政
府
の
分
権
推
進
本
部
は
総
理
を
本
部
長
と
し
た
強
い
組
織
と
す
る
こ
と

②
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
に
は
地
方
分
権
に
熱
意
を
持
ち
、
地
方
の
実
態
に
詳
し
い
人
を
選
任
す
る
こ
と

等
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
道
州
制
の
導
入
は
長
期
の
課
題
で
あ
り
、
分
権
を
進
め
な
け
れ
ば
、
道
州
制
へ
の
移
行
は
不
可
能
で
あ
る

と
の
指
摘
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
総
務
省
側
か
ら
「
平
成
十
九
年
度
地
方
財
政
対
策

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案

「
公
債
費
負
担
の
軽
減

」
、

）
」
、

対
策

「
地
方
公
共
団
体
公
営
企
業
金
融
機
構
（
仮
称

「
新
し
い
地
方
公
共
団
体
の
再
生
法
制
（
案

」
及
び
「
平
成
十
九
年
度

」
、

）
」
、

）

地
方
税
制
改
正
（
案

」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

）

四

地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
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◆
二
月
十
四
日
、
第
七
回
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は

「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
成
立
を
受
け
た

、

二
期
改
革
の
進
め
方
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
三
位
一
体
改
革
の
評
価
、
第
二
期
分
権
改
革
の
見
定
め
方
、
消
費
税
増
税
等
へ
の
関
与

方
法
、
税
源
偏
在
問
題
の
解
決
策
、
住
民
に
わ
か
り
易
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
二
期
分
権
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
、
国
の
義
務
付
け
・
関
与
、
国
と
地
方
の
二
重
行
政
な

ど
の
事
務
事
業
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
よ
り
戦
略
的
に
地
方
分
権
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
に
六
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
福
祉
分
野
Ｐ
Ｔ
、
環
境
分
野

Ｐ
Ｔ
、
産
業
分
野
Ｐ
Ｔ
、
ま
ち
づ
く
り
分
野
Ｐ
Ｔ
、
教
育
分
野
Ｐ
Ｔ
、
災
害
そ
の
他
分
野
Ｐ
Ｔ
）
の
設
置
が
了
承
さ
れ
た
。

◆
三
月
二
十
八
日
、
第
八
回
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
事
務
事
業
調
査
の
調
査
結
果
が
示
さ
れ
報
告
さ
れ
た
。
主

に
基
本
と
な
る
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
中
心
に
議
論
が
さ
れ
、
今
後
の
日
程
と
し
て
四
月
の
連
休
ま
で
に
分
野
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
会
議
を
開
催
し
、
こ
の
調
査
結
果
の
議
論
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
発
足

三
月
二
十
九
日
、
国
会
の
同
意
が
得
ら
れ
、
新
地
方
分
権
一
括
法
の
三
年
以
内
の
国
会
提
出
を
目
指
し

「
地
方
分
権
改
革
推
進
委

、

員
会
」
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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同
年
四
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
委
員
会
で
安
倍
総
理
は

「
地
方
の
活
力
な
く
し
て
国
の
活
力
な
し
、
こ
れ
が
私
の
内
閣
の

、

、

、

、

基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り
ま
す
が

国
が
地
方
の
や
る
こ
と
を
考
え
て

押
し
付
け
て
い
く
と
い
う
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
や
り
方
は

も
は
や
捨
て
去
る
べ
き
で
あ
る

」
と
自
ら
の
決
意
を
示
す
と
と
も
に
、
具
体
的
な
方
針
と
し
て
「
各
省
庁
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
る
こ

。

と
な
く
、
あ
る
べ
き
姿
と
な
る
よ
う
役
割
分
担
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
権
限
移
譲
の
推
進
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
事
務
の
義
務
付

け
や
国
の
関
与
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
そ
の
上
で
、
地
方
交
付
税
、
補
助
金
、
税
源
配
分
に
つ
い
て
の
一
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

第
三
節

新
た
な
る
分
権
改
革
へ
の
挑
戦

一

「
基
本
的
考
え
方
」
と
「
基
本
方
針
二
○
○
七
」
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項

五
月
十
七
日
、
平
成
十
九
年
度
第
一
回
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
主
な
議
題
は
四
つ
で
あ
っ
た
。

一
つ
目
は
、
委
員
長
の
選
任
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
増
田
前
岩
手
県
知
事
が
委
員
長
で
あ
っ
た
が
、
四
月
の
岩
手
県
知
事
選
挙
に
出
馬

し
な
か
っ
た
た
め
、
委
員
長
が
空
席
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
委
員
長
を
互
選
に
よ
り
選
出
し
、
山
田
京
都
府
知
事
の
新
委

員
長
が
誕
生
し
た
。

二
つ
目
は
、
新
た
な
小
委
員
会
の
設
置
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
に
は
五
つ
の
小
委
員
会
が
設
置
し
て
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

「
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
及
び
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法
検
討
小
委
員
会
」
を
廃
止
し

「
国
と
地
方
の
あ
り
方
小
委
員
会
」
を
新
設

、
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さ
せ
た
。
さ
ら
に
こ
の
小
委
員
会
は
他
の
小
委
員
会
の
総
合
的
調
整
機
能
を
持
た
せ
る
た
め
、
知
事
会
長
を
は
じ
め
、
各
小
委
員
会
委

員
長
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
の
十
一
人
の
知
事
を
構
成
委
員
と
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
つ
目
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
る
「
基
本
的
考
え
方
」
と

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基

、

本
方
針
二
○
○
七

（
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針

）
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

」

」

五
月
末
に
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
「
基
本
的
考
え
方
」
を
、
六
月
中
旬
に
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造

改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
七

（
の
ち
に
名
称
変
更
「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
○
○
七

）
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
す
る
前

」

」

に
、
全
国
知
事
会
と
し
て
そ
れ
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
を
整
理
し
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
委
員
会
で
ま
ず

は
、
た
た
き
台
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
つ
い
で
翌
日
の
全
国
知
事
会
議
で
決
定
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

四
つ
目
は
、
地
方
税
源
の
確
保
、
充
実
と
税
収
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
前
か
ら
主
張
し
続
け
て
い
る
「
国
と
地
方
の
税

源
配
分
を
ま
ず
は
一
対
一
に
す
る
こ
と

」
に
加
え
、
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
手
法
と
し
て
、
①
税
源
偏
在
の
大

。

き
い
地
方
法
人
関
係
税
（
地
方
税
）
と
偏
在
性
の
小
さ
い
消
費
税
（
国
税
）
の
税
源
交
換
、
②
地
方
交
付
税
原
資
の
入
れ
替
え
、
③
地

方
法
人
課
税
に
お
け
る
分
割
基
準
の
見
直
し
、
④
地
方
消
費
税
の
清
算
基
準
の
見
直
し
、
⑤
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
検
討
を
掲
げ
た
。

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
税
制
体
系
と
し
て
も
税
源
の
地
域
偏
在
性
を
解
消
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
地
方
分
権
の
推

、

進
に
関
す
る
意
見
書

（
平
成
十
八
年
六
月
七
日
）
で
提
言
さ
れ
た
地
方
共
有
税
構
想
の
実
現
な
ど
、
新
た
な
財
政
調
整
シ
ス
テ
ム
を

」

構
築
し
地
方
一
般
財
源
総
額
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
地
方
自
ら
の
取
組
に
つ
い
て
も
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二

白
熱
す
る
全
国
知
事
会
議
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五
月
十
八
日
、
知
事
選
挙
を
終
え
、
初
の
全
国
知
事
会
議
が
都
道
府
県
会
館
三
階
の
特
別
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

会
長
挨
拶
か
ら
開
会
し
、
新
知
事
紹
介
で
話
題
の
東
国
原
英
夫
宮
崎
県
知
事
を
は
じ
め
、
六
人
の
新
知
事
の
紹
介
を
終
え
た
後
、
議

案
第
一
号
と
し
て
会
長
の
選
任
と
な
っ
た
。
会
長
に
立
候
補
し
た
の
は
八
人
の
推
薦
者
を
集
め
た
麻
生
福
岡
県
知
事
の
み
で
あ
っ
た
た

め
、
無
投
票
で
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
副
会
長
、
理
事
、
監
事
の
選
任
と
続
き
、
報
告
・
協
議
事
項
で
前
日
の
地
方
分
権
推

進
特
別
委
員
会
で
議
論
し
た
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
る
「
基
本
的
考
え
方
」
と

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

、

革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
七

（
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針

）
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
、
地
方
税
源
の
確
保
、
充
実
と
税
収
格

」

」

差
の
是
正
に
つ
い
て
再
び
議
論
さ
れ
た
。

会
議
で
は
各
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
き
集
約
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
の
四
都
府
県
か
ら
示

さ
れ
た
修
正
案
に
つ
い
て
も
意
見
聴
取
し
た
結
果
、
修
文
を
行
い
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

三

山
田
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
要
請
活
動

五
月
二
十
三
日
、
前
週
末
に
全
国
知
事
会
と
し
て
決
定
し
た
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
る
「
基
本
的
考
え
方
」

に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
と
し
て
ま
と
め
、
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
の
山
田
委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
が

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
丹
羽
委
員
長
（
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
取
締
役
会
長
）
に
提
出
し
た
。

ま
た
、
五
月
二
十
九
日
に
は
、
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
七

（
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針

）
に

」

」
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盛
り
込
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
と
し
て
ま
と
め
、
山
田
委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
が
代
表
し
て
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

の
議
員
の
大
田
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
提
出
し
て
そ
の
実
現
方
を
要
請
し
た
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
は
、
安
倍
内
閣
に
お
い
て
初
め
て
の
骨
太
の
方
針
の
策
定
に
向
け
た
審
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
第

二
期
地
方
分
権
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
六
団
体
と
し
て
の
考
え
方
を
骨
太
の
方
針
に
盛
り
込
む
よ
う
求
め
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

四

地
方
分
権
改
革
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

―
地
方
が
主
役
の
国
づ
く
り
―

五
月
三
十
日
、
政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
は
、
四
月
二
日
以
降
七
回
の
審
議
を
行
い
「
地
方
分
権
改
革
推
進
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
考
え
方
―
地
方
が
主
役
の
国
づ
く
り
―
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

こ
の
基
本
的
考
え
方
に
は
冒
頭
部
分
に
二
つ
の
理
念
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
一
つ
は
自
治
行
政
権
の
み
な
ら
ず
自
治
財
政
権
、
自
治

、

“

”

、

、

、

立
法
権
を
有
す
る
完
全
自
治
体

い
わ
ゆ
る

地
方
政
府
の
確
立

を
目
指
す
こ
と
と
し
た
点
と

も
う
一
つ
は

地
方
分
権
改
革
は

国
の
在
り
方
、
国
の
か
た
ち
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
治
改
革
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
お
い
て
は
五
つ
の
「
目
指
す
べ
き
方
向
性

、
五
つ
の
「
基
本
原
則

、
三
つ
の
審
議
方
針
が
示

」

」

さ
れ
た
。

〈
地
方
分
権
改
革
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
〉
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○
分
権
型
社
会
へ
の
転
換

○
地
方
の
活
力
を
高
め
、
強
い
地
方
を
創
出

○
地
方
の
税
財
政
基
盤
の
確
立

○
簡
素
で
効
率
的
な
筋
肉
質
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム

○
自
己
決
定
・
自
己
責
任
、
受
益
と
負
担
の
明
確
化
に
よ
り
地
方
を
主
役
に

〈
地
方
分
権
改
革
推
進
の
た
め
の
基
本
原
則
〉

○
基
礎
的
自
治
体
優
先

○
明
快
、
簡
素
・
効
率

○
自
由
と
責
任
、
自
立
と
連
帯

○
受
益
と
負
担
の
明
確
化

○
住
民
本
位

〈
調
査
審
議
の
方
針
〉

○
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
徹
底
し
た
見
直
し

○
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
、
地
域
間
の
税
収
偏
在
の
是
正
な
ど
の
観
点
か
ら
、
税
源
移
譲
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
地
方
交
付
税

等
に
地
方
債
も
含
め
分
権
に
か
な
っ
た
地
方
税
財
政
制
度
を
整
備

○
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
応
じ
た
行
政
体
制
の
整
備
及
び
確
立
方
策
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第
四
節

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
さ
ら
に
強
く

一

悔
し
さ
感
じ
る
骨
太
の
方
針

六
月
十
九
日
、
今
年
十
八
回
目
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
開
催
さ
れ

「
基
本
方
針
二
○
○
七
」
に
つ
い
て
安
倍
総
理
大
臣
か
ら
諮

、

問
さ
れ
、
諮
問
会
議
の
答
申
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
新
た
な
名
称
に
つ
い
て
総
理
自
ら
「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
○
○
七
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
副
題
と
し
て
～
「
美
し
い

国
」
へ
の
シ
ナ
リ
オ
～
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

本
文
の
内
容
で
あ
る
が
、
地
方
が
求
め
、
盛
り
込
む
べ
き
事
項
と
し
て
掲
げ
た
項
目
が
こ
と
ご
と
く
省
か
れ
、
掲
載
が
あ
っ
て
も
ト
ー

ン
ダ
ウ
ン
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、

①
国
税
と
地
方
税
の
税
源
配
分
を
ま
ず
は
五
対
五
に
す
る
こ
と

→

盛
り
込
ま
れ
ず

②
消
費
税
等
の
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
る
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体
系
の
構
築

→

地
方
間
の
税
源
の
偏
在
を
是
正
す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討

③
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
が
担
う
」
と
い
う
原
則
の
下
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、
一
体
的
に
権
限
・
事
務
・
財

源
を
移
譲
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→
国
と
地
方
の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

④
国
の
地
方
支
分
部
局
の
廃
止
、
縮
小
に
よ
る
国
と
地
方
の
二
重
行
政
の
解
消

→
地
方
支
分
部
局
を
大
胆
に
合
理
化
す
る
抜
本
改
革
に
向
け
た
検
討
を
行
う

⑤
国
に
よ
る
過
剰
関
与
・
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
廃
止
・
縮
小

→

盛
り
込
ま
れ
ず

⑥
「
地
方
交
付
税
」
を
国
の
特
別
会
計
に
直
接
繰
り
入
れ
等
を
行
う
「
地
方
共
有
税
」
に
変
更

→

盛
り
込
ま
れ
ず

二

第
二
十
九
次
地
方
制
度
調
査
会

七
月
三
日
、
第
二
十
九
次
地
方
制
度
調
査
会
の
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

委
員
は
、
学
識
経
験
者
十
八
名
、
国
会
議
員
六
名
、
地
方
六
団
体
六
名
の
三
十
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
全
国
知
事
会

か
ら
は
石
井
岡
山
県
知
事
に
委
員
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

会
議
で
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
中
村
邦
夫
氏
（
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）
が
第
二
十
九
次
調
査
会
会
長
に
選
出
さ

れ
、
続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
安
倍
総
理
大
臣
か
ら
は

「
私
の
内
閣
の
最
重
要
課
題
と
し
て
地
方
分
権
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
真

、

の
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
地
方
自
治
体
を
確
立
し
、
中
核
的
な
基
礎
自
治
体
が
『
地
域
づ
く
り
の
主
役
』
と
な
れ
る
よ
う
な
体
制
を

整
え
る
た
め
、
市
町
村
合
併
を
含
め
た
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
や
、
監
査
機
能
の
充
実
・
強
化
等
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
行
財
政
制
度
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の
あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
な
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
改
革
の
成
果
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い

」
と
述
べ
ら
れ
、
中
村
会

。

長
に
諮
問
文
が
手
交
さ
れ
た
。

三

全
国
知
事
会
議

ｉ
ｎ

熊
本

七
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
熊
本
県
で
全
国
知
事
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
熊
本
県
の
努
力
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
最

高
の
四
十
四
名
の
都
道
府
県
知
事
が

火
の
国

熊
本

に
集
結
し

議
論
を
交
わ
し
た

特
に
地
方
分
権
改
革
関
係
の
議
事
に
あ
た
っ

“

”

、

。

て
は
、
昼
食
後
に
始
ま
っ
た
「
国
の
地
方
支
分
部
局
の
廃
止

「
権
限
移
譲
、
国
の
関
与
・
義
務
付
け
等
の
廃
止
・
縮
小

「
税
制

」
、

」
、

の
あ
り
方
、
税
源
問
題
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
に
対
し
、
夕
食
を
挟
ん
で
夜
十
時
過
ぎ
ま
で
続
き
、
真
に
“
火
の
国
”
ら
し
い
熱
い
議

論
の
展
開
で
あ
っ
た
。

「
第
二
期
地
方
分
権
改
革
」
へ
の
提
言

（一）

山
田
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
か
ら
「

第
二
期
地
方
分
権
改
革
』
へ
の
提
言
」
が
示
さ
れ
、
議
論

『

の
焦
点
と
な
っ
た
。

提
言
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一

税
財
政
の
あ
り
方

～
税
源
移
譲
の
実
現
～
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①
税
源
移
譲
に
よ
り
国
税
と
地
方
税
の
税
源
配
分
五
対
五

・
地
方
が
住
民
視
点
の
行
政
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
層
の
税
源
移
譲
が
必
要
で
あ
り
、
当
面
、
国
税
と
地
方
税

の
税
源
配
分
五
対
五
を
目
指
す
べ
き
。

・
国
と
地
方
の
税
源
配
分
を
五
対
五
と
す
る
に
は
、
税
収
動
向
を
踏
ま
え
る
と
、
六
兆
円
程
度
の
税
源
移
譲
が
必
要
と
な

る
。

・
今
回
の
改
革
に
当
た
っ
て
、
全
国
知
事
会
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
検
討
状
況
を
見
な
が
ら
具
体
的
な
税
源

移
譲
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
く
。

・
提
言
の
過
程
に
お
い
て
、
国
は
地
方
と
積
極
的
な
協
議
を
行
い
、
そ
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

②
税
源
移
譲
に
あ
た
っ
て
の
地
域
間
の
調
整

・
六
兆
円
程
度
の
税
源
移
譲
が
、
地
域
間
格
差
を
よ
り
一
層
拡
大
さ
せ
、
か
え
っ
て
地
方
自
治
を
衰
退
さ
せ
る
懸
念
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
間
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
全
国
知
事
会
と
し
て
次
の
三
点
を
基
本
と
す
る
。

(

一)

税
源
の
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
税
目
を
偏
在
度
の
少
な
い
税
目
、
具
体
的
に
は
地
方
消
費
税
、
住
民
税
と

す
る
。

(

二)

地
方
税
の
税
目
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
税
源
偏
在
の
小
さ
い
仕
組
み
と
な
る
よ
う
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

国
と
地
方
の
税
源
構
成
及
び
地
方
交
付
税
原
資
の
税
目
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
。

(

三)

移
譲
財
源
の
調
整
問
題
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
の
共
通
財
源
と
位
置
付
け
、
調
整
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
。

③
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
「
地
方
共
有
税
」
の
導
入
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・
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
財
政
需
要
を
適
切
に
反
映
し
た
財
源
保
障
機
能
や
財
源
調
整
機
能
を
堅
持
し
、
安

定
的
な
財
政
運
営
の
も
と
、
住
民
の
生
活
が
守
ら
れ
る
よ
う
そ
の
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
税
源
移
譲
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
っ
て
い
る
国
税
の
法
定
率
分
が
減
少
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
法

定
率
の
引
上
げ
な
ど
の
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

・
地
方
交
付
税
が
地
方
の
自
主
財
源
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
国
の
一
般
会
計
を
通
さ
ず

「
地
方
共
有
税
」

、

と
し
て
特
別
会
計
に
直
接
繰
り
入
れ
等
を
行
う
方
式
に
改
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

事
務
事
業
の
あ
り
方

～
権
限
移
譲
、
国
の
関
与
・
義
務
付
け
等
の
廃
止
・
縮
小
～

・
地
方
分
権
型
社
会
の
確
立
の
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
行
政
運
営
を
進
め
、
住
民
満
足
度
を
最
大
化
す
る
た

め
、
権
限
移
譲
、
国
の
過
剰
関
与
の
廃
止
等
を
行
う
こ
と
が
税
源
移
譲
に
よ
る
地
方
財
政
の
確
立
と
と
も
に
必
要
で
あ

る
。

・
全
国
知
事
会
は

「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
が
担
う
」
と
い
う
大
原
則
の
下
、
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
一
○
八
項

、

目
の
権
限
移
譲
、
四
十
一
項
目
の
二
重
行
政
の
解
消
を
提
言
す
る
。

三

行
政
組
織
の
あ
り
方

～
二
重
行
政
の
解
消
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
簡
素
・
効
率
化
～

・
今
後
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
と
お
り
簡
素
・
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

①
国
庫
補
助
負
担
金
件
数
の
削
減

・
行
政
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、
国
庫
補
助
負
担
金
件
数
の
削
減
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
、
補
助
率
の
引
下
げ
等
で
は
な

く
、
総
件
数
を
半
減
す
る
な
ど
大
幅
な
整
理
合
理
化
に
よ
り
、
国
は
組
織
定
数
の
縮
減
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
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②
直
轄
事
業
負
担
金
の
廃
止

・
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
が
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
責
任
の
明
確
化
の
た
め
に
も
廃
止
す
べ
き
で
あ

る
。

③
地
方
支
分
部
局
の
整
理

・
地
方
支
分
部
局
に
つ
い
て
は
、
二
重
行
政
解
消
等
の
観
点
か
ら
不
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

・
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
で
行
う
と
い
う
考
え
の
下
で
、
以
下
の
基
本
方
針
に
従
い
、
廃
止
縮
小
す
べ
き
で
あ
る
。

(

一)

都
道
府
県
単
位
の
地
方
支
分
部
局
に
つ
い
て
は
、
原
則
廃
止

(

二)

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
地
方
支
分
部
局
に
つ
い
て
は
、
地
方
で
で
き
る
も
の
は
廃
止

た
だ
し
、(

ａ)
国
の
存
立
に
関
わ
る
事
務
を
取
り
扱
う
組
織<

入
国
管
理
、
税
関
等>

(

ｂ)

全
国
的
な
規
模
・
視
点
に
立
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
事
務
を
取
り
扱
う
組
織
・
事
務<

地
方
航
空
局
、
管
区

気
象
台
等>

は
除
く
。

・
地
方
支
分
部
局
の
事
務
・
権
限
等
の
地
方
へ
の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
事
業
仕
分
け
を
行
う
。
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民

間
で
行
う
と
と
も
に
、
地
方
で
行
う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
事
務
・
権
限
と
財
源
を
一
体
的
に
移
譲
す
べ
き
で
あ
る
。

・
地
方
支
分
部
局
の
廃
止
、
事
務
・
権
限
等
の
地
方
へ
の
移
譲
に
伴
う
国
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
組
織
・
事
務
の
徹

底
し
た
ス
リ
ム
化
を
進
め
、
そ
の
上
で
地
方
と
し
て
、
必
要
な
人
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
協
力
す
る
。

・
地
方
支
分
部
局
に
関
す
る
情
報
が
極
め
て
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
と
連
携
を

諮
り
な
が
ら
、
地
方
支
分
部
局
に
関
す
る
詳
細
情
報
を
求
め
た
う
え
で
、
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け
さ
ら
な
る
提
案
を

行
う
。
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四

こ
れ
か
ら
の
国
・
地
方
の
あ
り
方

～
住
民
視
点
か
ら
国
・
地
方
の
連
携
～

、

、

・
国
と
地
方
が

と
も
に
住
民
視
点
に
立
っ
た
効
率
的
か
つ
住
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は

国
と
地
方
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
分
権
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
そ
の
た
め
に
は
、
政
府
と
地
方
の
代
表
者
等
が
協
議
を
行
い
、
地
方
の
意
見
を
政
府
の
政
策
立
案
、
執
行
に
反
映
で
き

る
よ
う
中
央
政
府
と
地
方
政
府
が
対
等
・
強
力
の
立
場
に
あ
る
（
仮
）
地
方
行
財
政
会
議
を
法
律
に
基
づ
き
設
置
す
べ

き
で
あ
る
。

石
井
地
方
税
制
小
委
員
会
委
員
長
（
富
山
県
知
事
）
の
苦
悩
と
知
事
た
ち
へ
の
衝
撃

（二）

こ
の
全
国
知
事
会
議
で
各
府
県
知
事
に
も
っ
と
も
衝
撃
を
与
え
た
の
は
、
石
井
地
方
税
制
小
委
員
会
委
員
長
の
「
地
方
税
源
の
確

保
、
充
実
と
税
収
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
」
の
説
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
説
明
す
る
石
井
委
員
長

は
う
つ
む
き
加
減
で
、
苦
渋
に
満
ち
た
表
情
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

一

国
・
地
方
の
税
源
配
分

、

。

・
国
と
地
方
の
税
源
配
分
を
一
対
一
に
す
る
に
は

十
九
年
度
予
算
で
試
算
す
る
と
約
六
兆
円
規
模
の
移
譲
が
必
要
で
あ
る

二

税
源
移
譲
に
伴
う
影
響

<

第
一
期
改
革
（
三
兆
円
移
譲
）>

平
成
十
七
年
度
の
課
税
状
況
調
査
に
基
づ
き
推
計
す
る
と
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
減
少
と
税
源
移
譲
の
増
加
を
比
較
す

る
と
、
十
二
の
自
治
体
で
税
源
移
譲
に
よ
り
増
収
と
な
る
が
、
三
十
五
の
自
治
体
は
減
収
と
な
る
。
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<

第
二
期
改
革
（
五
・
九
兆
円
移
譲
）>

第
一
期
改
革
と
同
様
に
第
二
期
改
革
で
五
・
九
兆
円
の
国
庫
補
助
負
担
金
を
減
少
さ
せ
、
同
額
を
税
源
移
譲
（
こ
の
場

合
地
方
消
費
税
三
・
七
兆
円
、
個
人
住
民
税
二
・
二
兆
円
）
し
た
場
合
、
個
々
の
団
体
の
収
入
格
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
、

増
収
と
な
る
十
二
団
体
の
合
計
が
約
一
・
四
兆
円
に
対
し
、
減
収
と
な
る
三
十
五
団
体
の
合
計
も
一
・
四
兆
円
と
な
る
。

三

税
源
移
譲
と
税
収
格
差
の
是
正
に
向
け
た
今
後
の
検
討
方
向

<

試
算
一>

前
提
条
件
：
①
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
の
規
模
を
三
兆
円
と
す
る
。

②
税
源
移
譲
を
地
方
消
費
税
の
一
％
分(

二
・
六
兆
円)

と
地
方
交
付
税(

○
・
四
兆
円)

と

す
る
。

偏
在
是
正
策
：
①
税
源
交
換
に
よ
る
交
付
税
原
資
の
入
替
え
（
地
方
法
人
課
税<

法
人
住
民
税
法
人
割
○
・
七
兆
円
、
法

人
事
業
税
の
一
部
○
・
六
兆
円>

と
地
方
消
費
税
の
交
換
）

②
地
方
交
付
税
に
よ
る
調
整

試
算
結
果
：
増
収
と
な
る
団
体
数
は
十
二
団
体
で
、
増
収
額
は
約
○
・
二
兆
円
と
な
り
、
さ
ら
に
地
方
交
付
税
で
調
整
す

る
こ
と
で
、
格
差
の
是
正
が
見
込
め
る
。

<

試
算
二>

前
提
条
件
：
①
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
の
規
模
を
五
・
九
兆
円
と
す
る
。

②
税
源
移
譲
を
個
人
住
民
税
の
二
％
分(

二
・
二
兆
円)

と
地
方
消
費
税(

三
・
七
兆
円)

と

す
る
。
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偏
在
是
正
策
：
①
税
源
交
換
に
よ
る
交
付
税
原
資
の
入
替
え
（
地
方
法
人
課
税<

法
人
住
民
税
法
人
割
○
・
七
兆
円
、
法

人
事
業
税
の
一
部
○
・
六
兆
円>

と
地
方
消
費
税
の
交
換
）

②
移
譲
税
源
の
一
部
を
各
自
治
体
の
共
通
財
源
と
位
置
付
け
、
再
配
分(

個
人
住
民
税
の
増
収
分
二
・
二

兆
円)

す
る
。

試
算
結
果
：
増
収
と
な
る
団
体
数
は
十
五
団
体
で
、
増
収
額
は
約
十
兆
円
と
な
る
。
移
譲
税
源
の
一
部
を
共
通
財
源
と
す

る
が
、
減
収
団
体
の
減
収
総
額
約
十
兆
円
に
な
る
。

<

試
算
三>

前
提
条
件
：
①
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
の
規
模
を
五
・
九
兆
円
と
す
る
。

②
税
源
移
譲
を
個
人
住
民
税
の
二
％
分(

二
・
二
兆
円)

、
地
方
消
費
税
の
一
％
分

(

二
・
六
兆
円)

、
地
方
交
付
税(

一
・
一
兆
円)

と
す
る
。

偏
在
是
正
策
：
①
税
源
交
換
に
よ
る
交
付
税
原
資
の
入
替
え
（
地
方
法
人
課
税<

法
人
住
民
税
法
人
割
○
・
七
兆
円
、
法

人
事
業
税
の
一
部
○
・
六
兆
円>

と
地
方
消
費
税
の
交
換
）

②
地
方
交
付
税
に
よ
る
調
整(

一
・
一
兆
円)

試
算
結
果
：
増
収
と
な
る
団
体
数
は
九
団
体
で
、
増
収
額
は
約
○
・
六
兆
円
と
な
る
。
さ
ら
に
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
調

整
や
、
増
収
団
体
の
う
ち
交
付
税
の
交
付
分
を
原
資
と
し
て
減
収
団
体
に
配
分
す
る
こ
と
で
、
格
差
の
是
正
が

見
込
め
る
。

と
い
う
も
の
で
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
と
税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
調
整
と
い
う
三
位
一
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
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組
み
合
わ
さ
な
け
れ
ば
、
団
体
ご
と
の
収
入
格
差
は
更
に
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

、

、「

、

、

」

ま
た

石
井
知
事
が
示
し
た
グ
ラ
フ
を
見
た
他
の
知
事
は

自
分
の
団
体
は

い
っ
た
い
ど
の
位
置
に
あ
り

ど
う
な
る
の
か

と
厳
し
い
表
情
と
な
っ
た
。

四

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
へ
の
説
明

七
月
二
十
五
日
、
先
の
全
国
知
事
会
議
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
第
二
期
地
方
分
権
改
革
へ
の
提
言
」
に
つ
い
て
、
麻
生
知
事
会
長

（
福
岡
県
知
事

、
山
田
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
か
ら
、
政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
に
対
し

）

説
明
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
税
源
移
譲
、
補
助
金
の
削
減
、
税
源
移
譲
に
あ
た
っ
て
の
地
域
間
の
調
整
、
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
、
地
方
共
有

税
の
導
入
、
事
務
事
業
の
あ
り
方
・
支
障
事
例
、
地
方
支
分
部
局
の
整
理
、
地
方
六
団
体
と
し
て
の
取
組
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

第
五
節

政
権
公
約

一

参
議
院
選
挙
に
向
け
て
要
請
活
動
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五
月
二
十
一
日
、
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
山
田
前
委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
に
代
わ
り
新
委
員
長
に
古
川
佐
賀

県
知
事
が
互
選
さ
れ
た
。

古
川
委
員
長
は
、
早
速
、
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

「
今
回
の
参
議
院
通
常
選
挙
に
お
け
る
各
党
の
政
権

、

、

。
」

公
約
が

第
二
期
地
方
分
権
改
革
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
最
初
で
最
後
の
機
会
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

と
し
て
、
各
党
が
考
え
る
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
基
本
方
針
を
明
記
し
て
も
ら
う
よ
う
、
積
極
的
に
要
請
し
て
い
く
と
抱
負
を
述
べ

た
。古

川
委
員
長
の
行
動
は
素
早
か
っ
た
。
三
日
後
の
五
月
二
十
四
日
に
は
、
第
二
回
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
会
を
開
催
し

「
参
議

、

院
選
挙
に
お
け
る
政
権
公
約
に
対
す
る
共
通
事
項
（
案

」
を
各
委
員
に
提
示
し
て
了
承
さ
れ
る
と
、
即
日
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

）

以
後
の
活
動
実
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◆
五
月
二
十
四
日
、
第
一
弾
は
共
通
要
請
内
容
と
し
て
、
自
民
党
、
公
明
党
、
民
主
党
の
各
政
調
会
長
に

直
接
面
談
し
、
要
請
内

容
の
実
現
を
求
め
た
。

◆
六
月
五
日
、
民
主
党
政
策
調
査
会
長
に
、
第
二
弾
の
個
別
要
請
と
し
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

◆
六
月
八
日
、
自
民
党
参
院
幹
事
長
、
公
明
党
政
調
会
長
代
理
に
、
第
二
弾
の
個
別
要
請
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

◆
六
月
十
二
日
、
自
民
党
幹
事
長
に
、
第
二
弾
の
個
別
要
請
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

七
月
一
日

「
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
国
民
会
議
（
二
十
一
世
紀
臨
調

」
主
催
の
「
第
三
回
・
政
権
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
検

、

）

証
大
会
」
が
、
都
内
で
開
か
れ
、
本
会
か
ら
古
川
政
権
公
約
評
価
特
別
委
員
長
が
出
席
し
報
告
を
行
っ
た
。
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大
会
で
は
、
本
会
を
含
む
九
団
体
か
ら
、
①
安
倍
内
閣
の
政
権
実
績
に
関
す
る
中
間
評
価
、
②
自
民
・
公
明
・
民
主
の
参
議
院
選
挙

公
約
の
検
証
・
評
価
の
二
点
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
続
い
て
、
安
倍
総
理
と
小
沢
民
主
党
代
表
に
よ
る
党
首
討
論
が
行
わ
れ
た
。

二

そ
し
て
参
議
院
選
挙

七
月
二
十
九
日
、
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
即
日
開
票
さ
れ
た
。
選
挙
の
結
果
は
民
主
党
の
大
躍
進
に
よ
る
圧
勝
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
衆
議
院
で
は
自
民
党
・
公
明
党
の
連
立
与
党
が
過
半
数
を
占
め
な
が
ら
、
参
議
院
で
は
民
主
党
を
中
心
と
す
る
野
党
が
過
半

数
を
占
め
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
“
ね
じ
れ
”
現
象
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。




